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例     言

1 本書は、長野県更埴建設事務所から委託を受けた更埴市教育委員会が、東京学芸大学考古学研究

室の協力を受けて、平成 7年度から平成11年度に実施した国道403号 (土 ロバイパス)道路改良に伴

う発掘調査報告書である。

2 本書の編集は、佐藤信之が行った。執筆は各遺構の担当者が行い、文末に執筆者の氏名を記した。

なお、佐藤が担当した音F分 については記していない。

また、時間的制約のため、執筆の統一所見となっていない部分がある。

3 分析では、次の方々にご協力をお願いし、玉稿を賜った。

石包丁の使用痕・石鏃  (株)アルカ

木製品の樹種同定・炭化物の植物珪酸体分析  (株)古環境研究所

黒曜石の原産地推定・土器の胎土分析 東京芸術大学 建石 徹

動物遺体の同定 国立歴史民俗博物館 西本豊弘、慶応大学大学院生 姉崎智子

4 現場における実測は、調査員・東京学芸大学学生・国光一穂・佐藤が主に行い、一部を (株)写

真測図研究所に委託した。また、現場の基準点は (株)光陽測量に委託した。

遺物の実源Jは 、調査員・東京学芸大学学生・国光・佐藤・宮入文彦が主に行い、一部を (株)ア

ルカ・ (株)シ ン技術コンサルに委託した。

5 本書中の図版の方位は、平面直角座標系第Ⅷ系の座標北を示している。なお、真北はCF-7グ

リッドで 0° 12′ 35″ 東に振れる。

6 発掘調査・報告書の作成に当たり、下記の諸機関・諸氏にご指導・ ご援助をいただいた。記して

感謝したい。 (敬称略)

長野県教育委員会、 (財)長野県埋蔵文化財センター、長野県立歴史館

安藤 員、井上喜久男、岩佐靖文、臼居直之、川崎 保、近藤憲明、笹澤正史、自沢勝彦、

塚本貞嘉、土屋 積、寺内隆夫、鳥羽英継、西山克己、半田英彦、松林孝二郎、宮島 勤、

宮島義和、百瀬長秀、森山正隆

7 本調査の出土遺物・実測図・写真等はすべて更埴市教育委員会に保管されている。

なお、本調査の関係資料には、屋代遺跡群土ロバイパス地点を略して「YD」 と表記した。



例凡

1 本書に掲載 した実測図の縮尺は原則 として下記のとお りである。縮尺が異なる場合はその縮尺を

表言己した。

主な遺構

全体図 1/400   住居跡 1/60   掘立柱建物跡 1/80   土坑 1/30
溝断面 1/30

主な遺物

土器 1/4   土製紡錘車・土錘 1/2   羽口 1/3   布目瓦 1/4

打製石斧 0磨製石斧・打製石刃・砥石・軽石製品・凹石・叩石 1/3   石鏃 2/3

磨製石包丁 1/2   銅製品 2/3   鉄製品 1/2   骨角器 1/2
玉類 1/1   滑石製模造品 2/3

2 本書に掲載した主な遺物写真の縮尺は下記のとおりである。

土器 1/3(た だし●は1/4、 ○は1/2)

土製紡錘車・土錘・石製紡錘車・鉄製品 2/3

打製石斧・磨製石斧・石包丁・砥石・骨角器 1/2

石鏃・玉類 1/1

3 実測図中のスクリーントーンおよび断面の処理は下記により表している。

遺  構    :   炭化物 111■     焼 土 ill■ |

遺  物    :   赤色塗彩 赤      黒色処理 11lII

遺物断面    :   土師器 自ぬき     須恵器 黒塗 り

灰釉陶器 彗藝響

4 遺構の規模はcmで表わしており、住居跡は下端、土坑は上端を計測している。
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第241図  468号住居跡出土土器           第279図  118号住居跡

第242図  468号住居跡               第280図  118号住居跡出土土器

第243図 481号住居跡及び出土土器         第281図  150号住居跡

第244図  485号住居跡               第282図  150号住居跡出土土器

第245図  485号住居跡出土土器           第283図  151号住居跡

第246図  489号住居跡               第284図  151号住居跡出土土器

第247図  489号住居跡出土土器           第285図  152号住居跡

第248図  5802850289号土坑           第286図  152号住居跡出土土器 1

第249図  5802850289号土坑出土土器       第287図  152号住居跡出土土器 2

第250図  7号 B住居跡及び出土土器        第288図  153号住居跡及び出土土器

第251図  8号住居跡及び出土土器         第289図  154号住居跡

第252図  25号住居跡               第290図  154号住居跡出土土器

第253図  25号住居跡出土土器           第291図  156号住居跡

第254図  40号住居跡               第292図  156号住居跡出土土器

第255図  40号住居跡出土土器           第293図  159号住居跡

第256図  41号住居跡               第294図  159号住居跡出土土器

第257図  41号住居跡カマド及び出土土器      第295図  160号住居跡

第258図  43号住居跡出土土器           第296図  160号住居跡出土土器 1

第259図  43号住居跡               第297図  160号住居跡出土土器 2

第260図  48号住居跡               第298図  162号住居跡
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第299図  162号住居跡出土土器           第337図  232号住居跡

第300図  163号住居跡               第338図  232号住居跡出土土器

第301図  163号住居跡出土土器           第339図 233号住居跡及び出土土器

第302図  165号住居跡出土土器           第340図 234号住居跡及び出土土器

第303図  166号住居跡               第341図 237号住居跡及び出土土器

第304図  166号住居跡出土土器           第342図  239号住居跡

第305図  171号住居跡及び出土土器         第343図  239号住居跡出土土器

第306図  201号住居跡及び出土土器         第344図  242号住居跡

第307図  202号住居跡               第345図  242号住居跡出土土器

第308図  202号住居跡出土土器           第346図 243号住居跡

第309図  203号住居跡               第347図 243号住居跡出土土器

第310図  203号住居跡出土土器           第348図  245号住居跡

第311図  205号住居跡出土土器           第349図  245号住居跡出土土器

第312図  206号住居跡及び出土土器         第350図 246号住居跡

第313図  207号住居跡               第351図  246号住居跡出土土器

第314図  207号住居跡出土土器           第352図 247号住居跡出土土器

第315図  210号住居跡及び出土土器         第353図 248号住居跡

第316図  211号住居跡               第354図 251号住居跡

第317図  211号住居跡出土土器           第355図  251号住居跡出土土器

第318図  215号住居跡及び出土土器         第356図 254号住居跡出土土器

第319図  217号住居跡出土土器           第357図 258号住居跡及び出土土器

第320図  218号住居跡及び出土土器         第358図  259号住居跡

第321図  221号住居跡               第359図 259号住居跡出土土器

第322図  221号住居跡出土土器           第360図 260号住居跡

第323図  222号住居跡               第361図 260号住居跡出土土器

第324図  222号住居跡出土土器 1          第362図 265号住居跡及び出土土器

第325図  222号住居跡出土土器 2          第363図 266号住居跡出土土器

第326図  223号住居跡及び出土土器         第364図 267号住居跡

第327図  224号住居跡               第365図 267号住居跡出土土器

第328図  224号住居跡出土土器           第366図 268号住居跡及び遺物出土状況

第329図  225号住居跡               第367図 268号住居跡カマド及び遺物出土状

第330図  225号住居跡出土土器               況

第331図  227号住居跡               第368図  268号住居跡出土土器 1

第332図  227号住居跡出土土器           第369図 268号住居跡出土土器 2

第333図  228号住居跡               第370図 269号住居跡

第334図  228号住居跡出土土器           第371図 270号住居跡

第335図  230号住居跡               第372図 270号住居跡出土土器

第336図  230号住居跡出土土器           第373図 271号住居跡
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第374図  271号住居跡掘方及び出土土器 1

第375図  271号住居跡出土土器 2

第376図  273号住居跡

第377図  273号住居跡出土土器

第378図  274号住居跡出土土器

第379図  274号住居跡及びカマ ド

第380図  275号住居跡

第381図  275号住居跡出土土器

第382図  276号住居跡及びカマ ド

第383図  276号住居跡出土土器

第384図  278号住居跡及びカマ ド

第385図  278号住居跡出土土器

第386図  279号住居跡

第387図  279号住居跡出土土器 1

第388図  279号住居跡出土遺物 2

第389図  281号住居跡

第390図  281号住居跡出土土器

第391図  282号住居跡及び出土土器

第392図  283号住居跡

第393図  283号住居跡出土土器

第394図  284号住居跡及び出土土器

第395図  285号住居跡

第396図  285号住居跡出土土器

第397図  286号住居跡出土土器

第398図  300号住居跡

第399図  300号住居跡カマ ド

第400図  300号住居跡出土土器

第401図  301号住居跡出土土器

第402図  301号住居跡

第403図  302号住居跡及び出土土器

第404図  303号住居跡

第405図  303号住居跡出土土器

第406図  304号住居跡及び出土土器

第407図  305号住居跡

第408図  305号住居跡出土土器

第409図  306号住居跡

第410図  306号住居跡出土土器

第411図  307号住居跡及び出土土器
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第412図

第413図

第414図

第415図

第416図

第417図

第418図

第419図

第420図

第421図

第422図

第423図

第424図

第425図

第426図

第427図

第428図

第429図

第430図

第431図

第432図

第433図

第434図

第435図

第436図

第437図

第438図

第439図

第440図

第441図

第442図

第443図

第444図

第445図

第446図

第447図

第448図

第449図

309号住居跡

309号住居跡遺物出土状況

309号住居跡カマ ド

309号住居跡出土土器 1

309号住居跡出土土器 2

311号住居跡

311号住居跡出土土器

313号住居跡及びカマ ド

313号住居跡出土土器

314号住居跡

314号住居跡掘方

314号住居跡出土土器

316号住居跡

316号住居跡カマ ド及び掘方

316号住居跡出土土器

318号住居跡

318号住居跡出土土器

319号住居跡

319号住居跡出土土器 1

319号住居跡出土土器 2

320号住居跡出土遺物

320号住居跡及び掘方

322号住居跡

323号住居跡

323号住居跡出土土器

327号住居跡カマ ド

327号住居跡

327号住居跡掘方

327号住居跡出土土器 1

327号住居跡出土土器 2

329号住居跡

329号住居跡出土土器

331号住居跡及び出土土器

333号住居跡及び出土土器

340号住居跡出土土器

341号住居跡

341号住居跡出土土器

344号住居跡



第450図

第451図

第452図

第453図

第454図

第455図

第456図

第457図

第458図

第459図

第460図

第461図

第462図

第463図

第464図

第465図

第466図

第467図

第468図

第469図

第470図

第471図

第472図

第473図

第474図

第475図

第476図

第477図

第478図

第479図

第480図

第481図

第482図

第483図

第484図

第485図

第486図

第487図

347号住居跡

347号住居跡出土土器

360号住居跡

360号住居跡出土土器

407号住居跡及び出土土器

409号住居跡出土土器

409号住居跡

410号住居跡出土土器

412号住居跡及び出土土器

414号住居跡出土土器

427号住居跡

427号住居跡出土土器

436号住居跡及び掘方

436号住居跡焼土・炭化物集中区

436号住居跡出土土器

438号住居跡

440号住居跡出土土器

440号住居跡

441号住居跡

441号住居跡掘方

442号住居跡

442号住居跡出土土器

444号住居跡及び出土土器

445号住居跡及び出土土器

446号住居跡及び出土土器

450号住居跡及び出土土器

452号住居跡及び出土土器

453号住居跡及び掘方

453号住居跡出土土器

454号住居跡及び掘方

454号住居跡出土土器

454号住居跡カマ ド

458号住居跡

458号住居跡出土土器

460号住居跡

460号住居跡出土土器

463号住居跡出土土器

463号住居跡

第488図  466号住居跡及び出土土器

第489図  474号住居跡

第490図  477号住居跡

第491図  477号住居跡出土土器

第492図  478号住居跡

第493図  478号住居跡出土土器

第494図  479号住居跡

第495図  479号住居跡出土土器

第496図  482号住居跡出土土器

第497図  486号住居跡出土土器

第498図 基壇状遺構及び出土土器

第499図  1号掘立柱建物跡

第500図  3号掘立柱建物跡及び出土土器

第501図  4号掘立柱建物跡

第502図  5号掘立柱建物跡

第503図  6号掘立柱建物跡

第504図  7号掘立柱建物跡

第505図  8号掘立柱建物跡

第506図  9号掘立柱建物跡

第507図  10号掘立柱建物跡

第508図  10号掘立柱建物跡出土土器

第509図  12号掘立柱建物跡

第510図  G区柱穴群

第511図  A区水田跡

第512図  A区水田跡土層断面

第513図  A区水田跡出土土器

第514図  A区水田跡出土木製品 1

第515図 A区水田跡出土木製品 2

第516図  A区水田跡出土木製品 3

第517図  1号墓及び出土土器

第518図  3035号土坑出土土器

第519図  3・ 10・ 35・ 36・ 46号土坑

第520図  62号土坑出土土器

第521図  62号土坑

第522図 69号土坑及び出土土器

第523図  71・ 73・ 82号土坑及び出土土器

第524図  84号土坑出土土器

第525図  84号土坑

Xl



第526図 84号土坑出土木製品 1

第527図  84号土坑出土木製品 2

第528図  91016802530259号 土坑

第529図  168・ 253土坑出土遺物

第530図  296・ 297号土坑及び出土土器

第531図  312号土坑及び出土土器

第532図  317号土坑

第533図 3220334号 土坑

第534図  E区 11号溝断面

第535図  C区 8号,D区 2・ 3号,E区 50

11号溝出土土器

第536図  E区 13・ 18017号溝断面

第537図 E区 13・ 18・ 15・ 16・ 17号溝出土土

器

第538図  F区 1号溝断面

第539図  F区 105号 溝出土土器

第540図  G区 1・ 204・ 5号溝断面

第541図  G区 1・ 2・ 405号 溝出土土器

第542図  その他の土器

第543図  11030号土坑

第544図  31033・ 85086号 土坑

第545図  10101020108・ 116号土坑

第546図  1020116号 土坑出土土器

第547図  134・ 138号土坑

第548図  15401550162・ 165号土坑

第549図  206・ 2100211号土坑出土遺物

第550図  1660173・ 2220242・ 257号土坑

第551図  F区 7・ 8号,G区 9号溝断面

第552図 鋼製品

第553図 土製品 1

第554図  土製品 2

第555図 土製品 3

第556図 土製品 4

第557図 土製品 5

第558図 石器・石製品 1

第559図 石器・石製品 2

第560図 石器・石製品 3

第561図 石器・石製品 4
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石器・石製品 5

石器・石製品 6

石器・石製品 7

石器・石製品 8

石器・石製品 9

石器・石製品10

石器・石製品11

石器・石製品12

石器・石製品13

鉄製品 1

鉄製品 2

鉄製品 3

骨角器 1

骨角器 2

骨角器 3

骨角器 4

骨角器 5

骨角器 6

玉類 1

玉類 2

玉類 3

玉類 4

使用痕分析資料

使用痕顕微鏡写真

打製石鏃の長さと厚さ

打製石鏃の長幅上ヒと厚さの分布

炭化物植物の珪酸体顕微鏡写真

屋代遺跡群土ロバイパス地点 と上

信越道地点出土土器の胎土分析結

果

屋代遺跡群出上のウマ頭骨

屋代遺跡群出土のウマ四肢骨

屋代遺跡群出上のウシ頭蓋骨

屋代遺跡群出上のウシ四肢骨

屋代遺跡群出上のシカ・イノシシ類

四肢骨

屋代遺跡群出土のその他動物遺体

土器編年案 1

第562図

第563図

第564図

第565図

第566図

第567図

第568図

第569図

第570図

第571図

第572図

第573図

第574図

第575図

第576図

第577図

第578図

第579図

第580図

第581図

第582図

第583図

第584図

第585図

第586図

第587図

第588図

第589図

第590図

第591図

第592図

第593図

第594図

第595図

第596図



第597図 土器編年案 2

第598図 集落の変遷図

第599図  屋代遺跡群調査位置図
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第 1章 調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

屋代遺跡群   (市台帳ヽ31-21 調査記号YD)

長野県更埴市大字雨宮字町浦・北野

長野県

公共事業=国道403号道路改良事業

更埴建設事務所

全面発掘調査  約7,500ぜ

平成 7年度   平成 7年 6月 13日 ～平成 8年 3月 22日

平成 8年度   平成 8年 4月 8日 ～平成 9年 3月 24日

平成 9年度   平成 9年 4月 17日 ～平成10年 3月 24日

平成10年度   平成10年 4月 8日 ～平成11年 3月 24日

平成11年度   平成11年 7月 22日 ～平成12年 3月 24日

平成 7年度    40,600,000円

平成 8年度    53,000,000円

平成 9年度    22,500,000円

平成10年度    15,000,000円

平成11年度    8,500,000円

更埴市教育委員会

岩崎卓也  東京家政学院大学教授

木下正史  東京学芸大学教授

森嶋 稔  更埴市文化財保護審議会委員 (故人)

月反部哲則  東京学芸大学講師

佐藤信之  更埴市教育委員会

小野紀男     〃

矢島洋子  日本考古学協会会員

建石 徹  東京芸術大学

4

5

6 調 査 費 用

調査主体者

調 査 指 導

調査担当者

調 査 員

望月貴弘 勝野 正 青山 晃 藤井淳弘 石井意子 宇留野主税 森本 剛

森田友美 浅田智晴 立神倫史 箕浦 剛 武藤 愛 松井一晃 村井良平

越智俊夫  (東京学芸大学文化財科学科 OB・ 院生・研究生)

調査協力者  (株)アルカ (株)光陽測量  (株)古環境研究所 信州スカイテック (株 )

(株)写真測図研究所  (株)シ ン技術コンサル

調査参加者 岩崎鷹雄 宇都宮義久 猿渡久人 大井操子 岡田榮子 春日有子 金井順子

金田良一 国光一穂 久保啓子 神戸富子 小林千春 小林昌子 小林芳白

小林良隆 近藤寿人 高野貞子 富沢豊延 戸谷登規江 中島 優 中村久美子

中村文恵 西沢拾太郎 西沢豊重 野澤貞雄 半田公子 半田なをえ 堀内広人
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松林深水 松本 晃 宮入文彦 宮崎恵子 宮崎米雄 宮島吉治 宮本けさみ

村山 豊 柳沢悦子 吉里義治

東 岳史 安藤洋子 飯田裕樹 飯塚三保子 池嶋徹朗 石川裕子 板垣史郎

伊藤千佐紗 伊藤正裕 大竹 宗 奥田敦子 小澤清彦 小柳津貴子 掛野智宏

岸由一郎 木村美穂 工藤倫太郎 功刀郷子 栗本武司 練績 茂 小林裕美子

近藤 求 今野明子 齋藤あかね 佐伯幸治 櫻井洋美 佐藤範子 柴崎里子

清水由子 新免歳靖 鈴木暢子 高尾純弘 高倉健一 高島奈都美 高橋里夏

武川夏樹 立神史香 手塚 崇 中川知子 難波道成 西中川 京 野中麗奈

野本亜樹 原由紀子 福田智宏 福谷幹夫 藤山友紀 増田紀子 三井田章吾

皆川麻子 宮田嘉信 宮地留美 三好紀子 望月智美 諸熊英樹 山内美和

山浦尚子 山影悦子 山端 穂 山本雅人 八幡浩二 横手加織 吉住晴恵

渡部静香 渡部秀則 (東京学芸大学文化財科学科学生)

事 務 局  更埴市教育委員会生涯学習課 (平成 7年度社会教育課、平成 8年度～平成10年度文

化課 )

(前任者)

教育長   下崎文義   (安 藤 敏)

教育次長  竹内幸義   (下 崎 巖 矢島弘夫)

課 長   西沢秀文   (山 崎芳之 西巻 功 坂口寛子)

文化財係長 金井幸二   (下 崎雅信)

係 員   春原峰子   (矢 島宏雄 岡田 勝 )

佐藤信之

小野紀男

宮島裕明

8 種別・時期 集落跡 弥生時代後半～平安時代      ‐

水田跡 平安時代～近世 (A地区の一部)

居館跡 中世 (F・ G地区)

9 遺構・遺物 弥生時代    竪穴住居跡  2棟

古墳時代前半  竪穴住居跡  56棟

古墳時代後半  竪穴住居跡  102棟

古  代    竪穴住居跡  152棟  掘立柱建物跡 10棟

不  明    竪穴住居跡  110棟以上

中世以降    堀      1基   土坑 多数

出土遺物総数 土器片 コンテナ 400箱

復元土器 約850個体

石器・金属器・木製品・骨角器・玉類多数
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国道403号 (土 ロバイパス)の建設に伴う埋蔵文化財の保護について、最初の協議が、平成 5年 9月

21日 、長野県教育委員会 (以下県教委)0更埴建設事務所 (以下建設事務所)・ 更埴市教育委員会 (以

下市教委)の三者により現地で行われた。協議の結果、道路は屋代遺跡群を縦断するものであり、全

面的な調査が必要と判断された。更埴市ではかつてない大規模な調査であり、調査体制を市教委だけ

で整えることは難しいため、11月 8日 、県教委へ (財)長野県埋蔵文化財センター (以下県埋蔵文化財

センター)の協力を依頼した。11月 19日 、県教委より、発掘調査を実施して保護にあたるよう通知が

あったが、12月 3日 、建設事務所より、平成 6年度は、発掘調査は実施できないと連絡があった。

平成 6年に入り、 5月 30日 、建設事務所から発掘調査計画書の作成について依頼があつたため、計

画書の作成に入った。 7月 29日 、建設事務所より工事面積15,000ゴで埋蔵文化財発掘通知があった。

9月 28日 、三者による協議が行われ、建設事務所より、調査は平成 7年に東側から開始し、平成 9年

度で完了してほしいと要望が出された。市教委ではこの要望を受け、調査計画書を作成し、11月 18日

建設事務所に提出した。 3月 7日 、大規模な調査 となるため、調査指導委員会を設置する事とし、委

員の委嘱を行い、 3月 24日 、調査指導委員会を開催した。委員会では、調査の方法等について指導を

受けた。また東京学芸大学文化財科学科の協力が得られることとなった。

平成 7年度に入 り、 4月 24日 、平成 7年度の調奪計画書を改めて提出し、 5月 26日 、建設事務所長

と更埴市長の間に委託契約が締結された。 6月 8日 、埋蔵文化財発掘調査の通知を提出し、機材等の

搬入を開始した。 6月 13日 、A・ B地区から重機により表土の除去を開始し、21日 から作業員が入 り

調査を開始した。10月 23日 、平成 8年度以降の調査について建設事務所と市教委による協議が行われ

た。協議の中で建設事務所から、平成10年度には道路を完成させたいので、調査は平成 9年度中に完

了させてほしいと改めて要望が出された。市教委 としては、県埋蔵文化財センター等から調査員の派

遣を受け、調査体制を強化しないと無理であるため、県教委を含め改めて協議をすることとなった。

11月 7日 、三者による協議が行われたが、結論は出なかった。市教委では11月 8、 13、 14日 に県教委

に調査員派遣を依頼したが、平成 8年度は派遣できないとの回答であつた。 2月 27日 、建設事務所と

市教委で、平成 8年度の調査費用・調査地点・調査員の派遣などについて協議が行われた。 3月 11日 、

市教委は協議に基づき平成 8年度の調査計画書を提出、 3月 22日 、平成 7年度の調査完了報告書を提

出した。

平成 8年度に入 り、 4月 5日 、発掘調査委託契約が締結され、 4月 8日 から作業を開始した。 5月

14日 、県教委へ平成 9年度の調査員派遣について依頼を行う。県教委では県埋蔵文化財センターで、

調査の一部を受けることで検討中との回答が得られたので、 6月 24日 、改めて市教委教育長が依頼し

た。 7月 9日 、三者による協議が行われ、上信越自動車道から西側の部分については、県埋蔵文化財

センターが建設事務所と直接契約を結び、調査を実施することとなった。11月 1日 、矢板工事費の減

額等により、発掘調査委託料の変更契約を行う。11月 13日 、農道部分の調査について、雨宮区長・地

権者に依頼、11月 18日 から12月 18日 まで農道通行止め。11月 12日 、平成 9年度の調査計画書提出。 2

月27日 、三者に県埋蔵文化財センターを加え平成 9年度の調査について協議。3月 24日 、 平成 8年度
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の発掘調査完了報告提出。

平成 9年度は 4月 9日 、発掘調査委託契約を締結 し、 4月 17日 より調査開始。12月 18日 、市道部分

を除き調査完了。 1月 13日 、借上料等の減額にともない発掘調査委託料の変更契約を行 う。 2月 9日 、

市道4161号線部分の調査について地元に依頼、 2月 19日 、仮設道を設置 し掘削を始める。 3月 24日 、

埋め戻 しを行い道路復旧、平成 9年度発掘調査完了報告提出。

平成10年度は整理作業 となり、 4月 8日 、発掘調査委託契約を締結 し、 5月 1日 から作業開始 した。

6月 22日 、建設事務所より、平成11年度は事業費が小さくなるため調査費を支出するのが難 しくなる

ので、出来るだけ10年度に作業を進めてほしいとの連絡があり、 8月 3日 、報告書のうち写真図版編

を平成10年度に刊行することで変更契約を締結 した。 7月 21日 から東京学芸大学の学生が実瀬1作業に

参加、平成11年 に入 り、 3月 24日 印刷が完了し、平成10年度の調査完了報告書を提出した。

最終年度の平成11年度に入 り、未調査のまま残っていた森・篠 ノ井線部分の調査が可能 となり、 4

月27日 、県教委 と建設事務所、市教委の三者による協議が行われた。協議の結果、ほとんどが歩道で

あり掘削も少ないため、立会調査で保護に当たることとなった。平成11年度の委託契約の締結は 5月

に予定 していたが、締結できたのは 7月 22日 で、整理作業に遅れが生 じた。契約締結後直ちに調査を

開始 し、 9月 には東京学芸大学の院生が整理に参加 した。平成12年 に入 り、実測作業の遅れを取 り戻

すため、石器の一部 と玉類の実測を業者に委託 した。3月 24日 、 平成11年度発掘調査完了報告書を提

出し、 5年に及んだ調査はすべて完了 となった。

第 1図 発掘調査風景
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29日

7月 10日

28日

8月 21日

平成 7年度

6月 13日 重機入 りA地区から表土除去開始

19日 測量用基準杭設定

21日 諏訪南沖遺跡の調査が完了したため、

作業員が入 り遺構検出を始める

23日 遺構の検出を進めるが検出できな

いため、 トレンチを入れる

最初の住居跡検出

東京学芸大学、調査に参加

調査指導委員会開催

F地区に重機を入れ表土除去、基準

杭設定

22日  F地 区グリッドを設定 し、大学生を

主体 として調査に入る

28日  F地 区に遣方設定、調査を進めるが

出水があり調査難航する

9月 13日  78号住居跡から 卜骨多数出土

29日  62号住居跡の床面取り上げ、東京学

芸大学学生の参加終了

10月 4日  A・ B地区の空中写真撮影を実施

19日  100棟 目の住居跡検出

27日  A地 区とB地区東側の調査が完了し

たため、 B地区西側の調査開始

11月 14日 多量の遺物を含む117号住居跡検出

12月 4日  国立歴史民俗博物館の平川南氏ほか

見学

22日 平成 7年の調査終了

2月 2日  A地 区水田部分調査のため、矢板搬

入・打ち込み

13日 重機により、表土除去

19日 A地区に作業員入 り遺構検出開始、

水田跡検出

28日 水田跡掘 り下げ完了し、業者により

水田跡実測

3月 4日 調査が残っていたB地区部分の調

査開始

6日  A地 区水田跡下層から形代・木樋出

土

19日 空中写真撮影を行い、平成 7年度の

平成 8

4月 5日

8日

15日

17日

19日

22日

26日

5月 15日

20日

23日

24日

30日

6月 3日

調査完了

年度

平成 8年度の発掘調査委託契約締結

平成 8年度の調査、 F地区で開始

E地区に重機入 り表土除去

昨年度調査がわずかに残った F地区

の調査完了 し、E地区の検出に入る

F地区の調査が完了した部分を埋め

戻 し、プレハブ建設の用意をする

E地区の遺構掘 り下げ開始

生萱地区で山火事発生 (～28日 )

E地区に重機入 り東へ拡張

拡張した部分の遺構検出開始

F・ G地区の矢板設置工事入札

プレハブを建てる

F・ G地区矢板設置部分の整地開始

E地区空中写真撮影を行い、調査ほ

ぼ完了

5日  矢板打ち込み開始

11日 矢板内の表土、重機により除去開始

12日  F地 区の遺構検出開始、基準杭設定

19日 中世の井戸から木製の井戸枠出土

27日  F地 区の中世面調査完了、井戸枠の

実測を業者により実施の後、下部の

遺構検出に入る

7月 2日 煙道が多数検出されているが、住居

跡プラン不明のため検出を続ける

10日 住居跡の掘 り下げ開始

8月 2日 調査指導委員の木下正史氏現地指導
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8月 6日 県道森・篠ノ井線拡幅部分に作業員   6月 6日 文化庁記念物課坂井秀弥調査官視察

入 り調査開始               23日  84号土坑より、建築部材を転用 した

8日  G地 区に重機入 り表土除去開始、基        井戸枠検出

準杭設定                 25日  全体写真を撮影 し調査終了。残った

12日  F地 区空中写真撮影を行い調査完了        部分の調査は、水田の水が落ちる 9

19日  東京学芸大学、調査に加わる。重機        月以降に実施する事 とする

によりG地区拡張、 F地区埋め戻 し     27日  埋め戻 し完了

23日  県道森・篠ノ井線部分調査完了     9月 18日 重機を入れD地区の表土除去開始

25日  地権者 より依頼があり、境界杭復旧     22日  東京学芸大学の参加 を受け、E区東

を行 う                     側 とD区の調査再開

27日  G地 区の空中写真撮影実施         24日  町浦遺跡の調査が終了したため、作

10月 2日 奈良時代の住居跡の下層から7号掘        業員が調査に加わる

立柱建物跡検出            10月 3日 文化庁記念物課本中真調査官視察

3日 東京学芸大学の参加終了          14日  空中写真撮影実施

9日  E地 区東側を重機により拡張し、遺     18日  東京学芸大学の参加終了

構検出に入る               22日  県道の調査のため調査一時中断

16日  県教育委員会文化課指導主事視察      23日  信州大学教育学部地学教室現場見学。

29日  岩崎・木下調査指導員調査指導          調査を11月 6日 まで中断

11月 11日  E地 区東側の調査完了         11月 7日 調査再開、重機入 りC地区西側の表

13日  農道部分の調査について、地権者説        土除去

明会                   21日  重機入れ調査区東側へ拡張

18日  G地 区農道部分の掘削開始         28日  拡張した部分から住居跡検出

19日  国庫補助事業部分の調査開始      12月 2日 木下調査指導委員現場指導

12月 2日 初雪。積雪が10cm以上あり現場中止     3日  初雪により調査中止

12日 現地説明会を実施             10日  空中写真撮影実施

19日  農道を復旧し、調査完了          12日  実測終了、 C地区西側の調査完了

平成 9年度                    18日  埋め戻 し完了し、整理作業に入 る

4月 9日 平成 9年度発掘調査委託契約締結    1月 8日 東京学芸大学へ整理作業のため遺物

17日  平成 9年度の調査、 C地区で開始         運搬

20日  基準杭設定              2月 9日 市道部分の調査について地元説明を

21日  重機による表土除去が完了したため、       行 う

作業員が入 り遺構検出を開始        19日  仮設道を設置 し市道部分掘削、基準

22日  中世の土坑掘 り下げ開始             点設定

5月 2日 住居跡の掘 り下げに入る          23日  東京学芸大学学生 3名、整理に参加

12日  10号掘立柱建物跡検出、排土を重機     24日  作業員入 り遺構検出開始

により搬出              3月 3日 住居跡の掘 り下げ開始

23日  416号住居跡か らS字甕がほぼ完形     24日  現場作業完了、埋め戻 しを行い市道

で出土                     を復旧する

δ



平成10年度

4月 8日 平成10年度の発掘調査委託契約締結

5月 1日 整理作業開始

7月 21日 東京学芸大学学生 3名整理作業参加

8月 20日 変更委託契約締結

2月 3日 東京学芸大学と作業打ち合わせ

26日 東京学芸大学で遺物の撮影を行う

3月 24日 報告書のうち写真図版編完成

平成 11年度

7月 22日 平成11年度の発掘調査委託契約締結

8月 1日 整理作業開始

26日 東京学芸大学院生 3名整理作業参加

10月 5日 東京芸術大学建石徹氏、出土遺物の

分析について打ち合わせに来市

13日 国立歴史民俗博物館西本豊弘教授、

1月 27日

2月 1日

21日

骨の同定について指導

骨の同定結果が出る

石鏃の実測作業を委託

東京学芸大学院生、最後の図面整理

にゼ蓼力日

3月 24日 幸艮告書完成し、本事業に関する作業

はすべて完了した
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第 4章 遺跡の環境

第 4章 遺跡の環境

屋代遺跡群は、長野県更埴市の大字屋代から雨宮に位置 してお り、標高356m前後を測ることができ

る。

上田から北流を続 ける千曲川は、善光寺平に入 りその流れを大きく東へ変える。その屈曲部には度

重なる洪水によって、東西に伸びる広大な自然堤防が形成され、自然堤防 と善光寺平南縁を画する山々

との間には後背湿地が広がっている。一帯は「屋代たんぼ」 と呼ばれ、更埴市最大の稲作地帯 となっ

ている。屋代遺跡群が存在する右岸自然堤防の東は、森地区から流れる沢山川によって切断されてい

る。 この沢山川 もまた多 くの土砂を下流に運んでお り、千曲川自然堤防から南へ伸びる微高地を作っ

ている。

屋代遺跡群は、自然堤防上に広がる大遺跡群で、城ノ内・生仁・馬口・灰塚・大境遺跡などが含ま

れている。遺跡が自然堤防上に展開するのは、糸電文時代後期の土偶が出土 していることから、縄文時

代後期からと考えられていたが、平成 6年、上信越自動車道建設に伴い (財 )長野県埋蔵文化財センタ

ーによって実施された調査では、地表下約 6mか ら縄文時代中期初頭の住居跡が確認され、さらに数千

年遡ることが確認されている。

昭和 8年屋代高等学校プール建設の際、緑釉陶器の水注や広口の四耳壺が出土 してお り、遺跡の存

在は古 くから知 られていた。また昭和32年 には、善光寺平初の学術調査が城ノ内遺跡で実施 され、善

光寺平における古墳時代から平安時代の編年が試みられた。昭和43年から実施 された生仁遺跡の調査

では、弥生時代中期から平安時代の住居跡が検出され、多 くの骨角器が出土 している。昭和60年代以

降になると、屋代高等学校の改築や民間の開発事業に伴い、馬口遺跡・城ノ内遺跡・大境遺跡などで

発掘調査が行われ、古墳時代から平安時代を中心に約200棟 の住居跡が検出されている。城ノ内遺跡の

周辺では、中世居館の堀 と考えられる溝が複数検出されている。城ノ内とは、その字名が示すとお り

後背湿地に伸びる尾根の、一重山に築造された屋代城の居館があった とされる部分であり、調査の結

果はそれを裏付けている。

平成 2年からは (財 )長野県埋蔵文化財センターによって、上信越 自動車道の発掘調査が更埴市で

も始 まり、平成 4年からは屋代遺跡群を横断する形で調査が行われた。平成 5年の調査では、縄文時

代中期の住居跡が確認され、平成 6年の調査では、国符木簡を含む多数の木簡や祭祀遺物が出土 して

いる。

後背湿地に広がる屋代たんぼは、昭和40年代に実施されたほ場整備事業以前は、地表に条里的地割

を良 く残 していた。発掘調査により平安時代の水田をかなり踏襲 していることがわか り、上信越自動

車道の発掘調査でも同様の結果が得 られている。

また、善光寺平南縁を画する山々から後背湿地に向かって伸びる尾根上には、 4世紀から5世紀の

前方後円墳が集中している。森将軍塚古墳は 4世紀後半の築造 と考えられ、全長98mの規模を持つ。復

原整備事業に伴つて実施された発掘調査では、70基 を超える古墳時代の小型埋葬施設が明らかとなっ

た。そのほか土口将軍塚古墳・倉科将軍塚古墳・有明山将軍塚古墳が、屋代遺跡や後背湿地である屋

代たんぼを見下ろす部分に点在 している。
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1調査地点 2城ノ内遺跡 3生仁遺跡 4馬 口遺跡 5大境遺跡 6木簡出土地点

7森将軍塚古墳 8有明山将軍塚古墳 9倉科将軍塚古墳 10土口将軍塚古墳

第 3図 遺跡位置図
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第 1節 調査概要

第 5章 退 構 と遺物
ヽ市 ^

第 1節 調査概要

道路建設という事業の性格上、調査区が長さ約500mと 長大になるため、東から75mの間隔でA～G

の調査区を設定し調査を実施した。また調査区域内には昭和44年に調査が行われた下条遺跡・灰塚遺

跡が含まれているが、一括して屋代遺跡群 として扱った。

今回の調査で検出された遺構は、確実なものとしては竪穴住居跡425棟以上、掘立柱建物跡10棟、土

坑約200基などがあるが、重複が激しく遺構の一部を確認したものが多い。以下時代ごとにその概要を

記したい。

縄文時代

調査で遺構は確認できなかったが、晩期の土器を主体 とし一部後期の上器を含めて50片 ほど出土し

ている。前期と思われる土器も2点出土しているが、小片であり定かではない。出土位置はA区から

B区の東側が大半を占めているが、他の調査区からもわずかに出土している。 (財 )長野県埋蔵文化財

センターの調査では、地表下数mか ら縄文時代の遺構が検出されていることから、各地区ごとに深掘を

行い遺構の存在を確認する予定であったが、出水が激しく断念 した。

弥生時代

中期初頭と思われる土器もわずかに出土しているが、遺構が確認されたのは、栗林式期の最終段階

の竪穴住居跡 2棟である。遺構の全容は不明であるが、うち 1棟は円形の住居跡である。いずれもA

区から検出されている。

古墳時代前期

約54棟の竪穴住居跡を検出している。このうち、弥生時代終末的な要素を強 く残す土器群に、古墳

時代の土器が混在する時期の住居跡が30棟ほど含まれている。古墳時代の土器群を持たず、箱清水式

的な土器だけを出土する住居跡も検出されているが、完掘された住居跡がないため、今回の調査では

古墳時代として扱った。

住居形態を見ると弥生時代的な様相を示すものが多く、弥生時代から古墳時代への移行期の集落の

存在が想定できる。また、古墳時代初頭の標識資料 として利用されている灰塚Hl号住居跡の隣接地

からは、ほぼ同時期の良好な土器群が出土している。そのほか北陸系の土器を出上している7号住居

跡や、祭祀遺構など特出できる遺構が多い。分布はA～ C区に集中するが、全体に点在している。

古墳時代中期～後期

カマ ドを持つ住居跡以降を中期 とした。したがって一般的な中期の前半は、前期に含まれている部

分がある。

約200棟 の住居跡が検出されているが多くは古墳時代後期で、前期の終わりから中期にかけては集落

が縮小したようである。分布を見ると中期はA～ C区に集中する傾向があるが、後期になると全体に

広がっている。比較的残 りの良いカマドが多く、カマドの構造や変遷がつかめる。また、カマド出現

期の住居跡である117号住居跡からは、初期須恵器をはじめ多数の遺物が出土しており、良好な土器群



第5章 遺構と遺物

である。

古 代

200棟の竪穴住居跡、10棟の掘立柱建物跡などが検出されている。住居跡は調査区内全域に広がって

いるが、遺構の重複が激 しく全容を知 り得たものは少ない。特にカマ ドはほとんどの住居跡で残 って

おらず、意図的に破壊されているもの と思われる。

掘立柱建物跡には、柱掘形の一辺が80cmを超え、礎板 として平石が置かれた建物跡 もあり、官衛 と

の関連 を考えさせる。また C地区からは大型の建築部材を枠材に転用した井戸が検出されている。自

然堤防の内側 となるA地区の一段下がった部分からは水田跡が検出されており、下層からは木製祭祀

遺物や獣骨などが出土している。

その他の出土遺物 には円面硯や唐三彩の破片などがある。 また多数出土 した 卜占骨のうち、刻みを

施すものは奈良時代の前半に帰属するものと思われる。

中 世

中世の遺構はFOG地区から検出されてお り、土坑 と溝 (堀)がある。土坑の多 くは直径 lmほ どの

円形で、出水のため底部 まで掘 り下げていないが、深さは数mぁ ると思われる。同様の遺構は周辺で多

数検出されているがその性格は不明である。溝は城ノ内遺跡周辺で検出されているような方形区画の

堀になるものと思われる。

第 2節 縄文時代・弥生時代中期前半

調査で遺構の存在は確認できなかったが、グリッド及び遺構の検出や掘 り下げの際に土器片が50点

ほど出土している。 (第14015図 )

1は単節の縄文が施されており、施文の繋ぎ目にはZ字状の結節を後から施文している。 2は縄文

の結節部分か絡条帯圧痕文で、 1と 共に縄文時代前期の土器 と考えられるが、胎土に繊維の混入は見

られない。 3は波状口縁の一部で、器面が剥離しているため明確ではないが、楕円形の区画内に縄文

を施し、粘土紐を貼付した隆帯が見られ、縄文時代中期の土器 と思われる。 4は 口縁部外面が肥厚し、

棒状工具による刺突が施されている。縄文時代後期の土器であろうか。磨消縄文が施された 5は三叉

文が見 られることから、縄文晩期初頭の上器 と考えられる。

5～ 16は 深鉢あるいは甕形の土器で、ヘラミガキが施され、口縁部に 3～ 4条の平行沈線が巡 らさ

れている。沈線は幅 5 mm前後で明確な稜を持たないものと、 2 mm前後で稜をなすものがあり、後者の

口縁端部は薄 く作られる傾向がある。口縁端部に刻目や小突起を持つものが含まれている。17・ 18は

口縁部が無文の上器で、17は胴部に横位の条痕が施されている。19は粗いヘラミガキで口縁部の無文

帯を作 り、胴部は細かな条痕文で整えている。20は 粗い条痕の上に蛇行懸垂文を施した胴部破片であ

る。21は網代痕を持つ底部破片である。22～26は浅鉢で直線的な浮線文が施されている。口頸部は直

立するものと外反するものが見られる。27は 口縁部に太い突帯を巡らし、その突帯から垂下する粘土

紐が貼付されている。突帯と粘土紐、そして口縁端部には刻みが施されており、端部はわずかに外反

する。28は壺の口縁部で丁寧なミガキが施されている。断面三角形の突帯が巡らされ、小さな波状口

縁の頂部に刻みを入れている。
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第2節 縄文時代・弥生時代中期前半

5～28の土器群は、ほぼ縄文時代晩期の氷式段階に比定できると思われる。 また27は 突帯文系土器

の影響を感 じさせる。21も おそらく後期から晩期であろう。

29は太い条痕が施 された底部で、胎土に大粒の白色粒を含む。30は壺の胴部上半で、複数の沈線に

よる三角形を上下交互に配 し、三角形内部には半載竹管の刺突を、外部には縄文を施 している。関東

の須和田式上器 との関係が考えられる。31は縄文を地文 とし、 3本の平行沈線 を施 している632・ 33

は口縁部に条痕を施 し、口縁端部を刻んでいる。

29～33は栗林式土器に先行する弥生時代の土器である。
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竪穴住居跡

4号住居跡

(第 16図、図版 91)

位置 :AS-17018

規模 :不明

平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :8014030号

住居跡より古

構造 :南東は調査区外に

あり、床面の一部を検出

した。床面は軟弱であつ

たが平坦で検出部分中央

に深さ40cm程の柱穴 と思

われる掘 り込みがある。

第 3節 弥生時代中期

0                2m

第16図  4号住居跡及び出土土器

第 3節 弥生時代中期

0                 10Cm

遺物 :頸部に沈線による文様帯を持つ壺の上半部が出土している。
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第5章 遺構と遺物

45号住居跡 (第17018図、図版 18・ 91)

位置 :AU・ AV-18019    規模 :535× 440

主軸方向 :N-48° 一E    切 り合い :9017‐ 37

床面 :凹凸はあるものの中央部分は良 く締 まってお り、

があり、焼失住居跡である可能性がある。

ア
　
　
　
　
　
‐

平面形 :楕円形

・44号住居跡、 7号土坑より古

検出は容易であった。床面が焼けている部分

壁 :北側で最大25cmを 演Iれ るが、不明確な部分が多 く一部は推定による。

炉 :主軸線上の炉 1と 北東に寄った炉 2がある。いずれも地床炉で 1は 7号土坑に切られている。共

に直径50cm前後で、深さ10cm程の掘 り込みがある。

柱穴 :8本の柱穴と思われる掘 り込みが検出されているが、炉 1を中心に長方形の配列を考えると、

主柱穴はPl―P4と なるが、深さは41～22cmと 浅い。

遺物 :炉 1と P2の 周辺から出土している。 1・ 2は甕で、 1の 口縁部は受け口状 となり、 2は 口縁端

部に縄文を施しており、胴部はヘラミガキを行っている。 3～ 6は壺で、 6を除き頸部に文様帯を持

つ。他に小型の石包丁 (第561図 2)が出土している。

第18図 45号住居跡出土土器
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第 4節 古墳時代前半

第 4節 古墳時代前半

竪穴住居跡

7号 A住居跡 (第 19020図、

位置 :AYOBA-18019

規模 :535×

平面形 :方形

主軸方向 :不明

切 り合い :1・ 5013号住

居跡より古

床面 :平坦であったが軟弱

で明確でない。検出部分の

中央には炭化物があり、遺

物が出土している。炉・柱

穴は検出されていない。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く

最大壁高10cmを測れる。

遺物 :遺物は床面 より10cm

ほど浮いた状態で出土して

いる。 1は小型の高杯で脚

部上位に 3孔が穿たれてい

る。 2～ 5は北陸系の有段

図版 11・ 91)

口縁擬凹線甕で、胴部の張 りは強 く口縁端部は丸 く仕上げている。内面はヘラケズリが施されており

頸部内側に平坦な面を持つものがある。胎土は在地の土器と変わりない。

4                                            0C甲

第19図  7号 A住居跡

一一一一一瞼 |'::::::::::::::::::;`レ

/`“
f

ざ

第20図  7号 A住居跡出土土器
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第 5章 遺構と遺物

9号住居跡 (第21図、図版 91)

位置 :AU・ AV-18

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :45号住居跡 より新、17号住居跡より古

床面 :45号住居跡の覆土中に作られた住居跡で、床面の一部だけが検出された。東側は17号住居跡に

切られているが良く締まった床面であった。検出部分の中央から深さ38cmの柱穴が検出されている。

遺物 :遺物は床面に密着して出土しているものが多い。 1は土師器の杯であるが、上部からの混入と

思われる。 2はハの字状に開く脚部を持つ高杯で、杯部が大きく脚部には 3孔が穿たれている。 3は

甕の蓋 と思われるが残存部に穿孔はない。 4は器高に対して胴部径の大きい櫛描文を持つ甕である。

ほかに石製紡錘車 (第 562図 8)と 加工痕のある骨が出土している。

0                                   20cm

9号住居跡出土土器

13号住居跡 (第 22・ 23図、

位置 :BA-18・ 19

規模 :365× 370

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-120° 一E

切 り合い :1・ 3・ 7号住居

跡より古

覆土 :覆土中に炭化物の混入

した土層を持つ。

床面 :小さな凹凸があるが、

顕著で良 く締 まっている。

炉 :直径40cm程 の地床炉でわ

ずかに掘 り込みがある。

2θ

0                2m    ノ

第22図 13号住居跡
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第4節 古墳時代前半

壁 :最大壁高35cmを測る。検出面付近は明確ではなかったが、床面付近は垂直に近 く顕著であつた。

遺物 :住居内中央部分の床面から出土している。 1は赤色塗彩された高杯で杯部に屈曲部を持つ。 2

～ 7は波状文を持つ甕で、観察が可能なものは全て簾状文のあと櫛描波状文を施している。 7は台が

付 く。 8～ 10は壺で、 8・ 9は頸部にT字文を持ち、 8は その下に波状文を施している。共に文様部

分を除き赤色塗彩が施されているが、10はハケの後、ヘラミガキを施しており、赤色塗彩はない。黒

曜石製の有茎鏃 (第560図 10)が出土しているが、住居跡に帰属するかどうかは定かでない。

メメ3

0                                     20om

第23図 13号住居跡出土土器
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第 5章 遺構と遺物

18号住居跡 (第24図、図版 92)

位置 :BA-16、 BB-15016 規模 :不明

平面形 :不明 主軸方向 :不明

切 り合い :80号住居跡より新、20号住居跡より古

床面 :良 く締 まった床面が部分的に残っていたが壁な

どは検出できなかった。炉 と思われる直径30cmほ どの

焼土が検出されている。

遺物 :1は細かいハケの後、体部下半をヘラケズリし

た杯で、 2は有段口縁の壺である。

28号住居跡 (第 25図、図版92)

位置 :BC・ BD-19   規模 :不明
第24図 18号住居跡出土土器

遺物 :床面から櫛描波状文の甕が 1点出土している。ほかに黒曜石の有茎鏃 (第560図 19)がある。

o               2m

第25図 28号住居跡及び出土土器

31号住居跡 (第26027図、図版15・ 92)

位置 :AS・ AT-18・ 19  規模 :(550)×   平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :不明 切 り合い :14号住居跡より古

平面形 :方形 主軸方向 :不明

切 り合い :27054号住居跡より古、北側調査区外

床面 :中心部は調査区外であるため、平坦であったがあまり締 まっていなかった。

壁 :最大壁高15cmを測る。

床面 :北側は水路によりすでに破壊されていたが、顕著で良 く締 まっ

ていた。東壁直下にわずかに焼土が認められる。

壁 :最大10cmほ どしかないが、掘 り込みは垂直に近い。

柱穴 :4本検出されているが 3本は14号住居跡の柱穴である。Plは直

径60cm、 深さは55cmほ どである。

θθ
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0                 10cm

第26図 31号住居跡出土土器



第 4節 古墳時代前半

遺物 :ハの字状に開 く小型器台の

脚部で、上下 2段に 6孔が穿たれ

ている。上部は杯部 との接合部分

から剥離 している。覆土中より滑

石の自玉 (第 581図 7)が出土 し

ている。

33号住居跡

(第 28・ 29図、図版92)

位置 :BE-15   規模 :590×

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :不明

切 り合い :34号住居跡より古

床面 :2面検出されている。上層

の床面は炉の東側で部分的に検出

されており、下層の床面より5 cm

ほど高い。炭化材や遺物の出土状

態から、部分的に貼床を行ったも

のと思われる。下層の床面は顕著

で炉の周辺には炭化物が広がっていた。

第27図 31号住居跡

炉 :住居中央東寄 りに検出された地床炉で、南側はP3に切られている。直径60cmほ どの不整形で中央

部が約 5 cm窪んでおり、焼土・灰が詰まっていた。

壁 :壁高 5 cmほ どしかなく立ち上がりは明確でない。

柱穴 :4か所の掘 り込みを検出しているが、P2° P3は住居跡より新しい。Pl・ P4も 深さ12～30cmほ ど

で、住居の柱穴とは考えにくい。

o                                   20cm

0

第28図 33号住居跡出土土器

θI



第5章 遺構と遺物

遺物 :遺物は炉の東側から出土 している。 1の

器形は箱清水的であるが、丁寧なハケで整えて

おり、櫛描文は施されていない。 3は 1の底部

とも考 えられる。 2は櫛描文を持つ甕である。

床面か ら打製石斧が出土 しているが住居跡 との

関係は定かでない。

37号住居跡 (第30図 )

位置 :AWOAX-18019  規模 :505×

平面形 :隅丸方形   主軸方向 :N-50°―W

切 り合い :5011023号住居跡より古、45・ 22

号住居跡より新
0

床面 :平坦で良く締 まっており顕著であったが、

22号住居跡と同じ床面となる部分がある。          第29図 33号住居跡

壁 :南側は撹乱に破壊されており、切 り合い関

係にある住居跡と、床面の標高がほとんど変わらないため、ほとんど立ち上がりはない。

炉 :東寄り中央から検出された地床炉で、 5 cmほ ど掘 り込んでいる。掘 り込みの中には河原石が 2個

据えられている。

柱穴 :9本の掘り込みがあるが、P4° P5は 22号住居跡の柱穴と思われる。Pl～P3が主柱穴と考えられ

る。

遺物 :年代 を決定できる遺物の出土はないが、住居形態や切 り合い関係から当該期 と考えられる。
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第 4節 古墳時代前半

38号住居跡 (第 31図、図版92)

位置 :AW・ AX-17

規模 :不明

平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :3010016・ 34062住

居跡より古

床面 :切 り合い関係にある住居

跡 と撹乱に大半を壊されていた

が、わずかに残った東側では良

く締 まった床面を検出した。

第31図 38号住居跡出土土器

炉 :東壁からlmほ ど入った部分に地床炉がある。

壁 :最大壁高約10cmで掘 り込みはなだらかである。

遺物 :1は小型丸底土器で、 2はハケ調整された、 くの字甕である。

72号住居跡 (第32図、図版25・ 92)

付l雇塁:BCO BD-14 規模 :390× 320 平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-130° ―W  切 り合い :21035・ 64号住居跡より古い

床面 :一部21号住居跡の掘形に壊されていたが、凹凸はあるものの良く締まっていた。西壁直下には

深さ 5 cmほ どの周溝が部分的に掘られている。

炉 :地床炉で掘 り込みはほとんどない。上部から刻みが施された鹿角が出上している。

壁 :検出は容易で土離れも良かつた。最大壁高は東壁で28cmを 測る。

柱穴 :4本の柱穴が検出されているが掘 り込みは浅 く、20cm前後である。位置からP10P3は 主柱穴、
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第32図 72号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

P4は棟持ち柱 としての機能が考えられる。

遺物 :1は櫛描文が施された小型甕で、 2は甕と思われるが櫛描文は施しておらず、ヘラミガキで仕

上げている。そのほか、鹿角の一部を平坦に削り、幅 l mm程の刻みを24本付けた骨角器 (第578図 74)

や打製石斧の破片などが出土している。

73号住居跡 (第33034、 図版92)

位置 :BD-17

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :24・ 34036号住居跡より古

床面 :良 く締まった床面が部分的に残っていた。北側の床面には直径約50cm、 深さ42cmの掘 り込みが

あり、中からほぼ完形の土器 3点が出上している。

壁 :周囲の住居にほとんど破壊されており、54号住居跡の床面下よりわずかに検出されたにすぎない。

遺物 :1～ 3は床面の掘 り込み内

から出上した土器で、 1は乱れた

櫛描波状文が施された甕、 2は赤

色塗彩された甕、 3は細かいハケ

の後、ヘラミガキを施した球形胴

の壷である。 4は、床面から出土

した赤色塗彩された壺の底部付近

であるが、ヘラミガキが粗 く箱清

水式の壺とは趣が異なる。

0             1m

第33図 73号住居跡
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第4節 古墳時代前半

80号住居跡 (第 35・ 36図、図版26・ 92・ 93)

位置 :BA・ BB-15016    規模 :505× 430    平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-30°一E    切 り合い :12・ 18020号住居跡 より古

覆土 :西側が20号住居跡に切 られているが、大別 して 3層 となり、Ⅱ層には炭化物の混入が認められ

る。

床面 :凹凸はあるが良 く締 まった床で、中央付近は移植ゴテも刺さらないほどであった。

壁 :掘 り込みは明確で、壁面から覆土が象J離する。最大壁高35cmを 測る。

炉 :住居跡北側中央に作 られた地床炉で、西側はP6に 切 られている。直径40cmほ どで中央部分がわず

かに窪んでいる。炉の北側の床面には炭化物が広がっていた。

柱穴 :10か所の掘 り込みが確認されているが、P5～P8は住居跡より新 しい掘 り込みである。Pl～P4は

深さ55～70cmで主柱穴 と考えられるが、直径20cm前後 と小さく、柱痕跡部分だけを掘った可能性があ

る。P9・ Pl。 は80cmほ どの間隔で並んでお り、入口とも考えられる。

遺物 :出土遺物は多 く、床面から出土している。 1は杯であるが赤色塗彩はない。 2～ 5は赤色塗彩

A gss.oot

E sss.oot

=二
-355.00m

暗黄褐色粘質土
暗褐色粘質土 (炭化物混)

灰黄褐色粘質土

暗褐色粘質土
o                2m
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第 5章 遺構と遺物

0                         20cm

第36図 80号住居跡出土土器



第4節 古墳時代前半

された高杯で、杯部に段を持たず深い2と 、段を持つ3とがある。4の透かしは矢型を呈している。

6～ 9は櫛描文を持つ甕で、口縁部は小さく受け口状となる。いずれも簾状文のあと波状文を施して

いる。10は大型壷の胴下半部であるが、割れ口が比較的平坦であることから、鉢として再利用してい

るものと思われる。11は頸部のくびれが強く古墳時代的な壷であるが、赤色塗彩されている。ほかに

石製紡錘車 (第563図22)が出土している。

85号住居Lll(第37図、図版93)

位置 :BE-17、 BF-16・ 17   規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :不明 切 り合い 134036040号住居跡より古

床面 :住居の大半は他の住居に切られており、幅 lm程の部分で検出された。残っていた床面は良く

締まっており、一部に炭化物が広がっていた。

壁 :東壁と南壁の一部が検出されており、壁高10cmを測る。

遺物 :1は赤色塗彩された杯、2は杯部の深い高杯である。3は 円形の透かしを4か所持つ器台の脚

部、 4は赤色塗彩された小型の壷で

ある。土製紡錘車 (第553図 8)が出

上している。

90号住居跡 (第38図 )

位置 :BEO BF‐ 12・ 13・ 14

規模 :380×

平面形 :隅丸長方形 ?

主軸方向 :N-145°一W

切 り合い :35・ 49・ 59号住居跡より古

床面 :東北側は35号住居跡によって壊

されていたが、検出された部分は顕著 0                1ocm

第37図 85号住居跡出土土器
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0                                   20cm

第38図 90号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

で良 く締 まっていた。

壁 :床面の検出から住居の存在を確認 した住居跡のため、壁の認識は難 しく、検出できた壁高は10cm

以下であった。

炉 :南壁 より中央部分に作 られた地床炉で、掘 り込みはなかったが、 5 cmほ どの厚さに焼土が堆積 し

ていた。

柱穴 :4か所の掘 り込みを検出しているが、 2か所は土坑 と、他の住居跡の柱穴である。住居に伴 う

と思われるものも深さ15cmほ どで、性格は不明である。

遺物 :1は赤色塗彩が施された鉢、 2は頸部にT字文がみられる壺であるが、赤色塗彩は施されてい

ない。

91号住居跡 (第 39・ 40図、図版27・ 93)

位置 :BG・ BH-13014  規模 :600× (470) 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-130° 一E   切 り合い :46049・ 102住居跡より古

床面 :全体に良 く締 まってお り、顕著であった。

壁 :南壁が突出するのは49号住居跡の掘形により壁が壊されているためで、本来の壁は図の点線付近

に合ったものと思われる。検出は難 しく、 トレンチを入れ検出を行った。最大壁高23cmを 測る。

炉 :2か所から地床炉が検出されている。共に直径40cm前後で掘 り込みはな く、あまり使用されてい

ない。
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第4節 古墳時代前半

柱穴 :住居に帰属すると思われる 2か所の掘 り込みを検出したが、深さは10～ 25cmと 浅い。27・ 28号

土坑中から柱穴 と思われる掘 り込みが検出されており、本住居跡の主柱穴 と考えられる。

遺物 :1は小型の甑、 2は丁寧なヘラミガキが施された小型壺である。 3は赤色塗彩が施された北陸

的な器台で、日唇部は面取 りされている。杯部に4孔、脚部上段に 3孔、下段に 6孔の透かしが穿た

れている。 4は細かなハケで整えた鉢である。 5～ 7も 細かなハケが施された甕 と壺で、 8はヘラミ

ガキが施された壺である。 9は甕形の手づ くねである。

93号住居跡 (第41・ 42図、図版27・ 94)

位置 :BH・ BI-15。 16   規模 :510× 405 平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-35°一W   切 り合い :43・ 46・ 50号住居跡より古

掘 り下げ中に 2棟の住居が切 り合っていることが半」明したが、本稿では 1棟の住居として扱った。

口 9 Ocm

 ヽ ｀

＼

郵
一
、

第40図 91号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

床面 :南側の一部は上部の住居に破壊されていたが、全体に良 く締 まってお り、顕著であった。東壁

と西壁直下には周溝が掘 られている。古い住居は焼失住居 と思われ、床面から焼土や炭化材が検出さ

れている。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く顕著であつた。最大壁高は北壁で23cmを 測る。

炉 :北壁側中央部から検出された地床炉で良 く焼 けており、中央部分が円形に 6 cmほ ど窪んでいる。

炉の周囲及び北壁側には炭化物が広がっていた。

柱穴 :11か所の掘 り込みを検出したが、P5° P7～P13は 深さ20cm前後 と浅い掘 り込みである。主柱穴は

北壁側はP10P9あ るいはP6・ P4、 南壁側はP2° P3が考えられる。

遺物 :1～ 3は甕で、 203は わずかに口縁部が受け口状になる。 1は簾状文のあと波状文が、 20

3は波状文のあと簾状文が施 されている。 4は赤色塗彩された壺で、古い方の住居からの出土である。

他に茎部 を欠 く骨鏃 (第574図 5)が出土 している。
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0                                     20cm

第42図 93号住居跡出土土器

94号住居跡 (第 43・ 44図、図版28)

位置 :BD・ BE-12・ 13

主軸方向 :N-50°一W

規模 :(410)× 平面形 :隅丸方形 ?

切 り合い :35号住居跡より古、96号住居跡より新

床面 :平坦で良く締まっており顕著であつた。炉の周囲には炭化物が広がっている。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、

検出も容易であった。

炉 :掘 り込みを持たない地床

炉で、良 く焼けている。東側

は調査区外へ続いているが、

主軸方向に60cm伸 びる大型の

炉である。

柱穴 :2本検出されており、

いずれも主柱穴 と思われるが、

P2は調査区外に続いている。

遺物 :赤色塗彩された高杯の

杯部 と、壺の胴部が出土して

いる。
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」1 96号住居跡

第43図 94・ 96号住居跡
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94号住居跡

第5章 過構と遺物

96号住居跡

(第43・ 44図、図版28・ 94)

位置 :BE-12・ 13

規模 :不明

平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :35。 94号住居跡より古

床面 :検出できた部分はわずかで

あり、壁際であるため軟弱であっ

た。炭化物・炭化材が広がってお

り、一部床面 も焼 けていて、焼失

住居 と考えられる。
0

壁 :壁高は10cmほ どであったが、

炭化物が壁面に付着しており、覆
第44図 94・ 96号住居跡出土土器

土がまJ離 した。

遺物 :1はハの字状に開く蓋で、中央部に 5 mmほ どの穿子しがある。 2は赤色塗彩された無頸壺で、肩

部に 2孔一対の穿孔があり、蓋が付 くものと思われる。そのほか骨鏃 (第574図 3)。 骨針 (第574図

16)・ 卜占骨 (第578図 76)が床面から出土している。いずれも火を受けており、特に 卜占骨は炭化状

態であり、黒斑状の焼き跡は観察できない。また、石包丁 (第561図 3)と玉石 2点 (第570図 1・ 2)

が重なるようにして出土している。ほかに石製紡錘車 (第562図 10)も 出土している。

95号住居跡 (第 45・ 46図、図版28)

位置 :BH・ BI-11・ 12   規模 :390× 平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :不明 切 り合い :41・ 42・ 97号住居跡より古

床面 :平坦であったが軟弱であった。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く最大壁高18cmを測る。

柱穴 :2本検出しており、深さは15～30cmほ どである。

―

ノ
〆

Ocm

96号住居跡

″

第45図 95号住居跡出土土器



第4節 古墳時代前半

遺物 :102は 裾部が大 きく開 く高杯の脚部で、共に円形の透かしが穿たれてお り、 2に は赤色塗彩

が施 されている。 3も 赤色塗彩されてお り、 4は ヘラミガキされた甕である。 5は頸部がコの字状 と

なる壺で、T字文が施 されている。

97号住居跡 (第46047図、図版28094)

位置 :BI・ BJ-11・ 12013   規模 :525× 480      平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-45°一W     切 り合い :41・ 56・ 98号住居跡より古、95号住居跡より新

覆土 :大別 して 4層 に分けられ、Ⅲ層 とⅣ層の間には薄い炭化物の層が認められる。

床面 :平坦で良 く締 まっており、顕著であった。一部焼けた部分 もあり、P3の北側には、炭化物の詰

まった掘 り込みがある。

壁 :切 り合い部分を除き明確に観察でき、最大壁高は東壁で20cmを 測る。

炉 :直径約50cmの地床炉で 5 cmほ どの掘 り込みを持つ。焼土は掘 り込みの底からわずかに検出されて

A sss.oot

I 暗褐色土

Ⅱ 黄褐色土 (炭化物混入)

I 焼土 。炭化物の混合

Ⅳ 暗褐色土 (焼土 。炭化物混入)

V 暗褐色土

Ⅵ 暗黄褐色土
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第 5章 遺構 と遺物

1

＼w

Oom

第47図 97号住居跡出土土器

いる。

柱穴 :主柱穴 と思われる4本が検出されている。深さは17～ 35cmと 浅いものである。

遺物 :床面よりやや浮いて出土したものが多い。 1は三角形の透かしを3孔持つ高杯、 2は 円形の透

かし3孔の器台で共に赤色塗彩されている。 3は丁寧にヘラミガキされた鉢、 4はハケで整えた鉢、

5は蓋である。 6。 7は甕で、 6はハケ、 7はケズリで整えている。 8は ラッパ状に開く有段口縁の

壺である。そのほかに分銅型の小さな土製品 (第557図 8)が出土している。

103号住居跡 (第48図、図版29)

位置 :BL・ BM-13・ 14   規模 :325×

平面形 :隅丸方形   主軸方向 :N-40°一E

切 り合い :67168号住居跡より古、150号住居跡

より新

床面 :平坦で良 く締まっていた。

壁 :立 ち上がりは顕著で、最大壁高20cmを測る。

炉 :68号住居跡に北西側を切 られているが、良 く

焼けた地床炉で、6c,ほ どの掘り込みがゎる。
柱穴 :中央付近から1本検出されているが、住居

との関係は定かでない。

遺物 :台付甕や波状文の甕の破片が出土している。 W

44



第 4節 古墳時代前半

104号住居跡 (第49050図、図版29・ 94・ 95)

位置 :BM・ BN-12・ 13    規模 :575× 375 平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-65°一E 切 り合い :66・ 76・ 79号住居跡より古

覆土 :5層 に分層できるが、覆上の多 くは炭化物を多 く含む暗褐色土であった。

床面 :凹凸はあるものの良く締まっており顕著であつた。一部に炭化物が認められる。

壁 :部分的に上部が崩れており、緩やかな立ち上がりとなるが、顕著であつた。

炉 :東壁寄 りの中央部から検出された地床炉で、 2つ の炉が結合した瓢箪形となる。深さ 6 cmほ どの

掘 り込みがあり良く焼けている。

柱穴 :Pl～P6が主柱穴で桁行 2間 の 6本柱 と考えられるが、P2は深さ15cmし かない。P8° P9は 70cmほ

どの間隔で並んでおり、入口施設を構成していたものと思われる。

遺物 :102は杯 と片口で、 2は赤色塗彩されている。 304は蓋、 5～ 7は櫛描文が施された甕で、

5は頸部の簾状文を持たない。 8は折返し口縁の壺である。そのほか、床面より鹿の肩甲骨の 卜占骨

(第 578図 77)が出土している。
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第 5章 遺構 と遺物

第50図 104号住居跡出土土器

105号住居跡 (第51・ 52図、図版95)

位置 :BK・ BL-13・ 14    規模 :(395)×

主軸方向 :不明 切 り合 い :67・ 68・

床面 :凹凸はあるものの顕著であった。

壁 :最大壁高10cmほ どであったが、ほぼ垂直に立ち上がっている。

平面形 :方形

103・ 106・ 107号住居跡より古

Oom

第51図 105号住居跡出土土器

0                                     20om
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第 4節 古墳時代前半

柱穴 :3本検出されてお り、P10

P2は深さ60cm以上あり、主柱穴 と

思われる。

遺物 :1は櫛描文を持つ小型の台

付甕で、 2・ 3はヘラミガキされ

た壺である。

106号住居跡 (第 53図、図版29)

位置 :B」・ BK-14・ 15

規模 :680× (515)

平面形 :長方形

主軸方向 :N-78°一E

切 り合い :48050055号住居跡よ

り古、1050107号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締 まっていた。

壁 :西壁 は、105号住居跡 と切 り

合つているため明確に検出できな

かったが、東壁は壁高15cmを測る。

103号住居跡

′
0                2m

106号住居跡

107号住居跡

105号住居跡
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第52図

107号住居跡

105号 住居跡
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第53図 106号住居跡
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第5章 遺構と遺物

炉 :東壁寄 り中央部分から検出された地床炉で、東壁 との間には炭化物が広がっている。

柱穴 :5本検出されてお りPl～P4が主柱穴 と考えられる。

遺物 :出土遺物は少な く、図示できる土器はないが、赤色塗彩された高杯、台付甕の破片などが出土

している。ほかに石包丁の破片 (第561図 9)が出土 している。

109号住居跡 (第54・ 55図、図版30・ 95)

位置 :BN-9010

主軸方向 :不明

規模 :485× 平面形 :隅丸方形 ?

切 り合い :78・ 79。 110号住居跡より古

床面 :検出できたのは西壁付近のわずかであったが、平坦で顕著であった。

壁 :明確に検出でき、南壁で壁高20cmを測る。

遺物 :1は杯、 2～ 4は高杯でいずれも赤色塗彩されている。脚部の 3は三角形、 4に は円形の透か

しが穿たれている。 5も 赤色塗彩されており、壺であろう。 6～ 8は櫛描文を施した甕で、回縁部は

U tn^-

“

第54図 lo9号住居跡出土土器



外反して開き、大型の 6のみ端

部がわずかに内湾する。

110号住居跡

(第55図、図版30・ 95)

位置 :BM・ BN-9。 10

規模 :(440)×

平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :N-40°一E

切 り合い :78・ 790108号住居跡

より古、109号住居跡より新

床面 :平坦で顕著であった。

壁 :明確に検出できたが、西壁

と東壁が 2段に落ち込んでおり、

更に 1棟切 り合つている可能性

がある。

炉 :北壁寄 りから検出された地

床炉で、直径約25cmと 小さい。

炉の内側に河原石が埋設されて

いる。

柱穴 :主柱穴と思われるPlと P2

が検出されているがP2は約10cm

と浅い。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は

赤色塗彩された高杯の脚部で、

2は頸部にT字文を持つ壷であ

るが赤色塗彩はない。

115号住居跡

(第 56・ 57図、図版31・ 95)

位置 :CB oCC-6・ 7

規模 :不明

平面形 :方形 ?   主軸方向 :不明

切 り合い :114号住居跡より古、

140号住居跡より新

床面 :平坦であったが、あまり締まっ

ていなかった。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、最大壁高

32cmを 演1る 。

柱穴 :2本の掘 り込みを検出している

第 4節 古墳時代前半

0                2m

第55図 109・ 110号住居跡及び110号住居跡出土土器

0                         2
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第56図 115号住居跡
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第5章 遺構と遺物

が、15～ 25cmと 浅い。

遺物 :1は赤色塗彩された高杯の脚部で、

2はハケで整えたくの字状口縁の甕である。

3・ 4は 回縁部が立ち上がる壺である。

ほかに骨製の刀子の柄 (第575図 32)と 管玉

(第581図 20)が出土している。

125号住居跡 (第 58・ 59図、図版34・ 95。 96)

位置 :BX・ BY oCA-7・ 8・ 9。 10

規模 :875× 640   平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-25°一E

切 り合い :112・ 113・ 117号住居跡より古、

146号住居跡より新

床面 :凹凸はあるものの良く締まっており、

0 2ocm
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第57図 115号住居跡出土土器
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第5章 選構と遺物

顕著であった。東壁側には幅120～ 140cm、 高さ 7 cm程のベッド状の段を持つが、中央の一部は床面検

出時に掘 り過ぎてしまった。

壁 :顕著であったが立ち上がりはなだらかであった。最大壁高は東壁で27cmを浪lる 。

炉 :住居中央 と北壁寄 りの 2か所から検出されている。中央の炉は床面がそのまま焼けた状態であっ

たが、北側の炉はわずかに掘 り込みがあり、内側に石を埋設している。

柱穴 :Pl～P4は深さも70cm以上あり主柱穴 と思われる。P7・ P8は入口施設 と考えられ、P6は直径約 1

m、 深さ75cmも あり、貯蔵穴 と考えられる。

遺物 :1は赤色塗彩された高杯の脚部で、 2。 3は櫛描文が施された甕、 4はハケで整えた甕である。

5～ 7は壺で、 5は頸部にT字文を持つが赤色塗彩されていない。

このほかに打製石刃 (第559図 2)・ 砥石 。鉄片などが出土している。

127号住居跡 (第60図、図版96)

位置 :CA・ CB-9・ 10    規模 :不明 平面 形 :方形 ?

主軸方向 :不明 切り合い :117号住居跡より古

床面 :遺構の中心部を117号住居跡に切 られているため、検出できた部分の末は平坦であったが軟弱で

あった。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、最大壁高21cmを澳1る 。

遺物 :1・ 2は高杯で、 2の脚部には円形の透かしが 2段に穿たれている。 3は S字状口縁台付甕で

あるが、口縁内面はほとんど段をなさない。 4は台付甕の台である。

129号住居跡 (第60図、図版96)

位置 :BP・ BQ-9。 10    規模 :580?× (310)     平面形 :長方形 ?

主軸方向 :不明        切 り合い :124号住居跡より古

床面 :大半を124号住居跡に切 られており、検出できたのはわずかであった。

129号住居跡

0                                   2

127号住居跡

"

第60図  127・ 129号住居跡出土土器
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壁 :住居の輪郭が線状に確認できた もので、立ち上が りはほとんどない。

遺物 :赤色塗彩された高杯が出土 している。 2は脚部欠損後、鉢 として再利用している。

131号住居跡 (第 61・ 62図、図版35096)

位置 :BU・ BV・ BW-809・ 10 規模 :700× 695 平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-35°一E     切 り合い :123号住居跡より古、135・ 144号住居跡より新

床面 :当初、数棟の住居が重なっているものと考え掘 り下げを開始したが、平坦で良 く締まった床面

が続いており1棟になった。炉は検出されていない。

壁 :検出が困難で一部推定の部分がある。最大壁高は25cmを測るが、検出できなかった部分も多 く、

全体的には10cmほ どである。

柱穴 :多 くの掘 り込みを検出しているが、住居 との関係は定かでない。Pl～ P4が主柱穴 と考えたい

138号住居跡

A gs+.oom

土坑44

第61図 131号住居跡

5θ
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が、直径30cm前後と小さ〈、深さも30～ 65cmと 、大型の住居跡にしては浅い。

遺物 :床面から浮いた状態で出上したものが多い。 1は小型丸底土器で、 2は 2段に円形の透かしが

穿たれた高杯の脚部で、赤色塗彩が施されている。 3。 4は小型甕で、 4はハケ調整のあと赤色塗彩

を行っている。 5～ 7は くの字状口縁の甕、 8～ 10は球形胴の壺で、loに は赤色塗彩が施されている。

解
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131号住居跡

_ 354.60m

0                2m

第63図  135号住居跡及び出土土器

135号住居跡 (第63図、図版35096)

位置 :BV・ BW-7・ 8

主軸方向 :不明

規模 :430× (350) 平面形 :隅丸方形

切 り合い :1160131号住居跡 より古、1390144号住居跡より新

床面 :部分的に硬い面があるが、全体的に軟弱で明確でなかった。

壁 :検出が困難で、不明確な部分が多い。

柱穴 :西側隅から1本検出されているが、住居との関係

は定かでない。

遺物 :1は円形の透かしを持つ高杯の脚部で、 2は櫛描文

を持つ甕、 3は S字状口縁の甕である。その他、土錘 (第  ~

554図 29)が出土している。

139号住居跡 (第64065図 )

ご∠」[」1_]ゝ蚤sl

位置 :BW-7・ 8

平面形 :方形

規模 :280× 250

主軸方向 :不明

切 り合い :1160135号住居跡より古、144号住居跡より新

床面 :小型の住居跡で、床面は平坦であったが軟弱であっ

た。

壁 :立 ち上がりはなだらかで、最大壁高21cmを瀬Jる 。

柱穴 :1本検出された柱穴は116号住居跡の柱穴である。

遺物 :頸部に縦位の櫛描文を持つ壺、土製勾玉 (第580図

116号住居跡

第64図 139号住居跡
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14)な どが出土 している。

140号住居跡 (第66図、図版 97)

付堤嚢:CB-607

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :1140115号住居跡より古

床面 :大半が調査区外にあるため、軟弱であった。

壁 :検出が難しく、北壁 と東壁が検出されているが、最大壁高

8 cmと わずかである。

遺物 :1は時代が下る可能性が高い。 2はハケで整えられた肩

の張る甕である。

143号住居跡

(第67068図、図版36)

位置 :BQ・ BR・ BS-10・ 11

規模 :550× 360

平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-45° 一E

切 り合い :12001240132号 住居跡より

古

0                  10Cm

第65図 139号住居跡出土土器

第66図 140号住居跡出土土器

10cm

床面 :凹凸があるが顕著で良 く締 まっ

ていた。炉は47号土坑に壊されたものと思われる。

壁 :検出できた壁高は20cm前後であったが、垂直に近 く顕著であった。

124号住居跡

0                2m
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第67図 143号住居跡
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0                                    20cm

第68図 143号住居跡出土土器

柱穴 :7本の柱穴が検出されているが、うち 2本 は上面で確認できたほかの住居跡の柱穴である。

Pl～P4が主柱穴 と考えたが、47号土坑に 1本が壊されている可能性がある。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は櫛描文を持つ甕、 2は壺の底部、 3は甑の底部である。他に打製石斧

(第558図 6)0石製紡錘車 (第562図 11)・ ガラス小玉 (第583図 140)な どが出土 している。

144号住居跡 (第 69・ 70図、図版36097)

位置 :BVeBW-70809   規模 :555× 425      平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-25°一E    切 り合い :131・ 135・ 139号住居跡、43044号土坑より古

床面 :凹凸があるが顕著で良 く締 まっていた。

壁 :131・ 135号住居跡の床面の下から検出されたため、立ち上が りはなだらかで10cmほ どしかない。

131号住居跡

139号住居跡
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第69図 144号住居跡
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0                                   20cm

第70図 144号住居跡出土土器

炉 :北壁より中央から検出された小さな地床炉で、約 5 cmの掘 り込みがある。炉の北側には炭化物が

広がっている。

柱穴 :多数の掘 り込みが検出されており、主柱穴はPl～P4と 考えられるが、深さは一定でない。P14に

は炭化物が詰まっており、 6の土器のほか多数の上器片が出土している。

遺物 :1は杯、 2・ 3は高杯でいずれも赤色塗彩されており、 2に は三角形の透かしが 4子L穿たれて

いる。 4～ 6は甕で、 4に は台が付 く。 4・ 5に は櫛描文、 6に は赤色塗彩を施している。 4の頸部

文様は平行沈線で簾状文になっていない。 7は赤色塗彩された壺の回縁部である。

146号住居跡 (第 71・ 72図、図版36)

位置 :BYoCA-8・ 9。 lo   規模 :685× 480

主軸方向 :N-30°一E 切 り合い :125号住居跡より古

床面 :凹凸はあるものの顕著で良 く締まっていた。

壁 :125号住居跡の床面の下から検出されたため、壁高は10cm前後しかない。

炉 :北壁より中央から検出された小さな地床炉で、わずかな掘

り込みがある。炉の周囲には炭化物が広がっていた。

柱穴 :主柱穴 4本が検出されているが、深さは15～50cmと 一定

していない。

遺物 :覆土がほとんどないため出土遺物はほとんどない。図示

できたのは、杯だけであるが、赤色塗彩はない。
Ocm

第71図 146号住居跡出土土器

平面形 :隅丸長方形
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147号住居跡 (第 73・ 74図 )

位置 :BP・ BQ-11・ 12・ 13  規模 :705× 575 平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-25°一E? 切 り合い :710100・ 101号住居跡より古

床面 :平坦であったが、あまり締まっていない。西側では床面から少し浮いた状態で炭化物が検出さ

れている。炉は検出されていない。

壁 :不明確な部分が多 く、立ち上がりも緩やかである。壁高も10cm以下の部分が多い。

柱穴 :Pl～P3を 主柱穴と考えたが、P4が約50cmと 深いためP10P2° P4の可能性もある。いずれにして

も一定の並びを示していない。Pl・ P2は共に2本重なった形状を示しており、建て替えが考えられ

る。

遺物 :出土遺物は少ない。甕の胴下半部のほか、棒状の鉄片が出

土 している。

10cm

第73図 147号住居跡出土土器
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E

ml

o                2m

第74図 147号住居跡

図版97)188号住居跡 (第75図、

平面形 :不明規模 :不明5・ 6位置 :AD―

主軸方向 :不明 切り合い :187号住居跡 077号土坑より古

床面 :遺構の大半は調査区外にあり、検出された部分も中央に撹乱が入っており、明確ではなかった。

壁 :立ち上がりは緩やかで、最大壁高は20cmを測る。

遺物 :出土遺物は少ない。図示できたのは高杯で、 1は 2つの段を持つ杯部、 2は裾部が大きく開 く

脚部で、共に丁寧なヘラミガキが施されている。

0                                   20cm
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132号住居跡

δθ

第75図 188号住居跡出土土器



第 4節 古墳時代前半

第76図 198号住居跡及び出土土器

198号住居跡 (第76図、図版43・ 97)

位置 :AB・ AC-10・ 11012   規模 :(600)× 平画形 :隅丸方形 ?

・ 200号住居跡、81号土坑より古主軸方向 :不明 切 り合い :196・ 197

床面 :凹凸はあるものの良く締まっており顕著であった。

壁 :立 ち上がりは明確で、最大壁高21cmを測る。

柱穴 :主柱穴と思われる2本が検出されている。いずれも深さは35cm前後である。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は Pl付近から完形で出土した小型甕で、粗いヘラミガキが施されてい

る。 2は壺の底部 と思われる。

337号住居跡 (第 77・ 78図、図版64097・ 98)

調査時には、床面の高低差が顕著であったことから2棟の住居跡と想定したが、結果として、古墳

時代初頭に属する 1棟の住居跡と判明した。

位置 :GJ・ GK・ GL-20・ 21・ 22  規模 :520× 490 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-125° ―E       切り合い :302・ 314,330,331号 住居跡、232号土坑より古

覆土 :上部が後世の遺構等により破壊されているため、床面近 くに厚さ 5 cmの 茶褐色土が残存してい

るのみである。壁際には断面三角形の堆積がみられる。

床面 :全面に厚さ6～12cmの暗灰褐色上の貼床があり、壁際を除いて硬 く踏み締められている。住居

跡南倶Jで は約10cm上 がっており、段を形成しているが、それはベッド状遺構と呼べるほど明確なもの

α
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ではない。南壁を除き、幅10cmほ どの周溝が巡っている。

壁 :立ち上が りは緩やかで、壁高は約20cmを残 している。

炉 :住居東側の主軸上に位置 し、直径約40cmの 楕円形の地床炉である。焼土は 4～ 7 cmの 厚さがあり、

その上部に 2～ 5 cmの 灰・炭化物層が広がる。

柱穴 :主柱穴 4本を確認 した。長径60cmほ どの楕円形で、主軸に直交するように長軸を持つ。床面か

らの深 さは70cm前後で、ほぼ垂直に掘 り込まれている。

掘方 :ご く一部を調査 したにとどまるが、深さ約18cmを測 り、平坦な掘方を設けたようである。掘方

と貼床の間には 1層 の埋土があるので、整地後に床を張っていることがわかる。

遺物 :弥生時代の影響を残す土器を中心 として、床面からまとまって出土 している。 1・ 2は赤色塗

彩された高杯で、 2の脚部は三角形の透かし孔を持つ。 3～ 8は甕で、 6を 除き櫛描波状文 と簾状文

が施 されている。 7と 並んで出土 した 6はハケで調整されているが、頸部が くの字状にくびれ、球形

の胴部 を持つなど共通する点が多い。 9～11は 壺の破片で、弥生的な11は 炉内から出土 している。他

に住居北東部で土製紡錘車が出土 している。

土器の特徴 として、断面が くの字状になる頸部 と球形の胴部を持つ甕の中に、波状文・簾状文 を持

331号住居跡
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第77図 337号住居跡
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つ土器 とハケを施した土器があり、かつ、箱清水的な甕も共存していることが挙げられる。従来箱清

水終末期及びそれ以降の上器群の変化は、壺の形態変化に顕著に現れると考えられてきたが、甕の形

態、文様の推移からも同様のことが窺える。箱清水式上器の終末段階から古墳時代初頭における文化

受容を考える上で重要な土器群である。                    (松 井一晃)
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第78図 337号住居跡出土土器
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411号住居跡 (第 79図、図版 98)

位置 :C」・CK-7       規模 :不明          平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明        切 り合い 413号住居跡より古、424号住居跡より新

床面 :住居の南側が調査できないため全容は不明であるが、平坦であった。

壁 :424号住居跡の床に削られているため、壁高は 5 cm以下で明確でない。

柱穴 :2か所の掘 り込みを検出しているが、住居 との関係は定かでない。

遺物 :床面から浮いた状態で出土 したものが多い。 102は 球形胴の甕で丁寧なハケで整えている。

3はヘラミガキされた小型壺で底部がやや上げ底 となる。 4は甕の底部、 5は台付甕の台である。そ

の他、刺金 と思われる金属器 (第 573図 38)が覆土中より出土 している。

o                                   20cm

第79図 411号住居跡出土土器

416号住居跡 (第80～82図、

位置 :CF・ CG-607

主軸方向 :N-100° 一E

図版66・ 98099)

規模 :430× 平面形 :方形

床面 :南側は調査区外にあるが、

部分的に 2面検出されている。

切り合い :408号住居跡、10号掘立柱より古、425号住居跡より新

平坦で全体に良く締まっており顕著であった。特に中央部は堅 く、

壁 :掘 り込みはなだらかであったが顕著で、最大壁高43cmを測る。

炉 :東壁寄 りに作 られた地床炉で、 5 cmほ どの掘 り込みがある。周囲には炭化物が広がっていた。北

壁寄 りからも焼土を検出しているが、炉 と呼べるほどのものではない。

柱穴 :P10P2は 主柱穴であるが、25cm前後 と浅い。P3は 深さ 5 cm程で、貯蔵穴であろうか。

遺物 :出土遺物は多いが、床面から20cm程浮いた状態で出土 してお り、住居廃絶後の遺物 と思われる。

α



1～ 4は高杯で、 2は赤色塗彩されてお

り矢型の透かしを持つ。 3は 回縁端部が

面取 りされており、杯部に稜を持たない。

5は天丼部に 1子Lを持つ蓋、 6～13は甕

で丁寧なハケで整えている。 6～10は台

が付き、 6の S字状口縁台付甕はほぼ完

形に復元できた。11は小型甕で、12・ 13

は細かなハケで整えた甕である。13は 時

代が下るものと思われる。14・ 15は いわ

ゆる瓢壺で、丁寧なヘラミガキが施され

ている。16は大型の壷で胴下部に焼成後

の穿孔がある。

第 4節 古墳時代前半

0                 2m

第80図 416号住居跡

0 20om

第81図 416号住居跡出土土器 1
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第82図 416号住居跡出土土器 2

419号住居跡 (第 83・ 84図、図版67099・ 100)

位置 :CE-7・ CF-7・ 8   規模 :420×         平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-55° 一E      切 り合い :404・ 406・ 418号住居跡より古

床面 :凹凸はあるものの、全体に硬 く良 く締 まっていた。西側隅は床面の上に更に貼床を行い

の高まりを作っている。
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壁 :立 ち上が りはなだらかであ

ったが顕著である。

炉 :東側の炉は小さな地床炉で、

わずかな掘 り込みがある。周囲

には炭化物が広がっていた。西

側にも瓢箪型の炉 と思われる焼

土がある。

柱穴 :6本検出された柱穴はい

ずれも深さ10～20cmほ どで、主

柱穴 と思われるものはない。P4

～P6は 入 口施設 に関係す るも

のと思われる。

遺物 :床面からやや浮いた状態

で出土 している。図示できた 6

点はいずれも櫛描波状文を持つ

甕で、頸部に簾状文を持つ。

一Ａ

0                2m

A′

第83図 419号住居跡

第 4節 古墳時代前半
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第84図 419号住居跡出土土器
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420号住居跡 (第 85・ 86図、図版 670100)

位置 :CG・ CH・ CI-708・ 9  規模 :560× 455 平面形 :隅丸長方形

主軸方向 :N-50° 一W 切 り合い :4090412・ 413号住居跡より古

床面 :凹凸はあるものの良 く締 まってお り、硬い床面が検出された。東壁を除き部分的に切れる部分

はあるが、幅10cm、 深さ 5 cmほ どの周溝が巡る。

壁 :顕著で明確に検出できる。最大壁高は25cmを測る。

炉 :ガ さヽな地床炉であるが良 く焼けてお り、10cmほ どの掘 り込みがある。中央部にさらに直径 5 cm、

深さ 5 cmの 掘 り込みがあり、内部 も良 く焼けている。炉の西側床面には炭化物が広がっていた。

柱穴 :Pl～P4が主柱穴で、深さは60～80cmほ どある。P7・ P10の 間には周溝が掘 られておらず、入口の

施設 と考えられる。

遺物 :図示できた遺物の多 くは炉の周囲から出土している。 1は赤色塗彩された杯、 203は 櫛描文

の甕である。 2は簾状文のあと波状文を、 3は波状文のあと簾状文を施 している。 3は 口縁部が短 く、

くの字状に外反する。 4は壺の胴下半部である。他に棒状の鉄製品が出土 している。出土土器はいず

れも箱清水式土器 といえるもので、住居形態 も弥生的であり、弥生時代の住居跡である可能性 も高い

が、 3の甕などは古墳時代的な器形 ともいえる。

A 354.60m A′     D 354.60m

I 暗褐色土 (炭化物混入)

Ⅱ 暗褐色土 (わ ずかに灰色を帯びる)

0 2m

第85図  420号住居跡
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第4節 古墳時代前半

421号住居跡 (第87～89図、

位置 :CFoCG-9・ lo

主軸方向 :N-55°一E

第86図 420号住居跡出土土器

図版67・ 100・ 101)

規模 :445× 415        平面形 :方形

切 り合い :406・ 412・ 417号住居跡より古
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第87図 421号住居跡
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第5章 遺構と遺物

床面 :凹凸があるが顕著で、全体に良 く締 まっていた。部分的に切れる部分はあるが、深さ10cmほ ど

の周溝が巡っている。西隅部分には床面が窪んだ部分がある。床面には炭化材や焼土混 じりの炭化物

が広がっており、焼失住居 と思われる。

壁 :検出できた壁高は25cm前後であつたが、垂直に近 く顕著であつた。

炉 :東壁寄 り中央から2か所の輝土が検出されており、共に地床炉 と思われるが、掘 り込みなどはな

く、焼失住居であるため炉 2に ついては定かではない。

柱穴 :20本 を超える柱穴が検出されている。多 くは住居廃絶後の柱穴と思われるが、どれが住居に関

係するものかは定かではない。ただPl～P4は直径20cm前後と小さいが、深さは40cmほ どあり主柱穴 と

思われる。P9の 周辺は10cmほ ど低 くなっており、貯蔵施設と考えられる。

遺物 :出土遺物は多 く、甕・壺は炉の周辺から、その他はP9の周辺から出土したものが多い。 1はハ

ケで整え体部が湾曲する杯、 2は ミガキが施された鉢でわずかにくびれる頸部を持つ。 3・ 4は直径

12cm以下と、小型の甑である。 5・ 6は丁寧に磨かれており小型丸底土器としたが、 5は体部と口縁

部がほぼ同じ長さとなり、製作方法が異なることから鉢の可能性もある。 7～ 13は 口縁が くの字状に

外反する球形胴の甕で、器面調整はハケ 0ケ ズリ・ ミガキとさまざまである。14は 口縁部を欠 く壺で

頸部には凸帯が巡らされている。そのほか、砥石 (第 563図 3)・ 凹石 (第568図 12)・ 棒状鉄製品 (第

573図 55)・ 管玉 (第 581図 25)な どが出土している。
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第88図 421号住居跡出土土器 1
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第89図 421号住居跡出土土器 2

432号住居跡 (第90図 )

位置 :CM OCN-7

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :石列、1060108号 土坑より古

床面 :南側は調査区外にあり、石列の下部に当たるため、良 く締まった床面が部分的に検出されただ

けで、壁や付属する施設などは検出されていない。

遺物 :1は高杯の杯部、 2は直口壺で共に丁寧なヘラミガキが施されている。 3は胴部が球形となる

壺で、粗いヘラミガキで整えている。

第90図 432号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

433号住居跡 (第91図、図版101)

位置 :CJ-7・ 8       規模 :不明

平画形 :不明         主軸方向 :不明

切 り合い :413号住居跡、84・ 107号土坑より古

床面 :413号住居跡 と84号土坑 との間でわずかに検出された住

居跡で、床面 と、直径40cm、 深さ10cmほ どの掘 り込みを検出し

たにすぎない。

M2

聰 3 □ 4

0                  10cm

遺物 :遺物は掘 り込み内から出土したもので、 1は小型の杯、   第91図 433号住居跡出土土器

2～ 4は まとまって出土した手づ くねで、粘土塊からつまみ上

げて作っており、指圧痕を残している。

434号住居跡 (第92図、図版101)

位置 :CP-8。 9 規模 :不明 平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-125° 一E?   切 り合い :430・ 431号住居跡より古

床面 :住居の半分以上が調査区外にあり、検出できた部分は平坦であったが、あまり締まっていない。

壁 :検出できた壁は10cmほ どで、立ち上がりも明確でなかった。

炉 :住居の東側から地床炉が検出されており、約10cmの掘 り込みがある。炉の東側には、炭化物が広

がっている。

遺物 :出土遺物は少ない。 ミガキのあと赤色塗彩された甕が出土している。

449号住居跡 (第93図、図版69)

位置 :DXODYOEA-901o    規模 :730× 540 平面形 :やや隅丸長方形

主軸方向 :N-62°一W 切 り合い :274・ 276・ 280・ 441・ 450号住居跡、D区 1・ 17号

溝、250・ 253・ 290号土坑等全ての遺構より古

覆土 :276・ 280号住居跡等により床面近くまで破壊されているが、暗褐色土を主体とした2層 と、そ

の下に、炉の周辺から南側にかけ厚さ2～ 3 cmの 炭化物層が識別できた。壁際には断面形が三角形の

0 10cmF.e

″

第92図 434号住居跡及び出土土器
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I 暗褐色土 (焼土 。炭化物粒含む)

Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 灰褐色土

Ⅳ 灰色土

Va暗褐色土 (焼土 。炭化物粒少量含む)

Vb暗褐色土 (黄褐色土ブロック含む)

0                 2m
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第93図 449号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

堆積が見られる。

床面 :平坦で壁際を除き硬 く締まっている。南壁際にベッド状遺構 と思われる幅約120cm、 高さ 6 cmの

台形状の盛 り上がりがある。これは貼床の厚さの違いによるものである。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がり、最大壁高20cmを残す。北壁際からは幅約10cmの周溝を検出している。

掘方 :床面から深さ24cmま で掘 り下げている。全体的に平坦だが南側はやや深 くなる。その深い部分

にまず茶褐色土、その上に厚さ2～ 5 cmの 透水性の低い灰色土を 2層突き固め、その上に床面を貼っ

ていることから、ブト常に丁寧にf/Fら れていることが分かる。             ~

炉 :住居東側から、中心間で50cmの 間隔を置き、東西に 2基並んで検出した。深さ約 5 cmの地床炉で

ある。炉 1が硬 く焼け締まった燃焼面を持つのに対して、炉 2の燃焼面は焼き締まりが弱い。このこ

とから炉 1が主体的炉であり、炉 2は副次的な炉であったと考えられる。

柱穴 :主柱穴は4本あり、柱掘方はいずれも直径30～50cmの楕円形で、深さは30～40cmである。各柱

穴には円形で、直径約25cmの 柱痕跡がある。

遺物 :出土遺物は少ないが、床面近 くから櫛描波状文を持つ甕 と、赤色塗彩された壺の小破片が出土

している。混入遺物 としては、 4の栗林式の壺や須恵器の杯などがある。

461号住居跡 (第 94095図、図版71・ 1010102)

位置 :DH・ DI-708

主軸方向 :不明

規模 :450×         平面形 :方形

切 り合い :459号住居跡より古

床面 :平坦であったがあまり締 まっていなかった。調査区内か ら炉は検出されていない。

壁 :壁高は最大10cmほ どしかなかったが、顕著であった。

柱穴 :主柱 と思われる位置から柱穴を検出しているが、P2は深さ10cmほ どしかない。Plの東側には直

径 lm、 深さ50cm程 の掘 り込みがある。掘 り込みの周囲には幅20cm、 高さ数cmの周堤が巡っており、Pl

と重なる東側は柱穴 を覆って作 ら

れている。

遺物 :出土遺物は多 く、床面から

出上 している。 1～ 3は杯体部下

半に稜 をもつ高杯で、 102は 杯

部に対 して脚部が大 きい。筒状の

脚部は下部が開き端部が強 く屈折

する。 4～ 8は球形胴の甕でケズ

リ・ハケで整えている。 9はハケ

を施 した小型甕、10は 小型丸底土

器であるが ミガキはない。11は 増

型の壺でヘラミガキを施 している。

そのほか滑石製の自玉が 2点

(第582図 58059)出土している。
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第94図 461号住居跡
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第 5章 遺構と遺物

462号住居跡 (第 96・ 97図、図版 720102・ 103)

位置 :DIe D」・DK-5・ 607  規模 :645× 585 平面形 :方形

主軸方向 :N-35° 一E 切 り合い :467号住居跡より古

床面 :平坦であったが軟弱であまり締 まっていなかった。東壁の一部を除き幅10cm、 深さ10cm弱 の周

溝が巡っている。炉の存在が想定される部分を丹念に調査したが検出できなかった。

壁 :調査地点は水田として利用されているため、開田の際上部が削られてお り、壁高は最大10cmほ ど

しかなかった。

柱穴 :Pl～P4が主柱穴で深さは35～55cmほ どである。住居中央部のP5は深さ25cmで、住居跡 との関係

は定かでない。

遺物 :住居南隅の床面より多 くが出土している。 1～ 8は高杯で、ヘラミガキで整えてお り、杯部下

半に稜 を持ち、筒状の脚部から裾が大きく開 くものが主体をなすが、杯部が湾曲し脚部がハの字状に

0                                  20cm

図 462号住居跡及び出土土器 ]

Ｅ
ｏ
∞
ヾ
Ю
Φ
　

く

%

角等96



第 4節 古墳時代前半

__二豊__レ [D

o                                    20cm

77

き 、

第97図 462号住居跡出土土器 2



第5章 遺構と遺物

開く4も 含まれている。 9は鉢でハ

ケの後ヘラミガキが施されている。

10～ 12は 甕で、球形胴のものと長胴

化の傾向が見られる。13は小型丸底

土器、14は直口壺と思われる。15は

有段口縁の壺で、ヘラミガキを施し

ているが、作 りが粗 く器面に凹凸が

ある。

469号住居跡

(第98～ 100図、図版73・ 103)

位置 :CW oCX-4・ 5

規模 :340×    平面形 :長方形

主軸方向 :N-115° 一W

切 り合い :な し

床面 :西側は調査できなかったが、

非常に良 く締まっており、移植ゴテ

が刺さらないほどであった。

壁 :垂直に近 く検出は容易であった。
第98図 469号住居跡

最大壁高53cmを演1る 。

炉 :西側中央付近から地床炉がわずかに検出されている。

柱穴 :Pl～P3が主柱穴であるが、Plは底まで達していない。平面形は住居の主軸に対 して直交する方

向に長軸を持つ楕円形になる。P4は深さ約50cmで、内部に壺 (10)が正位埋設されていた。

遺物 :1は赤色塗彩された杯で、回縁部に穿子Lが あり、底部の塗彩も鮮明に残っていることから、蓋

として利用されている可能性がある。 2～ 6は波状文を持つ甕で、小型の 6に は台が付 く。 7は蓋で、

天丼部に一子Lが穿たれている。 8・ 9は ミガキのあと赤色塗彩された甕、loはP4か ら出土した壺で、

胴部下半の屈折が強 く、頸部T字文は 2対一組で、下には円形浮文が配されている。

出土した土器は箱清水式としても問題がなく、住居形態も弥生的であり、箱清水式期の住居の可能

性もある。

20cm
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暗褐色土 (地 山ブロック混入)
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第100図

0                                   20cm

469号住居跡出土土器 2

規模 :不明          平面形 :不明

切 り合い :468号住居跡より古

床面 :468号住居跡の床面の下から検出されたもので、大半は調査区外にある。固く締まった貼り床面

が部分的に検出されているが、多くは468号住居跡の掘方に破壊されている。

壁 :最大壁高20cmを 測るが、明確

ではない。

柱穴 :主柱穴 と思われる掘 り込み

が 1本確認されており、深さ38cm

を演Iる 。

遺物 :1は天丼に 1孔を持つ蓋で、

2は波状文を施した甕である。

476号住居跡 (第101図 )

位置 :CT・ CU-4

主軸方向 :不明

Cm

第101図 476号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

他に硬玉製の勾玉 (第 580図 10)が出土 している。

その他の遺構

土器集中区 (268号土坑)(第 102e103図 、図版800104)

位置 :DY-8・ 9          切 り合い :227・ 274号住居跡より古

形状 :(規模)188× 84 深さは土器上面より32cmを 測る。

(平面形)不整の円形ないし楕円形 と思われるが、住居により東西を大 きく破壊されている。

覆土 :2層に大別できる。上層は厚さ12cmほ どの暗褐色土で、焼土・炭化物を多量に含む。下層は厚

さ20cmほ どで少量の焼土・炭化物を含む褐色土である。土器群は上層に据 えられてお り、土器群の周

囲は炭化物が顕著である。

遺物 :土器は、杯が 1個体、高杯 4個体、小型丸底土器23個体以上、増・壺各 2個体が出土 してお り、

他に滑石製臼玉が31点ある。土器群は周 りに杯・高杯・増・壺を置き、その中央部に小型丸底土器を

3個 × 4列ほどの長方形に据えた部分が認められ、酉己置に計画性が窺える。

1はやや深い丸底の杯で、外面をハケで調整 し、口縁部はさらにヨコナデ調整する。 2～ 5の 高杯

は和泉式土器に類似する形態のものである。 2は杯部が屈曲して開き、外反 した口縁部をもつ。 5は

外面を縦にヘラミガキし、筒部内面は板状工具により削っている。 6～17019020は 小型丸底土器で、

胴部が球形に近い 9・ 14～ 16と 、扁平な 708011～ 13017・ 19があり、10・ 20は平底 となる。 6は

口縁部が長 くかつ大 きく開き、古い形態を残 している。外面全体をハケにより調整 し、口縁部は短 く

ヨコナデを施 している。胴部内面は平滑に仕上げている。 6以外は形態の違いにかかわらず口縁部か

ら胴部上半にかけてはナデ、外面の胴下半 と底部はヘラケズリを施すものが多い。18は 増で、やや扁

平な球形の胴部にわずかな平底をもつ。口縁部は大 きく開き、口縁部 と胴部の接合部内面に指頭圧痕

が確認できる。口縁部は内外面 ともにナデ、胴部上半は横方向のヘラミガキが粗 く施されている。淡

褐色を呈 し、作 りの良い土器である。22は 平底の壺で、外面を縦方向にヘラミガキする。

自玉のうち 8点 は小型丸底土器内から出土 し、他は土器群周辺から出土 した。出土量は上層に多 く、

ぜぜメ顆り

∂θ

第102図 土器集中区
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下層では少ない。径3.5～ 5 mm、  厚さ 2～ 4 mmで、径 4 mm、 厚さ 3 mm前後のものが多 く、円柱状のも

のと、わずかに中央部が膨 らみ、そろばん玉状になるものがある。

以上のことから、本遺構は小型丸底土器・高杯・増 と自玉を用い、火を使用した祭祀跡 と考えられ

る。 (木村美穂 )
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0                                   20cm

第103図 土器集中区出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

95号土坑 (第 104・ 105図、図版840104)

位置 :CG・ CH-9010 切 り合い :421号住居跡より新

形状 :直径140cm、 深さ65cmの 円形で、掘 り込みは垂直に近い。底部は締まりはないが平坦である。壁

際には炭化物がみられる。

遺物 :底部近 くから、口径29.5cmと 大型の甕の口縁部が出土している。櫛描波状文を施した後、頸部

には簾状文を巡らせている。底部から骨が出土しているが、風化が進んでおり、取 り上げられなかっ

た。421号住居跡廃絶後に掘られた土坑のため、土器は流れ込みと思われる。

98号土坑 (第 1040105図、図版840104)

位置 :CF-8 切 り合 い :な し

形状 :直径40cm、 深さ25cmの 円形で、掘 り込みは顕著である。

遺物 :土器は細か く割れて出土 しており、埋設された状態ではないが、 1の甕はほぼ完形に復元でき

る。球形の胴部に、外反する短い口縁部が付 き、外面はケズ リに近いナデで整えている。 2も 同様の

甕であるが、器面はハケで整えている。

305号 土坑 (第1040105図、図版104)

位置 :CV・ CW-6 切 り合 い :な し

形状 :直径70cm前後、深さ52cmの 円形で、掘 り込みは垂直に近い。

遺物 :完形ではないが、つぶれた状態で出土 している。 1は乱れた櫛描波状文を持つ甕で、頸部の簾

状文は波状文より先に施 している。 2は肩の張った甕で、器面はハケで整えている。 3は壺の口縁部

で細かいハケの後、ヘラミガキを施 している。

305号土坑

坑土

一年
95号土坑

-354.50m    ―

I 暗褐色土 (炭化物混入)

Ⅱ 暗黄褐色土
Ⅲ 暗褐色土 (黄褐色土混入)

Ⅳ 炭化物
V 黄褐色土
Ⅵ 暗褐色土
Ⅶ 暗褐色土 (炭化物混入)

__354.60m
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第 4節 古墳時代前半

328号土坑 (第1040105図 )

位置 :CN-7 切 り合い :基壇状遺構 より古

形状 :長さ95cmの楕円形で、 2つ の上坑が接合した形となっている。深さは25cmほ どで平らな底部を

持たない。南側の浅い部分に壺が倒れた状態で埋設されていた。

遺物 :埋設された壺は球形の胴部を持ち、 くの字状に外反する口縁部を持つが、端部を欠いている。

器面はハケで整えており、外面はていねいなヘラミガキを施している。

98号土坑

305号土坑

o                                   20cm

95号土坑

華

一
言

≡

第105図  95・ 98・ 3050328号土坑出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

第 5節 古墳時代後半

竪穴住居跡

1号住居跡 (第 106～ 108図、図版1101050106)

位置 :BA・ BB・ BC-17018・ 19  規模 :535× 535 平面形 :方形

主軸方向 :N-47° ―W 切 り合い :1・ 7号住居跡より新

床面 :小 さな凹凸はあるものの顕著であった。床面にはほぼ東西方向に並んだ方形の掘 り込みがある

が、上部から確認されてお り、最近の掘 り込みと思われる。

壁 :検出は容易で、最大壁高25cmを 測る。

カマ ド :袖の先端に甕を伏せて立てている。焚き口付近には、天丼部に使用された角礫が点在 してい

る。煙道は壁面に直交して120cm程伸びている。

柱穴 :Pl～P4は主柱穴で深さは34～63cmあ る。P5は深さ約15cmの不整形の掘 り込みであるが、周辺か

ら多数の遺物が出土 している。

遺物 :出土遺物は多い。 1～ 3は ミガキが施された杯で、 2・ 3は 内面黒色処理されている。 4は内

面黒色処理された高杯で内面に稜をなす。 6は須恵器の魅で 7は平瓶である。 8は多孔、 9は単子Lの

甑で、10011は小型甕、12～ 17は長胴甕で器面調整はハケ、ナデ、ケズリの 3種がある。18・ 19は壺、
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第 5節 古墳時代後半
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第107図  1号住居跡出土土器 1



第 5章 遺構 と遺物
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第108図  1号住居跡出土土器 2



第 5節 古墳時代後半

20は 鉢であろうか。

ほかに砥石 (第563図 11)が 出土 してい

る。

2号住居跡 (第1090110図、図版 11・ 106)

位置 :AU・ AV-16 規模 :不明

平面形 :方形 ?  主軸方向 :N-10°一E

切 り合い :16・ 30号住居跡 より新

床面 :南側が調査区外にあるためカマ ド周

辺を除き明確な床面はない。柱穴は検出さ

れていない。

壁 :掘 り込みはなだらかで、最大壁高はカ

マ ド付近で25cmを測る。

カマ ド :北壁から検出されている。袖は基

底部の粘土がわずかに残るだけであったが、

火床は良 く焼けてお り、支脚に 3の土器が

第109図  2号住居跡

立てられていた。煙道は壁面からやや東へ傾いて約160cmイ申びて煙出しとなる。

遺物 :1は内面黒色処理された杯、 2は須恵器有蓋の杯で口縁部は内傾し、底部外面は半分程回転ヘ

ラケズリが施されている。 3は支脚 として使用されていた円筒形の土器で、形状は甕であるが、支脚

用に作 られたものと思われる。 4～ 6は甕である。

10号住居跡 (第 111図、図版106)

―
○

も
、
日
ヽ
引
嬰

ヾ
翠
裏

引
黎
Ｊ
駆
型

引
黎

ミ
翠
案

。
引
当

Ｅ

ｏ
∞
．寸
Ю
Φ

位置 :AW・ AX-16017

主軸方向 :不明

規模 :不明          平面形 :不明

切 り合い :3号住居跡より新

床面 :硬 く締 まっていた床面の一部 と火床 と思われる焼土を検出したにすぎず、遺構についてはほと

んど分からない。

遺物 :1は 内面黒色処理された杯、 2は鉢、 3・ 4は球形に近い胴部を持つ甕である。
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第110図  2号住居跡出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

12号住居跡 (第 112～ 114図、 図版120106

位置 :AY・ BA-14015016

規模 :520× 460

平面形 :隅丸方形 主軸方向 :N-35°一W

切 り合い :19080号住居跡 より新

覆土 :大別 して 3層 に分類でき、炭化物 と

焼土を多量に含んだ層が中間にある。

床面 :平坦で良 く締 まっており、硬い床面

が検出された。

壁 :顕著で明確に検出できる。壁高はほぼ

全体で25cm前後を測 る。

カマ ド :主軸線上に作 られてお り、粘上で

作 られた袖の先端に平石を立て、 2本をソ

ケット状に差 し込んだ長胴甕を乗せ天丼部

を作っている。右袖上にも甕が乗っている

ことから懸口周辺 も土器を利用していたも

のと思われる。焚き口付近が良 く焼けた火

床 となっており、その奥には支脚を立てた

と思われる直径 10cm、 深さ10cmほ どの掘 り

込みが検出された。煙道は壁面から少し北

へ傾いて約 150cmイ申び、直径35cmほ どの煙出

しとなる。煙道の断面形は長方形で、天丼

部が良 く焼けている。

柱穴 :Pl～ P4は 主柱穴で、深さは65cm前後

ある。北側の隅には深さ45cmの P5と 70cmの

P6が あ り、貯蔵穴 とも思われる。

88

0                                    20cm

第111図  10号住居跡出土土器
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第 5節 古墳時代後半

I 暗褐色土 (黄褐色ブロック混入)

Ⅱ 暗褐色土 (炭化物・焼土少量混入)

Ⅲ 暗褐色土
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第113図
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12号住居跡及び出土土器 1
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第5章 遺構と遺物

遺物 :1～ 4は杯で内面黒色処理されていた と思われるが、一部に二次焼成のためか失われているも

のがある。 5は須恵器の蓋で、 6は土師器の蓋 と思われる。 7は平瓶、 8～ 13は 甕である。小型甕の

8を除 き、いずれもカマ ドの構築材 として使用されていたものであり、器壁に粘土が塗 られ焼土化 し

ていた。14は 扁平な球形胴の壺である。 このほか大型の砥石 (第 566図 29)、 凹石 (第567図 6)、 鎌 (第

0                                   20cm
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第114図 12号住居跡出土土器 2



第 5節 古墳時代後半

571図 8)、 鉄片、滑石製臼玉 2点

14号住居跡 (第1150116図、

図版 13・ 107・ 108)

位置 :AS・ AT-18・ 19

規模 :630×

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-35°―E?

切 り合い :31号住居跡 より新

床面 :平坦で顕著であつたが、

硬 く締 まった床面はなかった。

カマ ドは北側に作 られている

ものと思われる。

壁 :31号住居跡の覆土中に作

られているため、検出できた

壁高は10cm以下で、明確では

なかった。

柱穴 :主柱穴 と思われる 3本

を検 出 してい るが、深 さは

20～30cmと 浅い。

(第 581図 102)な どが出土している。

A 355.00m
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第115図  14号住居跡

遺物 :1～ 3は杯で、 3を除

き内面黒色処理されている。 2は須恵器を模倣 している。 4は須恵器の杯であるが、時期的には下が

るもの と思われる。 506は 胴部が球形に近 く、口縁が短い甕である。

5

0                                   20cm

14号住居跡出土土器第116図
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第 5章 遺構と遺物

16号住居跡 (第 117・ 118図、図版 130108)

位置 :AV・ AW・ AX-15016   規模 :630× 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-35°―E? 切 り合い :2号住居跡より古、10032・ 39号住居跡より新

床面 :住居中央部分からは良 く締まった床面が検出されている。しかし住居跡の重複が多く、また調

査では確認できなかった住居跡も存在すると思われ、西側は掘 り下げると溝状の掘方となってしまう。

壁 :全体に不明確な部分が多 く、規模 も推定である。

カマ ド:北壁に作られており、粘土製の袖がわずかに残っている。中央部分には角柱の石が支脚 とし

て立てられている。

桂穴 :多数の柱穴を検出しているが、主柱穴 と思われる柱穴はP5° P7・ P8で 他ヽは浅い掘 り込みである。

遺物 :住居跡が明確でないため遺物も混在している可能性がある。 1は須恵器の無蓋高杯で脚部欠損

後、杯 として再利用している。 2は須恵器の鉢で歪みが激しい。 3・ 4は甕である。ほかに加工痕の

ある鹿角 (第 579図 3)が出土している。
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第 5節 古墳時代後半

第118図  16号住居跡出土土器

20号住居跡 (第 119・ 120図、図版 13・ 108)

位置 :BB・ BC-16017

主軸方向 :N-50° 一W

規模 :395× 310 平面形 :長方形

切 り合い :24号住居跡より古、58号住居跡より新

覆土 :床面からやや浮いた部分に炭化物の層があり、壁際は検出面 まで上がっている。 この炭化物層

を挟んで上下の土層は大 きく異なっている。

床 :凹凸があり、顕著な部分 もあるがあまり明確ではない。柱穴は検出されていない。

カマ ド :住居の長辺側に作 られて

いるが24号住居跡に削られており、

火床の焼土が残っていたにすぎな

い。

遺物 :1～ 3は土師器の杯で、内

面黒色処理されていると思われる

が 1に は残っていない。 4も 内面

黒色処理された鉢、 506は 小

型甕で、 6に は短い台が付 く。

7～10は長胴甕で器面調整はハケ

とケズ リがみられる。
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第119図  20号住居跡



第 5章 遺構 と遺物

0                                    20cm

第120図 20号住居跡出土土器

21号住居跡 (第 121・ 122図、図版140108)

位置 :BBOBC・ BD-13・ 14   規模 :460× 445    平面形 :方形

主軸方向 :N-30°―W      切 り合い :58064072号 住居跡より新

床 :凹凸があリカマ ド周辺は良く締まっていたが、南側はあまり締まっていない。

壁 :壁高は平均20cm程あったが、不明確な部分が多い。

カマ ド:主軸線上に作られており、粘土製の袖が35cm程伸びている。石の利用はなく、カマド内から

はほぼ完形の長胴甕が 2個、口縁部を内側にして検出されている。懸口に懸けられたものとも考えら

れるが、器壁に焼土化した粘土が付着していることから、カマドの構築材として利用されたものと思

われる。良く焼けた火床の奥には支脚を立てた掘 り込みがある。煙道は壁面から垂直に145cm程伸びて
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いる。

遺物 :1～ 4は 内面黒色処理された杯で、 304は 平底

化 している。 5も 内面黒色処理された鉢である。 6は退

で、体部 には櫛歯状工具 による刺突文が巡 っている。

7～ 10は長胴甕で 708は カマ ドの構築材 として使用さ

れていた。器面調整はハケと、ケズ リに近いナデがある。

ほかに石製紡錘車 (第562図 7)、 骨製の刀子柄 (第 575

図31)、 勾玉 (第580図 1)、 獣骨などが出土している。

第 5節 古墳時代後半
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第 5章 遺構 と遺物

第122図 21号住居跡出土土器
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24号住居跡 (第 124～ 126図、図版140109)

位置 :BCOBD-16・ 17    規模 :390× 360

主軸方向 :N-40° ―W    切 り合い :25号住居跡 より古、

覆土 :上層 と下層の間に、焼土や灰が

レンズ状に堆積 している。

床 :平坦で全体に良 く締 まっている。

壁 :壁面は垂直に近 く顕著であった。

ただ、20号住居跡 との切 り合い部分が

明確でなかったために、一部掘 り過ぎ

た部分がある。壁高は最大24cmを測る。

カマ ド :主軸線 より西に寄つて作 られ

ている。袖は芯に角柱の石を 3本ずつ

立て、その外面を粘土で覆っている。

焚回の天丼 も平石を両袖に乗せて作つ

ていることから、カマ ドの上部構造は

石を組み上げ、その外側を粘土で覆っ

て作っていることが分かる。幅に対 し

て奥行 きが短いため、火床奥の支脚は

壁面に接して立てられている。懸口に

は 3個の土器が並んでお り、中央部の

甕の底部は支脚に接 しているが、両側

の上器は浮いた状態にあり懸口がどの

ような形態になっていたのか興味深い。

煙道は壁面から垂直に100cm伸 び、検出

面 となる。

柱穴 :主柱 と思われる部分に柱穴はな

い。住居の北隅付近から直径60cm、 深

さ20cm程の掘 り込みを 2か所検出して

お り、住居に付属する施設 と考えられ

る。
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平面形 :方形

20034075号 住居跡より新
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第123図 24号住居跡カマド

(天丼・壁)

I 暗褐色土 (焼土混入)

Ⅱ 暗褐色土
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第 5章 遺構 と遺物

0                                    20cm

第125図  24号住居跡出土土器 2

遺物 :1・ 2は内面黒色処

理された杯で、 3・ 4も 内

面黒色処理された鉢である。

4は カマ ドに懸けられた甕

(6)と重なって出土 して

いる。 5～ 7は カマ ドに懸

かっていた甕で、器面はハ

ケで整えている。 8は粗い

ヘラミガキが施された甕で

ある。住居跡東隅からは握

り拳程の河原石が約20個出

土している。ほかに載断さ

れた鹿角 (第579図 2)があ

る。
o                2m
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第126図 24号住居跡
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27号住居跡 (第 127図、図版 109)

位置 :BB・ BC-19・ 20

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :方形 ?

切 り合い :28号住居跡より新

床面 :住居跡の中心部分が調査区外にあるため、締 まった部分 も

あったが全体的に軟弱であった。

壁 :壁高約20cmを 測ることができ、切 り合いのない部分は顕著で

あった。

遺物 :出土土器は小型甕 1点だけであったが、壁際から握 り拳大

の河原石がまとまって出土 している。

34号住居跡 (第 128・ 129図、図版 16・ 109)

第 5節 古墳時代後半

0                 20cm

第127図 27号住居跡出土土器

位置 :BD・ BE-15016017   規模 :425× 375  平面形 :方形

主軸方向 :N-125° 一W     切 り合い :24025号 住居跡 より古、33号住居跡より新

床面 :凹凸はあるものの、良 く締 まってお り顕著であった。

壁 :明確に検出でき、立ち上が りも垂直に近い。住居跡の隅もほぼ直角に掘 られている。

カマ ド :西壁の南寄 りに作 られた粘土製のカマ ドである。袖は50cmほ ど伸びてお り、ほぼ垂直に立つ

内壁は良 く焼けて焼土化している。火床の奥には支脚を立てる掘 り込みがある。煙道は壁面から垂直

に約 lm伸び、煙出しとなる。

遺物 :遺物の出土は少なく、図示できるのはカマ ド正面から出土した長胴甕だけである。

Ⅲ 暗褐色土 (黄褐色土混入)

第 128図  34号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

35号住居跡

(第 130・ 131図 、図版 16・ 109)

位置 :BD・ BE-12・ 13014

規模 :535× 380    平面形 :長方形

主軸方向 :N-40° 一W

切 り合い :72・ 90・ 94096号住居跡 より新

床面 :大 きな凹凸はあるものの顕著で良 く締

まっていた。東壁 と西隅部分を除き、深さが

10cmほ どの周溝が巡っている。

壁 :住居跡の重複が多いため検出が難 しく、

壁高は15cmほ どであった。

カマ ド :住居の長辺側中央に作 られており、

袖は粘土製で右側の先端には平石が立てられ

ている。左側の袖が短いため先端に石が立っ

ていた可能性 もあるが、石を立てるための掘

り込みはない。火床の奥には河原石を利用し

た支脚が立てられている。煙道は残っていな

かった。

柱穴 :主柱穴の位置から4か所の掘 り込みを

検出しているが、深さは 5～20cmと 浅い。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は須恵器高杯の 第129図 34号住居跡カマ ド

暗褐色土 (炭化物混入)

焼土 (天丼 ?)
灰黄褐色土

炭化物
焼土 (火床)
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日

F

脚部で、透かしはない。 2は小型

の甕、 3は長胴甕の口縁部である。

ほかに骨鏃 (第574図 8)が出土 し

ている。

36号住居跡

(第1320133図、図版160109)

位置 :BE・ BF-17・ 18

規模 :560×

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-35°一E

切 り合い :40054号 住居跡より古

床面 :大 きな凹凸があり、軟弱で

あった。

壁 :立ち上が りは明確でなかった

が、最大壁高は南隅で40cmを 測る。

カマ ド :壁面より25cmほ ど突出し

て作 られてお り、小さな袖には平

石が利用されている。火床は右袖

に寄った音「分にあり、カマド内に

焼土はなかった。

柱穴 :3か所の掘 り込みを検出して

おり、深さはいずれも約30cmで ある。

I 焼土 (天丼)

Ⅱ 暗褐色粘土
Ⅲ 炭化物
Ⅳ 暗褐色粘質土
V 焼土 (火床)

Ⅵ 暗褐色粘質土

Ⅶ 暗灰褐色粘質土

lm

第131図  35号住居跡カマド及び出土土器

Ⅳ

o                2m

第132図

第 5節 古墳時代後半
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第 5章 遺構 と遺物

o                                    20cm

第133図 36号住居跡出土土器

遺物 :出土遺物は少な く、いずれもカマ ド内から出土 した甕である。 1は ナデ、 2は ミガキによって

整えている。ほかに火打ち金具 (第573図 44)が出土 している。

46号住居跡 (第 134～ 136図、図版180110)

位置 :BG・ BH・ BI-15016 規模 :535× 480 平面形 :方形

A 355.00m

Э                2m

Iθ2

第134図 46号住居跡



主軸方向 :N-25°一E

切 り合い :40050号住居跡より古、

47093号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締 まってお り、明確

に検出できる。

壁 :住居跡 との重複が多 く検出が難 し

かった部分 もあるが、全体に垂直に近

く、最大壁高40cmを 測る。

カマ ド :北壁中央に作 られている。粘

土製の袖の先端には平石が立てられ、

正面には焚 き回の天丼を構成 していた

平石が落ちている。火床の奥右側には

掘 り込みがあり支脚に使用された河原

石が倒れていた。煙道は 2本検出され

てお り、カマ ドを左側から右へ作 り変

えている。共に壁面からほぼ垂直に伸

びてお り、断面は長方形になる。

柱穴 :主柱穴 と思われる 3本を検出し

ているが、深さは30cmほ どである。

遺物 :土器はカマ ド周辺から出土して

いる。 1は内面黒色処理された甑で、

底部は多子Lと なる。 2は平底、 3は丸

底 の長胴甕である。 このほかに自玉

(第581図 18)が出土 している。

47号住居跡

(第 137図、図版 19)

位置 :BF・ BG-15016

規模 :505×

平面形 :長方形

主軸方向 :不明

切 り合い :34040・ 46号住居跡

より古

床面 :凹凸はあるが顕著で良 く

締 まってお り、部分的に 2面確

認されている。焼失住居のため

床面には炭化材や焼土が広がつ

ていた。

壁 :壁面 も一部焼 けてお り検出

B 354.90m

V

E 354.90m
焼土
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第135図  46号住居跡カマド

第 5節 古墳時代後半
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第136図 46号住居跡出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

40号住

/ Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

(焼土 。炭化物混入)

46号住居跡

A 355.00m

は容易であった。最大壁高は20cmを 測るが、

壁の大半は他の住居に破壊 されている。

柱穴 :2本検出されてお り、直径25cm前後

で、深さは30～40cmほ どである。

遺物 :1は須恵器の杯蓋で、体部にわずか

な稜を持ち端部は丸 く仕上げている。 2は

内面黒色処理が施された小型甕である。こ

のほかに滑石製の臼玉 3点 (第581図 190

20)と 鉄片が出土している。

49号住居跡 (第138～ 140図、図版 190110)

位置 :BF・ BG・ BH-13・ 14015

規模 :610× 560   平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-50° 一W

切 り合い :41046056072号 住居跡・ 9号土

坑より古、91・ 102号住居跡 より新

覆土 :2層に大別でき、部分的に薄い炭化

物層が挟まる。

床面 :凹凸はあるが良 く締 まっていた。特

に中央部は顕著で、移植ゴテが刺さらない

ほどであった。壁際の床面には炭化物の混

Iθイ

暗黄褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

0                2m

第137図 47号住居跡及び出土土器
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第5節 古墳時代後半

じった焼上が広がつている。

壁 :立ち上が りは顕著で、最大壁高は35cmを 測る。

カマ ド:主軸線上に作 られている。袖は粘土製で先端に平石を立て、その上に平石を乗せて天丼 とし

ていた と思われるが、検出時は二つに割れ、焚き口を塞いでいた。懸口からは長胴甕が 2個 (507)

口縁部を北側にして検出されているが、器壁に焼土化 した粘土が付着 していることから、カマ ドの構

築材 として利用されたものと思われる。良 く焼 けた火床が検出されているが支脚の痕跡はない。煙道

は壁面から垂直に150cmほ ど伸びている。断面形は長辺約30cmの 長方形 となる。

柱穴 :Pl～P3は 主柱穴で、北側は 9号土坑に壊されているもの と思われる。直径約30cm、 深さ25cmほ

どで大型の住居にしては小さい。P4は 深さ20cmほ どで、周辺か ら砥石や握 り拳大の河原石が出土 して

いることから、貯蔵穴 と思われる。

遺物 :1は内面黒色処理された杯で、平底化 している。 2は杯部に稜 を持つ高杯、 3は粗いミガキが

施 された小型の短頸壺である。 4は小型甕、 5～ 8は長胴甕で、カマ ド内から出土 した 5・ 7の器面

暗褐色土 (地山ブロック)

暗褐色土
黒褐色土
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第 5章 遺構 と遺物

0                                   20cm

第140図 49号住居跡出土土器
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には焼土が付着している。調整はハケとケズリに近いナデがある。

そのほか、石製紡錘車 (第563図 23)と

0                  10cm
¬

第 5節 古墳時代後半

砥石が 2点 (第563図 10・ 565図 25)出土

している。

52号住居跡 (第 141図、図版 110)

位置 :BB-13014、 BC-13

規模 :不明   平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :N-45°一W

切 り合い :89号住居跡より新

床面 :住居跡の大半は調査区外にあるた

め、明確な床は検出できなかった。

壁 :住居の重複が少ないため検出は容易

であった。壁高は最大20cmを 測る。

カマ ド :北西の壁か ら一部分が検出され

ている。袖は粘土製であるが、先端に石

が使用されているかどうかはわからない。

遺物 :1は作 りの粗い杯で、内面黒色処

位置 :B10B」・ BK-14・ 15

主軸方向 :N-30°―W

床面 :カ マ ド付近は顕著であつたが、

中央部分は48号住居跡の床面 と重な

るため、全体的に軟弱であった。

壁 :住居の重複が多いため、検出ま

での掘 り下げが大 きく、検出できた

壁は、カマ ド付近を除き10cmに満た

ない。

カマ ド :主軸線上に作 られており、

袖は粘土製で40cmほ ど伸び、先端に

棒状の河原石が立てられている。焚

き口の天丼には正面から出土 してい

る長胴甕 (2)が使用されていた と思

われる。良 く焼けた火床は検出され

たが、支脚の痕跡はなかった。煙道

は焼土の痕跡 として検出されている

が、掘 り込みは残っていなかった。

遺物 :図示できた土器は、カマ ド周

第141図  52号住居跡及び出土土器

理の可能性があるが二次焼成を受けており定かではない。 2は小型甕で丁寧なナデで整えている。

55号住居跡 (第 142・ 143図、図版21・ 110・ 111)

規模 :480× 380    平面形 :長方形

切 り合い :48・ 50号住居跡より古、740106号住居跡 より新

0                2m

第142図 55号住居跡
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第5章 遺構と遺物

辺の床面から出土した長胴甕で、平底 と丸底がある。 1はやや上げ底 となり、丸底の甕は口縁部が大

きく外反する傾向がある。器面調整はハケ・ケズリ・ナデがある。 1はカマ ドの構築材 と思われる甕

で、焼土化した粘上が付着しており、強い二次焼成を受けているが、 5を除いて同様であることから、

いずれもカマドの構築材であった可能性がある。
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第143図  55号住居跡出土土器



第 5節 古墳時代後半

58号住居跡 (第1440145図 、図版21・ 111)

位置 :BC・ BD-15・ 16     規模 :不明

平面形 :隅丸方形 ?    主軸方向 :N-50°―W

切 り合い :20024住居跡より古、64・ 75号住居跡 よ

り新

床面 :平坦で良 く締 まってお り顕著であったが、図

の破線から東側では明確な床面はなかった。

壁 :検出が困難であつたため、壁高は10cm以下であ

る。

カマ ド :北西壁に作 られた粘土製のカマ ドで、袖は

40cmほ ど伸びている。焼成部 と煙道に段がなく、煙

道が広が りそのまま焼成部 となる。焼成部にはわず

かな掘 り込みがある火床 と、支脚 と思われる河原石

が倒れている。

遺物 :遺物の出土はほとんどな

く、図示できるのはカマ ドの左

側床面から出土した鉢 と長胴甕

である。 1の鉢は、長胴甕の胴

下半部 を切ったような形状で、

胎土 も甕 と同じく砂粒を多 く含

んでいる。 2の長胴甕は、最大

径を胴部に持ち、器面をハケで

整えている。

59号住居跡

(第 146図 、図版22)

位置 :BE・ BF-12・ 13014

規模 :不明

平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :35・ 49083号住居跡

より古、90096号住居跡より新

覆土 :3層に大別でき、焼土や

炭化材が床面から浮いた状態で

検出されている。
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64号住居跡

A 355:00m

第144図 58号住居跡

黎
ヽヽ

o                  10cm

第145図 58号住居跡出土土器

床面 :平坦であったがあまり締まっていなかった。床面にも炭化物が広がっている部分があり、焼失

住居と考えられる。

壁 :周囲を住居跡に切られているため、検出されたのは北壁と東壁の一部にすぎないが、壁面に炭化

物が貼 り付いた部分があり明確に検出された。

Iθ9



第5章 遺構と遺物

柱穴 :主柱穴 と思わ

れる 1本が検出され

てお り、深さ60cmを

測る。

遺物 :小破片が多 く、

図示できるものはな

いが、長胴甕や内面

黒色処理された高杯

などがある。土器以

外では滑石製自玉 3

点 (第 581図 21～ 23)、

切断された鹿角 (第

579図 11)が出土 して

いる。

49号住居跡

35号住居跡

I 暗褐色土 (地 山ブロック混入)

Ⅱ 暗褐色土 (炭化物多量)

Ⅲ 焼土 。炭化物混合
Ⅳ 焼土
V 暗褐色土         ト
Ⅵ 暗黄褐色土

|

83号住居跡

0                2m

第146図 59号住居跡

62号住居跡 (第 147図、図版23)

位置 :AX・ AY-16・ 17    規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :N-35°一E? 切 り合い :3・ 12・ 16・ 26・ 号住居跡より古

床面 :周囲を他の住居跡に破壊されており、部分的に残った床面が検出されたにすぎない。しかし、

検出された床面は焼土化して非常に良 く締まっており、床面上に敷物の跡を残している。敷物は茅状

の植物を編んでおり、縦糸の跡も残っている。また、検出された部分の周囲は、 5 cmほ ど高く作られ

ており、ベッド状の遺構があったと思われる。

壁 :遺構の重複により破壊されており残っていなかったが、ベッド状の遺構から主軸方向を判断した。

カマ ド:壁 と思われる付近から焼土が検出されたため、カマドとした。焼土内に支脚に利用したと思

われる土器 (1・ 2)が立てられていた。

遺物 :102は支脚に転用された土器で、 1は高杯の脚部、 2は台付甕の台部である。 2は時期的に

遡るものと思われるが、転用していると考え住居跡の遺物とした。 3は壺の底部であろう。

0                                   20cm

ヱIθ

第147図 62号住居跡出土土器



E

A′

ml

暗茶褐色土

明茶褐色土

茶褐色土

焼土

平面形 :隅丸方形

bl

A 355.00m A′

焼土 (壁)~

lm

第 5節 古墳時代後半

I 暗褐色土

Ⅱ 暗褐色土 (焼土多)

Ⅲ 暗褐色土 (黄褐色土混入)

Ⅳ 灰 (焼土混入)

V 焼土 (火床)

Ｏヽ

ｍヽ

70号住居跡

66号住居跡 (第 148～ 150、 図版23・ 111)

位置 :BL・ BM・ BN-12・ 13    規模 :490× 450

主軸方向 :N-35° 一E   切 り合い :67068・

70号住居跡より古、104号住居跡 より新

覆土 :3層 に大別できる。壁寄 りの床面には焼土

が厚 く堆積 してお り、炭化材 も見 られることから、

焼失住居 と考えられる。

床面 :大 きな凹凸はあるものの顕著で良 く締 まっ

ていた。

壁 :焼土が住居跡の輪郭 となるため、明確に検出

できた。立ち上が りは垂直に近 く、最大壁高は34

cmほ どであった。

カマ ド :北壁の中央からやや西寄 りに作 られてお

り、袖は粘土製で約 lmと 長い。石などの利用はな

く、周辺からも出土 していないことから粘土だけ

で作 られたカマ ドと思われる。良 く焼けた火床の

奥には、高杯 (4)を伏せ脚部に甕の底部を乗せ

Ａ
一

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

第149図 66号住居跡カマ ド

III
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第 5章 遺構 と遺物

・ :・ :・ :・ :・ ン

o                                    20cm

第150図 66号住居跡出土土器

た支脚が立てられている。支脚 と奥壁の間が60cm

以上開いてお り、縦長のカマ ドとなる。

柱穴 :主柱穴の位置から4か所の掘 り込みを検出

している。深さは45～ 80cmと ばらつきがある。

遺物 :1は内面黒色処理された杯で、底部にハケ

の痕跡 を残すが、その他はヘラミガキが施されて

いる。 2～ 4は 内面黒色処理された高杯で、てい

ねいなヘラミガキが施されている。 5も ヘラミガ

キされ内面黒色処理を施 した鉢である。 6～ 8は

小型の甕で、 8は球形胴に近 く丸底 となる。

他に砥石 (第 565図 31)、 滑石製の自玉 3点 (第

581図 24～ 26)、 切断痕のある鹿角 (第579図 4)な

どが出土 している。

67号住居跡 (第1510152図 、図版24)

位置 :BL・ BM-13・ 14    規模 :405×

平面形 :隅丸方形   主軸方向 :N-35° 一E

切 り合い :66・ 680103号住居跡より新

I12
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第151図 67号住居跡

A 355.00m



床面 :凹凸があり、軟弱であった。

北壁側 には炭化物が広がってお り、

床面が高 くなっていることからカ

マ ドがあったものと思われる。

壁 :立ち上が りは明確で、最大壁

高は南隅で29cmを 測る。

柱穴 :2か所の掘 り込みを検出し

ているが、15cmほ どと浅い。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は 内

面黒色処理された杯、 2は大型の

甑で、ていねいなハケが施されて

いる。

0                  100m

第152図  67号住居跡出土土器

第 5節 古墳時代後半
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68号住居跡 (第 153図、図版240112)

位置 :BL・ BA/1・ BN-13・ 14  規模 :740×

平面形 :方形        主軸方向 :不明

切 り合い :660670103号 住居跡 より新

床面 :凹凸はあるが明確であった。しかし住居跡

中央部分は調査区外にあるため、あまり締 まって

いなかった。検出できた部分では東壁を除き、幅

15cm、 深さ10cmほ どの周溝が巡っている。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く、明確に検出できる。

最大壁高は西壁で50cmを測る。

柱穴 :南西隅から2本を検出しているが、15～ 30

cmほ どとぢ評 。ゝ

遺物 :出土遺物は少なく、図示できる土器は内面

黒色処理された高杯の杯部だけである。内面底部

付近にはわずかな段を持つが、外面 まで及んでい

ない。

ほかに骨製の刀子の柄 (第575図 30)や加工痕の

ある骨片、鉄片などが出土 している。

0                  10Cm
Ｉ

Ｉ

Ⅲ

第153図  68号住居跡及び出土土器



第5章 遺構と遺物

70号住居跡 (第154図、図版24)

位置 :BN・ BO-12・ 13

規模 :340× 320     平面形 :方形

主軸方向 :N-65°一W

切 り合い :69号住居跡より古、66号住居

跡より新

覆土 :大別 して 3層 となり、 H層 はヨシ

などのイネ科植物 と思われる炭化物が堆

積 しているが、焼土はあまり含んでいな

床面 :明確であるが、凹凸があり良 く締

まっていない。カマ ドなどの施設は検出

できなかった。

壁 :覆土に炭化物を含んでいるため検出

は容易であった。最大壁高29cmを 測る。

遺物 :図示できる土器はないが、比較的大

該期 とした。しかし、弥生時代中期の遺物

の住居跡の可能性もある。

71号住居跡 (第 155図、図版24)

位置 :BP・ BQ-11・ 12013

主軸方向 :N-25°一E

o                2m

Ｉ

　

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

暗褐色土

(黄褐色土混入)

炭化物
黄褐色土

暗掲色土

(炭化物多)

A gss.zorn

第154図 70号住居跡

きな破片に、 ミガキを持つ鉢などが含 まれていたため、当

も含まれてお り、カマ ドもないことを考えれば、弥生時代

規模 :360× 325    平面形 :方形

切 り合い :10号土坑より古、100・ 101号住居跡より新

E

ml

0                      20cm

第155図  71号住居跡及び出土土器

355.00m
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第5節 古墳時代後半

床面 :明確に検出できたが、小さな凹凸があり軟弱であった。

壁 :ほ ぼ垂直に掘 り込まれており、最大壁高は55cmを 測る。

カマ ド:北壁の東寄りに作られている。粘土製で袖は長さ50cmほ どが残っており、燃焼部は幅約45cm

で、前面には良 く焼けた火床がある。煙道はほぼ水平で60cmほ どが確認されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は須恵器の杯蓋で、口径10cmと Jヽ さく、断面三角形の返 りが付 く。 2は

口縁部に最大径を持つ土師器の長胴甕で、内外面ともハケに近いナデが施されているが、強い二次焼

成を受けている。

79号住居跡 (第1560157図 、図版260112)

位置 :BM・ BN-10011012    規模 :480× 480    平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-70°一W     切 り合い :78号住居跡より古、870104・ 109号住居跡より新、

床面 :平坦で明確であったが、あまり締まっていない。

壁 :立 ち上がりは顕著で、最大壁高は24cmを 測る。

カマ ド:西壁中央からやや南側に作られている。幅約40cm、 奥行50cmほ どが突出したカマドで、袖は

0

9 鮒
＝
＝
＝
Ⅲ
狸

第156図 79号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

残っていないが、火床の位置から短い袖があ

ったものと思われる。懸回は住居の壁面より

外側 となり、どのような上屋構造であったの

か興味深い。煙道は205cmほ ど伸びて煙出しと

なる。

柱穴 :主柱穴 と思われる 2本が検出されてい

る。共 に直径約50cm、 深さ60～70cmほ どであ

る。主柱穴 と考えたが、位置的に問題があり

定かではない。

遺物 :1は高杯の脚部で、強い二次焼成 を受

け、カマ ド内から出土 していることから、支

脚 として使用されていたものと思われる。 2‐

もカマ ド内から出土 した長胴甕で、底部には

木葉痕 を残 し、ケズ リに近いナデで整えてい

る。器面には焼土が付着している。

その他、覆土中から石包丁の破片 (第 561図

8)が出土 している。

83号住居跡 (第 1580159図 、図版112)

位置 :BF・ BG-11012   規模 :不明

平面形 :不明 主軸方向 :不明

切 り合い :41049号住居跡 より古

床面 :平坦で明確であったが、部分的に検

出されたもので住居の形状はわからない。

壁 :西壁がわずかに検出されているが、他

は不明である。

遺物 :長胴甕が 2点出土している。 2は胴

部上半を欠いているが、 1・ 2共に底部中

央が凹んでお り、外面はハケで整えている。

このほかに滑石製の臼玉 (第 581図 27)が

出上 している。

第157図  79号住居跡カマ ド
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87号住居跡 (第 160～ 162図、

図版260270112)

位置 :BN・ BO・ BP-10011

規模 :515× 505

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-70°―W

切 り合い :870101号住居跡 より

古、99号住居跡より新   、

床面 :平坦でカマ ド正面を中心

に良 く締 まっていた。カマ ドの

ある西壁を除き、切れる部分は

あるが、幅15cm、 深さ10cmほ ど

の周溝が巡っている。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く、

顕著で最大壁高36cmを測る。

第 5節 古墳時代後半

0 20cm

第159図 83号住居跡出土土器

カマ ド:主軸線上に作られており、粘土の袖が40cmほ ど伸び、先端には平石が 1枚ずつ立てられてい

る。平石の間は良く焼けた火床 となり、その奥には棒状の河原石が支脚 として立てられている。焚き

口からは底部を支脚に乗せたまま倒れた状態の長胴甕 (6)が検出されている。煙道は壁面からlm

0                2m
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101号住居跡

第160図 87号住居跡
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第5章 遺構と遺物

ほど伸びて、住居跡に切 られている。

柱穴 :Pl～P4は主柱穴で、深さは30～ 40cmである。

カマ ドの南側からは、方形に掘 られたP5を検出し

ている。深さは18cmほ どで貯蔵穴 と思われる。

遺物 :1はヘラミガキが施された杯であるが、粗

雑な作 りである。 2・ 3は須恵器の杯で、 3は 口

径 8 cmほ どと小型である。 3は 内面黒色処理され

た高杯の杯部で、脚部欠損後、欠損部 を削って杯

に転用 している。 5～ 7は長胴甕で、外面は粗い

ハケ、ケズ リに近いナデで整えている。小型の 5

はP5付近から、 6・ 7は カマ ド内及びその周辺か

ら出土 している。

住居北西隅の床面からは、握 り拳大の河原石が

約40個出土 している。

A 354.80m
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第161図  87号住居跡カマド
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第 5節 古墳時代後半

100号住居跡 (第163・ 164図、図版28)

位置 :BO・ BP・ BQ-12013      規模 :(530)× 440 平面形 :隅丸長方形 ?

主軸方向 :N-25°一E? 切 り合い :71号住居跡・ 11号土坑より古、101号住居跡 より新

床面 :凹凸があったが良く締まっており顕著であった。住居の北側には焼土や炭化物が見られること

から、カマドは北壁にあると思われるが、調査区外 となってしまうため不明である。

壁 :立ち上がりが不明確で、推定の部分もある。最大壁高は西壁で32cmを 測る。
‐

柱穴 :Pl・ P2の 2本が検出されているが住居との関係は定かでない。

遺物 :遺物の出土はほとんどなく、図示できるのは外面をヘラケズリ、内面をヘラミガキした杯だけ

である。ほかに土製の勾玉 (第 580図 13)が出土している。

101号住居跡 (第163・ 164図、図版280112)

位置 :BP・ BQ・ BR-11・ 12013   規模 :540×         平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-70°―W   切 り合い :71・ 100号住居跡より古、132号住居跡より新

床面 :平坦であったがあまり締まっていなかった。

壁 :垂直に近 く顕著であったが、大半を71・ 100号住居跡に壊されているため、壁高は10cmほ どである

カマ ド:西壁からカマドの痕跡と思われる焼土を検出したが、構造などは分からなかった。

柱穴 :主柱穴 と思われる 1本が検出されており、深さ35cmを 涸Jる 。

遺物 :小片が多く図示できるものは甕 1点である。底部に木葉痕を残し、器面はナデで整えている。

口縁部は短いが強 く開く。

100号住居跡

第163図 1000101号 住居跡

ヱヱθ



101号住居跡

第 5章 遺構 と遺物

100号住居跡

O 20cm

ていなか った。

壁 :立ち上が りはなだ らかで、

を演Jる 。

位置 :BW・ BX-708

主軸方向 :N-105° ―E

さ=ミ＼

ド

ぶ`ヽ
(＼、

第164図  100 0 101 e l13号住居跡出土土器

113号住居跡 (第164・ 165図、図版31)

付1龍塁:CA OCB-8 規模 :255× 240

平面形 :隅丸方形  主軸方向 :N-40° ―W

切 り合い :1220146号住居跡 より新

床面 :小型の住居跡で、中央部分がわずかに

くぼんでお り、顕著であったがあまり締 まっ
A

最大壁高20cm

カマ ド :北西壁北寄 りに作 られている。壁面

から30cmほ ど突出して作 られたカマ ドで、袖

はない。焼土が住居内に堆積 しているが、カ

マ ドに使用できそうな石は出土 していないこ
A ,uu.oot

とから、幕重晃けで作られていたものと思わ

、く
＼ヽ  ＼

―
゛
＼

A′

規模 :480× 460     平面形 :隅丸方形

切 り合い :112号住居跡より古、12801350139号 住居跡より新
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判

れる。煙道はカマド奥壁から約80cmイ申びてい  9
I暗褐色土
Ⅱ 褐色土
Ⅲ 焼土

る。 第165図 113号住居跡

柱穴 :2つの掘 り込みを検出しており、Plは

貯蔵穴的な機能が考えられる。P2は柱状の痕跡を残しており、柱穴 と思われる。

遺物 :出土遺物は少なく、図示できるのは長胴甕の底部破片だけである。ほかに、摺 り鉢状の凹石 (第

569図 16)が出土している。

116号住居跡 (第1660167図 、図版31)

床面 :平坦で良く締まっており、顕著であつた。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く明確で、最大壁高はカマド周辺で20cmを測る。

カマ ド:東壁中央に作られている。粘土製の袖が80cmほ ど伸びており、右袖先端には河原石が見られ

るが、埋設されていないため、カマドは粘土で構築されていたものと思われる。良く焼けた火床の奥

ヱ2θ

113号住居跡
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には河原石が支脚 として立てられている。支

脚からカマ ド奥壁 までが60cmと 長 く、深さ15

cmほ どの掘 り込みがあることから、何 らかの

施設があったものと思われる。また、焚き口

からカマ ド奥壁 までが lmほ どとな り、カマ

ドの一部は住居の壁面 より外に突出する。

柱穴 :6本の柱穴が検出されている。Pl～P3

は主柱穴 と思われるが、P4～P6は深さ10～ 30

cmほ どで、その性格は不明である。

遺物 :出土遺物は少な く、図示できるものは

胴部に最大径を持ち、外面にヘラケズリを施

した甕だけである。他に床面からは獣骨が数

0                  0Cm

第167図

第166図  116号住居跡

0             1m

l16号住居跡出土土器及びカマ ド
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Ⅵ
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灰
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暗黄褐色土
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第5章 遺構と遺物

点出土 している。

117号住居跡 (第 168～ 171図、図版32・ 1130114)

位置 :BY OCA・ CB-10011  規模 :不明 平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :N-130°一E 切 り合い :35号土坑 より古、125・ 127・ 146号住居跡より新

床面 :住居跡北側と西側は調査区外にあり、検出できた部分の中央は、他の住居跡の掘方に壊されて

いるため検出できた部分はわずかであったが、小さな凹凸はあるものの良 く締まった床面が検出され

ている。焼失住居と思われ、垂木状の炭化材が検出されている。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く、明確に検出できる。最大壁高は西壁で50cmを演lる 。

柱穴 :Plは主柱穴で直径約15cmの柱痕跡が残っている。P2は本住居跡を壊して作られた住居の掘方

に伴う柱穴である。P3° P4は カマ ドの両側に作られた貯蔵穴的な掘 り込みで、P3内からは須恵器の高

杯 (16)ほ か 4点の土師器杯が出土している。P4は直径約250cmで二段に掘 り込まれており、最深部の

深さは、70cmを 測る。

カマ ド:東壁に作られた粘土製のカマ ドで、袖は60～70cmほ ど伸びているが石などの利用がないため、

かなり崩れている。火床の奥には、脚裾部を欠いた高杯 (14)を伏せて支脚 としている。煙道はカマド

奥壁底面から段をなさずにそのまま70cmほ ど伸びている。したがって煙道の立ち上がりは、15° 以上に

なる。

遺物 :出土遺物は多 く、特に食膳具はカマド周辺からほぼ完形で出土している。 1～13は 土師器の杯
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調
「

I 黒褐色土
Ⅱ 柱痕跡
Ⅲ 暗褐色土

ヱ22

第168図 117号住居跡
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で、湾曲した体部がそのまま口縁部に至 る 1～ 8、 体部下半に稜を持つ 9、 口縁部が外反する10011、

口径に対 して器高が大 きく、口縁部が内湾する12・ 13が ある。 また、ていねいなヘラミガキが施 され

たものが多い。内面黒色処理が認められないものがあるが、二次焼成で失われた と思われるもの もあ

り、当初からなかったか どうかは定かでない。14e15は土師器の高杯で、14は杯部が深 く脚部が短い。

15の脚部は裾に段を持つ。16は完形で出土 した須恵器の高杯で、全面に自然釉が付着 している。杯部

は深 く、外面に 2条の突帯を巡 らし、間を櫛描波状文で飾っている。脚部には長台形の透かしを 4か

所持ち、裾端部は丸 く仕上げてお り、T K216型式併行 と思われる。17は 一対の把手を持つ大型の甑、

18019は小型甕で、18に はヘラミガキが施 され、内面黒色処理されている。20～22は胴部が球形 に近

い甕であるが、頸部の くびれが弱 く長胴化の傾向を示している。23は胴部が扁平な増形土器で、やや

内反 りとなる口縁部は上ヒ較的短い。24は甕、25は壺の底部で、24は 上げ底 となる。

ほかに床面から砥石 (第564図 28)や鉄斧 (第 571図 1)、 ガラス小玉 (第583図 138)な どが出上 して

いる。

(こ
[II][I]うラフ6

γ

>

0             1m

≧

（Ｋ
Ｋ
）
＞

Ｅ

ｏ
ｏ
．Ю
り
∞

―
―
―

‐９

）

Ψ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

20カ

y夕
暗掲色土

暗褐色土 (焼土ブロック多量)

暗赤褐色土 (焼土多量混入)

暗黄褐色土

焼土

第169図  117号住居跡カマド及び遺物出土状況
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0                                   20cm

第170図 117号住居跡出土土器 1
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23

Cm

第171図 117号住居跡出土土器 2

119号住居跡 (第1720173図、図版114)

平面形 :隅丸方形 ?位置 :BS・ BT・ BU-11012 規模 :不明

主軸方向 :不明 切 り合い :137・ 141号住居跡 より古、13201480149号 住居跡 より新

床面 :遺構検出の際、床面が検出されて住居の存在が確認された住居跡である。住居中央と推定され

る部分には固く締まった床面があるが、周辺部には良く締まった床はなく、不明確となる。東側隅で

は炭化物が広がった音「分が検出されている。

壁 :東側の隅でわずかに検出できたが、ほとんどは不明である。最大壁高は15cmを測る。

轟
・

|111:|:::::|||||::|:::::::::|13
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141号住居跡

第172図 119号住居跡
/120号

住居跡
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第173図  119号住居跡出土土器

遺物 :図示できる土器は少ない。 1は鉢形の甑で内面黒色処理されている。体部外面にはヘラケズリ

が施され、底部に直径約 2 cmの穿孔がある。 2は須恵器の甕で口唇部直下に突帯を巡 らし、 2条の櫛

描波状文で飾っている。

ほかに鉄片が出土 している。

120号住居跡 (第174・ 175図、

また、東隅付近からは、握 り拳大の河原石が集中して出上 している。

図版330114・ 115)

規模 :540×         平面形 :方形 ?

切り合い :11801220124号住居跡より古、143号住居跡より新

床面には炭化材が広がっていた。炭化物層があるため明確であったが、あまり締

位置 :BS・ BT-9

主軸方向 :不明

床面 :焼失住居で、

まっていない。

壁 :壁面の多くは他の住居跡に切 られている。また、炭化材の集中区の検出によって存在が明らかに

なった住居跡のため、検出できた壁高は 5 cmほ どにすぎない。

柱穴 :主柱穴と思われる 1本が検出されている。他はこの住居を切っている住居内にあると思われる

が、明確でない。

遺物 :1は高杯で、脚部欠

損後、杯 として再禾U用 して

いる。黒色処理された内面

には暗文が見 られる。 2～

5は土師器の甕で、胴部外

面は 2がハケ、 3・ 4はヘ

ラミガキ、 5は ナデで整え

ている。 2～ 4の 口縁部は

「 く」の字状に外反し、胴

部 も球形に近いため時代的

に遡るものと思われる。

ほかに滑石製の自玉 5点

(第 581図 28～32)が 出土し

ている。球形の甕からは、

カマ ド出現以前の住居跡 と

も考えられる。
l  o                2m

第174図 120号住居跡
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第175図  120号住居跡出土土器

122号住居跡 (第 176図 )

位置 :BT・ BU-809   規模 :(400)× 400 平面形 :方形

主軸方向 :不明 切 り合い :118号住居跡・42・ 49050土坑より古、120号住居跡よ・り新

床面 :平坦で明確であつたが、あまり締まっていなかった。西壁付近からわずかに炭化材が検出され

ている。床面から検出されている掘り込みは、すべてこの住居より新しい遺構である。

壁 :西壁は壁高15cm前後を残しているが、北壁はわずかで、東壁と南壁は他の遺構に壊されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 102共 に土師器の甕で、口縁部である 1は内外面にヘラミガキが施され

ている。 2は球形の胴部で、ナデで整えている。

ほかに石製紡錘車 (第562図 17)が出土している。

ヱ27



才
|

第 5章 遺構 と遺物

位置 :BW・ BX-9・ 10

主軸方向 :N-60°―W

0       2m l

第176図  122号住居跡及び出土土器
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123号住居跡 (第 177～ 179図、図版33・ 1150116)

規模 :390× 370       平面形 :隅丸長方形

切 り合い :112号住居跡より古、125・ 131号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締 まっており、顕著であった。

壁 :ほかの遺構 との切 り合いが少ないため、立ち上が りは緩やかであったが明確で、最大壁高はカマ

ド付近で30cmを測る。
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118号住居跡
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0             1m

第177図 123号住居跡及びカマ ド
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、 15                       o                                   20cm

第178図  123号住居跡出土土器 1
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o                                   30cm

16=1/6

第179図 123号住居跡出土土器 2

カマ ド:西壁の北寄 りに構築されている。コの字状に60cmほ ど伸びる袖は粘土で作られ、先端の内倶J

に角柱の石が立てられている。火床は良 く焼けていたが、支脚は認められなかった。煙道はカマ ド奥

壁からほぼ水平に約110cmイ申び、方形に近い煙出しとなって立ち上がる。煙出し部分には雨水等の侵入

を防ぐためか、深さ10cmほ どの掘 り込みがある。

柱穴 :北西隅から検出されたPlは深さ約15cmで、カマドや周辺から出土している土器 との関係が注目

される。P2も 深さ20cmほ どで、住居との関係は定かでない。

遺物 :遺物の出土は多く、煮沸具を中心にカマドの北側に集中している。 1～ 3は土師器の杯で、底

部外面にヘラケズリを行い、内外面をヘラミガキしている。 102に は黒色処理が見られないが当初

からなかったかどうかは不明である。 4は須恵器蓋杯の身で、全体的に浅 く、口縁部の立ち上がりは

内傾していて短い。 506は土師器の高杯でいずれも内面黒色処理が施されている。 6は破損した脚

部を削り再利用している。 7は鉢、 809は底部に 5 mm前後の穿孔を多数持つ甑である。10～13は土

師器の甕で、10～ 12は ハケで外面を整えている。12に は焼土化した粘土がほぼ全面に付着している。

Iθθ



第5節 古墳時代後半

10・ 11の 底部は木葉痕で12・ 13は ナデである。14・ 15は ヘラミガキが施 された土器で、壺 と思われる。

16は須恵器の甕で、その出土状態から意図的に割 られ、住居廃絶直後に捨てられたものと思われる。

胴部内面のオサエは青海波文で、外面は平行タタキである。口縁部はカキメの後、浅い 2本一組の沈

線 と櫛描波状文を 2対巡 らせている。口唇部は平坦で断面方形 となる。

124号住居跡 (第 180～ 183図、図版3303401160117)

位置 :BQ・ BR・ BS-9・ 10011  規模 :665× 660 平面形 :隅丸方形

1200129・ 132号住居跡 より新主軸方向 :N-55°―W

覆土 :2層に大別でき、

切 り合い :118号住居跡より古、

I層 とⅡ層の間には薄い炭化物層が挟まる。

129号住居跡

355.00m
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第180図 124号住居跡
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床面 :平坦で良く締まっていた。西隅の炭化物は床面

から20cmほ ど浮いた状態で検出されている。

壁 :明確に検出でき、立ち上がりは垂直ではないが顕

著であった。最大壁高は20cmを 測る。

カマ ド:西壁中央部に構築されており、袖は長さ45cm

ほど粘土を盛 り、先端内側に平石を立てている。その

奥に長胴甕を2本 (3010)正位に立てていたが、右

側は火床に倒れていた。焚き口部の天丼には平石の上

にソケット状に差し込んだ長胴甕 2本 (6・ 9)が載

せられていた。奥壁は壁面より約20cm突出しており、

煙道は105cmほ ど伸びている。

柱穴 :主柱穴の 4本が検出されている。深さは65～ 70

cm、 柱間は370～ 420cmで、平面形と同様に南東側が広

くなる。

遺物 :土器の多 くはカマド周辺から出土している長胴

甕で、カマドの構築材として使用されたものである。

1は内面黒色処理された土師器の杯で、内外面ともよ

くヘラミガキされている。 2は高杯の脚部である。 3

～10の長胴甕は、ハケを施す 3～ 5と ナデの 6～ 10が

あるが、 5を除きいずれも焼土化した粘土が外面に付

0                                20cm

ｍヽ

a gs+.go.n

lm

第181図  124号住居跡カマド
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第182図  124号住居跡出土土器 1
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0                                   20cm

124号住居跡出土土器 2
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第 5章 遺構 と遺物

101号住居跡

2mく
|

124号住居跡

ml

第184図 132号住居跡
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着している。底部は 3に木葉痕が見られるが、他はナデである。

土器以外の出土遺物も多 く、砥石 (第564図 24)、 凹石 (第568図 140569図 24)、 銅鏃 (第552図 1)、

焼 けた線刻 のある鹿角 (第578図 75)、 滑石製 臼玉

(第581図 33038)、 ガ ラス 玉 (第 583図 139)、 管 玉

(第581図 21)な どが出土しているが、ほとんどが覆土

中からの出土である。

132号住居跡 (第 184～ 186図、図版35・ 117)

位置 :BQ・ BR・ BS-10011012 規模 :470× 470

平面形 :方形 主軸方向 :E

ｍヽ

切 り合い :1010119・ 124号住居跡47号土坑より古、

1430149号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締まっている。

壁 :立ち上がりはなだらかで、明確ではない。最大壁

高は西壁で19cmを測る。

カマ ド:東壁中央に作られた粘土製で、袖は40～50cm

ほど伸びており、内傾する内壁は良く焼け、固い焼土

となっている。火床は良く焼けており、支脚に高杯(3)

を伏せ、さらにその上に杯 (1)を伏せて据えていた。

支脚には甕が載っており、懸口に懸けられていたもの

ヱ34
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Ⅱ 暗褐色土 (焼土混入)

Ⅲ 焼土ブロック
Ⅳ 焼土
V 灰 。炭化物
Ⅵ 黄掲色土

＞

（Ｋ
Ｋ
）
≧

第185図  132号住居跡カマド
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o                                   20cm

第186図  132号住居跡出土土器

と思われる。奥壁は住居壁面より約40cm突出して作られていて、懸回の奥に空間ができる。煙道はわ

ずかに上がり、65cmほ どイ申びている。

柱穴 :主柱穴が 3本確認されているが、北東の柱穴は検出できなかった。深さは27～ 60cmで、柱間が

住居壁の長さの 2分の 1になるように設定されている。

遺物 :出土遺物は少なく、 206以外はカマド内から出土したものである。 102はヘラミガキが施

された杯で、 2は内面黒色処理されている。 3は支脚に使用された高杯で、著しい二次焼成を受けて

いる。 4はていねいなヘラミガキが施 された短頸壺、 5は鉢か

甑 と思われるが、指圧痕をそのまま残 しており作 りは粗い。 6

は小型甕の口縁部、 7は懸口に懸かっていた球形胴の甕である

が、外面には粘土が付き焼土化 している。

155号住居跡 (第1870188図 、図版38・ 117)

位置 :EU・ EV-13・ 14

平面形 :方形

規模 :450×

主軸方向 :N-35° 一E

切 り合い :150・ 1510153・ 157号住居跡より古

床面 :平坦で良く締まっており、顕著であった。特に主柱穴に

囲まれた中央部分は固く締まっていた。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く明確であったが、西側は調査区外、

0                10Cm

第 187図 155号住居跡出土土器
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153号住居跡

151号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

暗褐色土

焼土粒
灰・炭化物

焼土

黄褐色土

第188図  155号住居跡

南壁 と東壁の大半は他の住居跡に壊されていた。最大壁高はカマ ド周辺で25cmを測る。

カマ ド :北壁中央に作 られている。粘土製の袖はかなり崩れているが、長さ60cmほ どであるのに対 し

て幅は内側で75cmと 広い。煙道は緩やかに上がって50cmほ ど伸びているが、153号住居跡に切 られてい

る。

柱穴 :7本の掘 り込みが検出されている。Pl～P4は 主柱穴で54～ 66cmと 深 く、柱間は230cmに 揃えてい

る。P5・ P6は深さ30cm弱 で、カマ ドに関係する掘 り込みと思われる。

遺物 :出土遺物は少なく、図示できるものは、口縁部に最大径を持ち外面にハケを施 した長胴甕だけ

である。

157号住居跡 (第 1890190図、図版39・ 117)

位置 :EP・ EQ-12・ 13・ 14    規模 :540× 490 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-60°一W 切 り合い :156・ 159・ 161号住居跡より古

床面 :小さな凹凸はあるものの良 く締まっており顕著であった。北東隅は昭和44年 に行われた下条遺

跡発掘調査の Iト レンチで削られていた。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く、明確に検出できる。最大壁高は南壁で36cmを測る。

カマ ド:西壁南寄 りに作られている。粘土製で崩れが大きく原形をとどめていないが、袖は60cm前後

で燃焼部は円形になる。煙道は80cmほ ど伸びて溝に切られている。

柱穴 :7本の掘 り込みが検出されている。Pl～P4は主柱穴で、Pl・ P2は 35cm前後 と浅いのに対して、

P3° P4は 60cm以上 と深い。P2内 には握 り拳大の石が18個詰まっていた。P5° P6も 60cm前後 と深 く、
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第189図  157号住居跡
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第190図 157号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

P6は平石で埋められていた。P7は深さ20cmほ どで、上部から炭化物が検出されている。貯蔵穴的な掘

り込み と思われる。

遺物 :出土遺物は多いがほとんど破片である。 1は杯、 2は高杯で共に内面黒色処理されている。 3

は内外面ヘラミガキが施 され、黒色処理された鉢である。 4は 魅で体部に 2条の凹線を巡 らし、間を

櫛歯状工具で刻んでいる。 5は平瓶、 6～ 8はハケが施された長胴甕である。

ほかに、滑石製の勾玉 (第 580図 6)、 土玉 (第 583図 152)が 出土している。勾玉は扁平で模造品に

近い。

158号住居跡 (第 191図、図版 117)

位置 :ET・ EU-11       規模 :不明 平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :N-35°一W 切 り合い :E区 4号溝より古

床面 :住居の大半は調査区外にあり、検出できた北隅付近は平坦であったが軟弱であった。

壁 :検出できた部分は顕著で、最大壁高は38cmを 測る。

カマ ド:北壁と東壁から煙道が検出されている。北壁からは袖と思われる粘土が検出されている。東

壁の煙道は、住居内に焼土が見られないことから、別の住居のものと思われる。

柱穴 :深 さ60cmほ どの主柱穴 1本が検出されている。

遺物 :出土土器は少ない。 1は体部下半に稜を持ち、口縁部がわずかに外反する土師器杯で、底部に

はヘラケズリが施されている。 2は底部径の大きい須恵器の杯で、底部はヘラキリされている。 2の

須恵器から考えると時代的にやや下る可能性がある。

ほかに鎌 (第571図 11)が出土している。

0                  10cm

ヱ38

第191図  158号住居跡及び出土土器



第 5節 古墳時代後半

164号住居跡

(第 192図 、図版410117)

位置 :EK・ EL-11012

規模 :375× 340

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :W

切 り合い :1720173号住居跡より新

覆土 :3層に分層できる。上層には

自然堤防を形成する黄褐色土が混入

している。また、北壁付近には炭化

物層がみられる。

床面 :平坦であったがあまり締 まっ

ていなかった。カマ ドの正面付近が

やや低 くなっている。

壁 :明確に検出できるが、立ち上が

りはあまり急でない。最大壁高はカ

マ ド付近で30cmほ どを測る。

カマ ド :西壁南寄 りに作 られている。

袖は完全に壊されていたが、炭化物

の広が りと直径約40cmの 火床を検出

した。煙道 は壁面か ら120cmほ ど伸

び、煙出しとなる。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は須恵

器の杯蓋で、小さな宝珠型のつまみ

が付けられ、内面には断面三角形の

かえりが付 く。 2は鉄鉢型の土師器

で、口縁部は内湾 し、底部は砲弾型

となる。

A sss.rot

o                2m

o                                      2

暗l・6色土

(黄褐色ブロック混入)

暗黄褐色土

暗掲色土

暗褐色土 (炭化物含む)
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Ｋ
）
刑
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Ⅲ

Ⅳ

第192図 164号住居跡及び出土土器

170号住居跡 (第 193図、図版41)

位置 :EL・ EM-9・ 10    規模 :(410)× 350      平面形 :隅丸長方形 ?

主軸方向 :N-50°―W    切 り合い :E区 5号溝より古

床面 :凹凸があり、カマ ド周辺が低 くなっているが顕著で良 く締 まっていた。床面中央には炭化物が

広がっている。

壁 :南側は調査区外にあるがやや胴張 りとなり、立ち上が りは明確で、最大壁高21cmを測る。

カマ ド :西壁南寄 りに作 られている。粘土製でかな り崩れているが、袖は30cmほ ど伸びている。直径

約30cmの 良 く焼けた火床の奥には、支脚 と思われる河原石が立てられている。煙道は壁面から30cmほ

司

Ｏ
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第 5章 遺構と遺物

どが残 っていた。

遺物 :出土遺物 は少 な く、図示で きる

ものは、ヘ ラ ミガキが施 された球形胴

の壺だけである。

第193図  170号住居跡及び出土土器

規模 :不明

切 り合い :1780191号住居跡より古

平面形 :不明
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I 焼土
Ⅱ 暗褐色土

(焼土混入)

Ⅲ 暗黄褐色土
Ⅳ 暗掲色砂質土
V 灰
Ⅵ 黄掲色土
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179号住居跡 (第 194図 )

位置 :AF・ AG 12013

主軸方向 :N-45°一W

0                2m

ヱイθ

第194図 179号住居跡及びカマド



第5節 古墳時代後半

床面 :調査区が幅 3mほ どと狭いため、不明確な部分が多い。カマ ド付近が低 くなってお り、軟弱で

あった。床面から検出されている 2本の柱穴は、178号住居跡のものである。

壁 :立 ち上が りはなだらかで、不明確であった。カマ ド付近で壁高13cmほ どを残すが、南側の壁 は検

出できなかった。

カマ ド :長 さ約50cmの袖の先端には平石が立てられてお り、その上に角柱状の石を載せ、焚 き口の天

井を作っている。カマ ドの中央には河原石の支脚が立てられてお り、煙道は壁面からほとんど水平に

約110cm伸び、緩やかに立ち上がる。

遺物 :内外面ヘラミガキされ黒色処理が施 された杯や長胴甕などがあるが、小片で図示できない。

183号住居跡 (第1950196図、図版420118)

位置 :AD・ AE-708

規模 :470×

平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :1840186e193号 住 居

跡・75号土坑より古

床面 :平坦で明確であつたが、あ

まり締 まっていなかった。

壁 :壁高は北壁で25cm前後を残 し

ているが、立ち上が りはなだらか

で明確ではない。

柱穴 :4本検出されてお り、P10

P2は主柱穴 と思われる。P3° P4は

深さ25cm前後で、住居跡 との関係

は定かでない。

-355.20m

第195図 183号住居跡

o                                    20cm

第196図  183号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

遺物 :1は内外面 ともヘラミガ

キされた甕で、器高に対 して口

径が大 きい。 2は大型の甑でヘ

ラケズ リで整えている。 3は長

胴甕の底部である。 4は増形の

壺で、胴部は扁平で口縁部は直

線的に開 く。

197号住居跡

(第 197～ 199図、図版420118)

位置 :AB・ AC-12013

規模 :450× (400)

平面形 :長方形

主軸方向 :N-45°一W

切 り合い :195・ 196・ 198号住居

跡、82083号土坑 より古

床面 :平坦で良 く締 まってお り

顕著であった。

壁 :明確に検出でき、立ち上が

りは垂直ではないが顕著であっ

た。最大壁高は西壁で22cmを 測

る。

周溝 :東側は調査区外となるため調査できなか

ったが、検出できた部分にはカマドの東側を除

き周溝が巡っている。幅10～ 20cm、 深さ10～ 20

cmで、底部には凹凸があり杭列状の部分がある。

カマ ド:西壁中央部に付近に構築されており、

袖は直線的で長さ45cmほ どに粘土を盛 り、先端

内側に角柱の石を立てている。その上に石を渡

し焚き回の天丼としていたが、すでに崩落して

いた。良 く焼けた火床の奥には、左に支脚の石

が立てられ、右には長胴甕 (4)が立っている。

支脚に乗っていたものが落ちたとも考えられる

が、支脚を当初から左に寄せて立て、懸口が並

列していた可能性がある。煙道は緩やかに上が

って90cmほ ど伸びているが、先端は撹乱されて

いる。

柱穴 :7本が検出されており、P6° P7は主柱穴

と思われるが、深さは25～ 35cmと 浅い。Plは貯
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第197図  197号住居跡

Ｅ

ｏ
Ｏ
．ヾ

Ю
∞

―
―
―

ｍml

A auo.not

I 暗褐色土

(焼土混入)

Ⅱ 茶褐色土

(焼土多量に混入)

Ⅲ 灰・炭化物
Ⅳ 焼土
V 暗黄褐色土
Ⅵ 黄褐色土

第198図  197号住居跡カマド
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0                                   2(

第199図  197号住居跡出土土器

蔵穴、P2～P4は入口施設に関係すると考えられる。

遺物 :土器の多くはカマ ド周辺から出土している。 1は内面黒色処理された土師器の杯で、内外面 と

もよくヘラミガキされており、内面にわずかな段を持つ。 2～ 5は長胴甕で、ハケを施す 2と 、ナデ

の 3～ 5がある。いずれも焼土化した粘土が外面に付着している。

209号住居跡 (第2000201図、図版118)

位置 :EY・ FA OFB-15・ 16・ 17   規模 :500×

主軸方向 :N-10° 一E

平面形 :方形 ?

切 り合い :203・ 313号住居跡・104～ 106号土坑より古、212号住居跡より新

覆土 :4層に分層できる。中央には、黄褐色上のブロックを含んだ暗褐色土が、レンズ状に堆積して

いる。

床面 :平坦であったがあまり締まっていない。西壁付近には焼土や炭化物が見られる。

ん

ク
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第5章 遺構と遺物

壁 :立ち上が りはなだらかで明

確ではないが、最大壁高は西壁

で47cmを 測る。

柱穴 :南西隅で 1本確認されて

いる。直径は35cmほ どであるが、

深さは50cmと 深い。

遺物 :1～ 3は須恵器の杯で、

1の底部はヘラキリの後、ナデ

を施 している。 2・ 3は高台が

付 き、小型の 2は体部がわずか

に外反する。 4は高杯の杯部で

内面黒色処理されてお り、内面

に小さな段がある。 5は内面黒

色処理 された鉢、 6も 内外面に

ヘラミガキが施 されていること

から、鉢 と思われる。

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

暗黄掲色土

暗褐色土 (黄褐色土ブロック混入)

暗褐色土 (炭化物混入)

暗褐色粘質土

第201図  209号住居跡出土土器

212号住居跡 (第2020203図 、図版450118)

位置 :FB・ FC-14015・ 16  規模 :425× 375

平面形 :隅丸方形       主軸方向 :N-20°―E

切 り合い :2090213・ 215号住居跡より古

床面 :中央部分がわずかに高くなっており、固く締まった床面が

検出されている。

壁 :壁高が15cmほ どしか残っていなかったが、明確に検出されて

ヱイ

`

第200図  209号住居跡

o                        20cm

10cm

第202図  212号住居跡出土土器
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いる。

カマ ド :北壁西寄 りに作 られた粘土製で、

石の使用はない。袖は40～50cmほ どの長さ

に作 られてお り、煙道はほぼ水平 に約 lm

伸びている。

柱穴 :1本の掘 り込みを検出しているが、

深さ15cmほ どで柱穴 と呼べるものではない。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は外面ヘラケ

ズリ、内面ヘラミガキの土師器の杯、 2は  ~

須恵器杯蓋で、端部がわずかに外反し、扁

平なつまみが付 く。

ほかに滑石製の臼玉 (第581図 36)が あ

る。

214号住居跡

(第204・ 205図、図版4501180119)

位置 :FB・ FCOFD-16017 規模 :(630)×

平面形 :不明 主軸方向 :不明

0                2m

切 り合い :2100220号住居跡より古

床面 :検出できたのは住居跡南東のわずか

A
-355.00m

な部分だったが、明確であった。

壁 :南壁の一部を検出したにすぎない。立ち上がりはなだらかであったが、壁際から遺物が集中して

出土していたため明確に検出できた。最大壁高は12cmを測る。

柱穴 :南東の主柱穴 1本を検出した。深さは60cmほ どで、上部には炭化材があるが、柱穴 との関係は

不明である。

遺物 :遺物は、南壁際中央付近から握 り拳大の河原石とともに出土している。いずれも土師器で、10

2は外面底部付近にヘラケズリを施した杯であり、 2は内面黒色処理されている。 3は高杯の脚部、

4は長胴甕の底部である。 5は強い二次焼成を受けた台付甕で、作 りは粗い。

ほかに水晶製の玉が出土している。
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215号住居跡

第203図 212号住居跡

第204図  214号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

0                                    20cm

4

第205図 214号住居跡出土土器

229号住居跡 (第2060207図、図版48・

位置 :FL・ FM-15016  規模 :465×

主軸方向 :N-20°一W

切 り合い :234号住居跡・F区 5号溝より

古

床面 :他の遺構で壊 されている部分 も多

いが、平坦で良 く締 まっており、顕著で

あった。また、床面上にはカマ ド構築材

と思われる角礫が点在 している。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く明確であっ

たが、清 と重なる部分は不明確な部分が

多い。最大壁高はカマ ド付近で28cmほ ど

を源Jる 。

カマ ド :北壁中央に作 られている。煙道

が 2本検出されてお り、当初西側にあっ

たものを東側に作 り替えているのがわか

る。当初のカマ ドは長さ115cmほ どの煙道

が残ってお り、先端 に煙出しにともなう

掘 り込みがある。住居内の施設は壊され

てお り痕跡 も残っていない。後から作 ら

れたカマ ドの袖は粘土製で、芯に石など

は利用されていないが、周辺に角礫が点

在 していることから、 L部 には石が使わ

れていたものと思われる。良 く焼けた火

床の奥壁寄 りには、角柱の石が支脚 とし

て立てられている。煙道は緩やかに上っ

Iイδ

平面形 :隅丸方形

黄褐色f1355.20m灰

黄褐色土

9 ssu.zon,

、ヽ＼＼

第206図 229号住居跡



第5節 古墳時代後半

て110cmほ ど伸び、直径約30cmの 煙出しとなる。

柱穴 :3本の主柱穴が検出されてお り、南西側 は調査区外にあるものと思われる。深さは30～38cmと

浅いが、柱間は住居壁の 2分の 1に なるように設定されている。

遺物 :出土遺物の多 くはカマ ド周辺から出土 している。図示できるものはすべて土師器で、杯の 1～ 7

はいずれも内面黒色処理されている。丸底 となる底部外面はヘラケズリされ、内面はヘラミガキされ

ている。高杯の 809は 内外面ヘラミガキされてお り、ハの字状に開 く脚の端部は上方が折れ曲がっ

ている。10～ 12は 鉢で、ヘラケズ リのあと粗いヘラミガキを施 している。13は 口縁部に最大径をもつ

長胴甕で、外面に焼土化 した粘土が付着 している。14は胴部が扁平な球形 となる壺である。外面はヘ

ラミガキが施されているが、二次焼成のためか象J離 してお り、ほとんど残っていない。

ほかに凹石 2点 (第 568図 70569図 17)、 骨鏃 (第574図 4)が出土 している。
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147



第5章 遺構と遺物

231号住居跡 (第2080209図、図版490119)

位置 :FI・ FJ・ FK-15・ 16017。 18  規模 :645× 575      平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-85°―W        切 り合い :22102250235・ 243号住居跡 より古

床面 :小 さな凹凸はあるものの良 く締 まってお り顕著であった。南壁付近を中心に焼土や炭化物が広

がっている。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く明確に検出できたが、遺構の重複が多 く、検出できた壁高は最大で15cm

と浅い。

カマ ド :西壁のやや南寄 りに作 られている。粘土製で、袖は煙道部からハの字状に60cmほ ど開いてお

り、内壁は良 く焼けている。支脚の検出はない。燃焼部の奥には明確な壁はなく、そのまま煙道へ と

続いている。煙道は90cmほ ど検出されてお り、調査区外へ と伸びている。

柱穴 :主柱穴 4本が確認されているが、P2は 25cm、 他は40cm前後 と全体に浅い。

遺物 :住居跡西側の炭化物が集中する部分から多 く出土 している。 1～ 3は土師器の杯でいずれ も内

面黒色処理されてお り、底部はヘラケズリのあと粗いヘラミガキが施 されている。 4は須恵器の杯で、

口径に対して器高が小さく、体部はわずかに外反 して開 く。高台は強 く外に開いている。 5は裾部が

大 きく開 く須恵器高杯の脚部で、筒部に凹線を 1本巡 らし、上下一対の透かしを 2か所に配している。

6は小型甕、 7～10は長胴甕で、ケズ リで調整するものと、ハケで調整するものがある。11は須恵器

長頸壺の胴部で、強 く屈曲する肩部の稜をわずかに残すが、上部は欠損 している。

ほかに土錘 (第555図 36)、 刀子 (第572図 22)、 滑石製勾玉 (第 580図 7)、 碧玉製管玉 (第581図 23)
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第209図  231号住居跡出土土器

が出土している。特に玉類は勾玉がP4、 管玉がPlの覆土からの出土であり、注目される。

235号住居跡 (第2100211図、図版119)

位置 :FI・ FJ-17018 規模 :360× 350 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-10°一E    切り合い :22102250236号住居跡より古、231号住居跡より新

床面 :中央部には貼床状の部分があり良く締まっていたが、壁際からは明確な床面を検出することが

できなかった。

壁 :カ マド付近で20cmほ どの壁高を残すが、遺構の重複が多いため、不明確な部分が多 く、 5 cm前後

となる部分が多い。

カマ ド:北壁中央に作られており、調査区外へと続 く煙道が 2本羊んで検出されている。西側の煙道

は住居内に火床などがなく、この住居に伴うものとは断定できない。東側の煙道の直下には、袖は残

っていなかったが良 く焼けた火床があり、支脚として、焼土化した粘土が付着した杯 (1)が伏せて

据えられていた。袖の位置から角礫が検出されているが、掘 り込みはなく、袖の芯に入れたものでは

ない。

Iイθ



第5章 遺構と遺物

遺物 :カ マ ド周辺から出土している。 1

は支脚 として利用されていた土師器の杯

で、強い二次焼成を受け器面が荒れてい

るため明確ではないが、 ミガキなどはな

く、本来粗い作 りであったものと思われ

る。 2は口径が20cm以上 と大 きく、杯 よ

りも皿あるいは盤 と呼ぶべきと思われる

須恵器で、高台は強 く外に張る。 3は土

師器の高杯で内面黒色処理されているが、

粗い作 りで外面にヘラミガキなどは施さ

れていない。 4は須恵器の蓋で、口径が

大きく、 2の蓋になるものと思われる。

5は土師器で、最大径を口縁部に持って

お り、鉢か甑 と思われる。

他に覆土中から石包丁 (第561図 4)が

出土 している。 o                2m

第210図  235号住居跡

0                                   20cm

第211図  235号住居跡出土土器

238号住居跡 (第212図、図版 120)

位置 :FP・ FQ 18・ 19

主軸方向 :N-105° ―E

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :242号住居跡・164号土坑より古

床面 :検出できたのはカマド周辺のわずかな部分であつたが、良く締まった床面が検出されている。

壁 :南側は242号住居跡、北側は164号土坑に切られており、西側の249号住居跡との関係が明確ではな

く、壁は検出されていない。したがって、カマド付近の lmほ どが残っていたにすぎない。壁高25cmほ

15θ

236号住居跡

225号住居跡

-355.20m
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164号土坑

0            1

位置 :FR-17・ 18019

主軸方向 :N-75° 一W

E

|

第212図

0                                   20cm

238号住居跡及び出土土器

どを残す。

カマ ド:火床と煙道が検出されているが、袖の部分は土坑と住居跡に壊されており、残っていなかっ

た。カマドの中央には良 く焼いた火床があり、煙道は壁面から約180cmイ申び、緩やかに立ち上がる。煙

道の中央部分には天丼を残している。

遺物 :カ マドから、扁平な球形胴をもち、粗いヘラミガキが施された土師器短頸壺が出土している。

249号住居跡 (第2130214図、図版51)

規模 :(540)×        平面形 :隅丸方形

切 り合い :2230227・ 242・ 250号住居跡より古

床面 :凹凸はあるが顕著で良く締まっていた。

壁 :残 っていたのは西壁のわずかな部分であったが、立ち上がりは垂直に近 く顕著であった。最大壁

高は22cmを 残す。

カマ ド:西壁中央付近に作られている。南側の袖は粘土製で、約45cmの長さが残っているが、北側の

袖と火床の一部は別の遺構に壊されており残っていない。煙道は壁面からほぼ水平に120cmほ ど伸び

ている。
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第213図  249号住居跡
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第5章 遺構と遺物

遺物 :カ マ ドの周辺から出土して

いる。 1は土師器の杯で、底部に

ヘラケズリをおこなった後、内外

面に粗いヘラミガキを施 している。

2は 内外面にヘラミガキを施 した

鉢で、二次焼成のためか器壁が象J

離している。 3は 口縁部が強 く外

反する長胴甕で、ハケで整えてお

り、最大径を口縁部 にもつ。

第214図  249号住居跡出土土器

252号住居跡 (第215図 )

位置 :FS・ FT・ FU-16・ 17

主軸方向 :N-50° ―W

規模 :480× (400) 平面形 :隅丸方形

切 り合い :4号掘立柱建物跡・146号土坑より古

床面 :南側は農道部分であり、農地への入口を確保するため部分的にしか調査できなかった。中央部

分が未調査のため、固く締まった床面は検出できなかった。

壁 :なだらかな立ち上が りであった

が、明確であり、最大壁高は40cmを

測る。

カマ ド :西壁中央に作 られた粘土製

で、一部未調査の部分があるが、石

の使用はないものと思われる。袖は

45cmほ どの長さに作 られてお り、煙

道は緩やかに上がって約140cm伸び

ている。

遺物 :出土遺物は少なく、図示でき

るものはない。ガヽ破片ではあるが、

須恵器の横瓶や、ナデが施された土

師器長月同甕の破片が見 られる。

ほかに四角い刻みを入れるタイプ

の 卜占骨の小片が出土している。

0                       21

ヱ52

第215図 252号住居跡



第 5節 古墳時代後半
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260号住居跡

265号住居跡

E

く
|

167号 土坑

o                2m

第216図  264号住居跡

264号住居跡 (第 216図、図版52)

位置 :FX・ FY-18019・ 20   規模 :525× 510

主軸方向 :N-50°一W

平面形 :隅丸方形

切 り合い :260・ 26202650321号住居跡 05号掘立柱建物跡 016501660167号土坑より古

床面 :北側は顕著で良く締まった床面が検出されたが、南西側は上部に262号住居跡が構築されていた

ため、明確な床面は検出できなかった。東側では中央部分を除き、床面に炭化物が広がっている。

壁 :遺構の重複が多 く、壊されている部分も多いが、検出できた部分は顕著で、立ち上がりも垂直に

近 く、最大壁高は44cmを測る。

カマ ド:西壁中央付近に作られているが、262号住居跡によりほとんど壊されている。検出できたのは

北側の袖で、粘土で作られており、30cmほ どが残っている。

柱穴 :主柱穴 3本を検出したが、西側の柱穴は検出できなかった。深さは50cm前後で、配列がカマド

側に寄っている。

周溝 :東壁 と北壁直下で検出されている。幅、深さとも10cm前後で、部分的に切れている。

遺物 :出土土器は小破片で図示できるものはないが、内面黒色処理された杯や高杯、ハケが施された

長胴甕の破片が出土している。

ほかに鎌 (第 571図 13)や滑石製の臼玉 (第581図 40)が出土している。

272号住居跡 (第2170218図 、図版55・ 120)

位置 :DS・ DT・ DU-6・ 7    規模 :580×
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主軸方向 :N-15°一E 切 り合い :273号住居跡より古

平面形 :隅丸方形
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第5章 遺構と遺物

床面 :調査できたのは北側部分だけであったが、平坦で良 く締 まっていた。

壁 :立ち上が りはなだらかであったが明確で、壁面から覆土が簡単にはがれた。最大壁高は53cm。

カマ ド :北壁中央に作 られてお り、東袖はわずかな盛 り上が りではあるが、長さ50cmほ どが残ってい

た。西袖は残っていないが、甕 (14)が伏せられてお り、構築材 と思われる。

柱穴 :深 さ90cmほ ど

の主柱穴 2本が検出

されている。

周溝 :北東の一部を

除き、幅10～ 20cm、

深さ10～15cmの 周溝

が巡っている。

遺物 :カ マ ド西側の

壁際か らまとまって

出土している。 1～

3は土師器の杯で、

2・ 3は 内面黒色処

理されている。いず

れも底部はヘラケズ

0                                   20cm

《

第217図 272号住居跡

::1:|::II舅

15イ

第218図  272号住居跡出土土器



第5節 古墳時代後半

りされ、内面はヘラミガキが施 されている。 4・ 5は小型の須恵器杯で、底部はヘラキ リをそのまま

残 してお り、 5に は高台が付 く。 6～ 10は須恵器の蓋で、 607は 天丼部にヘラキリの痕跡が認 めら

れる。 8～ 10は つまみが付き、 8に は断面三角形のかえりが付 く。11は 内面黒色処理された鉢で、全

面にヘラミガキが施されている。12は扁平な球形胴に高台の付 く須恵器で、短頸か長頸の壺になると

思われる。13～ 15は 土師器の甕で、13に は外面に粗いヘラミガキが施されている。14015は二次焼成

を受けている。

他に凹石 (第 569図 21)、 土玉

277号住居跡 (第219・ 220図、

位置 :DY・ EA-708・ 9

主軸方向 :N-20°一E?

切 り合い :454号住居跡・2420253号土坑より古、448号住居跡・264,268・ 285号土坑より新

覆土 :3層に分かれる。 II層 は炭化物・焼土を多く含む褐色土層であり、覆土の主体となる層である。

Ⅲ層は住居中央部床面上に広がる焼土層である。Ⅳ層は住居隅に堆積した断面三角形の暗褐色土層で、

使用時の堆積 と思われる。なお I層はⅡ層を掘 り込む灰色粘土層である。

床面 :住居全面に黄色粘質土を含む褐色土の貼床がある。厚さは 4～ 6 cmを 測 り、やや凹凸がある。

242号土坑西側の一部に 3面の貼床があり、床面の貼 り直しが確認できる。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がり、最大壁高は30cmを 残す。北壁は253号土坑によリカマ ドと共に壊されて

いる。

掘方 :住居中央部分に向かって深 くなり、凹凸が顕著である。埋土は厚さ7～40cmの 暗褐色土で、そ

の上に床を貼っている。

E

ml

a gss.zot

(第583図 154)が出土 している。

図版120)

規模 :510× 390       平面形 :方形

だ
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第219図  277号住居跡
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第5章 遺構と遺物

遺物 :土器の出土量 は多 く、北側の覆土中から多出している。 1～ 6は土師器の杯で、 1以外は内面

黒色処理さ.れ る。 1～ 4は丸底のもので、底部から体部下半にかけてヘラケズ リしている。 5・ 6は

平底で、 5は 回転糸切 りの後、底部 とその側面に回転ヘラケズリを施す。 7・ 8は須恵器の杯であり、

7の底部はヘラキリ、高台が付 く8は 回転ヘラケズリ痕を残す。 9は土師器の高杯で、杯部内面 に黒

色処理が施 されている。10は須恵器高杯で体部に段 をもち、下半にヘラケズ リを施す。11～ 13は 土師

器甕で、大小 2種がある。小型の11は ナデにより仕上げている。12は胴部外面をヘラケズ リによって

極端に器壁 を薄 くした北武蔵型の甕である。13は ロクロ成形で底部に回転糸切 り痕を残す。14は 須恵

器長頸壺であり、ロクロ成形で底部付近をヘラケズリしている。底部にはヘラキリ痕を残す。混入の

可能性のあるものが含まれている。

他に凹石 (15)や 滑石製有孔円盤 (第583図 3)が出土している。

主な出土遺物から、 7世紀末から8世紀初頭の住居と考えられる。 (木村美穂 )

1

280号住居跡 (第2210222図、

位置 :DW ODXODY-9・ 10

主軸方向 :N

Cm

第220図 277号住居跡出土土器

図版560120・ 121)

規模 :405× 395       平面形 :隅丸方形

切 り合い :2740276・ 4410450号住居跡・25002510252号 土坑・

D区 1号溝より古、449号住居跡より新

覆土 :上層床面まで 3層 の覆土があり、壁際に断面三角形の堆積層がある。

15δ
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床面 :4110450号 住居跡、250号土坑、 1号溝によって一部が壊 されている。貼床が 2面見 られ、下層

床面直上には広範囲にわたつて数cmの厚さで焼土や炭化物層が確認できた。その上に 6 cmほ ど暗褐色

土を充填 し、さらに黄色粘質土を貼って上層床面 としている。

壁 :411・ 450号住居跡、 1号溝によって一部壊されているが、全体的にほぼ垂直に立ち上が り、最大

壁高33cmを 残す。

カマ ド :既 に大半が壊されており、西袖が幅20cm、 高さ13cmほ どの盛 り上が りとなって残る程度であ

る。焼土層が袖の脇 まで広範囲にわたって見 られ、前面は、 1号溝に削平されている。煙道は燃焼面

から 4 cm上がった所を底 として、入口部にやや深い くぼみを作つた後、約 7° の角度で緩やかに立ち上

が り北へ と伸びる。幅25cm前後で長さ70cmを残 しているが、半分ほどの所 まで高温を受け赤変 してい

る。先端 は252号土坑に壊されている。

柱穴 :主柱穴は 4本で、P4が南へ寄るため、柱間はPl― P2間が230cm、 P2~P3間が250cm、 P3~P4間

が200cm、 P4~Pl間が260cmと まちまちである。柱穴は上部を土坑で壊されているP2を除き、直径50cm

前後で深さは66～ 77cmと 深い。また柱根跡からPlで は16cm、 P3では15cm、 P4で は26cmほ どの太さの柱

が推定できる。

掘方 :黄褐色土層あるいは449号住居跡の覆土をほぼ平 らに掘 り込み、その上に黄色粘質土を厚さ 2 cm

ほど貼 り、下層床面 としている。

遺物 :土師器の杯、高杯、甕、壺がある。 1～ 4の杯は、内外面ヘラミガキが施 され、内面黒色処理

されている。 103は ほぼ完形で、カマ ドと上層床面直上の住居中央付近から出土している。杯 は図

訂
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441号住居跡 司
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暗褐色土

暗褐色土 (焼土混入)

暗掲色土 (灰色粒混入)

焼土

暗褐色土 (上層貼床)

暗掲色土

暗褐色土 (下層貼床)

{ ess.oor v

第221図 280号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

288号住居跡 (第2230224、 図版58・ 121)

位置 :EH・ EI・ EJ-12・ 13 規模 1485×

平面形 :隅丸方形  主軸方向 :N-40°一W

切 り合い :188号土坑より古、290号住居跡よ

り新

床面 :北側は調査区外にある。全体に平坦で

ヱ58

)                2m

第223図  288号住居跡
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第222図  280号住居跡出土土器

示できない遺物も含め、体部上半から口縁部が外反するものが多 く、他に須恵器を模倣した体部に稜

を持つものが見られる。 5の高杯も上層床面中央から出土したもので、杯の体部は丸みを持ち、口縁

部は直線的に立ち上がる。内外面ヘラミガキで内面黒色処理され、脚部には 3か所の透かしが開けら

れていて、須恵器を意識したものと考えられる。 6も 高杯の脚部で、ハの字状に開いている。 7の甕

はカマ ドの西側から出土したもので、体部に丸みを持ち、頸部は強 く屈曲し、底部のみ欠損する。体

部は内外面ともナデを施しており、外面の下

半はミガキに近い。口縁部にはヨコナデが施

されている。また、胴下半は被熱による赤変

が顕著である。他の甕には長胴化の傾向が見

られ、器面はケズリやハケで整えている。ま

た、小型甕も見られる。須恵器では 8の長頸

壺や無台杯、甕等が見られるが、いずれも混

入品である。

ほかに自玉 (第 582図 42)が上層床面直上か

ら、滑石製有孔円盤 (第583図 4)が上層貼床

面から出土している。 (村井良平)

″/////



あったが、あまり締 まって

いなかった。西側の柱穴付

近には、炭化物や焼土が広

がっている。

壁 :立ち上が りはなだらか

で、最大壁高16cmを測る。

カマ ド :東壁に作 られてい

る。粘土製で袖は直線的に

80cmほ ど伸びている。火床

の奥には河原石を立て支脚

としている。

柱穴 :2つ の掘 り込みを検

出してお り、Plは深さ12cm

ほどしかな く、厚さ約 5 cm

の炭化物層が堆積 してお り、

カマ ドとの関係が考えられ

る。P2は主柱穴 と思われる。

遺物 :1の杯はていねいな

ヘラミガキが施されている

位置 :GB・ GC-20021

規模 :不明

平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :N-85°一E

切 り合い :3030319・ 329・ 333号

住居跡 より古、349号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締 まっており、

顕著であつた。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く明確

0                  10Cm

第 5節 古墳時代後半

0                                    20cm

第224図  288号住居跡出土土器

が、黒色処理は行われていない。 2はヘラミガキされた鉢で、内面黒色処理されている。 3は胴部下

半に最大径を持つ長胴甕で、ナデで整えている。 4は いわゆる甘形の壺で、扁平な球形の胴部に直線

的に開 く長い口縁部が付 き、ていねいなヘラミガキが施されている。

317号住居跡 (第225図、図版 62)

くヽ

319号住居跡
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暗褐色土

焼土と炭化物混入

灰
焼土

暗黄掲色土

E sss.oot

第225図 317号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

であったが、北壁 と東壁の一部を除き、他の住居跡に壊されている。最大壁高はカマ ド周辺で32cmを

測る。

カマ ド :東壁中央付近に作 られている。粘土製で40cmほ どが残っていたが、袖は先端部分が削られて

いる。良 く焼けた火床の奥には支脚埋設用 と思われる直径10cmほ どの掘 り込みがある。煙道はわずか

に検出されているが、303号住居跡に切 られている。

遺物 :出土遺物はほとんど小片で、図示できるものは、鉢か甑 と思われる土師器の口縁部破片だけで

ある。

ほかに滑石製の自玉 (第582図 146)、 卜骨の小破片が出土 している。

321号住居跡 (第 226図 )

位置 :FY・ GA・ GB-18019   規模 :420× 350       平面形 :長方形

主軸方向 :N-50°―W    切 り合い :262・ 315・ 334号住居跡 0166号土坑・ F区 8号溝より古

床面 :平坦であったが、軟弱で締 まりがなかった。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く、明確に検出できる。最大壁高はカマ ド付近で32cmを 測るが、南倶Jは 8

号溝に切 られているため、数cmしか残っていなかった。

カマ ド :西壁の南寄 りに作 られてお り、粘土製で袖がわずかに残っている。火床は検出されているが

支脚はない。煙道はなだらかに上がって140cmほ ど伸びてお り、一部に天丼が残る。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は内外面ヘラミガキで内面黒色処理された土師器の杯、 2は須恵器の杯

で、底部を欠 くが、ヘラキリと思われ

る。 3は鉢で、内面黒色処理が施 され

ている。

ほかに筒状の骨角器 (第 574図 25)が

出土 している。

A sss.oot
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第226図  321号住居跡及び出土土器



第 5節 古墳時代後半

0                                20cm

330号住居跡 (第 227図 )

位置 :GK-19・ GL-20

主軸方向 :不明

カマ ド:わずかな焼土面と煙道のみが残る。煙道は掘方を掘り、黄色粘質土によって構築している。

遺物 :1・ 2いずれも煙道からの出土である。 1は土師器の杯で全体をヘラミガキで調整する。 2は

箱清水土器の系譜を引く小型甕で、頸部に簾状文を施した後に胴部に波状文、胴下半にはヘラミガキ

を施 している。小型甕は煙道の構築材 として再利用されたもの と思われる。

345号住居跡 (第 228図 )

(越智俊夫 )

位置 :GG-21

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :3160327・ 347号住居跡より古

覆土 :覆土はほとんど残っていなかったが、暗褐色土を主体 とする単層である。床面付近で炭化物が

多 く見 られるが、火災によるものではない。

床面 :黄色粘質土を多 く含む貼床を2面検出したが、共に硬化面はない。また、出土遺物からはこれ

らの床面に時間差はみられない。

壁 :重複する遺構によりすべて破壊されている。

掘方 :掘方の上に直接床を貼ったようであるが、詳細は不明である。

遺物 :出土遺物は少ない。上層貼床下および下層貼床面を中心に土師器が出土した。図示したのは内

外面にヘラミガキを施し内面黒色処理された杯で、上層貼床下から出土している。下層貼床下からも

これと同時期の土師器甑の把手、長胴甕の破片が出土している。これらの遺物から6世紀中葉の住居

と考えられる。

402号住居跡 (第228図、図版 121)

位置 :AA-9   規模 :不明

主軸方向 :不明  切 り合い :401号住居跡よ

調査区東端の県道森・篠ノ井線の トレンチ

部分か ら検出された遺構である。401号住居

跡の覆土中から遺構のごく一部が検出された

もので、住居 とは断定しがたい。深さは30cm

ほどあり、掘 り込みは顕著である。

遺物 :内外面をハケで整え、底部に木葉痕を

(松井一晃 )

第227図  330号住居跡及び出土土器

規模 :不明 (煙道のみ検出) 平面形 :不明

切 り合い :3000318・ 331号住居跡より古

平面形 :不明

り新

0                 10cm

345号住居跡 402号住居跡

第228図  345・ 402号住居跡出土土器
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第 5章 遺構と遺物

残す小型甕が ほぼ完形で出土 している。

406号住居跡 (第229・ 230図、図版 650121)

位置 :CE・ CF-809

主軸方向 :N-115°一E

床面 :417号 住居跡

に切 られているため、

検出できた部分はわ

ずかであったが、顕

著で良 く締 まってい

た。

壁 :立 ち上1が りは垂

直に近 く、最大壁高

は22cmを 沢Jる 。

カマ ド :東壁の南寄

りに作 られた小型の

カマ ドで、幅は内寸

で30cmほ どしかない。

南側の袖は先端を欠

規模 :505×

切 り合い :417号住居跡より古、

平面形 :方形

419・ 421号住居跡 より新

畢
コ
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。
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417号住居跡

第229図 406号住居跡
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第230図 406号住居跡出土土器



第5節 古墳時代後半

くが、北側は長さ約50cmで先端に角礫 を立てている。小さな火床は検出されているが、支脚はない。

遺物 :カ マ ドの南側からの出土が多い。図示できる土器はいずれも土師器で、 1は内外面ヘラミガキ

が施 され、内面黒色処理された杯である。 2は全面ヘラミガキされた甕、 3は 内外面ハケで整えた長

胴甕で最大径を回縁部に持つ。 4は外面のみヘラミガキされており、大型の甕 と思われる。

408号住居跡 (第 231図 )

位置 :CD・ CF-7・ 8

主軸方向 :N-120° ―E

規模 :440× 平面形 :隅丸方形 ?

切 り合い :409号住居跡 010号掘立柱建物跡・ C区 1号溝・86号土坑より古、4130416号住居跡より新

床面 :平坦であったがあまり締まっていなかった。

壁 :遺構の重複が多いため壁は不明確で、西側では検出することができなかった。壁高は最大12cmを

残すが、多 くは 5 cm以下である。

カマ ド:東壁中央部付近に作られているが、 1号溝に切られているため、検出できたのは火床の一部

と煙道である。煙道はほぼ平坦で125cmほ どが検出されており、先端部は円形の煙出しとなる。

遺物 :出土遺物は少なく、図示できる土器は長胴甕の胴部破片のみである。

ほかに鉄製鎌 (第571図 6)が出土している。

413号住居跡 (第2320233図、図版660121)

位置 :CH・ CI・ C」 -607・ 8

主軸方向 :N-30°一E

規模 :(600)× 595 平面形 :隅丸長方形

切 り合い :4090411号住居跡 010号掘立柱建物跡より古、420号住居跡より新

床面 :平坦で良く締まっている。

壁 :遺構の重複が多 く、検出が難しかつたため、東壁は掘立柱建物跡検出時の掘 り下げで削平してし

まった。最大壁高は北隅壁で22cmを 測る。

カマ ド:北壁中央付近から火床と炭化物が検出されている。火床の奥からは高杯 (4)が脚部を上に
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第231図  408号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

して出土 してお り、支脚 と思われる。東側の焼土は固 く締 まった部分がなく、火床ではない。

柱穴 :主柱穴 4本 と、カマ ドの東側か ら深さ10cmほ どの掘 り込みを検出している。主柱穴は深さ70～80

cmと 深 く、柱間は平面形同様東西に長い長方形 となる。カマ ド東側のP5は出土遺物 も多 く、カマ ドに

関連する施設 と思われる。

遺物 :カ マ ド周辺から多 く出土している。 102は ヘラミガキが施 された土師器杯で共に内面黒色処

理され、 2の底部にはケズリを行い平坦に仕上げている。 3は底部がヘラキリされた須恵器杯で、底

部が1.5cmと 厚 く、底部外面には焼成前に十字の線刻が行われている。 4～ 7は土師器の高杯で、4は

口縁部が内湾 し、端部がわずかに立つもので、支脚に転用されていた65・ 6の杯部は内面黒色処理

されている。脚部は、ハの字状に開 くものと、筒状の裾部が屈曲して開 くものが見 られる。 8は鉢の

底部 と思われるが定かでない。 9は皿か器台 と思われる須恵器、10は 手づ くね土器である。11～ 16は

A
-354.80m

10号掘立柱建物跡

ヱδイ

第232図 413号住居跡



13～ 16は 長胴甕で、

第 5節 古墳時代後半

ケズ リを施 す もの と、土師器の甕で、小型の11012に はケズリが施されている。

ハケを用いたものがある。

ほかに、 卜骨の小破片が出土している。

0                                   20cm

第233図 413号住居跡出土土器
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410号住居跡

第5章 遺構と遺物

422号住居跡

(第234・ 235図、図版68・ 122)

位置 :CK・ CL・ CA/1-708

規模 :475× (470)

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-30°一E?

切 り合 い :410号 住居跡・84099号 土

坑 より古

床面 :平坦であったが、締 まった部分

がなく明確ではなかった。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く明確であ

ったが、カマ ドがあったと思われる北

壁は、他の住居跡に壊されている。最

大壁高は東壁で20cmを 測る。

遺物 :遺物は床面か らわずかに浮いた

状態で出土 しているものが多い。図示

できる土器はいずれ も土師器で、 1は

:::::::::::::::::::::::ノ

0                2m

――-354.80m

第234図  422号住居跡
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第235図  422号住居跡出土土器



第5節 古墳時代後半

杯(2は 高杯、 3は鉢で、いずれもヘラミガキを施 してお り、内面黒色処理されている。 405は 長

胴甕で、 4は 口縁部に最大径 を持つ。外面には細かいハケを施 し、内面は板状工具でなでている。 5

は作 りの粗い土器で、外面には粘土が付着 し焼土化 しており、カマ ドの構築材の可能性がある。

他に滑石製の自玉 (第 582図 56)が出土 している。

428号住居跡 (第236～238図、図版 122)

位置 :CO・ CPOCQ-708

規模 :(540)× (480)

平面形 :方形

主軸方向 :N-65°一W

切 り合い :基壇状遺構 0910

94・ 100・ 101号土坑・ C区 5・

8号溝 より古、4310434・ 485

号住居跡 より新

床面 :南側は、仮設道路の路

肩 となるため調査できなかっ

た部分が多い。凹凸はあるが

顕著で良 く締 まっていた。重

複で壊 されている部分 も多い。

壁 :カ マ ド付近 と南東隅以外

は上部の遺構に壊されている

部分が多 く、ほとんど検出で

きなかった。最大壁高はカマ

ド付近で20cmを測る。

カマ ド :西壁の中央付近に作

られている。粘土製の袖は煙

⑫ 3

0                                   2C

未調査

群:

第236図  428号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

第238図  428号住居跡出土土器 2

道からハの字状に伸びており、石は利用されていないが、周辺に角礫が点在しているため、天丼には

石が使用されていたと思われる。良く焼けた火床の奥には、支脚を立てたと思われる直径10cmほ どの

掘 り込みがある。

柱穴 :主柱穴は検出されていないが、カマドの北側に直径70cm、 深さ30cmほ どの掘り込みがある。覆

土中から河原石や遺物が出土しており、貯蔵穴的な機能が考えられる。

遺物 :1は内外面ヘラミガキで内面黒色処理された土師器の杯、 2は甑か鉢の口縁部と思われる。 3

は顕著な指圧痕を残した手づ くね土器、 4・ 50708は 土師器の長胴甕で、 5は ナデ、他はハケで

外面を整えている。 6は 口縁部と底部を欠 く壺であるが、器面が荒れており整形は不明である。

435号住居跡 (第239・ 240図、図版123)

位置 :CF-6・ 7   規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :不明 切 り合い :C区 102号 溝 より古、416号住居跡より新

2本の溝に挟 まれたわずかな部分から、煙道だけが検出されたもので、住居の主体は東側の調査区

外にある。 したがって、遺構についてはほとんど不明である。

遺物 :調査区外 との境の断面から検出された土器で、焼土 と共に

検出されていることから、カマ ドかその周辺からの出土 と思われ

る。いずれも土師器の長胴甕で、 1は、外面がヘラケズリで内面

にはハケが施されてお り、二次焼成のため器面の象J離が進んでい

る。 2は 内外面 ともハケ、 3はナデを施 してお り、共に外面に付

着 した粘土が焼土化 している。

0                 1(
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第239図 435号住居跡出土土器 1



第 5節 古墳時代後半

0                                   20cm

第240図  435号住居跡出土土器 2

468号住居跡 (第241・ 242図 、図版73)

位置 :CS・ CT・ CU・ CV-4・ 5・ 6   規模 :730× 720 平面形 :方形

主軸方向 :N-50°―W 切 り合い :302号土坑より古、476号住居跡より新

床面 :凹凸はあるが顕著で良 く締 まっている。床面上には焼土や炭化物を覆土 とする深さ 5～20cmほ

力
.

圧ユ
__」土
J」

第241図  468号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

どの掘 り込みが 3か所ある。

壁 :立ち上が りは明確であった。最大壁高はカマ ド付近で35cmを 測る。

カマ ド :西壁中央付近に作 られてお り、当初やや北側に作 られていたものを南側に作 り替 えている。

北側のカマ ドは、火床 と長さ140cmほ どの煙道および煙出しが残っている。南側のカマ ドは粘土製の袖

がわずかに残ってお り、正面には良 く焼 けた火床がある。煙道は幅約25cmと 広 く、ほとんど水平に160

A ss+.aot

9gs+.aot
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第242図  468号住居跡



cmほ ど伸び、煙出しとなる。

柱穴 :5本が検出されている。

には平石が敷かれている。P4・

遺物 :カ マ ドおよび西隅付

近から出土 しているが、出

土量は少ない。 1・ 2は 内

面黒色処理された土師器の

杯で、共に内外面ヘラミガ

キが施 されてお り、 2は底

音「が平坦になる。 4-6は

円筒状の土師器甕で、てい

ねいなナデが施されてお り、

底部には木葉痕を残 してい

る。 7は球形月同になると思

われる土師器甕で、外面は

ヘラミガキで整えている。

ほかに棒状の鉄製品 と滑

石製臼玉 (第 582図 60)が出

土 している。

481号住居跡 (第243図、図版730123)

位置 :CI・ C」 -405  規模 :不明

平面形 :隅丸方形 ?   主軸方向 :不明

切 り合い :4790480・ 483号住居跡より古、

322号土坑 より新

床面 :良 く締 まった床面が検出されたが、

部分的なものであり、全体に広がってはい

なかった。

壁 :南東隅でわずかに検出されている。床

面の検出から住居の存在を確認 したもので、

不明な部分が多い。

柱穴 :南東隅から直径60cm、 深さ60cmほ ど

の掘 り込みが検出されている。

遺物 :出土遺物は少な く、図示できる土器

は、外面にていねいなナデが施された円筒

状の甕だけである。

ほかに彫 り込みを持つ 卜骨の小片が 2点

出土 している。

第 5節 古墳時代後半

このうちPl～P3は主柱穴で、深さ65～ 70cmほ どである。Pl・ P2の底

P5は深さ20～ 30cmで、 この住居に伴 うものとは思えない。

0                10cm

第243図  481号住居跡及び出土土器
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第 5章 遺構と遺物

485号 住居跡 (第2440245図 )

位置 :CN・ CO・ CP-607   規模 :(600)× 平面形 :不明

主軸方向 :N-60°―W 切 り合い :4280477・ 489号住居跡より古、491号住居跡より新

床面 :北側は仮設道の路肩で調査ができず、南側は他の住居跡に壊されており、検出できなかった。

したがって、検出できたのは中央付近のわずかな部分であったが、顕著で良 く締まっていた6

壁 :床面同様、東西の壁をわずかに検出したにすぎない。壁高は最大で20cnlを測る。

カマ ド:西壁に作られているが、428号住居跡に切られており、南側の袖の一部 と焼土だけが残って

いた。周辺から石の出土がないことから、粘土製であったと思われる。

柱穴 :床面から3か所の掘 り込みを検出したが、深さは10～25cmほ どで、柱穴 と呼べるほどのもので

はない。

遺物 :1・ 2は 口縁部が外反する丸底の土師器杯で、内外面ヘラミガキが施され、内面黒色処理され

′
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第245図  485号住居跡出土土器



第5節 古墳時代後半

ている。 3は高杯で、短い脚部がィヽの字状に開き、杯部は内面黒色処理されている。 405は ハケで

整えた鉢、 6は ナデで整えた球形の胴部 を持つ甕で最大径は口縁部にある。 7・ 9は壺でヘラミガキ

が施 されており、 8010は甕で長胴化の傾向を示 している。

489号住居跡 (第246・ 247図、図版 123)

位置 :CN・ CO-506

主軸方向 :不明

規模 :445× 425 平面形 :隅丸方形

切 り合い :477・ 491号住居跡・318号土坑より古、485・ 493号住居跡より新

床面 :北側では凹凸はあるものの良 く締まった床が検出されているが、南側では明確な床面が検出で

きなかった。

壁 :遺構の重複が多いため、不明確な部分が多 く、東側の一音『を除き、明確な壁は確認できなかった。

カマ ド:北壁か西壁にあったと思われるが、焼土などの痕跡を残しておらず不明である。

柱穴 :直径25cm、 深さ20～ 30cmの掘 り込み 4か所と、一辺50cm、 深さ 5 cmほ どの方形の掘 り込みが検
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第246図  489号住居跡

0                                   20cm

第247図  489号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

出されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は球形胴の壺で、口縁部は、短 く立ち上がる。 2は須恵器の選で、頸部

は長 く、ハの字状に開いて口縁部に至る。 3は土師器の長胴甕で、ハケで整えている。

坑土

58号土坑 (第2480249図、図版 123)

位置 :AU-18   切 り合い :45号住居跡より新

構造 :平面形は楕円形、長径55cm、 短径約40cmの

小さな遺構で、45号住居跡の床面から検出したた

め、深 さは10cmほ どしか残っていなかった。底部

に密着 して砿 2点 と河原石が出土 している。

遺物 :いずれも口縁部を欠いた塚で、 1は底部に

平行タタキを残 してお り、胴部には櫛描波状文を

巡 らせている。 2は器面をナデで整えてお り、胴

部には刻みを巡 らせている。いずれも自然釉が顕

著に残 っている。 T K23型式併行 と考えられる。

285号 土坑 (第248・ 249図、図版 123)

位置 :EA-8

切 り合い :2770454号住居跡・253号土坑より古

構造 :平面形は長軸 340cm、 幅130cmほ どの不整長

方形で、深さは確認面から約40cmで ある。両端に

は直径それぞれ35cm、 40cm、 深さ5cm、 31cmの ほぼ

円形 となる掘 り込みを持つ。覆土は暗褐色土を主

体 とする。

遺物 :丸底で口縁部が内湾する土師器の杯が 1点

出土 している。内面は黒色処理されてお り、外面

にはヘラミガキを施 している。  (村 井良平 )

289号 土坑 (第2480249図、図版123)

位 置 :DX-10   切 り合 い :449号 住居跡

より新、280号住居跡 との関係不明

構造 :平面形は長軸 50cm、 短軸45cmの 楕円形で、

58号土坑

0                                   20cm

第248図  58・ 2850289号土坑

285号土坑
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一-354.10m     ―
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289号土坑

-354.50m       ―
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第 6節 古

深さは確認面で12cmを残 してお り、覆土は暗褐色土を主体 とする。

遺物 :内面黒色処理された土師器の杯が、土坑底部からほぼ完形で出土 している。丸底で口縁部 は内

湾してお り、外面にはていねいなヘラミガキを施 している。           (村 井良平)

第 6節 古 代

竪穴住居跡

7号 B住居跡 (第250図、図版 124)

位 置 :BB-19 規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :N-10°一E?   切 り合い :7号 A住居跡より新

床面 :7号 A住居跡の覆土を掘 り下げている際に検出された住居跡で、固く締まった床面の一部が検

出されている。住居の大半は掘 り下げで壊してしまい不明な点が多い。

カマ ド:火床と思われる焼土が残っていたが、袖などはまった く残っていなかった。

遺物 :カ マドと思われる焼土の周辺から出土している。 1～ 3は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切

り痕を残している。 4は 内面黒色処理された杯で、底部は糸切 りの後、回転ヘラケズリを施す。 5は

土師器の鉢で、ロクロナデの後、外面にハケを施している。底部は糸切 りの後、ケズリを行っている。

8号住居跡 (第 251図、図版12・ 124)

位置 :AS・ AT-17018

主軸方向 :N-15° ―E

規模 :280× 225 平面形 :方形

切 り合い :4・ 17・ 29・ 30号住居跡より新

床面 :カ マド付近は、凹凸はあるが顕著で良 く締まっている。南側では明確な床面が検出できない。

壁 :30号住居跡の覆土中に構築されているため、立ち上がりは

不明確で、南壁の一部は推定である。壁高はカマド付近で21cm

を演」る。

カマ ド:北壁東寄 りに作られている。袖は角礫を2段に積んで

おり、床面からの高さは30cmを超えている。奥壁は15cmほ ど突

出していて、燃焼部には小さな火床があり、奥壁寄 りに支脚が

立てられている。住居中央付近からは焼けた裾花凝灰岩が出土

しており、カマドの天丼に使用されたものと思われるが、風化

により加工痕などは残っていない。

0 20cm

0      1m
ト

ー

ー 355.00m

第250図  7号 B住居跡及び出土土器
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第251図  8号住居跡及び出土土器

柱穴 :住居の西側から2か所の掘 り込みを検出しているが、住居との関係は定かではない。

遺物 :1は器高に対して口径の大きい須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残している。 2は カマド内か

ら出土した北武蔵型の甕で、薄 くヘラケズリされており、頸部はコの字状になる。

他に石製の紡錘車 (第562図 8)が出土している。

25号住居跡 (第2520253図、図版150124)
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位置 :BD・ BE-16・ 17

主軸方向 :N-20°一E

床面 :平坦であったが締 まった部分がなく

壁 :住居の覆土中から検出されたため、

不明確な部分 も多 く、立ち上が りもなだ

らかであった。

カマ ド :北壁の西寄 りに作 られている。

すでに上部は壊 されてお り残っていなか

ったが、床面からは良 く焼けた火床 と、

袖の芯材を埋設 した掘 り込みが検出され

ている。掘 り込みは両袖にあり、奥が幅

10cm、 長さ25～ 30cm、 深さ10cmほ どで、

手前が長径10cmく 深さ 5 cmほ どである。

奥には平石、手前には角礫を立て、その

上に石を渡 して天丼を作っていた と思わ

れる。

柱穴 :直径20cm前後の掘 り込みを 4か所

ヱ76

0 2m  d I 淡褐色土
巨ェロェ==量ヒ=====」     Ⅱ 灰掲色土

Ⅲ 淡掲色土

A 355.00m

規模 :330× 315       平面形 :方形

切 り合い :6号土坑より古、24034号住居跡より新

柳
ヽ

であった。

(焼土粒混入)
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第252図  25号住居跡



第 6節 古

:。 :・ :・ ン

o                          20cm

第253図  25号住居跡出土土器

検出したが、深さは10cm前後しかない。

遺物 :102は、内面黒色処理された土師器の杯で、共に底部には糸切 り痕を残しているが、 1は周

りを手持ちのヘラケズリで整えている。 3は灰釉陶器の椀で釉薬はハケ塗 りである。 4は高台付きの

皿で、内面黒色処理されている。 5は ロクロ成形された須恵器の小型甕で、底部には糸切 り痕を残し

|:揮i葦タ

ている。 6・ 7は北武蔵型の甕で 6の頸部

40号住居跡

(第2540255図、図版 17・ 124)

位置 :BF・ BG-16・ 17

規模 :380× 370   平面形 :不明

主軸方向 :N-20° 一E

切 り合い :47085092号 住居跡より新

床面 :カ マ ド付近に凹凸はあるもの

の、良 く締 まっていたが、全体には

不明確な部分が多い。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く、顕著

であった。

カマ ド:北壁の西側に作られている。

幅70cmほ どの部分が約10cm突 出して

おり、中央には煙道がわずかに残っ

ている。床面には火床などは残って

いなかったが、袖に使用されたと思

ム|

炭化物

字状になる。
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第254図  40号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

0                                    20cm

第255図  40号住居跡出土土器

われる角礫 と炭化物が検出されている。

遺物 :102は内面黒色処理された土師器の杯で、共に底部は糸切 りであるが、 1に は回転ヘラケズ

リを施している。 3～ 8は須恵器の杯で底部はすべて糸切 り痕を残している。軟質なものが多 く、黒

斑状に炭化物が付着している。 9は高台が付 く皿で内外面黒色処理されている。10は外面をハケで整

えた甕である。

41号住居跡 (第2560257図、図版17)

位置 :BH・ BI-13    規模 :285× 285

平面形 :方形    主軸方向 :N-25°―E

切 り合い :49095・ 97号住居跡より新

床面 :平坦で良 く締 まっており、顕著であった。

壁 :耕作時の深掘 りにより上部は壊 されていた

が、立ち上が りは垂直に近 く顕著であった。最

大壁高は西壁で28cmを 測る。

カマ ド :北壁のやや東寄 りに作 られている。袖

は芯に平石を立て粘土で覆っていたものと思わ

れ、長 さ40cmほ どが残っている。内音Fか らは良

く焼 けた火床が検出されているが、支脚は残っ
‐

ていない。火床は深さ35cmほ どの掘 り込みを埋

めて作っており、カマ ドの構造を考える上で興

味深い。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示できたのは、

178
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Ⅱ 明褐色土
Ⅲ 暗掲色土

第256図  41号住居跡



底部に糸切 り痕を残 した底径の小 さな須恵器の杯

である。

他に土玉が出土している。

第 6節 古 代

I 淡褐色土
Ⅱ 褐色土
Ⅲ 焼土
Ⅳ 灰
V 黒褐色土
Ⅵ 暗褐色土

生 354.90m

43号住居跡 (第258

位置 :BI・ B」 -16

平面形 :隅丸方形 ?

259図 、図版180124)

規模 :不明

主軸方向 :N-95°一E

切 り合い :46・ 50093号住居跡より新

床面 :締 まった部分がな く、不明確であったが、

カマ ド付近に広がっていた炭化物から、床面を確

認 した。

壁 :北側は調査区外にあり、検出できた部分 もほ

とんど重複 しているため、不明確な部分が多 く、

推定の部分 もある。壁高はカマ ド付近で15cmを測

0                   10Cm

第257図  41号住居跡カマ ド及び出土土器
るが、ほとんどは10cm以下である。

カマ ド :東壁南寄 りに作 られている。北側の袖では、長さ30cmほ どの粘質上の盛 り上が りが確認 され

ているが、南側にはな く、角礫が点在 している。 このことから、カマ ドは石組の周 りを粘土で覆って

いたものと思われる。

0 20cm

ぃ、1｀へk｀

きや＼I、 ＼ヽへ、

ミい、ヽ
ヾやヽ、ミヽく

｀

第258図  43号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

柱穴 :南東隅に深さ15cmほ どの掘 り込みがあり、カマ ドに関連

する施設 と思われる。

遺物 :ほ とんどカマ ド周辺から出土 している。 1は ロクロ痕を

顕著に残 した杯で、胎土・焼成は土師器であるが、製作技法は

須恵器 に近い。 2は土師器の小型甕で、底部は糸切 りの後、周

囲にヘラケズリを施 している。 304は 土師器の甕で、ロクロ

調整の後、胴部にヘラケズ リを施 している。

48号住居跡 (第2600261図、図版190124)

位置 :BI・ B」 -14・ 15   規模 :305× 255

平面形 :方形        主軸方向 :N-105° 一E

第259図 43号住居跡

切 り合い :50・ 55号住居跡11号掘立柱建物跡より新

床面 :平坦であり、明確に検出できたが、固く締まった部分はなかった。

壁 :住居の覆土中から検出されているため、上部での検出は難しく、検出時にかなり掘 り下げた。し

たがって、壁は明確に検出できたが、壁高はカマド付近を除き、 5 cmほ どしか残っていなかった。

カマ ド:東壁南寄 りに作られている。壁面を幅50cm、 奥行15cmほ ど突出させており、床面からは小さ

な火床が検出されている。袖などその他の構築物はまったく残っていなかったが、周辺の床面には炭

化物が広がっており、南東隅からは裾花凝灰岩の切石が出土している。

遺物 :1～ 3は 内面黒色処理された杯で、いずれも底部は糸切 り痕を残しているが、 1は周囲にヘラ

ケズリを施 している。 1の体部には墨書が見 ら

れる。 4は須恵器の杯で、内外面に火だすきが

みられる。 5～ 7は高台の付いた土師器の皿で、

6は 内面、 507は 内外面が黒色処理されてい

る。 7は欠けた高台を削って再利用 している。

8は ロクロ成形された土師器の小型甕で、底部

には糸切 り痕を残 している。 9は ロクロ調整の

後、胴部にヘラケズ リを施 した土師器の甕であ

る。10は須恵器の双耳壺で、耳部は板状の粘土

を貼 り付けて端部を多角形に削り、円形の穴を

開けている。肩の部分には 2本一対の沈線を 2

対、耳 を貼 り付けた後に巡 らせている。ロクロ

ナデの後、月同部下半には軽いケズリを行ってい

る。

I∂θ
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0                                   20cm

:I:リ

第261図  48号住居跡出土土器

54号住居跡 (第 262・ 263図、図版20・ 125)

位置 :BC-18、 BD 17018   規模 :355× 345

主軸方向 :N-40°一E 切 り合い :24028・

床面 :明確に検出されたが、固 く締 まっ

た部分はなかった。中央部分がわずかに

高 くなっている。

壁 :不明確な部分が多 く、壁高はカマ ド

付近を除き、 5 cm前後 しか残っていない。

カマ ド :北東壁中央やや北寄 りに作 られ

ている。袖は長さ15cmほ どで、幅約20cm

と狭い燃焼部は、大きく壁面から突出し

ている。

柱穴 :カ マ ドの南側に深さ15cmほ どの掘

り込みがあり、焼土を多 く含んだ暗褐色

土が覆土であることから、カマ ドに付属

する施設 と考えられる。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は ロクロ成

平面形 :方形

36号住居跡より新

Ｅ
ｏ
∞
．寸
Ю
∞
劇
「

渾ヽ111｀

眠`ドや
でヽ、|

きヽ

A gs+.aot

第262図 54号住居跡
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第5章 遺構と遺物

形された小型甕で、器高に対 して口径が大 きく

鉢に近い。 2は器面 をヘラケズリで薄 く仕上げ

た北武蔵型の甕で、頸部の形状は、 くの字形に

近い。

o                                    2(

第263図 54号住居跡出土土器

56号住居跡 (第264・ 265図、図版210125)

位置 :BI・ BJ-12013     規模 :360× 360       平面形 :方形

主軸方向 :N-20°―E     切 り合い :41号住居跡より古、60097・ 98号住居跡より新

床面 :平坦で明確に検出でき、中央部分は良 く締 まっていた。住居東側の床面には、部分的に炭化物

が広がっている。

壁 :壁高は15cmほ どしか残っていなかったが、重複部分を除き、顕著で明確に検出できた。

カマ ド :北壁中央部分がわずかに突出してお り、壁面が焼けているためカマ ドの痕跡 と思われるが、

火床などはなく明確ではない。南東隅に

は炭化物が広が り、遺物 も集中して出土

していることから、東壁にあった可能性

もある。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の

杯で、底部 は糸切 りの後、回転ヘラケズ

リを施 している。 2～ 8は須恵器の杯で

あるが、軟質で歪みの大きいものが多い。

底部はいずれも糸切 り痕を残 している。

9・ 10は内外面を黒色処理した土師器の

皿で、丁寧なヘラミガキが施されている。

9の外面には「西」、10の 内外面には「N」

の線刻があり、底部にも「〃」の朱墨が

ある。11は ロクロナデの後、月同部下半に

ヘラケズ リを施 した土師器の甕、12は 須

恵器広口壺の口縁部である。

A sss.oot

I 暗褐色土 (焼土混入)

m  l[亀
童土

第264図  56号住居跡

ゴ82



第 6節 古

A

0                                   20cm

第265図 56号住居跡出土土器

他に凹石 (第 567図 10)と 、滑石製勾玉の未成品 と思われるもの、鉄製品の破片が出土 している。

60号住居跡 (第266図、図版22)

位置 :BJ・ BK-120.13  規模 :(315)× 310

平面形 :方形 主軸方向 :N-60°一W

切 り合い :56号住居跡より古、61097098号

住居跡 より新

床面 :平坦で明確であったが、固 く締 まった

部分はなかった。

壁 :掘 り込みはなだらかで、東壁は56号住居

跡に切 られている。最大壁高はカマ ド付近で

15cmを測る。

カマ ド :西壁北寄 りに作 られている。壁面を

幅40cm、 奥行15cmほ ど突出させており、北側

には袖の痕跡をわずかに残 している。燃焼部

には焼土が認められたが、明確な火床はなか

った。

遺物 :出土遺物は少な く、図示できる土器 も

Ｅ
ｏ
劇
．Ю
Ю
∞
湘
「
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第266図 60号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

一
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0                       2

A sss.zot

第267図  61号住居跡及び出土土器

ないため明確な時期は不明であるが、底部に糸切 り痕を持つ杯が出土 している。

61号住居跡 (第267図 、図版22)

だ
一

0                 10Cm

位置 :BK・ BL-12・ 13

主軸方向 :N-10°一E

規模 :370× 350       平面形 :方形

切 り合い :60076号 住居跡 より古、105号住居跡より新

床面 :平坦で明確であったが、固く締まった部分はなかった。

壁 :垂直に近 く掘 り込まれており、重複のない部分は明確に検出されている。最大壁高は30cmを 測る。

カマ ド:北壁東寄 りに作られている。壁面を方形に幅60cm、 奥行50cmほ ど突出させており、部分的に

平石が貼 り付けられている。袖はなく、良く焼けた火床は、住居と突出部に掛かって検出されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は底部に糸切 り痕を残す須恵器の杯、 203は器面をヘラケズリで薄 く

仕上げた北武蔵型の甕である。

65号住居跡 (第268・ 269図、図版23・ 125)

位置 :BK OBL-10・ 11012  規模 :450× 390 平面形 :長方形

主軸方向 :N-20°一E 切 り合い :76077・ 82号住居跡より新

覆土 :3層に大別でき、 II層 とⅣ層の間に炭化物が挟まる。また、噴砂が住居を横断している。

床面 :平坦で良く締まっていた。部分的に炭化物が広がっている。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、明確に検出できる。最大壁高は西壁で38cmを測る。

カマ ド:北壁の中央やや東寄りに作られている。袖は角柱の石を東側に3本、西側に 2本立て、外側

を粘土で覆っていたものと思われるが、粘土は残っていない。奥壁は、住居の面を幅50cm、 奥行30cm

ほどの三角形に突出させており、なだらかに立ち上がってそのまま煙道となる。天丼は平石で覆って

いる。良く焼けた火床は検出されているが、支脚はない。この石組を持ったカマドの西側には、長さ

ヱθイ



50cmほ どの煙道があり、カマ ドの作

り替 えがあつた可能性があるが、火

床などは検出されておらず不明であ

る。

遺物 :1～ 6は 内面黒色処理された

杯で、 1～ 5の底部は糸切 り痕を残

している。 6に は高台が付いて椀に

なる可能性 もある。 7は灰釉陶器の

椀で、釉薬はハケ塗 りである。 80

9は灰釉陶器の皿で、 9は段を持つ。

釉薬はいずれもハケ塗 りで、 8の底

部外面には「任」の墨書がある。 ま

た朱墨が付着 していることから、パ

レットとしても利用されていたと思

われる。10～ 13は 土師器の甕で、小

型の10は ロクロ成形されている。他

はロクロナデの後、胴下半部にヘラ

ケズ リを施 しており、口縁部外面に

は小さな段を持つ。

他に、釘状の鉄製品 (第 573図 51)

と鉄片が出土している。

Asss.tot

lm

第 6節 古

(噴砂)

(焼土・炭化物混入)

(黄褐色ブロック混入)

焼土
暗褐色土

暗褐色土

(焼土多量に混入)
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Asss.zot

0                2m

鴨

鸞

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

灰黄色砂

暗褐色土

炭化物

暗褐色土

暗褐色土
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）

Ｈ
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奄華:::

第268図  65号住居跡及びカマド
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第 5章 遺構 と遺物

フ

竹

o                                   20cm

第269図 65号住居跡出土土器

76号住居跡 (第270・ 271図、図版250126)

位置 :BK・ BL・ BM-11012013  規模 :405× 320       平面形 :長方形

主軸方向 :N-20°―E       切 り合い :65号住居跡より古、61・ 104号住居跡より新

床面 :小さな凹凸があり、カマ ド付近からは固 く締 まった床面が検出されているが、南側では明確な

床面は検出されていない。

壁 :壁高は15cm前後 と低いが、明確に検出できた。

カマ ド :北壁の東寄 りに作 られている。袖は残っていなかったが、壁面の幅55cm、 奥行25cmほ どが突

出してお り、内部は焼土化 していた。住居の北東隅には角礫が点在 していることから、天丼部は石組

で作 られていたと思われる。

I∂δ



第 6節 古 代

ド ヨ    《 2

0                                   20cm

第270図  76号住居跡出土土器

遺物 :1は須恵器の杯であるが、軟質で黒斑状に

炭化物が付着している。 203は ロクロ成形され

た土師器の小型甕で、 3の底部は糸切 り痕を残し

ており、周囲にヘラケズリが施されている。4～ 6

は土師器の甕で、 4は ロクロナデの後、胴下半部

にヘラケズリを施している。 5・ 6は薄 くヘラケ

ズリされた北武蔵型の甕で、頸部はコの字に近い

形状 となる。

78号住居跡 (第272・ 273図、図版25・ 126)

位置 :BM・ BN-10・ 11 規模 :280× 275

平面形 :隅丸方形   主軸方向 :N-105° ―E

切 り合い :7901090110号住居跡より新

覆土 :4層に分層できる。Ⅱ層は炭化物を多 く含

んでおり、遺物も多くはこの層から出土している。

床面 :中央部分がわずかにくぼんでおり、軟弱で、

固く締 まった部分はなかった。 第271図 76号住居跡

壁 :住居の大半が79号住居跡の覆土中にあるため、

明確な壁が検出できない部分もあった。立ち上がりはなだらかで、床面との間に屈曲部を持たない部

分が多い。最大壁高はカマ ド付近で32cmを測る。

カマ ド:東壁南寄りに作られている。壁面が幅45cm、 奥行15cmほ ど突出しており、燃焼部には小さな

火床がある。支脚はないが、両側にはわずかに袖の痕跡も残っている。

遺物 :遺物は住居の中央付近のⅡ層中から出土したものが多い。 1は内面黒色処理された土師器の杯
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第5章 遺構と遺物

で、粗いヘラミガキが施されているが、外面には

顕著なヘラケズリが残っている。 2～ 6は須恵器

の杯で、 2～ 5はヘラキリの後にナデを施 してお

り、 3に は織物の跡が残っている。 6は高台の付

く杯である。 7は須恵器高盤の脚部で、ハの字に

開き、端部 は小さくつまみ上げられている。 8・

9は須恵器の杯蓋で、端部はほぼ垂直に近 く、断

面三角形 となる。つまみは中央部分が くぼむ 8と 、

扁平な擬宝珠の 9がある。

他に、多数の 卜骨 (第576図 37～ 46)と 、馬か牛

と思われる肋骨が、覆土Ⅱ層中から出土している。

卜骨 も同様の骨で作 られていることから、この住

居跡に伴 う遺物であるとすれば、特殊な性格を持

った住居 と考えられる。

巨
ｏ
Ｎ
．Ю
Ю
Ｏ

湘
「

0                2m

I 暗褐色土
Ⅱ 黒褐色土 (炭化物混入)

Ⅲ 暗黄褐色土
Ⅳ 黄灰色粘質土

第272図  78号住居跡

0                                  20cm

床面 :検出されたのは住居北側の一部分で、南側の大半は調査区外にある。平坦で、北側の一部を除

き良 く締まっていた。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く明確であったが、壁高は最大で20cmほ どしか残っていなかった。

遺物 :1は須恵器の杯で、底部はヘラキリ痕をそのまま残している。強い二次焼成を受け淡褐色に変

色している。 2は土師器高杯の脚部で、杯部は内面黒色処理されており、ハの字状に開く脚部には、

188

位置 :BI・ BJ-11

主軸方向 :不明

81号住居跡 (第274図、図版 126)

第273図  78号住居跡出土土器

規模 :不明          平面形 :方形 ?

切 り合い :77号住居跡より古

4 sss.zo*
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粗いミガキが施 されている。 3は須恵

器の壺で、ロクロナデが施されており、

口縁端部は短 く直立する。

86号住居跡 (第 275図 )

位置 :BL・ BM-10011

規模 :345× 平面形 :方形

主軸方向 :N-75°一W

切 り合い :82084号住居跡より古、79

号住居跡より新

床面 :平坦で明確であつたが、固く締まった部分

はなかった。東側の84号住居跡の床面と差がなく、

新旧関係も不明瞭である。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く、顕著であつた。最

大壁高は23cmを 測る。

カマ ド:西壁の中央に作られている。壁面が15cm

ほど突出しており、粘土製の袖がわずかに残って

いる。燃焼部に焼土がほとんどなく、奥壁は明確

な面をなさず、そのまま煙道となる。40cmほ ど伸

びるが、79号住居跡に切 られている。

柱穴 :北側に深さ約65cmの 掘 り込みがあり、主柱

穴 と考えられるが、南側にはなく明らかではない。

遺物 :内面黒色処理され、底部に糸切 り痕を残す

土師器の杯などが出土しているが、小片で

図示できない。

他に、弧形の骨角器 (第574図 23)や、 ト

骨 (第 576図 47)が出土している。

111号住居跡 (第276図、図版300126)

位置 :CB・ CC-809

規模 :430×     平面形 :方形

主軸方向 :N-100° ―E

切 り合い :36号土坑 より古、114号住居跡よ

り新

床面 :西側は調査区外 となるため、調査で

きたのは東側のわずかな部分であつた。小

さな凹凸はあるが、良 く締 まっており顕著

であった。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く明確であつた

が、壁高は15cm前後 しか残っていない。

0                 2m

第275図 86号住居跡

o                                   20cm

第276図 111号住居跡及び出土土器

3

0                         20cm

第274図 81号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

カマ ド :東壁のやや南寄 りに作 られている。袖は角礫を 2石ずつ立ててお り、粘土で覆っていた と思

われる。奥壁は上面で15cmほ ど突出しているが、面をなしておらず緩やかに立ち上がる。焚き回の正

面には炭化物が広がっていた。

柱穴 :カ マ ドの南側から2か所の掘 り込みを検出している。Plは深さ約30cmで、柱穴の可能性がある

が、P2は覆土にカマ ドの構築材 と思われる角礫が入っており、カマ ドに関連する施設 と思われる。P3

は15cmほ どと浅い。

遺物 :ほ とんどがカマ ドの南側から出土 している。図示できた遺物はいずれも底部に糸切 り痕を残 し、

内面黒色処理が施 された土師器の杯である。

他に管玉 (第581図 19)が出土 している。

112号住居跡 (第2770278図、図版30・ 126)

位置 :BX・ BY-8・ 9    規模 :350× 350      1平 面形 :方形

主軸方向 :N-15°一E    切 り合い :1230125・ 128号住居跡より新

床面 :部分的に固 く締 まったところもあったが、全体に軟弱で不明確であった。カマ ド周辺から東壁

付近には炭化物が広がっていた。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がっており、最大壁高は約30cmを測る。南壁の西に寄った部分には、壁の下端

が大きく住居内に張 り出す部分があり、入口に関係する施設の可能性がある。

カマ ド :北壁東寄 りに作 られてお り、壁面をわずかに突出させている。袖はまった く残っていないが、

東側には角礫が点在 してお り、カマ ドの構築材 と思われる。燃焼部はわずかにくぼんでお り、底部か

ら小さな火床が検出されている。煙

道は水平に130cmほ ど伸び、直径約45

cmの煙出しとなる。

柱穴 :南東隅に2か所の掘 り込みが

あるが、深さは20cm以下である。

遺物 :1～ 4は内面黒色処理された

土師器の杯で、底部は糸切 りである

が、 203は糸切 りの後、ヘラケズ

リを行っているざまた、 1～ 3は底

部の周囲に手持ちのヘラケズリを施

している。 5・ 6は須恵器の杯で、

底部には糸切り痕を残している。 7

は内面黒色処理された小型の土師器

椀、 8は高台の付 く須恵器の杯で、

器高 8 cmと 深い。 9は土師器の小型

甕で、ロクロ成形され、底部は糸切

りの後、ヘラケズリを施している。

他に土錘 (第555図 30)が出土して

いる。
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第 6節 古 代

第278図  112号住居跡出土土器

118号住居跡 (第2790280図、図版32)

平面形 :方形位置 :BR・ BSOBT-8・ 9  規模 :450× (440)

主軸方向 :N-15° 一E 切 り合い :1220124号住居跡より新

床面 :南側は調査区外にあり、全体に凹凸があるが、顕著で良 く締まっていた。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く、検出は容易であつた。最大壁高は40cmほ どを測る。

カマ ド:北壁中央付近に作られている。袖は粘土で作られており、直線的に約40cm伸 びているが、火

I 暗褐色土 (炭化物多)

Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 暗黄褐色土
Ⅳ 暗褐色土
V 暗黄掲色土 (焼土ブロック混入)

Ⅵ 焼土ブロック

ⅥI 焼土
Ⅵ‖ 暗黄褐色粘質土

Ｅ
ｏ
ｏ
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Ю
ｏ

湘
Ⅵ
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第279図  118号住居跡
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第280図  118号住居跡出土土器

床の位置から推定すれば、60cmほ どあったと思われる。煙道は30cmほ どが検出されている。

柱穴 :Pl～P3が主柱穴 と思われ、直径60cm前後で深さは75cmほ どある。P4は 深さ約25cmで、性格は不

明である。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は内面黒色処理された丸底の杯で、口縁部は短 く外反する。 2は高台を

持つ須恵器の杯で、口径が大きく口縁端部がわずかに外反する。ヘラケズリが施された底部は、高台

より突出している。 3は高杯の脚部で、杯部は内面黒色処理されており、脚部はハの字状に短 く開く。

他に土玉 (第 583図 151)が出土している。

150号住居跡 (第281・ 282図、図版37・ 126)

位置 :EV・ EW-11・ 12

主軸方向 :N-105°一E

規模 :不明         平面形 :方形 ?

切 り合い :151・ 155号住居跡より新

床面 :小 さな凹凸はあるが顕著で、良 く締まっていた。

壁 :南壁 と西壁は調査区外にあるため検出できなかったが、検出できた部分の立ち上がりは垂直に近

く、明確であった。東壁がやや胴張りとなっており、最大壁高はこの東壁で38cmを測る。

カマ ド:東壁に作られている。袖はまったく残っておらず、構築材になるような石もほとんど出土し

ていない。火床は良 く焼けており、正面には炭化物が広がっていた。煙道は緩やかに上がって110cmほ

ど伸び、直径約30cmの煙出しとなる。

この煙道の南側からも長さ50cmほ ど

の煙道が検出されているが、これに

付属する施設はなく、住居 との関係

は不明である。

遺物 :出土遺物の多 くはカマ ド周辺

から出土している。 1～ 10は 内面黒

色処理された土師器の杯であるが、

3は 口径に対 して器高が大 きくやや

異なった形状 となる。底部はいずれ

も糸切 りであり、 1・ 2は糸切 りの

後、ヘラケズ リを行っている。また、

9の底部には焼成前に「 ×」状の線

亥」がなされている。11～ 15は 内面黒

色処理された椀で、体部は緩やかに

立ち上が り、口縁端部がわずかに外

反する。16～ 20は 須恵器の杯で、底
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第281図  150号住居跡
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第282図  150号住居跡出土土器

部にはいずれも糸切 り痕を残 している。20は器高が小さく、皿 とも考えられる。

他に、鉄片が出土している。

151号住居跡 (第283・ 284図、図版37)

位置 :ET・ EU・ EV-12・ 13

主軸方向 :N

床面 :凹凸はあつたが明確に検出でき、全体に良 く締 まっていた。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く顕著であつた。最大壁高は30cmを測る。

カマ ド :北壁東寄 りに作 られている。粘土製で、袖は長 さ50cmほ どが残っている。カマ ドの西側 には

焼土化 した粘土塊があり、天丼部 と思われる。火床は良 く焼けており、煙道は90cmほ ど伸び、煙出し

となる。

規模 :405× 370       平面形 :方形

切 り合い :150号住居跡 より古、154・ 155号住居跡 より新

Iθθ



第5章 遺構と遺物

柱穴 :カ マ ドの南東には直径約40cm

の掘 り込みがあるが、深さは10cm以

下で、カマ ドとの関係が想定できる。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は須恵

器の杯で、底部はヘラキリの後、ナ

デを行っている。底径が大 きく、体

部は直線的に開いており、箱型の形

状 となる。 2は 口縁部が直立する須

恵器で、甑 とも考えられるが、器種

は.不明である。 3は須恵器の甕で、

平行タタキの後、部分的にカキメが

施 されてお り、内面には押さえの青

海波文が残る。

他に須恵質の土錘 (第553図 2)が

出土 している。

152号住居跡

(第285～287図、図版37・ 127・ 128)

位置 :ER・ ESOET-13014

規模 :400× 395  平面形 :方形

主軸方向 :E

切 り合い :154号住居跡より新

床面 :平坦で明確であったが、カマ
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第283図  151号住居跡

ド正面付近を除き、固く締まった部分はなかった。

壁 :床面付近ではほぼ垂直に立ち上がっていたが、検出は難しく、壁高は最大で20cmほ どしか確認で

きなかった。西壁が弧をなしており、入口があったと思われる。

カマ ド:東壁南寄 りに作られている。袖はまったく残っておらず、燃焼部には焼土が堆積しており、

周囲に炭化物が広がっていた。点在する裾花凝灰岩の切石や角礫は、カマドの構築材であろう。煙道

はやや北に傾いて、75cmほ ど伸びている。

0                                   20cm

Iθイ

第284図  151号住居跡出土土器



遺物 :遺物はカマド周辺に多 く、特に

南東隅に集中している。 1～14は内面

黒色処理された土師器の杯で、底部は

すべて糸切 りと思われるが、 1～ 13に

はヘラケズリが施されている。1020

12013は 回転ヘラケズリで、他は手持

ちのヘラケズリとなる。また、304・

50708010に は焼成後、「十」の線

刻がなされており、13に は「Z」 の墨

書がある。16は 内面黒色処理された土

師器の椀で、体部は直線的に開く。150

17～22は須恵器の杯で底部は糸切 り痕

を残しており、22の 糸切 り痕は同心円

状 となっている。21022は焼成が悪 く、

淡灰褐色を呈している。23は 内面黒色

処理された土師器の皿で、口縁端部は

面取 りされている。

o2m#
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第285図  152号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

第287図  152号住居跡出土土器 2

153号住居跡 (第288図、図版380127)

520×位置 :EU・ EV・ EW-14015    規模 : 平面形 :方形

り新主軸方向 :不明 切 り合い :155・ 175号住居跡よ

床面 :平坦で明確であったが、固 く締まった部分はなかった。

壁 :垂直に近 く掘 り込まれており、明確に検出されている。最大壁高は26cmを 測る。

カマ ド:住居中央付近に床面が焼けて焼土化した部分があるが、カマドは調査区外にあると思われる。

柱穴 :2か所の掘 り込みを検出しており、直径が lmほ どあるため調査時は土坑 と考えたが、柱穴の可

能性もある。深さは約60cmで 、Plの覆土内には小さな炭化材が含まれていた。

遺物 :出土遺物は少ない。図示できたのは須恵器の杯で、共に底部は糸切 り痕を残しており、焼成は

良くない。

0                 10cm

――-355.00m

第288図  153号住居跡及び出土土器



154号住居跡 (第2890290図、

位置 :ES・ ET-12・ 13014

主軸方向 :N-15°―E

で34cmを 測る。

カマ ド :北壁の中央に作 られて

いる。最初は、壁面を幅80cm、

奥行40cmほ ど方形に突出させて

いたが、その後突出部を埋め、

新たに住居内に作 り替えている。

袖は残っていないが、東側にわ

ずかな痕跡が見 られる。煙道は

カマ ドとの取 り付 け部分が152

号住居跡に切 られているが、長

さは約165cmで、直径30cmほ どの

煙出しになる。

柱穴 :カ マ ドの東側に直径40cm

ほどの掘 り込みがあるが、深さ

は約20cmで、カマ ドに関連する

と思われる。

遺物 :1は 内面黒色処理された

杯で、粗いヘラミガキが施され

てお り、外面には指圧痕を残 し

ている。 2～ 4は須恵器の杯で、

底部はヘラキリであるが、 3・

4は手持ちのヘラケズ リで整え

ている。 5は ロクロナデされた

小型甕で、底部は糸切 りの後に

ヘラケズ リを施 している。

A ss+.aot

第 6節 古 代

152号 住居跡

第289図  154号住居跡

)                                   20cm

図版380127)

規模 :450× 390 平面形 :長方形

切 り合い :151.152号住居跡より古

覆土 :4層に大別でき、住居中央部分には厚さ 5 cmほ どの灰層が認められる。

床面 :平坦で明確に検出され、住居中央部分は固く締まっていた。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く明確に検出できたが、南壁の一部は撹乱で壊されている。最大壁高は西壁
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ヱθ7



第5章 遺構と遺物

他に、勾玉 (第580図 5)が出土 している。

156号住居跡 (第 2910292図、図版39・ 127)

位置 :EP・ EQ・ ER-13・ 14

主軸方向 :N

規模 :345× (310)     平面形 :方形

切 り合い :157号住居跡 より新

床面 :平坦であったが、不明確で推定部分 も多い。

壁 :E地区の西側は、自然堤防を削って水田として利用されている部分のため、浅い住居は地表から

床面 まで60cmほ どしかない。 したがって、壁の

上部がすでに破壊 されていた住居跡があ り、

この住居跡 も壁高 5 cmほ どしか残っていなかった。

カマ ド :ゴヒ壁西寄 りに作 られているが、北側は

調査区外にあり、全容は把握できなかった。西

袖は角礫を立ててお り、東袖に石は残っていな

かったが、埋設のための掘 り込みが検出されて

いる。カマ ドの西側 には厚さ 9 cm、 幅16cm、 残

存する長さ21cmの裾花凝灰岩の切石があり、天

井部に使用されたものと思われる。火床の奥に

は角礫が支脚 として立てられている。

遺物 :1～ 6は 内面黒色処理された土師器の杯

で、底部はいずれも糸切 り痕を残している。 7

は土師器大型盤の脚部で、ハの字状に開いてお

り、端部は平坦に面取 りされている。 8は大型

の須恵器甕で、平行タタキが施されてお り、内

第291図  156号住居跡
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面の当て具痕はナデで消している。外面には自然釉が付着している。

他に、打製石斧 (第 558図 2)と土錘 (第 554図 22)が出土 している。

159号住居跡 (第293・ 294図、図版39・ 127)

位置 :EP・ EQ-11012

主軸方向 :E

床面 :カ マ ド付近は良 く締 まって

いたが、西側は不明確な部分があ

る。北西隅は昭和44年に行われた

調査の トレンチで削られていた。

壁 :156号住居跡同様、上部が削平

されていたため立ち上が りは顕著

であったものの、壁高は10cm前後

の部分が多い。

カマ ド :東壁北寄 りに作 られてい

るがすでに破壊されてお り、火床

だけが残っていた。

遺物 :1～ 3は 内面黒色処理され

た土師器の杯で、底部はいずれ も

糸切 りと思われるが、 1・ 3は糸

切 りの後、ヘラケズリが施されて

いる。 2の底部には焼成後「一」

の線刻が行われている。 4～ 9は

規模 :390× 375

切 り合い :157・ 176号住居跡 より新

a gss.oot

第293図  159号住居跡

平面形 :方形
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第5章 遺構と遺物

須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残 し、 8に は「有」の墨書がある。10は 土師器の甕で、底部は砲弾

状を呈する。外面は口縁部を除いてヘラケズ リが施 されてお り、内面は粗いハケの後、ナデを行 って

いる。

他に、棒状の鉄製品が出土 している。

160号住居跡 (第 295～ 297図 、図版4001270128)

位置 :EN・ EO-12013  規模 :315× 310 平面形 :方形

主軸方向 :N-85°一E  切 り合い :16101630174号住居跡より新

床面 :平坦で顕著であつた。特にカマドの正面付近は固く締まっており、 2～ 4 cmの 厚さで部分的に

2面検出されている。

壁 :上部が削平され、壁高は最大20cmほ どであったが、立ち上がりは垂直に近 く、顕著であった。

カマ ド:東壁の南寄 りに作られているが、すでに壊されており火床しか残っていない。火床の周囲に

は炭化物が広がっており、カマド構築材の角礫が点在していた。

柱穴 :直径50cmほ どの掘り込みを検出している。深さは約10cmで、底部からは炭化物が検出されてい

る。

遺物 :南東隅に集中しており、何枚も重なって出土している。 102は、内面黒色処理された土師器

の杯で、口径に対して器高が小さい。いずれ

も底部には糸切 りの後、回転ヘラケズリを行

っている。 2に は墨書があるが、一培「が欠け

ており判読できない。 3～16は須恵器の杯で、

底部は糸切 り痕をそのまま残している。焼成

が悪 く灰白色のものが約半数含まれている。

14～ 16に は「万」の墨書がある。17は 須恵器

高台付の杯で、体部は短 く直線的に立つ。18・

19は 土師器の皿で、やや丸みを持つ底部には

回転ヘラケズリが行われており、全面にヘラ

ミガキが施されている。20は 内面黒色処理さ

れた土師器の鉢で、底部には手持ちのヘラケ

ズリが施されている。21・ 22は ロクロ成形さ

れた土師器の小型甕で、底部は糸切 り痕を残

しているが、21の 周囲にはヘラケズリが施さ

れている。23は ロクロナデされた甕で、内面

0                2m

第295図  160号住居跡

だ
一

Ｅ
ｏ
ｏ
．Ю
Ю
∞
劇
Ч

161号住居跡

A 355.00m

第296図  160号住居跡出土土器 1

2θθ



第 6節 古 代

第297図  160号住居跡出土土器 2

にはナデに近いハケが施されている。17～ 19は若干時代

が遡る遺物 とも思えるが、 2の杯 と重なって出土してお

り、同時代の遺物 といえる。

他に、滑石製の自玉 (第581図 34)と 鉄片が出土してい

る。

162号住居跡 (第2980299図 、図版400128)

位置 :EN・ EO-10・ 11   規模 :不明

平面形 :方形 ? 主軸方向 :N-130° 一E

切 り合い :1670176号住居跡、62・ 69号土坑より新

床面 :カ マドの検出から存在がわかつた住居跡で、床面

はほとんど確認できなかった。

壁 :東側はわずかに確認できたが、西側ではトレンチを

0                                   20cm

爾:ン

-354.80m

第298図 162号住居跡
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0                          20cm

第299図  162号住居跡出土土器

入れたがわからなかった。最大壁高はカマ ド付近で13cmが残っていた。

カマ ド :南東壁に作 られている。袖は角礫を並べてお り、周囲を粘土で覆っていたと思われる。火床

の中央部分には掘 り込みがあり、火床のほとんどは削られていた。

遺物 :1は土師器の皿で、小型で ミガキはな く、かわらけに近い。 203は 羽釜で、 2の鍔は 2か所

に把手状に付 くのに対 して、 3の鍔は一連で体部を巡っている。 また、 2は丁寧なナデの後にヘラミ

ガキが施されているのに対 し、 3は ケズリに近い粗いナデを残す粗雑な作 りである。

他に、刀子 (第572図 21)と 、鉄板を円錐状に折 り曲げた鉄製品 (第 573図 41)が出土 している。

163号住居跡 (第3000301図 、図版40・ 1280129)

位置 :EM・ EN-11012・ 13

主軸方向 :N-95°―E

床面 :凹凸はあるが良 く締 まってお り、顕

著であつた。ただ、東側は昭和62年の分布

調査で トレンチを掘 り下げた際に、床面を

削平 している。

壁 :上部は削平されていたが、立ち上が り

は顕著で、最大壁高はカマ ド付近で20cmを

測る。

カマ ド :東壁の北寄 りに作 られている。分

布調査の際に一部を解体 しているが、記録

によると、「袖は芯に平石を立て外倶Jを 粘土

で覆ってお り、壁面側には裾花凝灰岩の切

り石が袖に渡 されていた」。住居内にある

平石 も天丼に使われたものと思われる。小

さな火床が袖の先端付近から検出されてい

るが、支脚はない。煙道は、緩やかに上が

って110cmほ ど伸び、直径約30cmの煙出しに

なる。

規模 :(340)× 340      平面形 :方形

切 り合い :160号住居跡より古、1710174号住居跡 より新
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第 6節 古

遺物 :分布調査の際に出土した遺物 も含まれている。 1～14は内面黒色処理された土師器の杯で、い

ずれも底部は糸切 りと思われるが、 1～12は糸切 りの後、ヘラケズリを施している。15～20は須恵器

の杯で、底部に糸切 り痕を残しており、焼成の悪いものが多い。21は 内面黒色処理された土師器の椀

で、器壁が厚 く、体部外面に「西」の墨書がある。22は内外面黒色処理された土師器の皿、23は須恵

器の皿、24は灰釉陶器の皿で、いずれも高台が付けられている。23の 杯部内面には自然釉が付着して

おり、24の灰釉はハケ塗 りである。25～ 27は土師器の小型甕で、いずれもロクロ成形であるが、26の

外面にはカキメが施されている。

1:IIIツ

o                                   20cm

::::::::::ジ
「

平三:薫ノ
・ :・ :・ :・ :iノ

。
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第301図  163号住居跡出土土器
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切 り合い関係 :1660177号住居跡より新

床面 :166号住居跡の北東側か ら床面 とカマ ドの一

部 と思われる角礫 を検出したが、北側の大半は調査

区外にあり、床面 も浅 く、壁などは検出できなかっ

た。

カマ ド :火床 と構築材の角礫 を検出したが、構造や

方向などはわからなかった。 10cm

遺物 :土師器の杯 と甕がある。杯は底部内面がヘラ
第302図  165号住居跡出土土器

ミガキされてお り、黒色処理されていたと思われる

が、二次焼成を受けてお り残っていない。甕はロクロナデされてお り、内面にはハケの痕跡をわずか

に残 している。

166号住居跡 (第3030304図、図版41・ 129)

位置 :EL・ EM-12013

主軸方向 :N-5° 一E

規模 :345× 295 平面形 :方形

切 り合い :165号住居跡より古、1710173・ 177号住居跡より新

床面 :平坦で顕著であった。住居中央部分は、東西に固く締まった部分が認められた。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く顕著で、壁面から簡単に覆土が象J離 した。カマド側の壁が南側に比べ40

cmほ ど長 く作られている。壁高は最大26cmを残している。

カマ ド:北壁西寄 りに作 られている。壁面を奥行25cmほ ど突出させており、東側が住居跡より新しい

掘 り込みで壊されているため幅は明らかではないが、60cm前後が想定される。住居内に袖は残ってお

第5章 遺構と遺物

165号住居跡 (第 302図 、

位置 :EK・ EL-13

平面形 :不明

図版 129)

らず、火床だけが検出されている。ま

た、カマ ドから西側には炭化物が広が

っている。

柱穴 :北西隅に深さ20cmほ どの掘 り込

みがあり、周辺に広がる炭化物が底部

付近からも検出されている。中からは

土器のほか、獣骨 も出土 している。

遺物 :カ マ ドとPlの 周辺か ら出土 し

ている。 1～ 5は 内面黒色処理された

土師器の杯で、底部はいずれも糸切 り

であるが、 102は 回転ヘラケズリ、

3・ 4に は手持ちのヘラケズリが施さ

れている。 1の体部外面には「西」の

墨書があり、 3の底部にはヘラケズリ

の後、「 ×」の線亥Jがなされている。6

～12は須恵器の杯で、底部はいずれも

2“

堡『1脅T不明

A sss.oot
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第 6節 古

糸切 り痕を残 している。体部が直線的に開 くものと、湾曲するものがあるが、灰白色で焼成は悪い。

7に は「西」の墨書がある。13は須恵器の箱形の杯で、口径12.2cmと 小さい。14は 須恵器の杯蓋であ

る。15は内外面黒色処理された皿で、丁寧なヘラミガキが施 されてお り、体部に「西」の線刻がある。

16は 灰釉陶器の皿で、内面には自然釉 と思われる釉が全面に付着 しているが、外面にはない。17は ロ

クロナデされた土師器の甕で、外面の胴下半部にはヘラケズ リが施 されてお り、内面はハケで整 えて

いる。

■:・ :■ :・ :■ :・ :・ :ウ

::::::::::::::::::ク

0                                   20cm

166号住居跡出土土器第304図

171号住居跡 (第305図、図版42・ 129)

規模 :520× (450)   平面形 :方形-12013位置 :EL・ EM・ EN‐

主軸方向 :N-25° ―W 切 り合い :1630166号住居跡より古、173・ 177号住居跡より新

床面 :小 さな凹凸はあつたが、明確に検出できた。

壁 :住居北壁は166号住居跡と重なっているため、すでに壁面が削られており検出できなかったが、そ

のほかの部分は、ほぼ垂直に立ち上がっていて、顕著であつた。最大壁高は南壁で30cmを測る。

カマ ド:北壁中央付近に火床と思われる焼土がみられたが、 トレンチで多くが壊されており、袖など
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第 6節 古 代

の痕跡は確認できなかった。

柱穴 :主柱穴 4本 と、住居の中央部から1か所の掘 り込みを検出した。主柱穴は直径65～ 80cm、 深さ

は80cm前後で、Pl・ P4に は直径20cmほ どの柱痕跡 と思われるくぼみがある。P5は深さ50cmほ どある

が、その位置から、171号住居の施設とは考えにくい。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部には手持ちのヘラケズリを施 している。 2～ 8は

須恵器の杯で、 506の底部はヘラキリであるが、他は糸切 り痕を残している。比較的底径が大きく、

体部は直線的に開く。 9は須恵器の高台付杯で、口径が大きく、体部は底部から明確な稜をなさずに

立ち上がる。10は内面黒色処理された土師器の鉢で、底部には手持ちのヘラケズリが施されている。

11012は土師器の甕で、11は 指オサエの後ナデ、12は 粗いミガキで器面を整えている。

他に、棒状の鉄片が出土している。

201号住居跡 (第 306図、図版43)

位置 :FC・ FD-14・ 15

主軸方向 :N-100° ―E

規模 :345× 305 平面形 :方形

切 り合い :107号土坑より古、211号住居跡より新

床面 :明確に検出されたが、固く締まった部分はなかった。中央部分がわずかに高くなっている。

壁 :立 ち上がりは垂直に近 く、顕著であった。最大壁高は東壁で20cmを 測る。

カマ ド:東壁南寄 りに作られている。袖は長さ30cmほ どがコの字状に残っており、火床の位置から、

さらに20cmは あったと考えられる。周辺から石の出土がないので、袖は粘土製であったと思われる。

煙道は約30cmが検出されているが、先端部は削平されて残っていない。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は ロクロ成形された小型甕で、底部は糸切 り痕を残している。 2は ロク

ロナデされた甕の口縁部である。

他に、砥石 (第563図 13)、 土錘 管状の上製の玉 (第583図 153)が 出土している。
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第5章 遺構と遺物

202号住居跡 (第3070308図、図版43・ 129)

位置 :FF・ FG`FH-14・ 15     規模 :505× 平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-5° 一E 切 り合い :126号土坑より古、217・ 218号住居跡より新

床面 :南側は農道のため調査できなかった。全体に軟弱で不明確であったが、部分的に固い面が残っ

ていた。

壁 :立 ち上がりは明確で、最大壁高は東壁で44cmを 演1る 。

カマ ド:北壁東寄 りに作られている。西側の袖がわずかに残っており、先端には角礫が据えられてい

た。壁際から焼土が検出されているが、火床 と思われる締まった焼土は残っていない。煙道はやや東

に傾いて130cmほ ど伸びている。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部には糸切 り痕を残 している。

そノ

2～ 5は須恵器の杯

I sss.+ot

第307図 202号住居跡
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第 6節 古

であるが、焼成が悪 く軟質のものが多い。底部にはいずれも糸切 り痕を残 している。 6は 内面黒色処

理された土師器の椀で、体部の湾曲が強 く、口径に対 して器高が大きい。 7・ 8は 内外面を黒色処理

した土師器の皿で、丁寧なヘラミガキが施 されている。

203号住居跡 (第309・ 310図、図版440129)

位置 :FA・ FB-16017

主軸方向 :N-110° 一E

規模 :325× 平面形 :方形 ?

切 り合い :104・ 105号土坑 より古、209号住居跡より新

床画 :平坦で明確であったが、北側は調査区外にあり、固く締まった部分はなかった。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く、顕著であつた。壁高は20cm前後が残っている。

カマ ド:東壁南寄 りに作られている。袖などはまったく残っておらず、火床だけが検出されており、

周囲に炭化物が広がっていた。カマドの南側から検出されている平石はカマドの構築材であろう。

遺物 :カ マド周辺から出土している。 1～ 5は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 り痕を

そのまま残している。 6は灰釉陶器の長頸壺で、釉薬はハケ塗 りされており、月同部は肩付近までヘラ

ケズリされている。

205号住居跡 (第311図、図版130)

位置 :FCO FD-16017

平面形 :不明

規模 :不明

主軸方向 :不明

切 り合い :2100214号住居跡より新

床面 :遺構検出の際、固 く締 まった床面が部分的に

検出された住居跡で、壁やカマ ドなどの施設は検出

されていない。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は内面黒色処理された

土師器の杯で、底部は糸切 りの後、手持ちのヘラケ

ズリを施 している。 203は 須恵器の杯で、底部に

は糸切 り痕を残 しているが、底径が大 きく、体部は

直線的に開 く。 4は ロクロ成形された土師器の小型

甕で、底部には糸切 り痕を残 してお り、周囲にヘラ

ケズ リを施 している。

0               2m

第309図 203号住居跡

暗黄褐色土

-355.20m

第310図  203号住居跡出土土器
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o                                    20cm

第311図  205号住居跡出土土器

206号住居跡 (第312図、図版 130)

位置 :EY OFA・ FB-13014015 規模 :(410)×        平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明          切 り合い :20402080313号住居跡より新

覆土 :仁和の洪水砂 とされる暗灰黄色の砂を覆土にもつ。

床 :平坦であったが軟弱であった。南東側が

調査区外にあるため、カマドなどは検出され

ていない。壁 :覆土が砂層のため検出は容易

であったが、調査区の周囲に掘った排水溝に
204号

より、壁の一部を壊してしまった。最大壁高 住居跡

は、西壁で36cmを測る。

遺物 :遺物はほとんど出土していない。 1は

内面黒色処理された杯で、底部には糸切 り痕   ~

を残しており、内面はヘラミガキされていな

い。 2は 内外面黒色処理された土師器の皿で、

底部には朱墨による「吉」の墨書がある。

他に、鉄片が出土 している。

207号住居跡 (第3130314図、図版44・ 130)

位置 :FF・ FG-16・ 17  規模 :360× 325

平面形 :方形 主軸方向 :N-5° ―E

切 り合い :101～ 103・ 1160134号土坑より古

床面 :南側は土坑により壊されていたが、そ

の他の部分は平坦で顕著だった。

壁 :ほ ぼ垂直に掘 り込まれてお り、最大壁高

は55cmを 測る。西壁 は矢板により寸断された

ため、不明確な部分がある。

カマ ド :北壁のやや東寄 りに作 られているが、

101号土坑に壊されてお り、残っていない。ただ、

1

10cm

第312図  206号住居跡及び出土土器

炭化物や角礫が点在しており、カマドが存在した位

置は特定できる。

遺物 :カ マド周辺から出土している。 1～ 4は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は摩滅して不

明の 4を除き、いずれも糸切 りの後、手持ちのヘラケズリを施している。 5～ 7は須恵器の杯で、底

21θ

-355.20m



第 6節 古 代

部に糸切 り痕を残 してお り、体部が直線的に開 くものと湾曲するものがある。 8は高台を持つ須恵器

の杯で、器高が大 きい。 9は 内外面黒色処理された皿で、復元口径16.5cmと 大 きく、端部は水平にな

るまで開 く。

他に、ガラス小玉 (第583図 143)が出土 している。

210号住居跡 (第315図、図版44・ 130)

位置 :FD・ FE-16017   規模 :450×          平面形 :方形

主軸方向 :N-105°一E  切 り合い :205号住居跡 OF区 1号溝 より古、2140216号住居跡 より新

床面 :平坦で顕著であつたが、固 く締 まった部分はほとんどなかった。

壁 :やや胴張 りとなるが垂直に立ち上がってお り、顕著であった。最大壁高は30cmを測る。

カマ ド :東壁に作 られている。南側の袖には角柱の石が立てられてお り、石組みを粘土で覆っていた

と思われるが、他に構築材 となる石

は出土 していない。煙道はほぼ水平

に約110cmイ申びている。

遺物 :出土遺物は少なく、カマ ド周

辺にはほとんどない。図示できたの

はいずれ も須恵器の杯で、 1は受部

を持ち、口縁部が内傾 して立ち上が

るのもので、この住居の遺物 とは考

えにくい。 2～ 4の底部はヘラキリ

で、 2は手持ちのヘラケズリ、 4は

ナデで整えている。

他に、鉄片 とガラス小玉 (第583図

145)が出土 している。

o                2m

第313図  207号住居跡
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第314図 207号住居跡出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

o                2m

211号住居跡

(第 3160317図、図版450130)

位置 :FD OFE-14・ 15・ 16

規模 :375× 345   平面形 :方形

主軸方向 :N-15° ―E

切 り合い :201号住居跡、1070110号土

坑より新

床面 :平坦で顕著であった。

壁 :検出面上層での検出はできなかっ

たが、床面付近の立ち上が りは垂直に

近 く明確であつた。最大壁高はカマ ド

付近で37cmを 測る。

カマ ド :北壁中央に作 られている。壁

面を幅50cm、 奥行40cmほ ど突出させて

いるが、底部は床面より10cmほ ど高 く、

燃焼部 というよりも煙道に近い役割を

果たしていた と思われる。東側には袖

の痕跡 を残 しており、平石を立てて周

212

第315図  210号住居跡及び出土土器

A gss.zot

0                 10cm

暗灰色砂
暗灰黄褐色砂質土
暗黄褐色土 (貼床 ?)
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灰
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＼可

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ
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目
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第316図 211号住居跡



第 6節 古

りを粘土で覆った構造が

理解できる。

遺物 :出土遺物は少ない

が、住居中央付近の覆土

から牛の骨がほぼ 1頭分

出土 している。 1は底部

ヘラキリの須恵器杯で、

底径が大 きく、体部は直

線的に開 く。 2は須恵器

の杯蓋で、扁平な宝珠型

のつまみがつ く。 3は土

師器の小型甕で、指圧痕

を顕著に残す。 4は最大

径を口縁部に持つ甕で、

底部は木葉痕を残 してお

り、胴部外面はヘラケズ

リで整えている。

第317図  211号住居跡出土土器

他に、切断痕のある鹿角 (第579図 1)が出土している。

215号住居跡 (第318図、図版46)

位置 :FB・ FC-13・ 14

主軸方向 :N-65°一W

規模 :不明 平面形 :方形

切 り合い :2060208号住居跡より古、212号住居跡より新

床面 :平坦であったが締まった部分がなく、不明確であった。

壁 :検出できたのは西壁 と北壁の一部にすぎないが、比較的顕著で立ち上がりも垂直に近い。最大壁

高は25cmを 測る。

カマ ド:西壁に作られている。袖は粘土製で、長さ40cmほ どが残っており、燃焼部には焼土が広がっ

ていた。煙道は住居の壁面に直交

して、ほぼ水平に80cmほ どが検出

されている。

柱穴 :主柱穴 と思われる 1本が検

出されている。直径40cmほ どで深

さは55cmを 測る。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示

できる土器は、底部がヘラキリの

第318図 215号住居跡及び出土土器

2ヱθ



第5章 遺構と遺物

須恵器の杯だけである。

他に、 1孔を持つ滑石製有孔円盤 (第583図 2)が出土 している。

217号住居跡 (第 319図 )

位置 :FE・ FF-14     規模 :不明      平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明       切 り合い :202号住居跡より古、218号住居跡より新

床面 :202号 住居跡の西側か ら

検出された住居で、北東隅付近

の一部 を検出したにすぎない。

床面は平坦であったが、締 まっ

ている部分はなかった。

壁 :壁高は20cmほ どで、なだら

かに立ち上がる。

iF皇 :繰2「言『:妥i:'

-355.20m

後、手持ちのヘラケズリを施し

ている。 2・ 3は須恵器の杯で、

底部はいずれも糸切 り痕を残し

ており、焼成はよくない。 4は
第319図 217号住居跡出土土器

外面にヘラケズリを施す北武蔵型の甕で、頸部はコの字形 となる。

他に鉄片が 1片出土 している。

218号住居跡 (第320図、図版 130)

位置 :FF・ FG-15

主軸方向 :不明

規模 :410× 平面形 :方形

切 り合い :2020217号住居跡、128・ 129号土坑より古

床面 :北側は平坦で良く締まった部分もあったが、南側は不明確で、 トレンチで壊してしまった。

マドなどは検出されていないが、床面の状況から南壁か東壁にあったと思われる。

壁 :検出できた北側の立ち上がりは、垂

直に近 く顕著で、最大壁高は西壁で30cm

を瀬Jる 。

遺物 :出土遺物は少ない。図示できるの

は、底部に糸切 り痕を残し、体部が直線

的に開 く須恵器の杯だけである。

他に須恵質の紡錘車 (第553図 1)が出

土している。

」               2m

2ヱイ

第320図  218号住居跡及び出土土器



221号住居跡 (第321・ 322図、図版460130)

位置 :FI・ FH-17・ 18    規模 :(360)× 360

主軸方向 :N-115° 一E    切 り合い :225・ 235・

床面 :住居中央部分から固 く締 まった床面を検出したが

きなかった。検出面をわずかに掘 り下げると

床面になるため、上層から掘 り込まれていた

ものと思われる。

壁 :床面から明確な屈曲部 を持たずに、なだ

らかに立ち上がっている。最大壁高は13cmを

澳Jる 。

カマ ド :南東隅に作 られている。ほとんど原

形を留めていないが、北側の袖には平石が立

てられてお り、わずかに焼土が認められる。

カマ ドの周辺には角礫 と共に、多数の焼土塊

が点在 しており、カマ ドの構築材 としてレン

ガ状の焼 き物が使用されていたと考えられる。

柱穴 :住居内から3か所の掘 り込みが検出さ

れているが、深さは20cm以下で住居 との関係

は定かではない。

遺物 :ほ とんどがカマ ド周辺から出土 してい

る。 1～ 3は小型の土師器の杯で、ロクロ痕

0                                   20cm

平面形 :不整隅丸方形

236号住居跡 より新

、周囲は凹凸が激 しく、

第 6節 古

叶ノ
面床な嚇

　

い

-355.30m

巨王国焼土塊

o                2m

第321図 221号住居跡

第322図  221号住居跡出土土器
215



第5章 遺構と遺物

を顕著 に残 しており、 ミガキはない。底部は糸切 り痕をそのまま残 している。 4は 内面黒色処理され

た土師器の椀で、内面にはヘラミガキを行っておらず、粗い作 りである。 5は土師器の小型甕で、歪

みが大 きく、ロクロは使用していない。 607は 羽釜である。 6は非常に粗い作 りで、内外面にはナ

デに近いケズリを施 しているが、口縁部や鍔にはヨコナデを行っておらず、器面の凹凸が著 しい。 7

は比較的丁寧な作 りで、ハケの後にヨコナデを施 している。

他に、滑石製の自玉 (第 581図 37)が出土している。

222号住居跡 (第3220324図、図版46・ 130)

位置 :FN rFO-17・ 18

主軸方向 :N-95° 一E

規模 :415× 365 平面形 :方形

切 り合い :1410161号土坑より古

床面 :比較的平坦であり、明確に検出できたが、固 く締 まった部分はなかった。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く、顕著であった。最大壁高は北壁で31cmを測る。

カマ ド :東壁中央付近に作 られている。カマ ドがあった部分は10cmほ どの掘 り込みとなってお り、意

図的に破壊されたものと考えられ

る。周辺には炭化物や角礫が点在

している。

遺物 :1～ 12は 土師器の杯で、 1

は内外面、 2～ 12は内面が黒色処

理されている。いずれも底部は糸

切 り痕 を残 し、 1に は周囲にヘラ

ケズリを行っている。全体に作 り

は丁寧で、内面に暗文風のヘラミ

ガキを施しているものがある。 3

には墨書が見 られる。13は 内面黒

色処理された土師器の皿で、突出

する底部には糸切 り痕を残 してい

る。14・ 15は 灰釉陶器の皿で、い

ずれも釉薬はハケで塗 られている。

16は 内外面黒色処理 された耳皿で

ある。17は灰釉陶器で、短頸壺の

4 sss.sot

暗褐色土

黒褐色土

炭化物

第323図  222号住居跡

:・ :・ :・ :・ :・ ン

0                                   20cm

第324図 222号住居跡出土土器 1
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第 6節 古

0                                   20cm

第325図  222号住居跡出土土器 2

蓋と思われる。外面には全面に釉薬が付着している。18は ロクロ成形された土師器の甕である。

他に、土錘が 2点 (第 554図 16・ 21)、 槍状の鉄器 (第573図 37)、 鉄製紡錘車 (第573図 48)な どが出

土している。

223号住居跡 (第326図、図版130)

位置 :FP・ FQ O FR 16017     規模 :445× 320 平面形 :長方形

主軸方向 :不明 切 り合い :227・ 242号住居跡 より新

床面 :床面から存在が確認された住居跡で、ほぼ全面から固 く締 まった床面が検出されているが、カ

マ ドなどの付属する施設はない。

壁 :床面だけが検出された状態で、壁

面はほとんどないが、西壁で 5 cmほ ど

を残す。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示でき

たのは底部に糸切 り痕を残す須恵器の

杯だけである。

0                  10Cm -355.40m

o                2m

/

第326図 223号住居跡及び出土遺物
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第5章 遺構と遺物

224号住居跡 (第327・ 328図、図版470131)

位置 :FS・ FT-17・ 18    規模 :380× 320

主軸方向 :N-95°一E    切 り合い :248・

覆土 :5層 に分層でき、住居の中

央部分 には、床面から 5 cmほ ど浮

いた状態で炭化物がレンズ状に堆

積 している。

床面 :平坦で明確に検出できたが、

固 く締 まった部分はなかった。

壁 :明確に検出でき、立ち上が り  上

も垂直に近い。壁高は北壁で30cm

ほどが残っている。

平面形 :方形

256号住居跡より新

カマ ド :東壁南寄 りに作 られてい

るが、火床 と思われる焼土 と煙道

の一部が残っていたにすぎない。

煙道は住居 との取 り付け部分が土

坑に壊 されているが、やや南に傾

いて115cm伸びている。火床 と煙道

の位置が若干ずれているため、同

一の施設 と考えるには問題 もある。

周辺には炭化物や平石が点在 して

a sss.rot

V

0                2m

第327図

'  I 暗灰黄掲色土 (炭化物多 )

Ⅱ 暗灰黄褐色土
Ⅲ 暗灰褐色土 (炭化物・灰多)

Ⅳ 炭化物
V 暗褐色土

224号住居跡

Ｅ
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第328図  224号住居跡出土土器



第 6節 古

いる。

遺物 :1～ 8は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部はいずれも糸切 りである。 1に は糸切 りの後

手持ちのヘラケズリを施している。 9・ 10は 土師器の皿で、内面黒色処理されており、体部はわずか

に外反して開き、高台が比較的高い。11は 灰釉陶器の皿で、釉薬はハケ塗りである。12は ロクロ成形

された土師器の甕で、底部には糸切 り痕を残している。13は須恵器の短頸壺で、口縁端部は平坦に面

取 りされている。

他に、凹石 (第569図 25)、 キャップ状の鉄製品 (第 573図 46)が出土 している。

225号住居跡 (第3290330図、図版47)

位置 :F10 FJ-16017  規模 :330× 305            1           1

平面形 :方形   主軸方向 :N-85°一W

切 り合い :221号住居跡、1380154・ 155号土

坑より古、231号住居跡より新

床面 :平坦で明確であり、カマ ド周辺は固 く

締 まっていた。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く顕著であった。

壁高は土坑に壊されている部分を除き、30cm

前後が残っている。

カマ ド :西壁南寄 りに作 られている。袖は残

っておらず、焼土ブロックと平石が周辺に散

在 している。火床の周囲には炭化物が広がつ

てお り、火床 も良 く焼けている。煙道は床面

より約10cm上がった部分か ら掘 り込 まれて

120cmほ ど伸び、直径約40cmの煙出しとなる。

遺物 :1～ 4は 内面黒色処理された土師器の

杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残 している。

Ｅ

ｏ
Ю
．Ю
Ю
∞

―
―
―

0                2m

第329図 225号住居跡
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第330図  225号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

3に は墨書があるが、破片であり判読できない。 5は須恵器の杯であるが、器壁が厚 く底部はヘラキ

リであることから、 この住居の遺物 とは考えにくい。 6は灰釉陶器の皿で、釉薬は漬け掛けされてい

る。 7は薄 くヘラケズ リされた北武蔵型の甕で、頸部は直立 し、コの字状 となる。

他に、滑石製の自玉 (第581図 39)が出土している。

227号住居跡 (第3310332図、図版470131)

位置 :FP OFQ・ FR-17018019 規模 :460× 410       平面形 :方形

主軸方向 :N-100° ―E      切 り合い :223号住居跡より古、228・ 230・ 242号住居跡より新

床面 :凹凸はあるが床面は固く締まっており顕著であった。

壁 :南壁は垂直に近 く掘 り

込 まれてお り顕著であった

が、北壁 は230号住居跡 との

重複が不明確で、一部推定

部分がある。最大壁高は東

壁で28cmを 測る。

カマ ド :東壁南隅付近に作

られている。住居内には袖

などの施設はまった く残っ

ておらず、直径30cm前後の

火床だけが検出されている。

煙道 はやや北 に傾いて115

cmほ ど伸びている。

遺物 :カ マ ド周辺か ら出土

している。 1～ 6は 内面黒

色処理された土師器の杯で、

底部には糸切 り痕を残 して

いる。 7は底部に糸切 り痕

0                2m
I 暗褐色砂質土
Ⅱ 暗灰掲色砂質土 (炭化物多)

Ⅲ 暗黄褐色土 (焼土多)

Ⅳ 焼土

227号住居跡

E

|

第331図

0                                   20cm

第332図  227号住居跡出土土器
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第 6節 古 代

を残す須恵器の杯で、焼成はよくない。 8は釉薬がハケ塗 りされた灰釉陶器の椀、 9は 内面黒色処理

された土師器の皿である。

228号住居跡 (第3330334図、図版48・ 131)

位置 :FP・ FQOFR-16017    規模 :420× 385 平面形 :方形

主軸方向 :N-110° 一E  切 り合い :2230227号 住居跡、142号土坑より古、242号住居跡より新

覆土 :床面および床面直上から、炭化物を混入した灰が多量に確認されている。

床面 :多少凹凸はあるが顕著で、中央部分からは固く締まった床面が検出されている。

壁 :住居の重複が多い部分

で検出された住居であるが、

壁面はほぼ垂直に立ち上が

ってお り、顕著であつた。

最大壁高は西壁で35cmを測

る。

カマ ド :東壁中央付近に作

られている。袖はまった く

残っておらず、火床 とその

周 りか ら炭化物が検出され  A

ているが、石などカマ ドの

構築材 と思われるものはな

い。煙道は、やや南に傾 き

85cmほ ど伸びて煙出しとな

る。

遺物 :102は 内面黒色処

理された土師器の杯で、共

に底部 は糸切 りと思われる

が、回転ヘラケズリを施 し

ている。 3～ 5は須恵器の

杯で、底部には糸切 り痕を

bl  I 暗褐色土
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

暗灰褐色土

暗灰掲色土 (炭化物多量)

灰 (炭化物混入)

暗黄褐色土

暗灰褐色粘質土

焼土
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第333図  228号住居跡
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第5章 遺構と遺物

残 している。 4・ 5に は黒斑がみられ焼成 もよくない。 6は 内面黒色処理された土師器の皿、 7は胴

部外面をヘラケズリ、内面をハケで整えた土師器の甕である。

他に、砥石 (第 563図 9)が出土している。

230号住居跡 (第3350336図、図版480131)

位置 :FP O FQ・ FR-18・ 19 規模 :390× 平面形 :方形

主軸方向 :N-15°―E   切 り合い :227号住居跡 01号墓より古、2320250号住居跡 より新

床面 :西側部分の床面が不明確で、一部掘 り過ぎた部分がある。また、227号住居跡の床面 と比高に差

がないため、住居の範囲は明確でない。

壁 :比較的顕著で、立ち上が りも垂直に近い。

カマ ド :北壁東寄 りに作 られている。袖は

残っていなかったが、周辺に構築材 と思わ

れる平石が散在 している。煙道はほぼ水平

に掘 り込まれてお り、約 lm伸びて煙出し

となる。

遺物 :1～ 3は 内面黒色処理された杯で、

いずれも底部に糸切 り痕を残 してお り、内

面には丁寧なヘラケズリが施されている。

4・ 5は 内外面黒色処理された土師器の椀

で、口径が10cmほ どと小さいが、全面に丁

寧なヘラミガキを行っている。 6は底部に

糸切 り痕を残す須恵器の杯、 7は須恵器の

皿で、口縁端部は肥大し、垂直に面取 りし

ている。 8～ 10は ロクロ成形された土師器

の小型甕である。

他に、 卜骨の小破片が出土している。

最大壁高は25cm前後が残っている。

一―-355.20m

0                2m

第335図  230号住居跡

o                                   20cm
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第336図  230号住居跡出土土器



第 6節 古

232号住居跡 (第337・ 338図 、図版49・ 131)

位置 :FPOFQ-18019   規模 :不明

平面形 :方形 ?  主軸方向 :E

切 り合い :230号住居跡・ F区 8号溝 0164

号土坑 より古

床面 :残っていた部分は、凹凸はあるが顕

著で、中央部分が固 く締 まっていた。

壁 :東壁 と南壁の一部 しか検出できなかっ

たが、立ち上が りは垂直に近 く明確であつ

た。壁高は南壁で30cmほ どが残っている。

カマ ド :東壁に作 られていたと思われるが、

火床 と思われる焼土 と、構築材 と思われる 0

石以外に痕跡を残 していない。

遺物 :1～ 4は須恵器の杯で、底部はすべ

て糸切 り痕を残 しており、焼成が悪い。 5

はロクロ成形された須恵器の小型甕で、口

縁端部は面取 りされてお り器壁が厚い。

233号住居跡 (第339図 )

位置 :FI・ FJ-14

主軸方向 :N-5°―E

-355.20m

第337図  232号住居跡

0                                   20cm

第338図 232号住居跡出土土器

規模 :395×        平面形 :方形

切 り合い :136号土坑 より古、243号住居跡 より新

床面 :住居の大半は調査区外にあたり調査できなかった。わずかに検出できた床面は平坦で顕著であ

った。

壁 :立ち上がりは、垂直に近 く顕著で、最大壁高は35cmを測る。

カマ ド:北壁に作られている。煙道が 2本検出されており、当初東側にあったカマドを西側に移した

ものと思われる。西側の床面からは焼土と平石が検出されているが、東側には痕跡を残していない。

煙道は共に幅15cm、 長さ120cmほ どで煙出しとなる。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は底部に糸切 り痕を残した須恵器の杯、 2は胴部外面にヘラケズリを行

う北武蔵型の甕で、頸部はコの字に近い形状 となる。
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Agss.zot

234号住居跡 (第340図、

位置 :FL/10FN-15・ 16

主軸方向 :N-10°―E
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0                 10cm

0               2m

第339図  233号住居跡及び出土土器

図版49)

規模 :360× 平面形 :隅丸方形

床面 :平坦で顕著であったが、

われる砂粒が検出されている。

切 り合い :144・ 158号土坑より古、229号住居跡より新

固 く締 まった部分はなかった。床面のほぼ中央部分から、金雲母 と思

壁 :東側は229号住居跡 との重複関係が不明確であったために掘 り下げてしまったが、検出できた部分

は明確で、ほぼ垂直に立ち上がっている。全体的にやや胴張 りとなり、最大壁高は31cmを 測る。

カマ ド :北壁中央に作 られている。東側には粘土製の袖がわずかに残ってお り、火床は良 く焼 けてい

る。煙道は床面近 くから掘 り込 まれて

お り、緩やかに上がって lmほ ど伸び、

直径約25cmの 煙出しとなる。

柱穴 :カ マ ドの西側から、長径約60cm

の掘 り込み (Pl)が検出されているが、

深さは20cmほ どで、カマ ドに付属する

施設 と考えられる。東側で検出されて

いる掘 り込みは、229号住居跡の柱穴

である。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示でき
158号土坑

るのは、底部に糸切 り痕を残す須恵器

の杯だけである。

0                 2m
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237号住居跡 (第341図、図版 49)

位置 :FH-14・ 15    規模 :不明

平面形 :方形 ?      主軸方向 :N-5° 一E

切 り合い :202号住居跡より古、243号住居跡より新

床面 :小さな凹凸はあつたが明確に検出できた。た

だ、東側 は202号住居跡に切 られてお り、南側は農道

で調査できなかったため、検出できたのはわずかな

部分である。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く顕著であった。壁高は

25cmほ どが残っていた。

カマ ド :北壁に作 られている。袖は残っていなかっ

たが、焼土 と炭化物が厚 く堆積 していた。煙道は検

出された部分は90cmほ どであるが、煙出しの位置か

ら160cmほ どあったと思われる。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示できるのは、外面

にヘラケズリを施 した北武蔵型の甕だけである。

他に、棒状の鉄製品が出土している。

239号住居跡 (第3420343図 、図版490131)

位置 :FQ OFR-15016 規模 :405×

あった。壁高は西壁で25cmほ どを測る。

カマ ド :北壁に作 られてお り、 2基並んで

検出されているが、炭化物などの検出状況

から、中央にあったカマ ドを西側に移 した

ものと思われる。住居内には火床だけが残

ってお り、煙道は共に80cmほ どが検出され

ている。

遺物 :1・ 2は 内面黒色処理された土師器

の杯で、底部は糸切 りの後、手持ちのヘラ

ケズリが施されている。 3～ 7は須恵器の

杯で、底部には糸切 り痕を残 してお り、焼

成の悪いものが多い。 8は須恵器高台付の

杯で、小型で杯部が箱形 となる。

他に、棒状の骨角器 (第 574図 15)と 、 ト

骨 (第 576図 48)が出土している。

0                2m
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202号住居跡
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平面形 :方形 主軸方向 :N-20°一E

切 り合い :251号住居跡より新

床面 :多少凹凸はあるが顕著で、明確に検出できた。

第341図  237号住居跡及び出土土器

壁 :南側は調査区外にあり調査できなかったが、検出できた部分は立ち上が りも垂直に近 く、明確で

L

―-355.20m

第342図  239号住居跡
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0                                  20cm

第343図  239号住居跡出土土器

242号住居跡 (第3440345図、図版50)

位置 :FPOFQ・ FR-16017018  規模 :485× (465) 平面形 :方形

主軸方向 :N-15°―E 切 り合い :223・ 2270228号住居跡 より古、249号住居跡より新

床面 :住居の重複が激しく、床面はほとんど227・ 228号住居跡の掘方に壊されていて、不明確な部分

が多い。北東隅が低 くなっているが、この住居に関係するのかどうか定かではない。

壁 :上部に作られた住居跡の床面の下から検出されたため、不明確な部分が多い。

カマ ド:火床の可能性がある焼土が北壁 と東壁付近から検出されているが、他に関連しそうな施設は

A.us.zo.n

o                2m
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228号住居跡

22δ

第344図  242号住居跡
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第345図  242号住居跡出土土器

ない。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、内外面にヘラミガキが施されている。 203は須恵器

の杯で、底部に糸切 り痕を残しており、口径に対して底径が大きい。

他に、砥石 (第 563図 4)が出土 している。

243号住居跡 (第3460347図、図版500131)

位置 :FH・ F10F」 -15・ 16  規模 :450× 440 平面形 :方形

主軸方向 :N-55°一W 切り合い :237・ 245号住居跡、1360139号土坑より古

床面 :小さな凹凸はあるが顕著で、カマド付近は固く締まっていた。東壁寄りの中央付近では、床面

からやや浮いた状態で炭化物が検出されている。

壁 :カ マド付近では明確に検出されたが、不明確な部分が多 く、立ち上がりも緩やかで、10cm前後し

か壁高が確認できなかった

部分が多い。

カマ ド :西壁中央に作 られ

ている。壁面をU字状に20

cmほ ど突出させており、住

居内には短い袖が残ってい

る。構築材の石が出土 して

いないことから、粘土製で

あった と思われる。煙道は

緩やかに上がって130cmほ

ど伸び、直径約30cmの煙出

しとなる。

遺物 :出土遺物は少ない。

102は 須恵器の杯で、 1

の底部にはヘラキリが認め

られる。 2はヘラキリの後、

断面三角形の高台をつけて

お り、杯部はわずかに外反

して立ち上がる。 3は最大

径を口縁部に持つ土師器の

長胴甕である。

他に、覆土中から黒曜石

製の石鏃 (第560図 17)が出
0                2m

第346図  243号住居跡
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第 5章 遺構と遺物

土 している。

第347図  243号住居跡出土土器

245号住居跡 (第348・ 349図、図版 131)

位置 :FG・ FH-15・ 16017  規模 :440× 400 平面形 :方形

主軸方向 :N-15°一E 切 り合い :1330134・ 139号土坑 より古、243号住居跡より新

床面 :住居の多 くは、井戸である134号土坑により壊されていたが、残った部分は顕著であった。

壁 :壁面は明確に検出できたが、立ち上がりはなだらかで、壁高は20cm前後しか残っていなかった。

カマ ド:北壁やや東寄りに作られ

ているが、土坑に壊されており、

煙道と煙出しが検出できたにすぎ

ない。煙出しは直径約50cmで、内

部に角礫が落ち込んでいる。

遺物 :図示できる遺物はいずれも

須恵器の杯で、 1の底部は糸切 り

の後、手持ちのヘラケズリを施し

ている。 2～ 4は糸切 り痕をその

まま残しており、 304はやや大

型で底径も大きい。 5は箱形の杯

で、断面四角形の高台が付けられ

ており、杯部は直線的に開く。

第348図  245号住居跡

0                                   20cm
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第349図  245号住居跡出土土器
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246号住居跡 (第3500351図、図版5001310132)

位置 :FSOFT-19020   規模 :310× 295

平面形 :方形 主軸方向 :N-115° ―E

切 り合い :147・ 150号土坑 より古、247・

248号住居跡より新

覆土 :5層に分層が可能で、覆土の上層

と中間で炭化物層が確認されている。

床面 :凹凸はあるが顕著で、中央部分か

らは固 く締 まった床面が検出されている。

壁 :炭化物の存在する部分は、その広が

りから壁面を確認できたが、そのほかの

部分は確認が難 しく、一部掘 り過ぎた部

分がある。最大壁高は西壁で29cmを 瀬Iる 。

カマ ド :東壁南寄 りに作 られている。袖

や火床などカマ ドに関連する施設は何 も

残っていないが、南東隅から裾花凝灰岩

の切石 と平石が検出されている。煙道は

壁際では検出できなかったが、やや離れ

た部分か ら検出された。110cmほ どの長

0                2m

第350図  246号住居跡
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o                                    20cm

第352図 247号住居跡出土土器

さで、先端には平石が伏せ られている。

遺物 :1～ 12は 土師器の杯で、10・ 11を 除いて内面黒色処理されてし
,ゝ
る。10・ 11も 本来黒色処理 され

ていた ものが、二次焼成等で失われたと思われる。底部 はいずれも糸切 りと思われるが、 1～ 6は 回

転ヘラケズ リを施 している。13は須恵器の杯で、底部には糸切 り痕を残 している。14は ロクロ成形さ

れた土師器の甕で、胴部にはカキメを施 している。15は 外面がヘラケズリされた北武蔵型の甕で、最

大径を胴部に持っており、脚部が付 くと思われる。

他に、土錘の破片 と鉄製品の破片が出土している。

247号 住居跡 (第352図、図版 132)

位置 :FR・ FS-18019   規模 :不明          平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-105° ―E   切 り合い :246号住居跡より古

床面 :住居の西側部分は246号住居跡に壊されてお り、南側部分は トレンチを入れて調査を行ったが検

出することはできなかった。したがって、検出できたのは北東隅の一部分であったが、この部分から

は顕著な床面が検出されている。

壁 :カ マ ド付近を除き、壁高は 5 cmほ どしか検出できなかった。

カマ ド :東壁に作 られていたが、わずかな煙道 と火床以外は検出できなかった。

遺物 :1は内面黒色処理された杯で、底部は糸切 りと思われるが、ヘラケズ リも行っている。 2は土

師器の甕で、外面をヘラケズリ、内面をハケで整えてお り、口縁部は内湾気味に立ち上がる。 3は須

恵器の壺の口縁部である。

他に、 卜骨の小破片が出土している。

248号住居跡 (第353図、図版51)

位置 :FTOFU-19020    規模 :435× 410       平面形 :方形

主軸方向 :N-110° 一E?  切 り合い :224・ 246号住居跡・ F区 7号溝より古、253号住居跡 より新

床面 :凹凸はあるが顕著で、中央部分は固 く締 まっていた。

壁 :立ち上が りは垂直に近かったが、周辺の遺構 との重複が多 く、検出時の掘 り下げのために壁高は

20cm前後 しか残っていなかった。

カマ ド :カ マ ドの痕跡は残っていないが、南東隅の床面に炭化物が広がってお り、東壁に作 られてい

た と思われる。

遺物 :出土遺物は少なく図示できるものはないが、内面黒色処理された土師器の杯や、灰釉陶器の椀、

北武蔵型の甕の破片などが含まれている。

2θθ
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他に、土錘 (第 553図 6)や鉄片など

が出土 している。

251号 住居跡 (第354・ 355図 、図版

51・ 132)

位置 :FP・ FQ-15016 規模 :410×

平面形 :方形

主軸方向 :N-20°一E

切 り合い :239号住居跡・174土坑より

古

床面 :南側は調査区外であり調査でき

なかったが、検出できた床面は平坦で

顕著であつた。住居の中央部分から、

やや浮いた状態で炭化物が出土 してい

る。

壁 :立ち上が りは、垂直に近 く顕著で、

最大壁高は31cmを測る。

第 6節 古

224号 住居跡

2mカマ ド :北壁中央に作 られている。西  0
―

、石組を粘土で覆
          第353図  248号住居跡

側の袖が残っており

う構造であったことが理解できる。煙

幅約25cmと 大きい。道は30cmほ どしか残っていなかったが、

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部には手持ちのヘラケズリを施している。底径が大

2～ 4は須恵器の杯で、底部はヘラキリである。 5も 須恵器の杯で、外に強 く開きく、器壁が厚い。

6～ 11は土師器の甕で、 6は ロクロ成形した後、胴下半部にく高台が付けられており、杯部は浅い。

ヘラケズ リを行っている。 7はハケで

整えられてお り、底部には木葉痕を残

している。 8は 6と 同一個体の可能性

がある。 9・ 10は胴部外面にヘラケズ

リを行 う北武蔵型の甕で、頸部はくの

字状 となる。11は 口縁部に最大径を持

つ長胴甕で、外面はケズリに近いナデ

で整えている。

他に、滑石製の自玉の破片 と、床面

直上か ら馬の頭蓋骨が出土 している。
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0                                   20cm

第355図 251号住居跡出土土器

254号住居跡 (第 356図、図版 132)

位置 :FU-18019      規模 :不明 平面形 :隅丸方形 ?

主軸方向 :不明 切 り合い :2530248号住居跡、 F区 7号溝より古

床面 :住居の大半は他の遺構に壊されており、検出できたのは南東部のわずかな部分であった。比較

的平坦で、焼土も検出されているが、他に付属する施設は残っていない。

壁 :住居の確認が難 しかつたため、壁高は10cmほ どしか残 らな

かった。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示できるのは、底部に糸切 り痕を

残す須恵器の杯だけである。

他に、石製紡錘車 (第562図 13)が出土している。 0                 10cm

232
第356図 254号住居跡出土土器



258号住居跡 (第 357図、図版520132)

位置 :FV・ FW-17・ 18

主軸方向 :N-20°一E

床面 :南側は溝に壊されていたが、全体的には平坦で明確に検出できた。

第 6節 古 代

規模 :380× 370       平面形 :方形

切 り合い :5号掘立柱建物跡、 F区 7号・ G区 8号溝 より古

壁 :立 ち上が りはなだらかであったが

顕著で、壁高は15cmほ どが残っていた。

カマ ド :北壁東寄 りに作 られている。

残っていた東側の袖は粘土製で、40cm

ほど伸びてお り、火床は良 く焼けてい

た。

遺物 :出土遺物はわずかで、底部にナ

デを施 した須恵器の杯が 1点出土して

いる。

他に、土製品 (第557図 2)と 、棒状

の鉄製品が出土している。

0                  10Cm

G区 8号溝

A ess.oot

第357図  258号住居跡及び出土土器

司ヽ

Ｅ
ｏ
ｏ
．Ю
Ю
∞
劇
Ч

259号住居跡 (第3580359図 、図版52)

位置 :FVOFW-19020   規模 :375×

主軸方向 :N-20°一E 切 り合 い :257号

住居跡・ F区 7号溝より古、261号住居跡より新

床面 :多少凹凸はあるが顕著で、明確に検出でき

た。中央部分からは炭化物が検出されている。

壁 :検出できた部分は、立ち上がりも垂直に近 く、

明確であつた。最大壁高は西壁で41cmを測る。

カマ ド:北壁に作られており、東側は溝に切 られ

ている。西袖は粘土製で、直線的に50cmほ ど伸び

ており、燃焼部には良く焼けた火床がある。煙道

は、わずかに痕跡を残すだけである。

遺物 :1・ 2は須恵器の杯で、 1の底部には手持

ちのヘラケズリが施されており、ヘラキリの可能

性がある。 2は高台の付 く箱型の杯で、器壁が厚

く高台は外に強 く開いている。 3は須恵器甕の底

平面形 :方形

o                2m

第358図 259号住居跡
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0                                   20cm

第359図  259号住居跡出土土器

部で、外面には平行タタキが行われている。

260号住居跡 (第3600361図、図版 132)

位置 :FW OFXOFY-20・ 21    規模 :465×

主軸方向 :N-15°―E

切 り合い :257号住居跡・170号土坑よ

り古、2630264号住居跡より新

床面 :平坦であったが、全体に不明確

な部分が多い。北側の炭化物はカマド

に関係するものと思われるが、その下

から検出した不定形の掘り込みは、263

号住居の一部 とも考えられ、260号住

居跡との関係は定かではない。

壁 :南東隅付近は明確に残っていたが、

その他の部分は不明確な部分が多い。

最大壁高は東壁で、38cmを測る。

カマ ド:炭化物から北壁にあつたと思

われるが、他に関連する施設はない。

遺物 :102は土師器の杯で、 1は内

外面黒色処理されており、暗文風のヘ

ラミガキが見られる。 2は内面黒色処

理されており、底部には糸切 りの後、

――-355.10m

平面形 :方形

第360図  260号住居跡

ハl

0                         20cm

IIII11:ノ
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第361図  260号住居跡出土土器



第 6節 古

手持ちのヘラケズリを施している。 3～ 7は須恵器の杯で、いずれも底部に糸切 り痕を残している。

3は、底部からの立ち上がりが強 く口径も大きい。 5に は墨書があるが判読できない。 8は ロクロ成

形された須恵器で、長頸壺の胴部 と思われる。

265号住居跡 (第362図、図版53)

位置 :FX・ FY-17018

主軸方向 :N-5° 一E

規模 :(345)× 平面形 :方形

切 り合い :G区 8号溝より古、2640357号住居跡より新

床面 :8号溝の底部 と床面がほぼ同一の面にあるため、不明確な部分が多かったが、中央部分からは

良く締まった床面が検出されている。

壁 :東西は溝に壊されており、南側は調査区境の矢板に壊されていたため、検出できなかった。北壁

は垂直に近 く立ち上がっており、最大壁高は36cmを測る。

カマ ド:北壁に作られている。煙道と、火床と思われる焼土が検出されているが、位置がずれており、

両者の関係は明確ではない。

遺物 :出土遺物はわずかで、図示できるの

は、外面にヘラケズリを施した北武蔵型の

甕の胴下半部だけである。        G匡 8号溝

0                         2

-354.80m

o                 10cm

第362図

266号住居跡 (第363図 、図版 132)

位置 :・ FW・ FX-16017  規模 :460× 平面形 :方形

り古、267号住居跡より新主軸方向 :不明 切 り合い :F区 7号溝よ

o                        20cm

．一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一
一

一一一一一一一一一一一一二

´

第363図 266号住居跡出土土器
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床面 :南側は調査区外にあり、検出できたのは北側のわずかな部分であった。床面は凹凸があり不明

確である。カマ ドなどの施設は確認されていない。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く顕著で、北壁では壁高58cmが残る。

遺物 :102は 内面黒色処理された土師器の杯で、いずれも底部は糸切 りと思われ,る が、 1に は回転

ヘラケズリが施されている。 3～ 5は須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残 してお り、歪みが大 きく焼

成 も良 くない。 6は 内面黒色処理された土師器の椀、 7は灰釉陶器の椀で、釉薬はハケ塗 りである。

8は 内面黒色処理された土師器の鉢で、底部は糸切 りの後、ナデで整えている。

他に、鉄鎌 (第572図 20)、 板状の骨角器 (第574図 13)、 切断痕のある鹿角 (第574図 22)な どが出土

している。

267号住居跡 (第364・ 365図、図版530132)

位置 :FV・ FW-16017   規模 :(250)× 平面形 :方形

F区 7号溝 より古主軸方向 :N-10°―E 切 り合い :266号住居跡・

床面 :小型の住居であるが、床面は顕著に検出されている。

壁 :北壁 と東壁 しか検出できなかったが、立ち上が りは垂直に近 く顕著で、最大壁高は北壁で56cmを

測る。

カマ ド :北壁に作 られてお り、住居の大きさに対 して大型のカマ ドである。壁面を幅70cm、 奥行20cm

ほどコの字型に突出させてお り、東側には袖 と思われるわずかな高まりも残っている。小さな火床の

周辺から炭化物と平石が数点検出されている。煙道は燃焼

部から15cmほ ど上がった突出部中央に作られており、断面

形は一辺20cmほ どの方形となる。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部および

体部下半には、手持ちのヘラケズリが施されている。2～ 5

は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 りであり、焼成は比

較的良好である。

0                                   20cm

2θδ

第365図 267号住居跡出土土器



第 6節 古 代

268号住居跡 (第366～ 369図 、図版53・ 54・ 132～ 134)

位置 :EA・ EB-809    規模 :320× 300 平面形 :方形

主軸方向 :N-95°一E 切 り合い :436・ 4380454住居跡・ E区 19号溝 より新

覆土 :3層からなる。床面および壁に密接して、Ⅱ・Ⅲ層、すなわち仁和の洪水砂と考えられている

砂層が見られる。洪水後のくぼみに I層の暗褐色砂が堆積する。砂層は下部ほど色調が暗 くなって粘

性を帯び、カマド北側から西壁中央にかけて壁際に最大厚さ17cmの 暗褐色土の盛 り上がりがあり、酸

化鉄の沈着が見られる。これは水が溜まったことによる影響 と考えられる。

床面 :黄色粘質土を厚さ 1～ 8 cmほ ど貼って床面 としている。全体的に堅 く締まった貼床であるが、

壁際にやや柔らかい部分が見られる。西壁中央やや北寄 りに、床面に接して大きさ25× 15cm、 厚さ約

20cmの割石があり、出入口の踏台地と考えられる。また、北壁中央近 くとカマド北側に床面に接して、

大きさ20cm、 厚さ10cmほ どの表面が平らな河原石があり、食器置きの台や調理台として使用された可

能性がある。

カマ ド:東壁の中央よりやや北寄 りに作られており、カマド内および煙道まで洪水砂の入り込んだ状

態で検出した。石材を組み合わせて芯を作 り、その透き間を土器片で覆って、さらに粘土を貼 りつけ

て構築している。カマド前面には灰層が広範囲に広がる。カマ ド内には、支脚石が据え付け時の状態

のまま残っており、その支脚上に土師器甕が据え付け状態のまま遺存した。煙道は遺構検出時に削平

されたため30cmほ どしか残っていなかったが、延長線上から直径約25cmの煙出しが検出されており、

長さ110cmほ どあったと思われる。

柱穴 :直径20～30cmほ どで、深さ約20～30cmの 円形の掘 り込みが 3か所あるが柱痕などはなく、性格

は不明である。

掘方 :住居の形に沿い、454号住居跡の覆土を最大深さ 6 cmほ どでほぼ平らに掘 り込んでいる。

遺物 :洪水砂で瞬時に埋没し住居使用時の状況で出土したものと、カマド構築材として転用したもの

とがある。前者としては床面出土の 1・ 6～ 8010・ 12～ 14・ 18・ 19021024・ 29・ 30が ある。1・ 6・

7・ 13・ 29は北壁中央近 く、8・ 10・ 14・ 18019021024は北東隅、30はカマドの南前、12は西壁中央

近 くから出土している。カマドに据えられた状態を保つ27の中には口を上に向けた 9が入っていた。

2・ 31は それぞれカマド前と北東隅で洪水砂層下部から出上したものであるが、本住居跡に伴うと考え

られる。土器群は全体 として、カマドの北側である住居北東隅から北壁中央近くに集中する傾向を持つ。

10206～10012・ 13は 土師器杯で、底部は糸切 り痕を残し、内面黒色処理を施す。14は 土師器の皿

で、底部は糸切 り痕を残しており、口縁部が屈曲して立ち上がる。18・ 19は須恵器の杯で、底部は糸

切 り痕を残している。21は須恵器の高台杯で、体部に稜を持っており混入品であろう。24は 、土師器

小型甕で大きな平底を持つ。ロクロ成形の後、下半部にヘラケズリを施す。27は砲弾型の土師器甕で

小さな底部を持つ。体部外面はタテヘラケズリし、底部近 くほど器壁が薄 くなる。29は須恵器の甕で、

外面に平行タタキを行い、肩部にはその上から5～ 6本のカキメを巡らし、頸部付近はナデを施 して

いる。30は須恵器凸帯付四耳壺で、胴部外面に平行タタキを施 した後に凸帯より上部はナデ、底部に

近い部分はヨコヘラケズリする。凸帯上には 4か所の耳が貼 り付けられており、縦に貫通孔を持つ。

口縁部を欠 くが、その端部に摩滅痕があり、破損後も使用されたと考えられる。31は 須恵器の甕の大

型破片で、底部を鉢として転用していたと思われる。

以上のように供膳具は、土師器杯が 9点、土師器皿 1点、須恵器杯 2点の計12点であり、煮沸具お

2θ 7



第5章 遺構と遺物

よび貯蔵具は、土師器甕 1点、土師器小型甕 1点、須恵器甕 1点、須恵器壺 1点である。 これらは住

居における土器群の構成を復元する上で重要な成果である。

その他、洪水砂の中には河原石・熱を受けた割石・平石等が含まれていた。

カマ ド構築材として使用されていたものは3～ 5・ 11015～ 17020022023025026028である。3～ 5・

11・ 15は 土師器の杯で、底部は糸切 りで内面黒色処理を施す。16017・ 20は 須恵器の杯で、底部は糸

切 り痕を残している。22は灰釉陶器の皿で、付け高台は内端で接地する。杯内面中央部と高台付近を

除き、釉薬をハケ塗 りしており、重ね焼きの痕跡を残している。掘方出土の破片と接合している。猿

投窯黒笹90号窯式並行期 と考えられる。23は土師器の鉢で、ロクロ成形されており、口縁端部が短 く

外反する。25026028は 土師器の甕で、ロクロ成形されており、28の 口縁部は小さく外反する。カマ

ド構築材にはほかに須恵器甕の破片等が使用されている。

このほか、土錘が洪水砂層中 (第 554図 23)と 掘方から2点、洪水砂層中から石製紡錘車が 1点 (第

562図 12)出土している。

カマ ド構築材・床面出土の遺物群、あるいは仁和の洪水砂 と考えられている砂層が竪穴内部に充満

することから、建てて間もなく洪水に遭って廃棄された住居と考えられる。 (村井良平 )
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第366図 268号住居跡及び遺物出土状況
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第367図 268号住居跡カマド及び遺物出土状況
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0                                   20cm

24θ

第368図  268号住居跡出土土器 1
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0         29。 31=1/6        20cm

第369図 268号住居跡出土土器 2
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第5章 遺構と遺物

269号住居跡 (第 370図 )

位置 :DSODT・ DU-11 規模 :360×

平面形 :方形       主軸方向、:不明

切 り合い :2470249号 土坑より古

覆土 :大 きく2層 に分かれ、上層は仁和の洪

水砂 と思われる砂層が堆積 し、下層は暗褐色

土が堆積する。

床面 :暗褐色上の掘方を平滑に踏み固め床面

としてお り、貼床はない。住居東側に比べ西

側が10cmほ ど高 くなる。

壁 :各壁はなだらかな傾斜で立ち上がるが、

上部の破壊が著 しい。最大壁高は40cm程度で

ある。

―-355.40m

第370図  269号住居跡

遺物 :覆土中から土師器・須恵器片がわずかに出土しているが、住居に伴うものなのか定かではない。

270号住居跡 (第3710372図 )

位置 :DU・ DV-8

主軸方向 :不明

切 り合い :273号住居跡より古

規模 :290× (150)

覆土 :3層からなり、いずれも暗褐色土を主体

とする。 I層 は黒味を帯び、焼土・炭化物を多

く含んでお り、遺構廃絶後に廃棄されたものが

堆積 したものと思われる。住居跡 として調査を

進めたが、掘 り込みが不整形のため土坑であろ

うか。ただ、暗褐色のⅢ層は床面状のあり方を

示している。

床面 :平坦ではあったが軟弱である。

壁 :不整形な楕円で、立ち上が りも緩やかであ

った。

0                                   20cm

(小柳津貴子)

平面形 :不整楕円形
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第371図 270号住居跡
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第372図 270号住居跡出土土器
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遺物 :I層からの出土が多い。 1は土師器の杯で、底部にはヘラケズリが施され、内面は黒色処理さ

れている。 2～ 4は須恵器の杯で、底部はヘラキリである。 5は須恵器の高台付杯で、底部はヘラキ

リの後、外に強 く張る高台が付けられている。 6は須恵器の横瓶の口縁部 と思われる。

出土遺物から8世紀前半の住居と考えられる。

271号住居跡 (第373～ 375図、図版134)

(野中麗奈 )

位置 :DV・ DW-8・ 9

主軸方向 :N-20°一E

規模 :420× 350       平面形 :方形

切 り合い :274号住居跡 0288号土坑 より新

覆土 :6層に分層できる。いずれも暗褐色土を主体とするが、Ⅲ層は黄色粘質土が混入し堅 く締 まっ

ている。

壁 :壁高は最大で60cm残 っており、立ち上がりはほぼ垂直である。西壁面に274号住居跡の煙道の焼け

込みが確認できた。

カマ ド:北壁東寄 りに壁面を掘 り込んで構築されており、堅 く焼け締まった火床と煙道が残っている。

煙道は北側に120cmほ ど延びており、その壁面には構築時に使用された板の板目の痕跡が残っている。

煙出し部は直径30cm、 深さ25cmの 円形の掘 り込みとなっており、長さ20cm大 の平石が落ち込んでいる。

掘方 :274号住居跡覆土と黄褐色土を掘 り込み、東壁・西壁・南壁際では、それらに沿って幅約50cmの

周溝状の掘 り込みがあるが、東壁では一部 とぎれる。溝の底には長さ18cm、 幅13cmほ どの工具痕が多

く残っていた。床面を構築するにあたっては、まず厚さ10cm程度に暗褐色土を盛 り、さらに厚さ 5 cm

A gss.zor 
I

V  Ⅳ

0                2m

第373図

I 暗褐色土
Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 暗褐色土
Ⅳ 暗掲色土
V 暗掲色土
Ⅵ 暗褐色土
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(黄色粘質土混入)

(黄色粘質土混入・堅い)

(焼土混入)

(炭化物混入)

271号住居跡

2イθ
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の貼床 を施 している。また住居北西部 と東部にある265・ 266号土坑は、掘方の構築後に掘 られた もの

である。覆土に焼土・炭化物が多 く混入していたが、土坑に焼 けた痕跡はなく性格は不明である。

遺物 :完形 となるものは少ないが、カマ ド周辺からの出土が比較的多い。器種は杯・杯蓋・甕がある。

1～ 4は土師器の杯で、大 きさはほぼ一様であり、底部にはヘラケズ リを施 している。 10204は

内面黒色処理がなされてお り、 3も その可能性がある。 5～10は 須恵器の杯で、底部には回転糸切 り

痕を残す。10の 内外面には十文字の火だすきがある。11は 須恵器の高台付杯で、やや深い形態である。

12・ 13は須恵器の蓋で、大きさはほぼ同じであるが、12は 薄手でつまみが扁平な宝珠型であるのに対

し、13は厚手でつまみが平た く、12よ り形骸化 している。14は 北武蔵型の甕で、口縁部がわずかに外

反する。内タト面 ともヘラケズ リにより極端に薄 く削っている。 (高橋里夏 )

a gss.zot

暗褐色土

暗褐色土 (炭化物混入)

暗褐色土 (焼土・炭化物混入)

D                2m
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Ⅱ

Ⅲ
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0                         20cm

第374図  271号住居跡掘方及び出土土器 1

2イイ



第 6節 古 代

‐

~~ 一一一J
k__ ヨ 1

]

∃

]匝
¬

」

o                                  20cm

第375図  271号住居跡出土土器 2

273号住居跡 (第376・ 377図、図版550134)

平面形 :方形規模 :450× 430位置 :DT・ DU-709

主軸方向 :N-75°一W 切 り合い :275・ 453号住居跡より古、2700272号住居跡より新

覆土 :4層に分かれるが、いずれも暗褐色土を主体 とする。Ⅳ層は壁際の断面三角形の堆積層である。

床面 :東から西に10cmほ ど傾斜し、堅 く締まっている。西端では黄褐色土を床とし、東側では貼床が

見られる。

壁 :ややなだらかに立ち上がっており、壁高は最大で48cmを残す。

カマ ド:西壁南寄 りに作られている。両袖は完全に壊されており、燃焼面と煙道のみが残存する。煙

道は著しく被熱しており、壁面が 3～ 4 cmの 厚さで赤変している。長さは80cmで、先端に向かってや

や高 くなるように傾斜し、直径50cm、 深さ 6 cmほ どの煙出しとなる。また、南東隅に近い東壁にもカ

マドの石組の一部 と煙道があるが、これに伴う燃焼面などはない。石組は床面よりも20cmほ ど高い位

置にあるので、本住居に伴うものとは考えにくい。この住居構築の際、古い住居が壊され、そのカマ

ドの石組が残ったのであろう。

柱穴 :南西隅に 3か所、東壁側に 2か所の掘 り込みがあり、覆土には焼土を多量に含んでいる。柱痕

跡などはなく、上屋構造に関係する施設ではない。

掘方 :黄褐色土を不規則に掘 り込み、西側を除く大半に厚さ10～15cmの暗褐色土を貼って床面を構築

している。

遺物 :出土量は少ない。 1は床面から出土した須恵器の杯で、底部はヘラキリである。床面では、他

に加工痕のある骨片が出土している。 1以外は覆土から出土しており、 2～ 4は須恵器の杯で、底部

は 2がヘラキリ、 304は糸切 りである。 5・ 6は須恵器の高台付杯で、底部は 5がヘラキリ、 6は

糸切 り痕を残している。 5は大型で器高も大きく、底部が高台よりも突出しているが、 6は器高が低



第5章 遺構と遺物

い。 このほか、須恵器の高杯、

短頸壺、杯蓋の破片などが出土

している。

床面および覆上の出土遺物カ

ら見て、時期は 8世紀代 と考え

られる。 (野中麗奈 )

274号住居跡 (第3780379図 、図版550134)

位置 :DXODY-8・ 9   規模 :405× 375

主軸方向 :N-10° 一E    切 り合い :271号住居跡より古、

覆土 :5層に分層できる。いずれも類似の上質であるが、 I・

している。また、Ⅱ層 とⅢ層の間に炭化物層を挟んでいる。
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I 暗褐色土 (焼土粒を多く含む)

I 磨椙言圭(焼土粒を含む)

Ⅲ    Ⅳ 暗灰褐色土

o                2m

第376図  273号住居跡

5    9―

第377図  273号住居跡出土土器

平面形 :隅丸方形

452号住居跡 0268号土坑より新

H・ Ⅳ層には焼土・炭化物が多 く混入

床面 :黄色粘質土を用いた貼床となっており、平坦で堅 く締まっている。カマド付近では火床のくぼ

みが認められ、焼土・炭化物・灰が広範囲に分布している。

壁 :全体に立ち上がりは急であり、壁高は最大で47cmを残す。

2イδ
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カマ ド:北壁東寄りに火床 と煙道がある。袖は完全に破壊されている。煙道入口部は平らな薄い石で

塞がれており、住居廃絶に伴うカマドの廃棄行為に関わるものであると思われる。

掘方 :ほ ぼ平坦に掘 り込んでおり、黄色粘質土を含む暗褐色土を10cm程度充填し貼床としている。

遺物 :出土遺物は多 く、大半が覆土からの出土である。 1～ 3は土師器の杯で、いずれも内面黒色処

理が施されている。 4～ 9は須恵器の杯で、 4～ 8の底部には回転糸切 り痕を残す。 405は底部が

やや突出する。 9は底部に回転ヘラケズリを施し、朱墨による墨書が確認できる。10～ 13は 須恵器の

高台付杯で、12は体部がほぼ垂直に立ち上がる深い形態のものである。14・ 15は いずれも内外面をヘ

ラケズリし、器壁を非常に薄 く仕上げた北武蔵型の甕である。16は 須恵器大甕の口縁部である。掘方

からは17の 手づくね土器やベンガラが出土しているが、268号土坑に関連するものと思われる。

本住居は、出土遺物 と271号住居跡の年代観から8世紀後葉の住居と考えられる。 (越智俊夫 )

＼      ′
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第378図 274号住居跡出土土器
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A sss.zo*

0               2m
卜I「             」

275号住居跡

(第3800381図、図版55・ 135)

位置 :DT・ DU-809

規模 :360× 300  平面形 :方形

主軸方向 :N-80° 一W

切 り合い :273・ 453号住居跡より新

覆土 :主 に 2層 に分かれるが、いず

れも暗褐色土を主体 とする。 I層 中

に焼土 を伴 う炭化物層が部分的に混

在する。

床面 :住居全面に、焼土を含む暗褐

色土の貼床があるが、あまり締 まっ

ていない。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く、壁高

は最大で30cmを残す。

248
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354.60m2

暗褐色土 (炭化物混入)

暗褐色土 (焼土混入)

暗褐色土

暗褐色土

(焼土 。炭化物混入)

暗褐色土

第379図  274号住居跡及びカマド
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暗灰褐色土

Ⅲ

0                2m

第380図 275号住居跡
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カマ ド:西壁の北寄 りに作られている。幅約50cm、 奥行40cmほ どの壁面を方形に掘 り込んで構築 して

いる。壁面は強 く焼けているが、燃焼面が明確ではなく火床などは検出できなかった。カマ ド内から

は被熱した石が 3個出土しており、カマドの構築材として使用されていたと考えられる。

遺物 :床面からの出土は 8の みで、猿投窯黒笹14号窯式の灰釉陶器の椀である。釉薬は内面だけ流し

掛けで施釉しており、体部内面に 3つ の トチン痕を持つ。ほかは覆土からの出土で、 1は土師器の杯

で底部をヘラケズリし、内面黒色処理を施す。 2～ 4は須恵器の杯で、 2は底部がやや丸みを持ち、

ヘラキリと思われるが、他は糸切 りである。 4の体部には「米」字状の墨書が見られる。 5～ 7は須

恵器の高台付杯で、 6の底部は回転ヘラケズリ、 507は糸切 りである。 9は須恵器の壺で、底部は

糸切 りの後、ヘラナデをおこなって高台を付けている。10・ 11は須恵器の甕である。

このほか、凹石 (第 567図 5)が出土している。

灰釉陶器から、 9世紀中葉の住居と考えられる。 (野中麗奈 )

::::::::::::::::::::::::::::タ

第381図  275号住居跡出土土器

276号住居跡 (第382・ 383図、図版560135)

位置 :DY・ EA-10011    規模 :380× 375       平面形 :方形

主軸方向 :N-105° 一E    切 り合い :14号溝より古、4410449号住居跡・

覆土 :3層に分層できる。 I・ Ⅱ層は類似した土質であるが、Ⅱ層には灰色砂・

ている。Ⅲ層は壁際にある断面三角形の堆積層である。

床面 :住居中央部は黄色粘質土を用いた貼床になっており、周辺より若干高く、

壁 :全体にややなだらかに立ち上がり、壁高は最大で28cmで ある。

周溝 :住居南壁際に沿って炭化物層があり、周溝の一部である可能性がある。

カマ ド:東壁中央に火床と煙道がある。壁面を方形に掘 り込み、平石を組んで補強して構築している。

住居壁面に焚き口があり、火床には支脚 として割石 1個 を据えている。

17号溝より新

炭化物が多 く混入 し

堅 く締 まっている。

24θ
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暗褐色土

暗褐色土 (焼土 。炭化物混入)

暗褐色土

第382図  276号住居跡及びカマ

0              ¬m

I 暗褐色土

Ⅱ 暗褐色土 (灰色砂 。炭化物混入)

Ⅲ 暗褐色土 (焼土 。炭化物混入)

Ⅳ 暗褐色土

v 掲色砂質土

0                         20cm
ト

第383図 276号住居跡出土土器

掘方 :方形で、17号溝に関連すると思われる粘質土を掘り込んでいる。焼土・炭化物が多 く混入する

暗褐色土を厚さ10～20cm程度充填している。特に17号溝上に当たる住居中央音5に は黄色粘質土を厚さ

6 cm程度充填し、貼床としている。

遺物 :出土遺物は多 く、杯・甕・壺があるが、図示できるものは少ない。 102は土師器の杯で、い

ずれも底部に糸切 り痕を残す。 1は口縁部が外反するもので内面をヘラミガキする。おそらく内面黒

色処理が施されていたと考えられる。 2に は内面黒色処理が施されている。本住居は出土遺物から、

9世紀前葉の住居 と考えられる。 (越智俊夫)

278号住居跡 (第3840385図 )

位置 :DV・ DW-10・ 11   規模 :310×         平面形 :方形

主軸方向 :E         切 り合い :450号住居跡より古、442号住居跡・250号土坑より新

覆土 :暗褐色土を主体 とし、密度の違いから2層 に分層できる。住居壁際には断面三角形の、灰色を

帯びた暗褐色上の堆積がある。

25θ



暗掲色土

暗褐色土 (I層 より緻密)

暗灰掲色土 (締 まりあり)

灰褐色土 (貼床)

暗褐色土

第384図  278号住居跡及びカマ ド
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第385図  278号住居跡出土土器

床面 :灰色味を帯びた褐色上の貼床が 2～ 6 cmの 厚さで全面にみられ、堅 く踏み締められている。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がり、壁高は最大で32cmを残す。

カマ ド:東壁の南東隅近 くにあり、壁面を幅40～ 50cm、 奥行約35cm掘 り込んでいる。天丼部の石は落

下しているが、両袖の芯材である平石と支脚石は残っていた。カマド前面には東西40cm、 南北60cmの

楕円形で、厚さ約10cmの灰・炭化物層が広がる。

掘方 :床面下 4～ 8 cmに およぶ平坦な掘方があり、暗褐色土を埋めて貼床をおこなっている。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は内面黒色処理された土師器の杯、 2は須恵器の杯で、共に底部は糸切

り痕を残している。 3は須恵器の高台付杯で底部が高台から突出する形態をとる。

このほか、布目瓦の小破片がある。出土遺物から8世紀後半の住居と考えられる。 (松井一晃)

279号住居跡 (第386～ 388図、図版56・ 135)

位置 :DT-9、 DU・ DV-9010    規模 :390× 375 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-10°一E      切 り合い :442・ 446号住居跡より新

覆土 :暗褐色土を主体 とし、大きく3層 に分層できる。 I層 は砂質土を含み、Ⅱ層は焼土粒を含む。

Ⅲ層は灰褐色を含んでいる。

床面 :壁際を除いて、全面に厚さ 7 cmの 褐色土の貼床があり、堅 く踏み締められている。中央付近が

盛 り上がり、壁際に向かって約 5 cm傾斜している。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がり、壁高は検出面より約45cm残 す。

カマ ド:住居北側中央にある。カマド焚き口部分に支脚石が 1個あるが、両袖は壊され残存していな

25■
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い。煙道は幅約10cm、 長さ88cmあ り、

その先端に煙出しに伴 う直径約46cmの

穴がある。

掘方 :床面下 9～ 16cmに およぶ凹凸が

ある。掘方 と貼床の間には、暗褐色土

の埋土がある。

遺物 :土器では土師器の杯 と甕、須恵

器の杯があり、全点がカマ ドの焚き口

部分か らまとまって出土 している。

102は 土師器の杯で、回転糸切 り痕

を残 し、内面に黒色処理を施す。3～ 9

は須恵器で、底部は全て回転糸切 りと

なり、8に は火だすき痕がある。10～ 12

は土師器の甕で、口縁部が小さく外反

する。10は胴部がやや張る。11012は

外面を縦にヘラケズ リする。

このほか、南側貼床下から出土した

砂岩製の砥石13がある。全長約1lcmで

2面に砥面が確認できる。

出土土器群から見て、住居の時期は

8世紀後半 と考えられる。

(立神史香 )
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暗掲色砂質土 (焼土混入)

灰褐色土 (焼土混入)

暗灰褐色土

暗褐色土 (貼床)

褐色土

第386図  279号住居跡

o                                   20cm

252
第387図  279号住居跡出土土器 1
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0                                   20cm

第388図  279号住居跡出土遺物 2

281号住居跡 (第3890390図、図版135)

位置 :ED・ EE-8・ 9

主軸方向 :N-95° 一E?

平面形 :方形

床面 :平坦であったが、堅 く締まった部分はなかった。炭化物が 2か所から検出されている。

壁 :重複がなかったため顕著に検出されたが、立ち上がりはなだらかであった。

カマ ド :南東隅から焼土が検出されてお り、周辺に

存在したと思われるが、明確な施設は検出されてい

ない。

遺物 :102は 内面黒色処理された土師器の杯で、

底部はいずれも糸切 りであるが、 2は後に手持ちの

ヘラケズリを施 している。 3～ 5は須恵器の杯で、

底部は糸切 り痕を残 してお り、焼成 も良 くない。 6

は土師器の鉢で、ロクロナデの後、体部下半 と底部

に手持ちのヘラケズ リをおこなっている。

このほか、砥石 (第564図 16)と 、鉄片が 2点 出土

している。

第389図 281号住居跡

o                                   20cm

規模 :265×

切 り合い :な し
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第390図 281号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

282号住居跡 (第391図 、

付堤曇:EH・ EI-9

平面形 :隅丸方形

切 り合い :188号土坑 より古、

床面 :凹凸はあるが顕著で、

主軸方向 :N-95°―E

291号住居跡 より新

中央部分は堅 く締 まって

図版570135)

規模 :390×

いた。

壁 :カ マ ド付近は上層で確認できたが、そのほかの部

分は床面付近まで下げないと確認できなかった。 した

がって、壁高は10cm前後 しか残っておらず、立ち上が

りも不明確であった。

カマ ド :東壁に作 られている。袖は粘土製でやや湾曲

して55cmほ ど伸びており、燃焼部には炭化物 と焼土が

詰 まっていた。煙道は30cmほ どが検出できた。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は内面黒色処理された土

師器の杯で、底部は糸切 りの後、回転ヘラケズリが施

されている。 2は内面黒色処理さ

れた土師器の椀で、体部下半から

底部は回転ヘラケズリされており、

高台は外に開く。

このほか、土錘 (第554図 26)、

棒状の鉄製品 (第 573図 54)、 自玉

(第582図 43)が出土している。

283号住居跡 (第3920393図、図版135)
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10cm

第391図  282号住居跡及び出土土器

位置 :EE OEF-11・ 12    規模 :345×          平面形 :方形

主軸方向 :不明        切 り合い :287号住居跡より新

床面 :平坦であったが、あまり締 まった部分はなかった。カマ ドなどの付属施設は検出できず、調査

区外にあると思われる。

壁 :床面の位置が高いため壁高は 5 cmほ どしか残っ

ていなかったが、顕著に検出された。

遺物 :西壁付近から多く出土した。 102は内面黒

色処理された土師器の杯で、共に底部は糸切 りであ

るが、1は後にヘラケズリをおこなっている。3～ 6

は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残して

おり、焼成はあまり良くない。

このほか、凹石 (第 567図 8)が出土している。
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0                                   20cm

第393図  283号住居跡出土土器

284号住居跡 (第 394図、図版57)

位置 :ED・ EE-809     規模 :不明 平面形 :方形 ?

り古主軸方向 :N 切 り合い :2810285号住居跡よ

床面 :凹凸はあるが顕著で、明確に検出できた。

壁 :南側は調査区外、東側は調査区境界のため検出できなかった。検出できた部分は、壁高20cmほ ど

しか残っていなかったが、ほぼ垂直に立ち上がっており、顕著であった。

カマ ド:北壁中央付近に作られている。袖は長さ60cmほ どが残っており、礫を芯材として使用してい

るが、下部への埋設はなく、袖の上部から天丼部を覆っていたと思われる。煙道は長さ70cmが検出さ

れており、幅は約30cmと 大きい。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は底部に木葉痕を残し、体部に顕著な指圧痕を持つ土師器で、形状は杯

である。 2は須恵器の杯で、底部はヘラケズリで整えている。 3は須恵器の高台付杯で、底部が高台

から突出する。

このほか、刀子 (第 572図 23)と砥石の破片が出土している。

ソ

第394図 284号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

285号住居跡 (第3950396図、図版 57)

位置 :EE OEF-8・ 9    規模 :340×

主軸方向 :N-95°一E    切 り合い :284号住居跡より新

覆土 :暗褐色土を主体 としてお り、床面から20cmほ

ど浮いた状態で、炭化材が検出されている。炭化材

は住居中央から放射状に広がってお り、上屋の構築

材が焼け落ちたものと思われる。

床面 :小 さな凹凸はあるが顕著であった。

壁 :北側は撹乱されてお り検出できなかったが、そ

のほかの部分は明確であった。壁高は西壁で30cmを

残す。

カマ ド :東壁に作 られている。壁面を幅55cm、 奥行

20cmほ ど方形に突出させてお り、燃焼部からは、良

く焼けた火床 と小さな礫が検出されている。

遺物 :1～ 4は 内面黒色処理された土師器の杯で、

底部はいずれも糸切 り痕を残 している。 5は須恵器

の杯で、底部は糸切 りである。

第396図  285号住居跡出土土器

286号住居跡 (第397図、図版135)

平面形 :方形

0                2m

第395図  285号住居跡

Ｅ
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0                                  20cm

位置 :EG・ EH-12・ 13

主軸方向 :不明

規模 :不明          平面形 :方形 ?

切 り合い :287号住居跡より新

床面 :住居の大半が調査区外にあり、検出できたのは南壁付近の一部であった。したがって、カマド

などの施設も検出されておらず、床面も明確には検出できなかった。

壁 :最大壁高は 5 cmほ どで、ほとんど残っていない。

遺物 :床面がわずかにくぼんだ部分があり、その部分からまとまって出土している。 1～ 3は内面黒

色処理された土師器の杯で、底部はいずれも糸切 りと思われるが、 1・ 2に は手持ちのヘラケズリが

施されている。 4～ 12は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残しており、体部が直線的に開く

ものが多い。全体的に焼成は悪 く、黒斑が付 くものがある。13014は外面にヘラケズリを施した北武

蔵型の甕である。

このほか、須恵質の土錘 (第554図 13)と 、鉄鎌 (第571図 14)が出土している。
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0                                   20cm

14

第397図  286号住居跡出土土器

300号住居跡 (第 398～ 400図、図版 58・ 136)

位置 :GJ・ GK-19020   規模 :415× 410 平面形 :方形

主軸方向 :N-25°一E 切 り合い :302号住居跡・ 2号清より古、318・ 331号住居跡より新

覆土 :3層に分けられる。 I・ Ⅱ層は類似した土質であるが、Ⅱ層には焼土・炭化物が多 く混入して

いる。遺物の多 くはⅡ層から出土した。Ⅲ層は床面直上の覆上で、住居北側では、カマド構築土に由

来する焼土・炭化物が多 く混入している。

床面 :平坦な床面で、一部黄色粘質土を用いた貼床が確認できる。カマド付近では、火床から掻き出

したと思われる焼土・炭化物が広範囲に分布している。

壁 :全体的に立ち上がりは急であり、壁高は最大で40cmを残す。

カマ ド:北壁中央に火床と煙道が残っている。袖は東から西に向けて崩れているが、両袖とも芯に割

石 1個 を据えている。また、火床には支脚 として河原石 1個を据えている。煙道の底には、 2面の焼

け込みが確認できる。

掘方 :3180331号住居跡の覆土を掘り込んでいる。

遺物 :遺物の多くは覆土Ⅱ層とカマド付近からの出土で、杯・甕・壺がある。 1～ 3は土師器の杯で

いずれも内面黒色処理が施されている。 1.2の底部には回転ヘラケズリ痕がみられ、 3の底部には

回転糸切 り痕を残す。また、覆土からは302号住居跡床面出土の灰釉陶器椀に接合する口縁部が出土し

ている。 4は須恵器の高台付杯で、体部は直線的に開く。 506は須恵器の高盤の脚部、 7は壺の底

部破片である。カマ ド付近からは、ハケで調整した土師器長月同甕の破片が 2個体出土している。

このほか覆土中からは砥石、 I層からは鉄鏃 (第572図 24)、 Ⅱ層からは硬玉製の勾玉 (第580図 8)

＼トミ
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第398図  300号住居跡

暗褐色土 (黄色粘質土混入)

暗褐色土 (焼土 。炭化物混入)

暗掲色土

だ
一

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

が出土 している。

本住居は、出土土器 と302号住居跡の年代

観から、 9世紀前葉の住居 と考えられる。

(越智俊夫 )

301号住居跡 (第4010402図、図版580136)

位置 :GM・ GN-22023

規模 :(400)× (390)  平面形 :方形

主軸方向 :N-5° 一E

切 り合い :312号住居跡・266号土坑より古、

313号住居跡 より新

覆土 :暗褐色土を主体 とした層で、焼土・

炭化物の混入が多い。

床面 :貼床が 2面見 られる。下層貼床面は、

主に黄褐色粘質土による貼床で、住居の周

辺部を除き、堅 く締 まっている。上層貼床

面は、下層貼床面の上に、焼土・炭化物を

多 く混 じえる暗褐色土を 6～12cm充填し、

258
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暗灰褐色土 (焼土混入)

暗掲色土 (焼土混入)

暗灰褐色土

暗褐色土 (灰混入)

暗赤褐色土 (焼土化)
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第399図  300号住居跡カマ ド
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0                                    20cm

第400図  300号住居跡出土土器

その上に黄褐色粘質土を約 5 cmの厚さで盛 り上げて床面 としている。Plは上層床面に伴 う柱穴の可能

′
性力`ある。

壁 :遺構検出時の削平によって壁は 5 cmほ どしか残っていないが、調査区境界の土層観察では、下層

床面までの深さは46cm、 上層床面 までの深さは36cmで あった。

カマ ド :上層床面に伴 うカマ ドは、検出時の削平が大 きく、確認できていない。下層床面に伴 うカマ

ドは南壁に位置すると考えられるが、火床面 と構築土の盛 り上が りがわずかに残る程度 まで破壊され

ていた。カマ ド内と考えられる場所から、支脚 と思われる石 と二次焼成を受けた土器が出土 した。

掘方 :基本的には、下層床面から10cmほ どを掘 り込んでいるが、カマ ドから住居の中心部にかけては

20cmほ ど深 く掘 り込んでいる。また、直径40～ 78cm、 深さ30～50cmの 円形のくぼみが 9か所見 られる。

遺物 :土器はカマ ド周辺からまとまって出土している。 1～ 4は土師器杯で、内面黒色処理されてい

る。いずれも底部に回転ヘラケズリを施 してお り、 2～ 4では体部にまでそれが及んでいる。 1の体

部外面に「 N」 字状の墨書が見 られる。 5は須恵器杯で底部には回転糸切 り痕を残 しており、同様の

ものが もう 1個体ある。 6は 口縁部が内湾気味 となる鉄鉢形の土師器で、口縁部をヨコナデし、体部

以下を横方向にヘラケズ リする。その他カマ ド周辺からはていねいな作 りの土師器皿、須恵器甕の破

片などが出土している。

このほか臼玉が、上層床面直上から 1点 (第582図 45)、

土 している。

下層床面直上から2点 (第582図 44046)出

出土遺物や他の遺構との重複から、 8世紀末～ 9世紀前半の住居と考えられる。 (手塚 崇)

爽0                                   20cm

■:・ :■ :・ :■ :・ :・ :・ノ

3

第401図  301号住居跡出土土器
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o                2m

環
引
中
Ｒ
劇

I 暗褐色土

(焼土 。炭化物多)

Ⅱ 黄褐色粘質土 (上層貝占床)

Ⅲ 暗褐色土

(焼土 。炭化物多)

Ⅳ 黄褐色粘質土 (下層貝占床)

V 暗掲色土

2δθ

第402図 301号住居跡
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302号住居跡 (第403図、図版 59)

位置 :GK・ GL-20021

主軸方向 :N-105° 一E

規模 :370× 370 平面形 :方形

切 り合い :30003130314号住居跡より新

覆土 :4層に分層できる。 I層 は仁和の洪水に由来すると考えられている砂層で、Ⅱ層は暗灰色粘質

土層で鉄分の沈殿がある。III・ Ⅳ層は類似した土質であるが、Ⅲ層には砂質土が含まれ、遺物の多 く

がこの層から出土している。Ⅳ層は壁際の堆積層で焼土が多 く混入する。

床面 :平坦な床面であるが、貼床は確認できない。住居中央部に、長径約100cmで楕円形の217号土坑

があるが、本住居跡との前後関係は不明である。

壁 :ややなだらかな立ち上がりであり、壁高は最大で24cmを残す。

カマ ド:東壁南寄 りに火床のみが残る。袖は芯に角礫 と河原石を利用しており、火床内部から鉄製品

が出土している。また、カマド付近から刀子とみられる鉄製品の破片が 3点 と、その柄 と推定される

木片が出土している。

遺物 :出土遺物は多いが、図示できるものは少ない。遺物の多 くは覆土Ⅲ層とカマド付近からの出土

であり、須恵器杯 0甕、灰釉陶器椀などがある。 1は須恵器の杯で、底部に回転糸切 り痕を残してい

る。 2は床面から出土した黒笹90号窯式の灰釉陶器の椀で、底部外面に判読不明の墨書がある。

本住居は出土土器から、 9世紀中葉 と考えられる。 (越智俊夫)
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(仁和洪水砂)

暗灰色粘質土

Ⅲ

Ⅳ

暗掲色土 (砂質土混入)

暗褐色土 (焼土混入)

第403図  302号住居跡及び出土土器
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303号住居跡 (第404・ 405図、図版 59・ 136)

位置 :GA・ GB-19・ 20・ 21    規模 :400× 385       平面形 :方形

主軸方向 :N-100° 二E      切 り合い :3150317号住居跡より新

覆土 :3層に大別できるが、炭化物層であるⅢ層 と、Ⅳ層である灰色を帯びた暗黄褐色土が薄 く挟 ま

る。

床面 :平坦で顕著に検出された。特に中央部は堅 く締 まってお り、移植ゴテが刺さらないほどであっ

た。また、カマ ド付近では広範囲か ら炭化物が検出されている。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く、明確に検出された。壁高は40cm以上が残っていた。

カマ ド :東壁南寄 りに作 られている。煙道が 2本検出されているが、北側には火床がないことか ら、

北側か ら南側へ移動 したものと思われる。住居内には南側の火床 と支脚を立てた掘 り込みが残ってい

たが、袖は残っていなかった。住居内から検出されている石に焼けているものが多いことから、石組

を持つカマ ドであったと思われる。煙道は北側が90cm、 南側が75cmほ ど伸びてお り、南側は直径約45

cmの煙出しとなる。 また、西壁からも煙出しを検出し、 この住居に伴 うものではないと判断して新た

に310号住居跡 としたが、煙出し以外は検出されなかった。

柱穴 :3か所の掘 り込みを検出している。Plは深さ15cmほ どで、中央に直径約15cmの わずかなくぼみ

がある。カマ ドに関連する施設 と考えたが、この住居に伴わない掘 り込みの可能性 もある。P2は深さ

20cm、 P3は 15cmと 浅 く、その性格は不明である。

遺物 :カ マ ドの南側から集中して出土 している。 1～ 13は 内面黒色処理された土師器の杯で、いずれ

暗褐色土 (暗黄褐色土混入)

暗褐色土

炭化物 (暗黄褐色土混入)

暗黄灰褐色土

暗褐色土 (炭化物混入)

0                2m
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第404図 303号住居跡
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第405図  303号住居跡出土土器

も底部は糸切 りであるが、12は 糸切 りの後、手持ちのヘラケズリを施している。13に は墨書があるが

判読できない。14・ 15は 土師器の皿である。14は底部が糸切 りでロクロナデをそのまま残している。

15に は高台が付き、ミガキをおこなった内面は黒色処理されている。

このほか、土錘 2点 (第 554図 110555図 32)、 棒状の鉄製品 (第573図 40)、 箆状の骨角器 2点 (第 574

図12・ 14)、 滑石製臼玉 (第582図 47)が出土している。

304号住居跡 (第406図、図版59)

位置 :GF・ GG-21022     規模 :(400)× 350      平面形 :方形

主軸方向 :N-10°一E     切 り合い :3160347・ 348号住居跡より新

覆土 :暗褐色土を基本とし、主に 3層 に分けられる。 I・ II層が砂を含むのに対し、Ш・Ⅳ層は砂を

含まないという違いが見られる。

床面 :暗茶褐色土による貼床で、堅 く締まっている。住居中央よりやや東側に焼土があるが、住居の

下に316号住居跡の煙道があり、これに関係する焼土と考えられる。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がり、壁高は最大で30cmを残す。

カマ ド:調査区外の北壁に存在すると思われる。

掘方 :316号住居跡北壁での所見から、掘 り込みは浅 く、平坦なものと判断できる。

遺物 :1は須恵器の杯で、底部は糸切 りである。 2は土師器の長胴甕で、内外面をハケで調整し、最

大径を胴部に持つ。318号住居跡床面近 くから出土した胴部破片とも接合している。

このほか、Ⅱ層から土製勾玉が出土している。

出土遺物および318号住居跡との関係から、 8世紀代の住居 と考えたい。

・
:・ :■ :・ :■ :・ :■ン

::::」1''ライ

`

剛

(松井一晃)

2δθ



第 5章 遺構 と遺物
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Ⅲ

o                2m

暗茶褐色砂質土

暗灰褐色砂質土

暗茶掲色土 (焼土混入)

暗灰茶褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

第406図  304号住居跡及び出土土器

305号住居跡 (第4070408図、図版136)

位置 :GC・ GD-21・ 22    規模 :460×

主軸方向 :N-115°―E

切 り合い :306号住居跡より古、349・ 350号住居跡より新

床面 :北側は調査区外にあり、検出できたのは南側のわずかな

部分である。カマド付近から中央部には明確な床面があったが、

壁際は明確に検出できなかった。

壁 :カ マド付近では30cmほ どの壁高を確認できたが、住居の重

複がある部分は明確に検出できなかった。

カマ ド:東壁に作られているが、火床とわずかな煙道が残って

いただけで、その他の施設はなかった。

遺物 :1・ 2は須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残しており、

体部が直線的に開く。 3は ロクロ調整された土師器の甕で、内

面はハケで整えている。 4は外面をヘラケズリで薄 く仕上げた

北武蔵型の甕で、頸部はコの字状となり口縁部が開く。

このほか、土錘の破片と鉄片が出上している。

0                                   20cm

平面形 :方形

第407図 第305号住居跡
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o                          20cm

第408図  305号住居跡出土土器

306号住居跡 (第4090410図、図版60・ 136)

付堤塁:GD・ GE-20・ 21

主軸方向 :N-10° ―E

規模 :325× 295 平面形 :方形

切 り合い :3050319・ 3430349号住居跡より新

床面 :平坦で顕著に検出された。特にカマド付近は良く締まっていた。また、南西隅とカマド西側の

掘 り込み内からは、炭化物が検出されている。

壁 :凹凸はあるが明確に検出でき、立ち上がりも垂直に近い。壁高は西壁で30cmほ どが残っていた。

カマ ド:北壁やや西寄 りに作られている。壁面を幅55cm、 奥行20cmほ ど突出させており、燃焼部から

は良く焼けた火床が検出されている。袖は残っていなかったが、芯材 として使用されたと思われる角

礫が 1点みられる。煙道は壁面とほぼ直角に約125cmイ申び、調査区外へと続いている。

柱穴 :カ マドの西側に長径130cm、 深さ20cmほ どの楕円形の掘 り込み(Pl)が あり、覆土には炭化物を多

量に含んでいた。中からは遺物も多 く出上し

ていることから、カマドに関係する施設と考

えられる。この掘 り込み内に、さらに直径20

cmほ どの掘り込み(P2)が あり、深さも約50cm

あることから、主柱穴の可能′
性がある。

遺物 :Plと 南西隅から多 く出土している。1

～11は 内面黒色処理された土師器の杯で、底

部はいずれも糸切 りと思われるが、1～ 4に は

手持ちのヘラケズリ、 5～ 7に は回転ヘラケ

ズリが施されている。 5に は「生」、 7に は

「木」、11に は判読できない墨書がある。

12～20は須恵器の杯で、いずれも底部には糸

切 り痕を残している。21は内外面黒色処理さ

れた土師器の皿で、体部は外反して開き、底

部は糸切 りの後、高台が付けられている。

22～24は土師器の甕で、22は 外面をカキメで

整えており、23は 外面にヘラケズリを施して、

薄 く仕上げた北武蔵型の甕で、口縁部はコの
0               2m

第409図  306号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物

フ

0                                   20cm

第410図  306号住居跡出土土器

字状 となる。24は ロクロ調整を行い、内面にハケを施した甕である。

このほか、土錘 (第555図 51)、 砥石 (第564図 23)、 自玉 (第582図 48)が出土している。
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第 6節 古

307号住居跡 (第411図 、図版60)

位置 :GK-22・ 23      規模 :(355)×

主軸方向 :不明

平面形 :方形

切 り合い :308号住居跡・ G区 7号溝・214号土坑より古、323号住居跡 0239号土坑より新

覆土 :主 に 4層からなり、噴砂に切 られている。Ⅲ・Ⅳ層は、住居南西隅に部分的に広がってお り、

共に炭化物を多量に含む特徴を持つ。

床面 :暗黄褐色土を厚さ2～ 6 cmほ ど貼って床面としているが、Ⅲ・Ⅳ層の下は締まっていない。

壁 :全体的に垂直に立ち上がるが、南西隅から南壁にかけては、ややなだらかとなる。調査区北壁で

の土層観察では、壁高約75cmを残す。

柱穴 :南東隅から検出しており、直径63cm、 深さ56cmで主柱穴 と思われる。238号土坑もその可能性が

あるが、柱痕跡等は確認できなかった。

遺物 :図示できた土器は、Ⅱ層から出土した須恵器の杯で、底部は糸切 りを残しており、体部が直線

的に開 く。また、床面からは、手づくねで口縁部が内湾する土師器の杯が出土している。

このほか、覆土中より上錘が 2点 (第553図 1)と 、臼玉 (第 582図 49)が出土している。

323号住居跡よりは新しいが、確実に年代を示す遺物に恵まれなかった。

309号住居跡 (第412～416図、図版60・ 61・ 136)

(村井良平 )

位置 :GD・ GE-809

主軸方向 :N-5° 一E

規模 :400× 平面形 :方形

切 り合い :329・ 336・ 343号住居跡より新

覆土 :暗褐色土を主体とし、主に 4層 に分層できる。

床面 :平坦で良く締まっており、顕著だった。東壁中央付近には炭化物が広がった部分がある。

9 ess.zot σ
一

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

暗灰茶褐色土 (茶色強)

暗灰茶褐色土 (灰色強)

暗灰茶掲色土

暗灰茶掲色土 (含有物粒大 )

暗灰茶褐色土

323号住居跡

第411図 307号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

壁 :南側は調整区外のため調査できなかったが、検出できた部分は明確で、立ち上がりも垂直に近 く

最大壁高は45cmであった。

カマ ド:北壁西寄 りに作られており、ほとんど原形のまま残っていた。袖は長さ40cmほ どで、両袖に

各 2枚の平石を立てており、やや低 くなる焚き口側は、上部に長さ51cm、 幅18cm、 厚さ1lcmの裾花凝

灰岩の切石を乗せて天丼としている。燃焼部の天丼は、四隅を平石と土器片で覆っていたと思われる

が、一部崩落している。周囲を粘土等で覆っていたと推定されるが、その痕跡は認められなかった。

問題 となるのは、カマドの上に杯が伏せられた状態で多数出土している点で、いずれも完形かそれに

近い状態に復元できる。カマ ドの構築材 とも考えられるが、住居内から出土する遺物と時期差がない

ため、ここではカマドの上に置かれていたと考えたい。煙道は幅20cm、 長さ60cmほ どが検出されてい

るが、延長線上に煙出しと思われる炭化物があることから、140cmほ どあったと思われる。

また、このカマ ドの東側から煙道と煙出しが検出されているが、住居内にはそれにつながるカマ ド

の痕跡はなく、住居との関係は不明である。

遺物 :出土遺物は、カマドとその西側に集中しているが、ほぼ全面から出土している。 1～26は 内面

黒色処理された土師器の杯で、底部はいずれも糸切 りと思われるが、 10204に は手持ち、 3に は

回転のヘラケズリが施されている。口径13cm前後のものが多 く、体部の湾曲が強い。13015016に は

「王」、14に は「主」、17に は「子」、18に は判読不明の墨書が体部にみられる。また、26に は焼成前に

線刻が行われている。27～38は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残しており、体部が直線的

に開くものが多い。焼成は良 くないものが多 く、黒斑が付 くものもある。38に は土師器の杯にも見ら

れた「王」の墨書がある。39は内外面黒色処理された土師器の椀で、口縁端部が強 く外反しており、

全面にヘラミガキが施されている。高台は接合部分から象J離 しており、底部には朱墨による「王」の

墨書がある。40041は灰釉陶器の椀で、釉薬はハケ塗 りである。40の 底部には「審」と思われる墨書

∩
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I 暗灰掲色砂質土
Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 暗灰褐色土
Ⅳ 暗灰茶褐色粘質土

(炭化物・黄掲色土混入)

V 焼土
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がある。42・ 43は土師器の皿で、42に

は内外面、43は 内面が黒色処理されて

いる。43に は線刻があるが判読できな

い。44は灰釉陶器の皿で、釉薬はハケ

塗 りされていて、内面には重ね焼きの

高台の跡が残る。45・ 46は 内面黒色処

理された土師器の鉢で、外面胴下半部

から底部にかけて回転ヘラケズリが施

されている。47は灰釉陶器の鉢で、口

径30cm強 と大きい。口縁端部がわずか

に外反しており、釉薬はハケ塗 りであ

る。48は土師器の大型の盤で、杯部は

ロクロ調整の後、内面にカキメを施し

ている。脚部はロクロ調整されており、

長方形の透かしが 4か所開けられてい

る。良 く精製された粘土で作られてお

り、焼成も良い。49は ロクロ成形され

た土師器の小型甕で、底部には手持ち

のヘラケズリが行われている。炭化物が付着 してお

り、二次焼成を受けている。50は須恵器の甕で、口

縁音「はほぼ一周するが月同部破片がな く、転用されて

いる可能性がある。月同部には平行タタキが施 されて

お り、内面には当て具の痕跡を残 している。頸部は

やや開いて立ち上 り、口縁端部は上下につまみ出し

ている。

図示できただけでも50点近 くの食膳具が出土 して

いるのに対 して、煮炊具である甕の出土がほとんど

ない。仮にカマ ドの上から出土 した杯がカマ ドの構

築材であつたとしても、20点 を超 える食膳具がある

というのは、特殊な機能を持った住居の可能性が高

いといえよう。

このほか、土錘 (第553図 5)、 刀子、硬玉製の勾

玉 (第 580図 9)、 自玉 (第582図 50)、 鉄片 3点が出

土 している。

0             1m

第413図  309号住居跡遺物出土状況
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o                                   20cm

24

第416図 309号住居跡出土土器 2



第 5章 遺構と遺物

311号住居跡 (第4170418図、図版138)

位置 :GE・ GF-20・ 21      規模 :290×

平面形 :方形 主軸方向 :N-10°―E

切 り合い :3160343号住居跡 07号掘立柱建物跡より新

床面 :316号住居跡掘 り下げの際、西側 を壊 してしまっ

た。平坦であったが、不明確な部分が多い。

壁 :343号住居跡の覆土内に作 られているため、カマ ド付

近を除いて不明確な部分が多 く、壁高は10cm以下 しか残

っていなかった。

カマ ド :北壁に作 られている。袖は長さ30cmほ どが残っ

てお り、石などの利用はない。燃焼部には小さな火床が

あり、煙道がわずかに残っていた。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸

切 りの後、回転ヘラケズ リを施 している。 2は須恵器の

杯で、底部は糸切 り痕を残 している。 3は扁平なつまみ

の付 く須恵器の杯蓋で、器高が大きく、口縁端部は内側に折れ

メ、 5はヘラケズリで外面を整 えている。

313号住居跡 (第4190420図、図版610138)

位置 :GL・ GM-21022     規模 :400× (400)

主軸方向 :N-65° 一W

切 り合い :3010302・ 314号住居跡・200・ 210号土坑 より古、

覆土 :3層からなり、 H層 は他の層より焼土・炭化物を多 く

床面 :カ マ ド付近 と南東部、中央部では堅 く締 まっているが

壁 :全体にほぼ垂直に立ち上が り、最大壁高19cmを残す。
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0                                   20cm

|

0                2m

第417図  311号住居跡

る。 4・ 5は土師器の甕で、 4は カキ

平面形 :隅丸方形

G区 5号溝・337号住居跡 より新

含み、遺物の出土 も多い。

、住居の端では軟弱であった。

22

第418図 311号住居跡出土土器



第 6節 古

カマ ド:西壁中央で確認したが、両袖の盛 り上がりがわずかに残る程度まで破壊されていた。燃焼面

の奥に高さ20cmほ どの支脚石が確認された。煙道は301号住居跡によってほとんど壊されていた。

柱穴 :6か所の掘 り込みが確認されており、柱の配列等からPl～ P4が主柱穴と思われる。柱間はPl―

P2が 220cm、 P2~P3、 P3~P4が 250cm、 P4~Plが225cmである。ほぼ円形で、深さは27-61cmと 一定で

はないが、Pl・ P3に は10～ 15cmの柱痕跡が見られる。

掘方 :住居とほぼ同じ大きさで、最大25cmほ どの深さでほぼ平坦に掘 り込んでいる。また、直径35～

90cm、 深さは最大で44cmの 楕円形の

くぼみが 5か所見 らオtる 。

遺物 :20304は カマ ドの南脇か

ら、伏せて三角形に並んだ状態で出

土した。 2は手づ くねで、内外面を

ヘラミガキする土師器の杯である。

3は底部ヘラキリの須恵器の杯で、

自色を呈 してお り、美濃産 と思われ

る。 4は須恵器の甕の底部で、ヘラ

ケズ リで整 えている。出土状況から、

カマ ド祭祀にかかわるものとも考え

られる。 7は カマ ド内から出土 した

上 354.90m     二

210号土坑

◎
d P2 暗茶褐色土

暗茶褐色土

(焼土 。炭化物合)
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第 5章 遺構 と遺物

第420図  313号住居跡出土土器

土師器の甕で、器壁が厚い。破片ではあるが土師器の甕の出土は多 く、口縁部が直立するものや、底

部に木葉痕を持つものが含まれている。 506は床面から出土している。 5は土師器の杯で、口縁端

部が短 く外反する。 6は土師器の甕の底部である。 1は掘方から出土した土師器の杯で、内外面ヘラ

ミガキされている。

このほか、刀子 (第 572図 25)が出土している。

出土遺物から見て 8世紀前半の住居 と考えられる。

314号住居跡 (第421～ 423図、図版61)

(村井良平)

位置 :GK・ GL-21022 規模 :370× 340 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-20°一E

切 り合い :302号住居跡・2100215号

土坑 より古、337号住居跡より新

床面 :カ マ ドの東側には堅 く締 まった

床が見 られるが、それ以外は軟弱であ

る。

壁 :最大壁高は27cmが残っていたが、

重複が多 く覆上の違いが不鮮明であつ

たため、壁は推定の部分 もある。

カマ ド :北壁中央にある。袖は黄褐色

粘質土 と炭化物、焼上の盛 り上が りが

わずかに残る程度まで壊れていた。

掘方 :20cmほ どの深さでほぼ平坦に掘

り込んでいるが、直径40～ 60cm、 深さ

は最大で15cmの楕円形の くぼみ 4か所

が見 られる。また、西壁際には長さ130

2%

A gss.+ot

0                2m
I 暗褐色土 (焼土 。炭化物多)

Ⅱ 焼土
Ⅲ 灰褐色土
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Ｅ
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第421図 314号住居跡



第 6節 古  代

cm、 幅55～ 85cm、 深さ27cmの 溝状の掘 り込みも認められる。

遺物 :2は外面にヘラケズリを施した北武蔵型の甕で、頸部は直立し、口縁部が短 く外反するもので、

カマドの西側から出土している。 4は 口縁部に最大径を持つ土師器の長胴甕で、カマ ド内から出土し

ている。覆土からは、 1の内面黒色処理され

た土師器の鉢、 5の長胴甕、 6の須恵器長頸

壺等が出土 しているが、食膳具は少ない。掘

方からは、 3の土師器の甕、 7・ 8の土師器

の壺が出土している。 3の甕は口縁部の反 り

が弱 く、古い様相 ともいえる。

このほか、土錘の破片や、加工痕のある鹿

角 (第579図 6)が出土 している。

313号住居跡よりは古いが、さほど隔た りの

ない時期 と思われる。 (村井良平)

-355.40m

0                2m 磨優信屋圭層指替垂量資)1貼
床

暗灰褐色土

暗灰褐色土 (黄褐色土多量)

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

第422図  314号住居跡掘方

0                                   20cm

第423図  314号住居跡出土土器

2%



第 5章 遺構と遺物

316号住居跡 (第424～426図、図版 61・ 62)

位置 :GF・ GG-20・ 21022   規模 :610× 540 平面形 :方形

主軸方向 :N-5° 一E

切り合い :3040327号住居跡より古、345・ 347・ 348号住居跡 07号掘立柱建物跡より新

覆土 :暗褐色土を主体 とした 3層からなる。南・西壁際の床面上には厚さが最大で15cmに およぶ炭化

物層がある。この層は炭化材を多 く含み、火災により落下した建築材に関わるものと考えられる。

床面 :ほぼ全面に黄褐色粘質土を含む暗褐色土による厚さ3～ 6 cmの 貼床があり、中央部分を中心に

堅 く締 まっている。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く、壁高は最大50cmを残す。南壁 と北東・西壁の一部では、壁体が燃えた

際に被熱し、焼土化している。一部に壁板の焼損材が確認されたが、材の使用状況までは特定できな

かった。

カマ ド:北壁中央にある。両袖とも高さ25cmほ ど残存し、内部は幅50cm、 奥行き60cmを 測る。カマド

前面に黄褐色粘質上の崩落が見られ、天丼部の可能性がある。両袖 とも割石による芯材があり、西袖

では土師器の長胴甕の破片を構築材としている。直径約40cmの 火床は厚さ12cmと 良く焼けている。カ

マド東倶1に は、厚さ10cmほ どの大きく広がる灰層があり、土器片が多 く出土している。

暗褐色土

暗褐色土

(黄褐色粘質土混入)

暗褐色土

(黄褐色粘質土多量に混入)

第424図  316号住居跡
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0                2m
|

暗灰褐色土 (貼床)

暗灰褐色土 (黄褐色粘質土混入)

暗褐色土 (黄褐色粘質土混入)

黄褐色粘質土

A ess.zot

第425図 316号住居跡カマ ド及び掘方
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第5章 遺構と遺物

柱穴 :北東隅に 1か所の浅い掘 り込みがあり、土器が出土している。

掘方 :壁から20～80cm離れて、幅50～ 120cm、 床面下約20cmの 周溝状の掘 り込みが巡る。溝内を埋めた

後、整地 して床を貼っている。

遺物 :出土遺物は多 く、床面・ カマ ド、掘方、覆土Ⅲ層を中心に出土しているが、ほとんど破片であ

る。 8012は カマ ド、 1・ 11は 床面、 50609・ 10と 転用硯 (第 557図 10)は 掘方か ら出土 してい

る。 1は土師器の杯で、底部をヘラミガキし、内面を黒色処理 している。 2・ 3は須恵器の高台付き

杯で 3の底部には「×」の線刻がある。 4は須恵器の杯蓋、 5は土師器の小型の鉢である。 6～10は

土師器の甕で、 9010は外面をヘラケズリで極端に薄 く仕上げた北武蔵型の甕である。11・ 12は土師

器の壺で、11は 内外面を、12は 外面をヘラミガキしている。転用硯は、体部が直立する須恵器の箱型

杯の、底部破片を転用している。また、Ⅲ層からは須恵器の甕の破片が多数出土 している。

このほか、掘方か ら鉄製鎌 (第571図 7)、 滑石製臼玉 2点 (第582図 51052)が 出土 している。

本遺構は、 7号掘立柱建物跡を壊 していることから、遺物の中には掘立柱建物跡に帰属するものが

含 まれる可能性があり、転用硯はその可能性 もある。遺物は混在 しているが、カマ ド付近の土器から、

8世紀前半と考えられる。 (松井一晃 )

|ノ

′   4

ヽ

o                                  21

・
:・ :■ :・ :■ :・ :ク

:・ :・ :・ :・ :・ ノ

20cm

2β

第426図 316号住居跡出土土器



第 6節 古

平面形 :方形

切 り合い :300号住居跡 より・ G区 2号清より古、331号住居跡より新

覆土 :上部は300号住居跡に削られ、下部の 3層 を残すのみである。いずれも類似 した土質であるが、

Ⅱ層にはカマ ドに由来する焼土・炭化物がブロック状に多 く混入している。

床面 :住居中央は貼床状 となってお り、平坦で固 く締 まっている。

壁 :全体にややなだ らかな立ち上が りであり、壁高は最大で28cmを 残す。

カマ ド :北壁中央にあり、300号住居跡によって壊 されているため、火床のみを残す。

掘方 :黄褐色土 と331号住居跡の覆土を掘 り込み、住居中央部では黄色粘質土を厚さ 7 cm程度充填 して

貝占床 としている。

318号住居跡 (第4270428図、

位置 :G」・GK-20

主軸方向 :N-15°―E

遺物 :遺物の多 くはカマド

付近からの出土で、杯・甕・

壺がある。 1は土師器の杯

で、底部にはヘラケズリ、

内面に黒色処理を施す。 2

は小型の須恵器杯で、底部

にはヘラキリ痕跡を残す。

3～ 5は土師器の甕で、 4

は外面をタテヘラケズリで

調整する長胴甕である。 5

は内外面をヘラケズリし器

壁を薄 く仕上げた小型甕で

ある。床面付近から、304号

住居跡床面出土の長胴甕に

接合する胴部破片が出土し

図版620138)

規模 :425×

A sss.oot
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第427図  318号住居跡
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I 暗褐色土
Ⅱ 暗褐色土

(焼土 。炭化物混入)

Ⅲ 暗掲色土

G区 2号溝

第428図 318号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

ている。 6は須恵器の甕で、底部を欠いている。

本住居は出土土器 と、331号住居跡の年代観から8世紀中葉の住居 と考えられる。 (越智俊夫 )

319号住居跡 (第429～ 431図 、図版 138)

位置 :GC・ GD・ GE-19020021  規模 :485× (430)

主軸方向 :N-95° 一E

平面形 :方形

切 り合い :306・ 329号住居跡・ 218号土坑 より古、3170343号住居跡より新

床面 :他の遺構により壊されてお

り、推定の部分が多い。特に堅 く

締 まった音『分などはなかった。

壁 :明確に検出できたのは北東隅

と南西隅で、この部分については

ほぼ垂直に立ち上がってお り、壁

高 も20～30cmほ どが残っていたが、

他の部分は別の遺構 に壊されてお

り、ほとんど残っていなかった。

カマ ド :東壁中央付近に作 られて

いるが、火床 と思われるわずかな

焼土 と、煙道が残っていただけで

あった。

遺物 :北東隅付近からまとまって

出土 している。 102は 内面黒色

処理された土師器の杯で、底部は

いずれ も糸切 り痕を残 している。

3～ 10は 須恵器の杯で、底部は全

Cm

0                2m

第429図  319号住居跡

280
第430図  319号住居跡出土土器 1



第 6節 古

o                                   20cm

第431図  319号住居跡出土土器 2

て糸切 り痕を残している。焼成が悪 く、黒斑を持つものが多い。体部は直線的に開くものと、湾曲す

るものがある。12は 須恵器の甕で、口縁部が強 く開き、端部がつまみ上げられ受け口状 となる。13は

土師器の甕でカキメ状のナデでロクロ調整されており、外面胴下半部にはヘラケズリが施されている。

14は 須恵器の長頸壺で、器高は10.5cmと 小さく、外面全面には自然釉が付着している。

このほか、砥石 (第 565図 26)、 刀子の破片が出土している。

320号住居跡 (第4320433図 )

位置 :GH・ GI-22

主軸方向 :不明

規模 :370× 平面形 :不明

切 り合い :G区 4号溝より古、347号住居跡より新

覆土 :上部が他の遺構により破壊されているため、暗灰褐色土層 1層が残るのみである。住居の中央

の床面直上には厚さ 5 mmほ どの炭化物面が広がるが、床面は焼けていない。

｀`ヽ
【ヽ【::::::::::::::::::::|::::l口

::::Jllロロ
''''`口

''1:|′

|

ロ
0              11==1/3              20cm

第432図 320号住居跡出土遺物
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第5章 遺構と遺物

床面 :全面に暗褐色土で黄褐色粘質

土を含む貼床がある。厚さは 2 cmで

堅 く踏み固められている。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上が り、壁高は

最大で20cmを 残す。

掘方 :壁 面 か らやや内側 には、幅

65～ 120cm、 深 さ16～ 20cmの 円形 の

掘 り込みが、周溝状に巡っている。

掘方の覆土は黄色粘質土 と、灰色粘

質土を含む暗褐色土で、 この層の上

に床面を貼っている。

遺物 :1～ 8は須恵器の杯で、底部

が確認できるものは全て糸切 り痕を

残 している。 2・ 4は床面からの出

土である。 3に は「本」、 5に は「生」

の墨書がある。 9・ 10は 須恵器の高

台付杯で、底部は糸切 りであるが、

10に は糸切 りの後、回転ヘラケズリ

が施されている。 このほか土師器で

は杯・壺・甕、須恵器では杯蓋・壺・

甕の破片がわずかに出土 している。

このほか滑石製臼玉 (第582図 53)

や、住居中央部の床面からウシの肩

甲骨、掘方からは長辺側の 4面に使

用痕の見 られる砥石 (11)が 出土して

いる。

320号住居跡

了   了 kl  
了

320号住居跡掘方

了
暗灰褐色土

(焼土粒多く混入)

暗褐色土

(貼床硬化面)

暗褐色土

(黄褐色粘質土・

灰色粘質土混入)

o                2m

!- gs+.oor I

第433図  320号住居跡及び掘方

遺物全体に占める須恵器の割合が高いのがこの住居の特徴で、出土遺物から8世紀後半の住居 と考

えられる。

322号住居跡 (第434図 )

位置 :GG・ GH・ GI-19

主軸方向 :N-10°一E

(松井一晃)

規模 :450× 平面形 :長方形 ?

切り合い :G区 1号溝より古、344号住居跡・ 7号掘立柱建物跡より新

覆土 :暗褐色土が 1層のみ確認できる。

床面 :平坦な床面があるが、堅 く締まった部分はない。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上がっており、壁高は検出面より約24cmを残す。

カマ ド:住居北壁中央に存在し、長さが約180cmの煙道部と両袖を残す。カマド内には約]Ocmの厚さで

火床面がある。

遺物 :土師器 0須恵器の甕が出土している。土師器甕は口縁部が短 く外反する長胴甕であり、胴部に

282



第 6節 古  代

横方向のハケが施 されている。須恵器甕は

胴部にタタキメがあるが、住居の時期を特

定することはできない。

出土遺物 と遺構の重複関係から、 8世紀

代の住居 と考えられる。 (立神史香 )

323号住居跡 (第435・ 436図、図版63)

位置 :GJO GK-22・ 23    規模 :不明

主軸方向 :N-125° 一E

切 り合い :307号住居跡 02130233号土坑 より古、

覆土 :主 に暗褐色土を主体 とする 4層 からなり、

――-355.20m

第434図  322号住居跡

平面形 :隅丸方形

308号住居跡 より新

これを噴砂が切っている。

カマ ド部
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暗褐色土 (Ⅲ 層より焼土・炭化物粒大)

暗褐色粘質土 (貼床)   ´

暗褐色土 (掘方充填土)

日

第435図 323号住居跡
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第5章 遺構と遺物

床面 :暗褐色粘質土を 3～ 5 cmほ ど貼って床面 としてい

る。南壁近 くでは、焼土・炭化物の広が りがある。

壁 :調査区北壁での土層観察により、壁高約70cmを 残す。

東壁南東隅では、繊維質を多 く含んだ炭化物の盛 り上が

りがあ り、壁を押さえていた板が焼失 したものと考えら

れる。

カマ ド:黄褐色粘質土の両袖が残存しており、灰層が力  。       10cm
マド内から前方にかけて広がる。燃焼面は両袖よりやや  ~~

前方にまで広がっており、ほぼ中心に支脚がある。煙道は長  第436図  323号住居跡出土土器

さ60cmを残す。

柱穴 :主柱穴 と思われる2か所を確認している。Plは円形で直径65cm、 深さ90cm、 P2は上部を307号

住居跡に壊されており、楕円形で径90cm以 上、深さは現状で44cmである。柱間は最深部で285cmと な

る。

掘方 :床面下約10cmの深さまで、ほぼ平坦に掘 り込んでいる。

遺物 :出土量は少ない。図示できたのはカマドから出土した土師器の長胴甕で、器壁が厚 く口縁部は

やや外反し、胴部にわずかな膨 らみを持つ。ヘラケズリを施した小型甕の破片も見られる。また、床

面からは、丸底の土師器の杯や、底部ヘラキリの須恵器の杯などが出土している。

このほか、掘方より土錘が出土 している。

出土遺物から見て、 8世紀前半頃の住居 と考えられる。

327号住居跡 (第437～ 441図、図版630138)

(村井良平 )

位置 :GG・ GH-19020・ 21

主軸方向 :N-20°一E

覆土 :暗褐色土を主体 とし、主に 3層 から

なる。埋没過程で水没した時期があったの

か、Ⅲ層は I層 より粘性が強 く、住居西側

に部分的に見 られるH層 は粘土質で、酸化

鉄が沈殿 している。壁際には断面三角形の

暗茶褐色土の堆積がある。

床面 :住居の東側を除き、黄褐色粘質土を

含む、暗茶褐色土による貼床がある。厚さ

5～20cmで、中央部は壁際より約10cm高 く、

特に堅 く踏み固められている。

壁 :立 ち上が りはほぼ垂直で、壁高は最大

で40cmを残す。

カマ ド :北壁中央やや東寄 りに作 られてい

る。両袖 とも高さ13～15cmほ ど残存 し、内

部は幅約75cm、 奥行約35cmで ある。カマ ド

284

規模 :510× 500       平面形 :隅丸方形

切 り合い :G区 102B号溝・2070227号 土坑より古、2160345号住居

跡より新            |       |
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I 灰
Ⅱ 焼土

第437図 327号住居跡カマド

(火床)



第 6節 古 代

前面には径40～45cmの 不整円形で厚さ約10cmの燃焼面、その上部に径60～75cmの灰層があり、カマ ド

西側にも径25cm、 深さ 9 cmほ どの焼土層がある。煙道は天丼の一部が残存し、一辺約25cmで、長さ100

cmほ ど伸び、その先に径50cm、 深さ約30cmの煙出しがある。

掘方 :壁際のみ一段深 く掘 り、幅約140cm、 深さ15～20cmの 周溝状に巡る。

遺物 :カ マドと掘方および覆土 I層からの出土が多 く、 3・ 506・ 10011014は カマドからの出土

である。図示した以外に土器の高杯の破片なども見られる。 1～ 4は土師器の杯で、全て内面黒色処

理を施す。 1は丸底で、体部で屈曲した口縁部が外反して開く形態となる。 2の底部はヘラキリで、

3はヘラケズリを施 している。 5～ 8は須恵器の杯で、底部が確認できるものはいずれもヘラキリで

ある。 6はヘラキリの後、ヘラケズリで整えている。 9010は須恵器の高台付杯である。11012は須

恵器の杯蓋で、11の端部は断面三角形を呈する。13は掘方から出土した土師器の甕で、胴部外面にヘ

ラケズリを施しており北武蔵型の甕と思われるが、胴部が大きく膨らんでいる。14は土師器の長胴甕

で、口縁部が大きく開いており、胴部はナデで整えている。15・ 16は須恵器の甕である。

また、刀子 (第 572図 26)が覆土 I層から出土しているほか、貪J形石製模造品 (第583図 7)、 浮きと

思われる軽石製品が出土している。

カマドおよび掘方の出土遺物から、 8世紀中葉の住居と考えられる。 (松井一晃 )

E

OI

A gss.zot
暗褐色土
灰褐色粘質土
暗灰茶褐色土
暗茶掲色土

0                2m

Ｏヽ

¬幕墓≡薯墓===璽
⊆
=≡

≡墓
=嘉===二

「~

Ｅ
Ｒ

．８

７

呵

　

　

‐

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

第438図 327号住居跡
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0                 2m

第439図 327号住居跡掘方

貼床硬化面

2∂δ

第440図  327号住居跡出土土器 1



第 6節 古  代

o                                   20cm

第441図  327号住居跡出土土器 2

329号住居跡 (第4420443図、図版630138)

位置 :GCOGD-17018・ 19   規模 :410× 410       平面形 :方形

主軸方向 :N-95° 一E

切 り合い :309号住居跡・221・ 222号土坑 より古、317・ 319・ 333号住居跡 06号掘立柱建物跡より新

床面 :カ マ ド付近からは顕著で、良 く締 まった床面が検出されているが、全体的に軟弱で一部に掘 り

0                2m
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第442図  329号住居跡
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第 5章 遺構と遺物

0                                   20cm

第443図 329号住居跡出土土器

過ぎた部分がある。北壁側には炭化物が広がっており、 この炭化物から床面を判断した。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く明確であった。最大壁高はカマ ド付近で27cmを測る。

カマ ド :東壁南寄 りに作 られている。南へ傾いて伸びる煙道が 2本検出されてお り、北側から南側へ

カマ ドを作 り変えているものと思われる。住居内には、南側のカマ ドの袖がわずかに残っていたが、

支脚などは検出できなかった。袖に石は使用されておらず、周辺からも検出されていないことか ら、

粘土製であつたと思われる。煙道は北側が35cm、 南側が90cmほ どの長さがあり、共に直径30cm前後の

煙出しを持つ。

遺物 :1～ 3は須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残 している。 405は 須恵器の高台付杯で、 5は底

部を欠いているが、器高が大きい。 6・ 7は土師器の小型甕で、共にロクロ成形されてお り、 6は底

部糸切 りで、胴部にはカキメを施 している。 8は土師器の甕の口縁部である。

このほか、砥石 (第564図 21)が出土している。

331号住居跡 (第444図 )

位置 :GJ・ GK-20021

主軸方向 :N-25°―E?

規模 :(400)× (440) 平面形 :隅丸方形 ?

切 り合い :3000318号住居跡、G区 2号溝より古

覆土 :上部を300号住居跡に削られ、中央部分は318号住居跡に壊されていた。覆土は壁際で 3層 に分

層できる。 I層は床面直上まで及ぶ覆土で、焼土・炭化物が若干混入している。Ⅱ層にはカマドに由

来すると考えられる焼土が多く混入する。Ⅲ層は壁際にある断面三角形の堆積土である。

床面 :わずかに残った部分からは、黄色粘質土と一部に灰褐色の粘質土を用いた貼床が確認できた。

壁 :全体的にややなだらかな立ち上がりであり、壁高は最大で24cmを 残す。

カマ ド:北壁中央に火床に関連する炭化物の集積と、北に延びる煙道の一部が残る。

掘方 :黄褐色粘質土をほぼ平坦に掘り込んでいる。

遺物 :遺物の多 くは掘方からの出土であり、杯・甕がある。 102は土師器の杯で、 1はヘラミガキ

されている。 2は底部に手持ちのヘラケズリを残し、内面黒色処理を施す。他に煙道部から、外面に

ヘラミガキを施した土師器長胴甕の口縁部破片が出土している。

288



本住居は、出土土器

と318号住居跡の年代

観から、 8世紀前半以

前の住居 と考えられる。

(越智俊夫)

o                 10cm

333号住居跡 (第445図・図版 64)

侶蒟重 :GB・ GC-18019

主軸方向 :N-125° 一E?

床面 :平坦で良 く締 まっていたが、

第 6節 古

第444図  331号住居跡及び出土土器

規模 :445× 平面形 :方形

切 り合い :31503210329号住居跡・ G区 8号溝より古

西側は329号住居跡の掘方で壊されていた。

0                 10cm

I 暗茶褐色土
(焼土 。炭化物混入)

Ⅱ 暗茶褐色土
(焼土混入)

Ⅲ 暗茶褐色土

-355.00m

第445図  333号住居跡及び出土土器
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第5章 遺構と遺物

壁 :掘 り込みは垂直に近 く顕著であったが、重複が多 く既に壊されている部分 も多い。壁高は10cm前

後 しか残っていなかった。

カマ ド :東壁北寄 りに作 られていた と思われるが、321号住居跡に壊されてお り残っていなかった。た

だ、カマ ドがあった と思われる部分か らは、焼土・炭化物、平石などが検出されている。

遺物 :102は 須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残 しており、体部は直線的に開 く。 3は土師器の長

胴甕 と思われる。

このほか、土錘 (第555図 43)、 凹石や刀子の破片、玉 (第582図 54)な どが出土 している。また床面

直上か らは、握 り拳大の河原石が30点以上出土 している。

340号住居跡 (第 446図、図版138)

位置 :GC-19

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :G区 8号溝0241号土坑 より古、 7号掘立柱建物跡より新

床面 :住居の東側は溝によって大きく壊されており、南側は農道で調査できなかったため、検出でき

たのは北西隅のわずかな部分であった。床面は平坦で堅 く締まった部分もある。

壁 :掘 り込みは垂直に近いが、壁高は10cmほ どしか残っていない。

遺物 :西壁付近からまとまって出土している。 1・ 2は須恵器の杯で、底部は糸切 りで、体部は直線

的に開 く。 3は土師器の杯で、内面黒色処理されており、底部は糸切 りの後、周囲に回転ヘラケズリ

を施している。口径18.5cmと 大きく鉢に近い。 4～ 6は土師器の小型甕で、いずれもロクロ成形され

ているが、 6は胴下半部にヘラケズリを施している。 4の底部は糸切 り痕を残しているが、 6は手持

ちのヘラケズリを行っている。

341号住居跡 (第447・ 448図、図版 139)

位置 :GE・ GF・ GG-17・ 18・ 19    規模 :480× 平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-70°―W 切 り合い :342号住居跡・ 7号掘立柱建物跡 ,G区 9号溝より新

床面 :南側は農道の下にあり、北側を埋め戻 した後に調査を行ったため、中央部分に未調査部分がで

きてしまった。全体に平坦であったが、堅 く締 まった部分はなかった。

壁 :調査区や重複の関係で、検出できたのは西壁だけであった。立ち上が りは不明確で、壁高も10cm

前後 しか残っていない。

カマ ド :西壁中央付近に作 られている。煙道が 2本検出されているが、北側の煙道は未調査部分にか

Э                                   20cm

一一一一
三
一
一

29θ

第446図 340号住居跡出土土器



かってお り、住居 との関係は定

かではない。南側は袖がハの字

状に45cmほ ど伸びてお り、その

まま煙道に続いている。火床は

良 く焼けてお り、周辺には炭化

物が広がっている。

遺物 :1は土師器の杯で、底部

にはヘラケズ リが施されている。

内外面ヘラミガキされてお り黒

色処理されていたと思われるが

残っていない。 2～ 4は須恵器

の杯で、底部はいずれもヘラキ

リである。 2・ 4は丸底で、体

部は直線的に開 く。 4の底部に

は焼成前に「×」の線刻を行っ

ている。 5は脚部がハの字状に

開 く土師器の高杯で、杯部内面

は黒色処理されている。 6は土

師器の小型甕で、器壁が厚 く底

部には木葉痕を残 している。内

面はハケ、外面はケズリで整え

ているが、粗い作 りである。 7は タ

第 6節 古

0                2m

第447図  341号住居跡

タキが施された須恵器の甕である。

第448図 341号住居跡出土土器

平面形 :方形規模 :335×

切 り合い :322号住居跡・ G区 1号溝 より古、 7号掘立柱建物跡

237号土坑より新

Ｅ
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ｏ
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0                                   20cm

344号住居跡 (第449図 )

位置 :GG・ GH-19

主軸方向 :N-5° 一E
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第5章 遺構と遺物

覆土 :暗褐色土を主体 とし、大 きく3層

からなる。Ⅲ層は住居壁際に断面三角形

に堆積 している。

床面 :堅 く締 まった平坦な床面である。

壁 :立ち上が りはほぼ垂直に近 く、壁高

は検出面より約22cmを残す。

カマ ド :北壁東寄 りに煙道の一部が残存

するが、大部分は破壊されている。

遺物 :土師器の甕・杯 と須恵器杯の小片

が出土 している。須恵器の杯は底部にヘ

ラケズ リが施 されている。

準|

I 暗褐色土 (焼土混入)

0            2m  Ⅱ 暗茶褐色土 (炭化物混入)~  Ⅲ 暗灰褐色土 (責褐色土混入)

Ｅ

ｏ
Ｎ
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第449図  344号住居跡

この住居は 7号掘立柱建物跡より新しく、仁和期のものと思われる砂層を覆土に持つ 1号清より古

いことから、 8～ 9世紀の住居といえる。                    (立 神史香)

347号住居跡 (第450・ 451図 )

位置 :GF・ GG-22

主軸方向 :不明

規模 :(480)× 平面形 :方形 ?

切 り合い :30403160320号住居跡・G区 4号溝より古、3450348号住居跡より新

覆土 :暗褐色土を主体 とし、主に 2層からなる。上層は下層に比べ、黄褐色粘質土ブロックを多 く含

tr。

床面 :住居東側を除き、黄褐色粘質土からなる貼床がある6厚さ約 2 cmで固く踏み締められている。

壁 :立ち上がりは急で、壁高は最大で22cmを残す。

遺物 :覆土からの出土が多い。 1・ 2は須恵器の杯で、共に底部はヘラキリである。 1は切 り離しの

後、草本類の上に置かれた際の圧痕を残す。 3は土師器の高杯で、外面が良く磨かれており、脚部内

面に杯部との接合痕があ

る。 4は須恵器の杯蓋で、

口縁端部の屈曲がない。

出土遺物から8世紀前

半の住居と考えられる。

(松井一晃 )

G区 4号溝

316号住居跡

暗掲色土 (黄褐色粘質土混入)

暗褐色土

暗褐色土 (貼床)
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K:

位置 :GG・ GH-18

主軸方向 :N

360号住居跡 (第452・ 453図、図版64)

0                                    20cm

第451図  347号住居跡出土土器

規模 :310×          平面形 :方形

切 り合い :G区 9号溝 より古

第452図 360号住居跡

床面 :平坦であったが堅 く締まった部分はなく、炭化物の広がりから床面を判断した。

壁 :北壁 と西壁は明確に検出できたが、南側は溝に壊されており、東側も溝状の掘 り込みに壊されて

いて、ほとんど検出できなかった。掘 り込みは垂

直に近 く、最大壁高は35cmが残っていた。

カマ ド :北壁中央に作 られている。幅50cm、 奥行

き20cmほ どが方形に突出しており、内部 は良 く焼

けていた。袖などの施設はまった く残っていない。

遺物 :1～ 4は須恵器の杯で、 102の 底部はヘ

ラキリ、 3・ 4は糸切 りで、 2は手持ちのヘラケ

ズ リで整えている。 5は須恵器の杯蓋で、宝珠状

のつまみが付き、天丼部は直線的に開 く。 5は土

師器の甕で、ロクロ成形された後、胴下半部にヘ

ラケズ リを施 している。

このほか、棒状の鉄製品が出土している。

5

o                                   20cm

G区 9号溝

ヽ
′
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第453図  360号住居跡出土土器
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平面形 :方形 ?

床面 :南側は井戸である84号土坑に壊されていたため、検出できたのはカマド付近のわずかな部分で

あった。残った床面は、顕著で良く締まっていた。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、壁高は40～ 50cmが残っていた。

カマ ド:北壁中央に作られている。住居側の幅45cm、 奥行き30cmほ どが台形状に突出しており、内部

は良 く焼けていた。焼土の存在から袖もあったと思われるが、まったく痕跡を残していない。煙道は

約50cm伸 び調査区外へと続いている。

遺物 :出土遺物は少なく、ほとんどが小片であつた。図示できたのは須恵器の高盤で、脚部が短 く、

杯部は口縁端部が短 く外反する。

このほか、棒状の鉄製品 (第573図 39)

が出土 している。

0                 10Cm

第454図  407号住居跡及び出土土器

409号住居跡 (第4550456図、図版65)

位置 :CG・ CH・ CI-708    規模 :450× 385       平面形 :方形

主軸方向 :N-105° ―E

切 り合い :87号土坑より古、409・ 413号住居跡 010号掘立柱建物跡より新

床面 :凹凸はあるが顕著で、カマド付近は良く締まっていた。

壁 :409・ 413号住居跡の覆土中に作られているため、検出は難しく、壁高は10cm前後しか確認できな

第5章 遺構と遺物

407号住居跡 (第454図、図版 65・

位置 :C」・CK-9・ 10

主軸方向 :N-30° 一E

かった。

カマ ド :東壁南寄 りに

作 られているが、検出

時に上部を削平したた

め、火床 しか残ってい

ない。

遺物 :1は須恵器の杯

で、底部は糸切 りであ

る。 2は 内面黒色処理

された土師器の椀で、

294

139)

規模 :(375)×

切 り合 い :84号土坑 よ り古

0                         20cm

第455図 409号住居跡出土土器



底部には糸切 り痕を残 してお り、

断面方形の高台が付 く。 3は須

恵器の壺の胴下半部 と思われる。

このほか、凹石 (第567図 1)

が出土 している。

410号住居跡

(第457図 、図版139)

位置 :CK・ CL-9

規模 :不明  平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-100° 一E

切 り合い :84号土坑 より古、

4220427号住居跡より新

床面 :カ マ ドから存在が確認さ

れた住居で、床面はほとんどわ

からなかった。

壁 :出土遺物を見ると重複 して

第 6節 古
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第456図  409号住居跡

いる住居より新しいと思われるが、壁面は東壁を除いてほとんど検出できなかった。東壁では壁高35

cmを沢Jる 。

カマ ド:東壁に作られている。両袖が長さ30cmほ ど残っているが、間隔は約25cmと 狭い。

遺物 :南壁付近から出土している。 1は内面黒色処理された土師器の椀で、口縁端部が短 く外反する

体部には「任」の墨書がある。 2～ 5は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切り痕を残している。焼成

が悪 く、黒斑を持つものも含まれている。 4の体部には「ff」 の墨書がある。 6は内外面黒色処理さ

れた土師器の皿で、全面にヘラミガキが施されており、体部に「晨」と思われる線刻がある。 7は灰

釉陶器の椀で、釉薬はハケ塗 りである。

このほか、鉄器の破片と自玉 (第582図 55)が出土している。

ウ

第457図 410号住居跡出土土器
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第 5章 遺構と遺物

412号住居跡 (第458図 、

位置 :CG・ CH・ CI-8

主軸方向 :N-20°― E

切 り合 い :406号住居跡・

図版 139)

・ 9010  規模 :640× 580 平面形 :方形

9号掘立柱建物跡 より古、4200421号住居跡・10号掘立柱建物跡・95号土坑

Ｅ
ｏ
∞
．寸
Ю
∞
劇
判

4 auo.tot

o                                   20cm

29δ

第458図  412号住居跡及び出土土器



第 6節 古 代

より新

床面 :住居の北側は調査区外にあり検出できなかったが、平坦で中央付近は堅 く締まっていた。

壁 :比較的浅い部分から検出されているため、立ち上がりは垂直に近 く顕著であったが、壁高は10cm

前後しか残っていなかった。

カマ ド:北壁にあると思われるが、調査区外であり検出できなかった。

遺物 :量的には少ないが、住居内全域から出土している。 1～ 5は 内面黒色処理された土師器の杯で、

底部は糸切 り痕を残している。 1に は判読不明の、 4に は「任」の墨書がある。 6～ 8は灰釉陶器の

皿で、 7は体部に段を持つ。

このほか、凹石の破片、鉄器の破片が出土している。

414号住居跡 (第 459図、図版139)

位置 :CG-7

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :不明

切 り合い :408・ 413号住居跡 より新

408号住居跡の覆土中より検出された住居であるが、床面をわずかに検出しただけで壁などはわか

らなかった。

キ

20cm

第459図  414号住居跡出土土器

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は

糸切 りの後、手持ちのヘラケズ リを行っている。 2は

須恵器の杯である。 1・ 2の体部には「十」の墨書が

ある。 3・ 4は土師器の甕で、 3は ロクロ成形されて

おり、 4は外面にヘラケズリを施 している。

427号住居跡 (第460・ 461図、図版68・ 139)
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位置 :CR/10 CN-9

平面形 :方形

規模 :305×

主軸方向 :N-105° 一E

切り合い :410号住居跡 0110号土坑より古

床面 :凹凸はあるが顕著で、中央部分は良く締まって

いた。北側は調査区外に続いている。

壁 :浅 い部分から検出された住居であるためすでに上

0                2m

第460図 427号住居跡
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第5章 遺構と遺物

部を削平 してお り、壁高は最大

でも20cmほ どしか残 っていなか

った。

位置 :EC-809

主軸方向 :N-95°一E

切 り合い :268・ 4380454

号住居跡より古、284号住

居跡・ E区 19号溝より新

覆土 :上層床面まで 3層

の覆土からなる。暗褐色

土を主体に、焼土・炭化

物粒を含むが、 I層の方

がⅡ層 より粒子が大 きい。

床面 :貼床が 2面ある。

下層床面は黄褐色粘質土

を厚さ 1～ 2 cm貼 ってお

り、上層床面は、その上

に 6 cmほ ど暗褐色土 を加

えた後、黄褐色土を貼っ

ている。上層床面には径

35cm、 深さ10cmの掘 り込

みがあるが、性格は不明

である。

壁 :ほ ぼ垂直に立ち上が

り、最大壁高は、およそ

49cmと なる。

カマ ド :東壁にあったが、

454号住居跡に壊 されて

お り、灰 と焼上の大 きな

広が りを残すのみである。

298

平面形 :不明

(焼土・炭化物粒大)

暗褐色土

(焼土 。炭化物混入)

暗褐色土

黄褐色粘質土 (上層床面)

暗褐色土 (貝占床)

黄褐色粘質土 (下層床面)

暗褐色土

(焼土・炭化物多量に混入)

暗掲色土

イ千 肇:iリ

カマ ド :東壁南寄 りに作 られて  LT             Cm
いる。袖は壁寄 りに平石を立て

第461図 427号住居跡出土土器
て芯 とし、粘土で覆 っている。

火床の位置から袖は長さ40cmほ どあったと思われるが、石の部分だけが検出された。煙道は約30cmが

残っていたが、先端部は削平されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 102は 内面黒色処理された土師器の杯で、共に底部は糸切 りであるが、

1は周囲に手持ちのヘラケズ リを施 している。また 1に は「任」の墨書がある。

486号住居跡 (第462～ 464図、図版 139)

規模 :不明
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454号住居跡 bl

436号住居跡掘方

第462図 436号住居跡及び掘方



焼上の下に灰と暗褐色上が互層をなして

おり、カマド前面の掻き出しと思われる。

掘方 :ま ず、住居の形に沿い、深さ 9 cm

ほどに平らに掘 り込んでいる。その底部

には径30～ 90cm、 深さ最大55cmほ どの楕

円形の掘 り込みが 5か所ある。また、P2

は径120cm、 深さ20cmほ どの掘り込みで、

掘方の埋め戻し終了後に掘 り込んでいる。

覆土には焼土・炭化物を多量に含んでお

り、中から2個体の甕 (506)が小片

に割 られた状態で出土した。

遺物 :特に集中する部分はないが、床面

に近づ くにつれて多 くなる。床面及びカ

lm

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

焼土

暗褐色土

炭化物
暗褐色土

暗褐色土

第 6節 古 代

(焼土を含まない)

(黄褐色土を含む)

第463図 436号住居跡焼土・炭化物集中区

マドからは、手づくねで丸底の、内面黒色処理された土師器の杯や、小さな宝珠型つまみを持つ須恵

器の杯蓋などが出土しているが、小片で図示できない。 1は掘方から出土した須恵器の杯で、底部は

ヘラキリである。 2～ 4は覆土からの出土である。 203は須恵器の杯蓋で、図示できなかったもの

も含め、口縁端部の形は多様である。 4は土師器高杯の脚部で、端部が短く開く。 5・ 6はP2か ら出

o                                   20cm

第464図  436号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

土 した土師器の長胴甕で、共に

最大径を回縁部に持ち、外面を

縦方向のハケで整えている。内

面は 5がナデ、 6がハケを施 し

ている。

出土遺物、切 り合いから見て、

8世紀初頭の住居 と考えられる。

(村井良平 )

438号住居跡 (第465図 )

位置 :EB・ EC-8

規模 :不明  平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明

切 り合い :268号住居跡より古、

436・ 454号住居跡 より新

覆土 :3層からなり、共に暗褐

色土を主体 とするが、 I層 は遺

位置 :DQ・ DR-809

主軸方向 :N-100° ―E

4

暗褐色土
暗褐色土

(焼土・ブロック混入)

暗掲色土
暗掲色粘質土 (焼土混入)

ml

A gso.oot

焼土ブロック Ⅲ

2m

規模 :410× 385       平面形 :方形

切 り合い :445号住居跡より古、457号住居跡より新

Ⅳ  Ⅲ

Ⅳ

第465図  438号住居跡
物を含む。

床面 :暗褐色粘質土を約 6 cmの 厚さに貼って床面とする。北東隅に焼土・炭化物の広がりがある。

壁 :全体的に垂直に立ち上がるが、北東隅はなだらかである。調査区南壁の土層観察からは50cm以上

の壁高があつたと推定される。

掘方 :436号住居跡の覆土を掘 り、その底から直接貼床をおこなっている。

遺物 :極端に少なく、ほとんど覆土からの出土である。土師器には内面黒色処理された杯や甕、須恵

器では杯、杯蓋などがあるが、小片で図示できない。

268号住居跡より古 く、454号住居跡より新しいことから、 9世紀の住居 と思われるが、年代を示す

遺物に恵まれていない。

440号住居跡 (第4660467図、図版68・ 139)

(村井良平)

床面 :凹凸はあるが顕著で良 く締 まっていた。

壁 :重複のある部分を除き、明確に検出された。立ち上がりは垂直に近 く、最大壁高は南壁で30cmを

測る。

5

o                                   20cm

第466図  440号住居跡出土土器

θθθ



第 6節 古

カマ ド :東壁中央付近に作 られて

いる。住居内には小さな火床があ

るだけで、袖などの施設はまった

く残っていなかった。煙道は壁面

と垂直に120cmほ ど伸びている。

柱穴 :南壁側に直径60cm前 後の掘

り込みが検出されているが、深さ

は10cmほ どで性格は不明である。

遺物 :1～ 3は須恵器の杯で、底

部はいずれ も糸切 りと思われるが、

1はヘラケズリ、 2は ナデで整え

ている。 4は高台を持つ須恵器の

杯で、全面ヘラケズリされた底部

には、断面方形の高台が付けられ

ている。 5は須恵器の杯蓋で、天

井部は直線的で、端部は短 く折れ

る。

このほか、骨鏃 (第574図 6)、

自玉 (第 582図 57)と 鉄片 3点が出

土 している。

層は類似の土質であるが、H層に

は黄褐色粘質土が多 く混入する。

Ⅲ層は床面直上の覆土である。住

居東側では焼上の集積が見られる。

床面 :ほぼ平坦で、住居中央部で

は黄褐色粘質土を用いた貼床が確

認できる。

壁 :全体的にややなだらかに立ち

上がり、壁高は最大で54cmを残す。

掘方 :黄褐色粘質土あるいは449

号住居跡の覆土をほぼ平坦に掘 り

込み、壁際ではさらに幅23～ 100

cm、 深さ10cm程度の周溝状に掘 り

o 2m col

ffi

A sss.oo.

457号住居跡

第467図  440号住居跡

平面形 :方形

2510263号土坑より古、449号住居跡より新
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441号住居跡 (第4680469図 )

位置 :DXODY-10011   規模 :315× (260)

主軸方向 :N-10°一E?   切 り合い :276号住居跡、

覆土 :3層に分層できる。 I・ Ⅱ

Ｅ
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劇
判

0               2m

暗掲色土
暗掲色土
(黄掲色粘質土混入)

暗掲色土
焼土

第468図  441号住居跡
θθヱ



第5章 遺構と遺物

込んでいる。貼床面を構築するに

際しては、まず暗褐色土を厚さ10

cm程度充填 し、住居中央部ではそ

の上にさらに黄褐色粘質土を厚さ

4 cm程度充填する。

遺物 :出土遺物は少ない。底部に

回転糸切 り痕を残す須恵器の杯や、

須 恵器 の甕 の破 片 等 が あ る。

これ らの出土遺物 と276号住居跡

の年代観から、本住居は 8世紀後

半以降 と考えられる。

Ｅ

ｏ
Ｎ
．Ю
Ю
∞
‐
―
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A gss.zot

I 黄掲色粘質土
(貼床)

Ⅱ 暗掲色土
(焼土混入)

Ⅲ 暗褐色土(越智俊夫)

0                2m

第469図 441号住居跡掘方

442号住居跡 (第4700471図、図版68・ 139)

位置 :DV-9010

主軸方向 :N-75° ―E

規模 :365× 340 平面形 :隅丸方形

切り合い :278・ 2790446号住居跡・291号土坑より古

覆土 :炭化物を含む暗褐色土を主体 とし、主に 2層 に分層できる。西壁に近い部分の I層 とⅡ層 との

間に厚 さ 5 cm、 直径70cmほ どの炭化物を含む層がある。東壁際には断面が三角形の堆積が見 られる。

床面 :全面に厚さ 4～ 8 cmの 暗褐色土による貼床がある。壁際を除いて堅 く踏み固められている。床

E

ml

I 暗灰褐色土 (煙道部天丼)

Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 暗茶褐色土 (焼土粒多)

Ⅳ 暗褐色土 (焼土混入)

V 暗掲色土 (焼土多)

Ⅵ 灰
Ⅶ 焼土 。炭化物 (火床)

446手]
住居跡

暗褐色土
暗灰掲色土
暗灰褐色土 (焼土多く混入)

暗褐色土 (焼土 。炭化物多く混入)
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Ｆ
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Ｅ
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Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

く

θθ2

第470図  442号住居跡
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0                                   20cm

第471図  442号住居跡出土土器

面は西から北東の方向に傾斜しており、北東と西側で約 6 cmの高低差がある。

壁 :ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は最大で36cmを残す。

カマ ド:住居東側の主軸上にある。火床面が広がっており、火床面の奥に支脚石が 1個、本来の位置

で認められた。煙道部は長さ100cmで 、その先端に直径約43cmの煙出しがある。

掘方 :約 6 cmほ ど平坦に掘り込んでおり、その部分に直接貼床を行っている。

遺物 :土師器の杯、須恵器の杯・杯蓋がカマド周辺で多 く出土している。 1・ 2は内面黒色処理され

た土師器の杯で、 2の底部はヘラキリと思われる。 3～ 12は須恵器の杯で、 3～ 609～ 12の底部に

は回転ヘラケズリが行なわれているが、10・ 12は底部中央に糸切 り痕を残している。 7・ 8は手持ち

のヘラケズリを行なっている。13は やや崩れた宝珠型のつまみを持つ須恵器の杯蓋で、端部はくちば

し状になる。土器群は須恵器の杯が多く、糸切 り痕を残すものと、ヘラケズリを施すものが混在して

いることが特徴的である。

住居の年代は遺物群から8世紀中葉と思われる。

444号住居跡 (第472図、図版690140)

位置 :DP・ DQ-506・ 7   規模 :330× 310

(立神史香)

平面形 :方形

主軸方向 :N-25° ―E 切 り合い :439号住居跡より古

床面 :平坦で顕著であつたが、あまり締まっていなかった。

壁 :東側は遺構の重複があり明確でなかったが、そのほかは垂直に立ち上がっており、明確に検出で

きた。壁高は25cm前後が残っている。

カマ ド:北壁東寄 りに作られている。袖には石などの使用はなく、焚き口側が狭 くなるように45cmほ



第5章 遺構と遺物

ど伸びてお り、先端部分に火床がある。煙

道は約30cmが残っていた。住居南側から検

出されている。石はカマ ド天丼部の構築材

と思われる。

遺物 :出土遺物は少ない。 1は高台の付 く

須恵器の杯で、器高が低 く体部は直線的に

開 く。 2は須恵器の杯蓋で、外面には全面

に自然釉が付着 している。宝珠型のつまみ

が付 き、端部は短 く屈曲する。いずれ も赤

褐色で、完全に還元焼成されていない。

445号住居跡 (第473図、図版140)

位置 :DRODS-9・ 10 規模 :390×

平面形 :方形 ?    主軸方向 :不明

切 り合 い :440・ 457号住居跡より新

床面 :住居の大半は調査区外にあり、検出

できた部分はわずかであり、不明確な部分

が多い。

壁 :立 ち上が りは垂直に近 く、比較的顕著

であった。最大壁高は東壁で20cmを測る。

遺物 :南東隅付近か ら出土 した。 1～ 3は

須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を

残 しており、焼成は良 くない。 4は高台を

持つ須恵器の杯で、器高が低 く断面方形の

高台が付 く。内面に墨状の付着物があり、

転用硯 として使用された可能性がある。
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0                2m
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0                                     20cm

第472図  444号住居跡及び出土土器

A gs+.aot

-355.00m

o                                   20cm

第473図 445号住居跡及び出土土器

θθピ



446号住居跡 (第474図 )

位置 :DV-809010

平面形 :隅丸方形

Ⅲ           Ⅱ

0                2m

~     I 
暗褐色土 (締まりあり)

Ⅱ 暗褐色土
Ⅲ 焼土

第475図 450号住居跡及び掘方

第 6節 古

I 暗褐色土

―-355.00m _  (炭 化物混入)

Ⅱ 暗灰褐色土
幌 土多量嘲 カ

I

O
L互=ェ====土=======≦

m
」

0                 10cm

第474図 446号住居跡及び

出土土器

450号住居跡掘方

暗灰褐色土

褐色土 (貼床)

暗掲色土 (黄褐色粘質土混入)

規模 :300×

主軸方向 :不明

切 り合い :279号住居跡より古、442号住居跡より新        _

覆土 :暗褐色土を主体 とし、 2層 に分かれる。Ⅱ層には灰色土

が混 じる。

床面 :平坦な床面がある。

壁 :ほ ぼ垂直に近 く、最大壁高は約24cmを残す。

掘方 :床下に及ぶ掘方は確認 していない。

遺物 :出土遺物は少ない。図示できたのは須恵器の杯で、底部

に糸切 り痕がある。床面直上か ら出土 してお り、住居の年代は

9世紀 と思われる。            (立 神史香 )

450号住居跡 (第475図 、図版69)

位置 :DX・ DW-10011   規模 :335×

平面形 :方形 主軸方向 :N

切 り合い :278・ 2800449号住居跡・ D区 1号溝 より新

覆土 :暗褐色土を主体 とし、主に上下 2層 に分層できる。床面

直上には一部焼土層があるが、火災が原因ではないらしい。住

居の隅には断面三角形の暗灰褐色土の堆積がある。

床面 :検出範囲の全面に褐色土による貼床がある。貼床は厚さ

約10cmで 、東側が緩やかに低 く下が り、住居の中心部でやや堅

450号住居跡

く、西側では柔 らかい。 また、住居東壁 と接して径35～70cmの楕円形で厚さ 8 cmの 焼土層があるが、

カマ ド等の施設は確認されていない。

壁 :立ち上が りは垂直に近 く急である。壁高は最大で42cmを残す。

掘方 :壁 に沿って幅30～ 100cm、 掘方底からの深さ 3～ 8 cmの 掘 り込みが周溝状に巡 る。これを暗褐色

作司

Ｅ
ｏ
ｏ
．Ю
Ю
ｏ

劇
Ч

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

!- gss.oot
a gss.oom
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第5章 遺構と遺物

土で埋め、その上に貼床

を行っている。

遺物 :出土量は少な く、

その多 くは床面付近や掘

方から出土 している。土

師器では杯や甕、須恵器

では杯・高台付杯・甕な

どがあるが、いずれ も小

破片である。

土師器の杯に見 られる

底部調整や、外面にヘラ

ケズリを施 した武蔵型の

甕の特徴から8世紀後半

の住居 と考えられる。

(松井一晃 )

452号 住居跡

(第476図 )

位置 :DXODY-7

規模 :400×

平面形 :方形 ?

主軸方向 :N-10° 一E?

切 り合い :274号住居跡

0               2m

I 暗褐色土
I 暗褐色土

(焼土混入)

Ⅲ 暗掲色土

(焼土・炭化物混入)

Ⅳ 暗褐色土

(黄掲色粘質土混入)

Ｅ
ｏ
倒
．Ю
Ю
∞

調
「

Asss.zot

o                                   20cm

第476図 452号住居跡及び出土土器

より古、447号住居跡・炭化物集中区より新

覆土 :4層に分層できる。 4層 とも暗褐色土で類似の土質であるが、Ⅱ・Ⅲ層には焼土・炭化物が多

く含まれている。Ⅳ層は壁際にある黄褐色粘質土が多 く混入している堆積層である。

床面 :貼床状となっており、平坦で堅 く締まっている。

壁 :全体的に立ち上がりは急であり、壁高は最大で42cmを残す。

掘方 :黄褐色土層を粗 く掘 り込み、黄色粘質土を含む暗褐色土を10～20cm程度充填し貼床 としている。

遺物 :出土遺物は多いが、図示できるものは少ない。 1は土師器の杯で内面黒色処理が施されている。

底部切 り離しの後、その縁辺部をヘラケズリで調整する。 2は須恵器の杯で底部には回転糸切 り痕を

残す。内外面ともに火だすき痕がある。

本住居は、出土土器と274号住居跡の年代観から、 9世紀前半の住居と考えられる。

(越智俊夫 )

453号住居跡 (第477・ 478図、図版70)

位置 :DSODT-809       規模 :420× 410       平面形 :方形

主軸方向 :N-10° 一E

切 り合い :275号住居跡より古、273号住居跡・280～ 282号土坑より新

覆土 :主に 2層 に分かれるが、いずれも暗褐色土を主体 とする。

θθδ



第 6節 古

床面 :中央部 と北東隅に、

褐色土を含む厚さ 5～ 10cm

の暗褐色土による貼床があ

る。ほぼ平坦で、堅 く締 ま

っている。

壁 :ほ ぼ垂直で、壁高は最

大で33cmを 残す。

カマ ド :北壁東寄 りにある

が、煙道 と西側の袖に石を

残すのみである。カマ ドの

前面には径70cmほ どの灰層、

その下に径40cmほ どの燃焼

面があ り、これ らの範囲か

らカマ ドの規模は幅60cm前

後 と推定できる。灰層上に

は杯を中心 とした土器片が

多数見 られる。

掘方 :壁際に幅平均60cmの

溝状の掘 り沐みが巡る。深

さは床面から南側で 5 cm、

北側では深 く30cmに及ぶ。

遺物 :出土量は多 く、カマ

ド付近に集中する。 1は内

面黒色処理された土師器の

杯で、底部には糸切 りの後、

回転ヘラケズ リを行つてい

る。 2～ 4は須恵器の杯で、

底部には糸切 りを残してい

る。 5は須恵器の高台付杯

で、器高が低 く底部には糸

切 りを残 している。 6は高

台を持つ土師器の皿で、内

面を黒色処理 しており、灰

層 と掘方から出土した破片

が接合 した。 7は ロクロ成

形の土師器の甕、 8は須恵

器長頸壺の底部 と思われる。

この住居は、遺構の切 り

暗褐色土

暗灰掲色土
暗掲色土 (貼床・褐色土混入)

暗褐色土 (褐色土混入)

暗褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

ｍヽ

だ
一

Ｅ
ｏ
ｏ
．Ю
Ю
∞

劇
Ч

453号住唐跡

0                2m

午̈

355.00m

第477図  453号住居跡及び掘方
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第 5章 遺構 と遺物

第478図  453号住居跡出土土器

合い、出土遺物から9世紀中葉をやや遡ると見られる。

454号住居跡 (第479～ 481図、図版700140)

(野中麗奈 )

位置 :EA・ EB-8・ 9

主軸方向 :N

規模 :340× 320 平面形 :方形

切 り合い :268号住居跡より古、277・ 4360438号住居跡より新

覆土 :3層からなり、 I～Ⅲ層までいずれの層も炭化物を含む。

床面 :明褐色土による貼床で、東側にかけて10cmほ ど低 くなっている。中央部は良 く締まっているが、

454号住居跡 454号住居跡掘方

I 暗褐色土
Ⅱ 灰色粘質土
Ⅲ 暗褐色土
Ⅳ 黄褐色土 (カ マド)

V 暗褐色土 (炭化物混入 。掘方)

Ⅵ 暗褐色土 (炭化物多量に混入 。掘方)

0                2m

◎

θθ∂

第479図  454号住居跡及び掘方



第 6節 古

壁際に行 くにつれて軟弱になる。

壁 :垂直に近 く、最大壁高41cmを残す。

カマ ド:北壁中央やや東側に作られている。割石を芯に黄褐色土でこれを覆い袖 とする。煙道は268号

住居跡に一部を壊されているが、長さは煙出し部分を含め155cmほ どに復元できる。煙出しは径約30cm

の円形で、煙道の軸から西へ20cmほ どずれた位置にある。

掘方 :10cmほ どで平坦に掘 り込まれており、この掘 り込みを暗褐色土で埋めている。その後改めて、

南側 と西側の壁際に、幅80cm、 深さ10～30cmほ どの周溝状の掘 り込みを行い、これを埋め戻した後に

床面を構築している。

遺物 :1～ 305・ 7～ 9・ 14は 床面、 4は カマド内から、そのほかは覆土より出土している。 1～ 3

は土師器のロクロ成形の杯で、内面黒色処理がされている。いずれも糸切 りと思われるが、 102に

は回転ヘラケズリが施されている。 4～ 10は 須恵器の杯で、底部は 4がヘラキリ、そのほかは糸切 り

'..''.'.'.-....'...........
::::::::::::::::::::::::::::

:::::::::::::::::;:::i::」

:::::三 ::」 :::11i:ラ

一
・
一
一

一

一

．

0                                   20cm

第480図  454号住居跡出土土器
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第5章 遺構と遺物

痕を残 してお り、口径に対 して底

径が大 きい。11～ 13は須恵器の高

台付杯で、12は 底部 に糸切 りの痕

跡を残 している。13は 口径が小さ

く、底部は高台から張 り出さずに

体部 となる。高台 も三角形に近 く、

やや古い様相を示す。14～ 16は土

師器の甕で、小型甕である14は ロ

クロ成形の後、外面底部付近にヘ

ラケズ リを行い、内面はハケで整

えている。15は ロクロ成形されて

おり、月同下半にはハケを施 してい

る。16は外面を薄 くヘラケズリし

た北武蔵型の甕で、頸部はコの字

状になる。

このほか、覆土中から砥石が出

土している。

出土遺物 より、 8世紀後半から

末葉の住居 と考えられる。

I 暗褐色土
Ⅱ 煙道天丼部
Ⅲ 暗褐色土

(焼土微量混入)

Ⅳ 暗褐色土

(焼土・炭化物混入)

V 煙道部底
Ⅵ 灰色砂質土

Ⅶ 暗掲色土

Ⅷ 暗褐色土

(壁 の崩落土含む)

Ⅸ 灰 。炭化物
X 灰   測 焼土

Ⅲ 焼土

Ｅ

ｏ
Ю
．Ю
Ю
∞

・ｌ
ｌ

0             1m

第481図  454号住居跡カマ ド

(池嶋徹郎)

458号住居跡 (第4820483図、図版710140)

位置 :DEODF・ DG-405・ 6  規模 :735× 660       平面形 :方形

主軸方向 :N-40°―W      切 り合い :471～ 474号住居跡より新

覆土 :全体に炭化物が含まれており5層 に大別できるが、各層の間には炭化物や焼土層が薄 く挟まっ

ている。

床面 :中央部分が高 く、全体に凹凸はあるが良く締まっており、明確に検出された。壁際を除きほぼ

全面に炭化物が広がっており、南側では 5 cmほ どの間層をはさんで、床面が 2面検出されている。ま

た、471・ 472・ 474号住居跡がほぼ重なるように作られており、同じ場所で住居の建て替えを行った可

能性がある。

壁 :立ち上がりは垂直に近 く、壁高は50cmほ どが残っていた。

カマ ド:北壁のほぼ中央に作られている。袖は東側で60cmほ どが残っていたが、石などの構築材は利

用されていない。支脚は残っていなかったが、燃焼部の焼土の広がりから幅110cm、 長さ100cmほ どの

規模があつたと思われる。煙道はやや西に傾いており、長さ300cmと 極端に長い。断面の観察では、中

ほどで土層が切れることから、先端部は別の住居の可能性もある。

柱穴 :主柱穴が 3本検出されている。径110cm前後の楕円形で、床面からの深さは60cmほ どあり、P10

P3に は柱痕跡が残っていた。Plか らは30cmと 18cmほ どの太さを持つ 2本が検出されており、P3か らは

20cmほ どの太さの 1本が、礎板にされた平石に乗った状態で検出されている。P3の底部にはさらに礎

板状の平石があり、柱の沈下によると思われる円形の落ち込みもあることから、 3回の建て替えがあ

θヱθ
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Ⅷ (壁 )

上 354.80m

Шヽ

暗褐色土

炭化物・焼土

暗褐色土 (炭化物多量に混入)

炭化物
暗灰褐色土

炭化物・灰

暗黄褐色土

焼土     ・

暗褐色土 (焼土混入)

暗褐色土

474号住居跡

0                2m

雰
≧

　

＞

I 暗褐色土
Ⅱ 暗褐色土 (黄褐色ブロック混入)

Ⅲ 炭化物
Ⅳ 暗掲色土 (灰多量に混入)

V 暗掲色土
Ⅵ 暗褐色土 (灰・炭化物混入)

Ⅶ 暗灰褐色土 (灰混入)

Ⅷ 焼土
Ⅸ 暗黄褐色土
X 暗黄褐色粘質土 (貼床)

測 暗褐色土 (柱痕・締まりない)

Ⅲ 暗褐色土
Ⅷ 暗黄褐色土 (明黄褐色ブロック混入)

皿 暗褐色土と黄褐色土の混合

房
冒

Ｅ
ｏ
∞
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り
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第482図  458号住居跡
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第 6節 古

6

第483図  458号住居跡出土土器

ったと思われる。

掘方 :全体に30cm前後掘 り下げており、さらに壁面からlmほ ど離れた部分には、幅80～ 180cm、 床面

からの深さ50～70cmほ どの周清状の掘 り込みがある。この掘 り込みを黄褐色土の混ざった暗褐色土で

埋め、その上に床面を構築している。

遺物 :出土量は多いがほとんど小片で図示できるものは少ない。 1～ 3は須恵器の杯で、底部の残る

1に はヘラキリが観察できる。 4～ 6は須恵器の杯蓋で、 6は 口径 9 cmと 小型である。端部の形状は

4が屈曲部を持つのに対して506に はなく、 6は内側にガヽさなかえりが付けられている。 7は須恵

器の高盤で、脚部を欠いている。 8は須恵器甕の口縁部、 9は須恵器の鉢である。 9の外面には擬格

子のタタキを施しているが、内面のオサエはナデで消している。胴部は湾曲して立ち上がり、口縁端

部は下端をつまみ出し、外側に面を作っている。10は 土師器の甕で、内外面をハケで整えており、最

大径を口縁部に持つ。歪みが大きく、胴部は底部からほぼ直線的に開いている。

このほか、鎌 (第571図 12)、 棒状鉄製品 (第573図 50)、 自玉が出土している。

θlθ



第5章 遺構と遺物

460号住居跡 (第4840485図、図版 140)

位置 :DF・ DG-7・ 8    規模 :(385)×

平面形 :方形         主軸方向 :N-120° ―E

切 り合い :D区 4号溝より新

床面 :住居の大半は調査区外にあるため、検出できた部分はわ

ずかで、堅 く締 まった部分はなかったが、カマ ド付近に炭化物

が広がっていたため検出は容易であつた。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、最大壁高は西壁で20cmが残ってい

た。カマ ドのある東壁が南壁 と直交せずに開 くため、歪んだ住

居 となる。

カマ ド :東壁に作 られているが、北側は調査区外にある。奥行

20cmほ どで弧状に突出してお り、わずかに焼土 も検出されてい

る。

遺物 :1～ 4は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残 し

ており、 4は後に軽いナデを行っている。 2に は半J読できない

墨書がある。 5は外面にヘラケズ リを行った北武蔵型甕で、頸

部は「 く」の字1犬 になる。

このほか、 卜骨 と思われる破片が出土している。

0                2m

第484図  460号住居跡

0                                  20cm

0                                  20cm

”５

463号住居跡 (第4860487図、

位置 :DC・ DD-607

主軸方向 :N-115° ―E

第485図 460号住居跡出土土器

図版72・ 140)

規模 :450×         平面形 :方形

切 り合い :470・ 473号住居跡より新

単 1尊1彰
・

:・ :・ :・ :・ :・

=ン

'

θIイ

第486図 463号住居跡出土土器
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床面 :小さな凹凸はあるが良 く締 まってお

り、顕著であつた。

壁 :自 然堤防を削平 して開田しているため、

住居の壁にまで撹乱が及んでお り、壁高は

20cmほ どしか残っていなかった。

カマ ド:東壁の南寄 りに作 られているが、

焼土 と袖の芯材 と思われる角礫以外は何 も

残っていなかった。

遺物 :1～ 5は須恵器の杯で、底部はすべ

て糸切 り痕を残 している。 6は 内面黒色処

理された土師器の椀で、底部には短い高台

が付 く。

466号住居跡 (第488図 、図版72・ 141)

位置 :D」・DK-7・ 8

規模 :320× 310    平面形 :方形

主軸方向 :N-105° ―E

切 り合い :296号土坑 より古、467号住居跡

より新

床面 :北側は296号土坑に壊されていたが、

全体に平坦で、明確に検出された。

第487図  463号住居跡

壁 :上部が削平されているため、最大でも10cmほ どしか残っていない。

カマ ド :東壁南寄 りに作 られている。火床 と炭化物を検出したが、そのほかの施設は何 も残っていな

かった。

遺物 :出土遺物は少ない。 1・

には還元されていない。

2は須恵器の杯で、底部には糸切 り痕を残しており、焼成が悪 く完全

4- esa.aot

Ｅ

ｏ
∞
．寸
Ю
∞

―
―
―

ｍヽｍヽ

Ｅ
ｏ
∞
．寸
り
∞

劇
Ч

0                  10Cm
0                2m

0               2m

第488図  466号住居跡及び出土土器

θヱ5



第5章 遺構と遺物

473号住居跡

位置 :DDODE-50607   規模 :(700)×         平面形 :方形 ?

主軸方向 :不明         切 り合い :458・ 463号住居跡より古

床面 :西壁の一部か ら住居の存在が確認されたが、床面 と判断できるものは検出できなかった。 した

がって、遺物の出土状況などから判断した。

壁 :最大で も10cm以 下しか残っていなかった。7mを超 える規模のため、2棟の住居が重複 している可

能性 もある。

遺物 :出土遺物は少なく、図示できる土器はない。ただ、 卜骨10点 (第5760577図 52～57)が まとま

って出土してお り、半載される前の肋骨なども出土 している。そのほか刀子の破片なども出土してお

り、祭祀に関係する住居の可能性 もある。

474号住居跡 (第489図 )

位置 :DF-6・ DG-607

主軸方向 :N-45° ―W?

規模 :不明 平面形 :方形 ?

切 り合い :4580472号住居跡より古

床面 :458号住居跡 と重複 しており、床面の標高 もほとんど差がないことから、458号住居跡の建て替

えとも考えられる。 したがって、壁際のわずかな部分 しか検出できず、床面 も軟弱であった。

壁 :検出できた部分は顕著で、壁高 も40cm以上残っていた。

カマ ド :北東壁の中央付近にあったと思われるが、わずかに焼土が検出できただけで、そのほかの施

設は残っていなかった。

柱穴 :主柱穴は、458号住居跡 と重なっていると考えられる。壁際には直径20～30cmの柱穴が、100～

150cmの 間隔で並んでいる。壁の上留めとも考えられるが、壁面から20cmほ ど離れたものが多 く、上屋

を支えた柱 と思われる。

遺物 :図示できる遺物はないが、458号住居跡 と同時期 と思われる土器のほか、刀子 (第572図 27)が

出土している。
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第 6節 古

477号住居跡 (第4900491図 )

位置 :CN・ CO ecP-4・ 5・

規模 :(605)×

平面形 :方形

主軸方向 :N-105° 一E

切 り合 い :482・ 485～

487・ 489・ 493号住居跡 よ

り新

床面 :全体に平坦であっ

たが、特に締 まった部分

はなく不明確な部分が多

い。 南側は日召和44年れこ実

施 された灰塚遺跡の調査

の トレンチであるが、 こ

の住居に関係する遺構は

検出されていない。

壁 :遺構の重複が多 く検

出は難 しかつたが、立ち

上が りは垂直に近かった。

最大壁高はカマ ド付近で

30cmを残 している。

カマ ド :東壁に作 られて

いるが、火床 と煙道以外

は残っていなかった。煙
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第5章 遺構と遺物

道は長 さ80cmほ どが検出されてお り、調査区外へ続いている。

遺物 :1は須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残 している、 2は 内面黒色処理された土師器の鉢で、底

部には外に強 く張る高台が付 く。 3・ 4は外面に

ヘラケズリを施し器壁を薄 くした北武蔵型の甕で、

頸部はコの字状になる。同一個体と思われるが接

合しない。

このほか、管玉 (第581図 26)、 滑石製臼玉 (第

582図 61)、 土玉 (第 583図 155)が 出土している。

478号住居跡 (第492・ 493図、図版141)

位置 :CK・ CL-506  規模 :330×

平面形 :方形

切 り合い :な し

主軸方向 :N-20°―E

覆土 :暗灰褐色土を主体に 3層 に分けられ、間に

薄い炭化物層が挟まる。

床面 :北側は調査区外にあるが、平坦であり明確

に検出された。床面上には炭化物が広がっている。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く顕著で、壁高は40cm以

上が残っている。

―-355.00m         Ⅱ

第492図  478号住居跡
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Ⅳ
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第493図  478号住居跡出土土器
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第 6節 古

カマ ド:調査部分からは検出されていないが、北側の調査区境から炭化物 と焼土が検出されてお り、

この北側にカマドがあると思われる。

遺物 :北西部分から集中して出土している。 1～ 4は土師器の杯で内面黒色処理されており、底部は

いずれも糸切 りと思われるが、 1に は手持ちのヘラケズリが施されている。 3の体部には「ff」 の墨

書がある。 5・ 6は須恵器の杯で底部には糸切 り痕を残しており、体部は比較的湾曲して開く。 70

8は内面黒色処理された土師器の椀、 9は灰釉陶器の椀で、灰釉は漬け掛けされている。10011は土

師器の皿で、10は 内外面、11は 内面が黒色処理されている。共に比較的高い高台が付き、口縁端部が

水平になる。12は 内面黒色処理された土師器の鉢で、底部には回転ヘラケズリを行つている。13は ロ

クロナデされた土師器の甕で、内面はハケで整えており、口縁部は「く」の字状になる。14は須恵器

甕の底部である。

479号住居跡 (第4940495図、図版73・ 141)

位置 :CH・ CI-5・ 6

主軸方向 :不明

規模 :不明 平面形 :方形 ?

切 り合い :4800481・ 491号住居跡 010号掘立柱建物跡より新

床面 :北側 と東側は調査区外にある。床面は平坦で明確であり、北側には炭化物が広がっていた。

壁 :掘 り込みは垂直に近 く、顕著であつた。壁高は40cm前後が残っていた。

カマ ド:北壁にあると思われるが、調査区内からは検出されていない。ただ、北側からは大きな平石

が検出されており、カマドの構築材と思われる。

柱穴 :北側から1か所の掘 り込みを検出した。覆土には角礫が入っており、遺物の多 くもここから出

土している。カマドも付近にあると想定されることから、カマ ドに付属する貯蔵穴的な機能が考えら

れる。

遺物 :出土遺物は多い。 1～12は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部はすべて糸切 りであるが、

1に は手持ちのヘラケズリが施されている。また口径に対して器高の大きいものが多い。13は土師器

の皿で、内面黒色処理されており、体部は直線的に開く。14は 灰釉陶器の椀で、釉薬はハケ塗 りであ

る。15・ 16は土師器の小型甕で、15の 外面はカキメ状のナデ、16の 内外面はハケで整えている。170

18は ロクロ成形された甕で、18の胴下半部にはヘラケズリを施している。19は灰釉陶器の長頸壺で、

全面に灰釉が付着 している。20は 須恵器四耳壺

の胴部で、平行タタキで器面を整えてお り、内

面には押え具の痕跡を残 している。断面が台形

になる凸帯を巡 らせてお り、その上に粘土を貼

り付け、上部から穿孔して耳にしているが、欠

落 している。

第494図 479号住居跡
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第 5章 遺構 と遺物
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第 6節 古

482号住居跡 (第496図、図版141)

位置 :CP・ CQ-506   規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :不明 切 り合い :477号住居跡より古、485～ 488号住居跡 0311号土坑より新

床面 :東側は477号住居跡、南側は昭和44年調査の トンンチで壊されており、また、西側は仮設道で調

査ができなかった。したがって、検出できたのは北壁 と床面の一部であつた。床面は平坦であったが

堅 く締まった部分はなく、部分的に見られる炭化物から判断した。

壁 :検出できた北壁の立ち上がりは垂直に近 く、壁高は35cm前後を測る。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 り痕を残しており、口径に対して器高が小

さい。 2は須恵器の杯で、底部は糸切 りである。 3は内面黒色処理された土師器で、鉢状の器形であ

るが口径が10cm以下 とガヽさい。 405は須恵器の杯蓋で、端部はくちヤゴし状になる。

4

o                                  20cm

第496図  482号住居跡出土土器

486号住居跡 (第497図、図版 141)

位置 :CP・ CQ-5      規模 :不明 平面形 :不明

主軸方向 :不明        切 り合い :4770482号住居跡より古、487号住居跡より新

床面 :堅 く締まった床面が部分的に残っており、火床と思われる焼土も検出されたが、壁は検出でき

なかった。

遺物 :102は須恵器の杯で、 1の底部は糸切 り痕を残している。 2の体部は底部から屈曲して立ち

上がり箱型となり、高台は断面方形で外に向かって開いている。 3～ 5は須恵器の杯蓋で、 304に

は扁平な宝珠型のつまみがみられる。天丼部の湾曲が比較的強 く、端部の形状は様々である。 6は土

師器の小型甕で、細かいハケで器面を整えており、古い様相を示すと思われる。

o                                  20cm

R([::][::1'子

  (≦≦二重詈二::i[」」」:≧」、,3

第497図  486号住居跡出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

基壇状遺構

基壇状遺構 (第498図 、図版74・ 141)

位置 :CN・ CO-70809  規模 :(730)× 平面形 :方形 (突出部あり)

主軸方向 :N-20°―E 切 り合い :93号土坑・ C区 5号溝より古、428・ 432号住居跡より新

構造 :一辺40cm前後の石英閃緑岩の平石を小口を外に向けて並べているが、小口はそろっていない。

石列は現存する限りでは一段で、南側に突出部を持っているが、東側には残っておらず、北側は調査

区外になる。残存部から一辺730cm前 後の方形が想定され、南側の突出部は幅150cm、 奥行80cmほ どと

なる。内部からは、堅 く締まった床状の部分を検出しているが、標高は石列の下端 と同じであり、こ

の遺構に伴うとは断言できない。また柱穴などは検出されていない。

遺物 :床状の部分から検出されている。 1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 りの後、

回転ヘラケズリを行っている。 2～ 5は須恵器の杯で、底部はいずれも糸切 り痕を残している。器高
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第 6節 古

の低いものが多く、 4の体部には「キ」の墨書がある。

出土遺物から9世紀中葉の遺構と考えられるが、遺物がこの遺構に帰属するかどうかは明確でない。

3 掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 (第499図 、図版74)

位置 :BI・ BJ-14015

長軸方向 :N-35°一E

規模 :2間 (405)× 3間 (635)  平面形 :長方形

切 り合い :48号住居跡より古、46055076号 住居跡より新

柱掘方 :直径60～80cmの 円形であるが、隅丸方形状のものも含まれている。検出面からの深さは30～40

cmほ どで、掘 り込みは垂直に近 く顕著であった。覆土は暗褐色土を主体 としており、P6か らは炭化物

層が検出されている。Pl～ P3° P6・ P9に は直径20cm前後の柱痕跡が確認できる。

柱間 :北側隅の柱穴は検出できなかったが、梁行の柱間は175～ 230cmで平均198cm、 桁行は180～230cm

で平均198cmと なる。

遺物 :柱掘方内から土器片がわずかに出土しているが、弥生時代から古墳時代初頭の遺物が多 く、遺
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第5章 遺構と遺物

物から遺構の時期は判断できない。

48号住居跡以前に構築 されていることから、 9世紀前半の建物跡 と思われる。

3号掘立柱建物跡 (第 500図、図版75)

位置 :E」・ EK・ EL・ EM-9010  規模 :2間 (410)× 4間 (830)?  平面形 :長方形

長軸方向 :N-80° ―E 切 り合い :66号土坑 より古、1690170号住居跡より新

柱掘方 :南側は調査区外にあり全容を把握できなかった。柱掘方は直径70～100cmの 円形で、検出面か

らの深さは35～60cmを 測る。掘 り込みは垂直に近 く、顕著であった。P2° P3か らは直径15cmほ どの柱

痕跡が検出されている。

柱間 :桁行が180～ 230cmで平均205cm、 桁行が190～ 235cmで平均208cmであった。

遺物 :柱掘方からは比較的多くの破片が出土しているがほとんど小片で、図示できるのは須恵器の杯

蓋 1点であった。扁平なつまみが付き、端部内面には小さなかえりが付 く。そのほかの出土土器は高

盤など8世紀代のものが多い。

遺構の重複からは時期を判断することができないため、出土遺物から8世紀以降の建物跡としかい

えない。

4号掘立柱建物跡 (第 501図、図版75)

位置 :FR・ FSO FT-16017   規模 :不明            平面形 :長方形 ?

長軸方向 :N-15°一E      切 り合い :252号住居跡より新
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第 6節 古

柱掘方 :南側が調査区外にある

ため、全容は不明であるが、東

倶lllこ 掘方がないことから、梁行

2間で南北に長軸を持つ建物 と

思われる。柱掘方は一辺55～ 95

cmの方形か長方形で、検出面か

らの深さは20～ 50cmである。掘

り込みは垂直に近 く、P4の底に

は直径15cmほ どの柱を建てた際

の くぼみがみられる。

柱間 :東西方向が200cmと 265cm

で、南北は210cmである。

遺物 :土器の小片がわずかに出

土 しているが、時期を判断でき

るものはない。

252号住居跡の後 に構築 され

ているため、奈良時代以降の建

物 と思われる。

5号掘立柱建物跡 (第502図 )

位置 :FW・ FX・ FY-17・ 18019
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第501図  4号掘立柱建物跡

規模 :2間 (370)× 3間 (555)  平面形 :長方形 ?
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第5章 遺構と遺物

長軸方向 :N-55°―W

切 り合い :F区 8号溝 0165号土坑 より古、2580262・ 264号住居跡 より新

柱掘方 :南側は 8号清に壊 されているが、梁行 2間、桁行 3間 の建物 と思われる。柱掘方は直径50～ 80

cmの 円形で、検出面からの深さは50cm前後であるが、遺構の重複で上部を削った部分 もある。掘 り込

みは垂直に近 く、底部は平坦であった。P2を除いて底には直径20cm前後の くぼみがあり、柱を建てた

痕跡 と思われる。

柱間 :梁行は185cmで揃っている。桁行は165～ 210cmで、平均185cmと なり梁行 と同規模である。

遺物 :柱掘方から土器の小破片が出土 しているが、時期を判断できる資料はない。

258号住居跡の後に構築されていることから、 9世紀以降の建物 と思われる。

6号掘立柱建物跡 (第 503図 、図版75076)

柱掘方 :南側が調査区外に続いている可能性もあり、規模は現状での大きさを表記した。一辺60～ 90

cmの方形で、検出面からの深さは最大で60cmで あるが、上部を住居跡で削られており、ほとんど残っ

ていない掘方もある。Pl～ P5の底部には、礎板 として平石が据えられており、Pl・ P4・ P5か らは直径

E

ml

蜃

＠

⑮
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位置 :GB・ GC-18・ 19

長軸方向 :N-18° 一E

規模 :1間 (540)× 3間 (510)?   平面形 :長方形

切 り合い :32103290340号住居跡 より古
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第 6節 古

25cm前後の柱痕跡が検出されている。P6は ほとんど掘 り込みはないが、堅 く締まっており、土が変色

しているので石が据えられていたと思われる。北東隅はP8が該当すると思われるが礎板はない。P9も

梁行の柱掘方の可能性があるが、規模が小さく位置的にも東に寄る。

柱間 :梁行はP9を柱穴 として扱わなければ540cmと 長 く、桁行は160～ 170cmで 平均166cmほ どとなる。

検出部分で建物を想定すると桁行より梁行が長 くなるので、建物は南側の調査区外へ伸びると思われ

る。
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第5章 遺構と遺物

遺物 :出土遺物はほとんどない。

遺物か ら時期を判断することはできないが、321号住居跡構築以前であり、7世紀の建物 となる可能

性がある。

7号掘立柱建物跡 (第504図、図版75076077)

位置 :GE・ GF・ GG・ GH-18019・ 20・ 21  規模 :2間 (597)× 4間 (770) 平面形 :長方形

長軸方向 :N-30° 一E 切 り合い :31103160327・ 3410342号住居跡 より古

柱掘方 :一辺80～ 120cmの 方形で、検出面からの深さは最大90cmであるが、ほとんどが住居床面の下か

ら検出されているため、上部を削られている。掘 り込みは垂直で、底部には礎板 として平石を据えて

おり、石は上部からの重みで沈み込んでいるらしい。覆土は暗褐色土と黄褐色土を交互に埋め、良 く

締め固めており、直径25～29cmの柱痕跡が残っていた。東柱の可能性があるP13は掘方は検出できなか

ったものの、直径約30cmの柱が地面に刺さつた状態で、底部は堅 く締まっていた。検出面からの深さ

は25cmほ どで、底部の深さは他の掘方より約50cm浅 い。これが東柱 とすれば、北側部分はすでに316号

住居跡で削られていることから、総柱の建物であった可能性もある。

柱間 :梁行が285～ 315cmで平均298.5cm、 桁行は180～ 209cmで平均192.5cmに なる。いずれも柱の痕跡

を残すものが多 く、かなり正確な寸法が得られた。梁行・桁行とも相対する壁 とほとんど誤差がない。

遺物 :掘方内からわずかに遺物が出土しており、底部ヘラキリの須恵器の杯などが含まれているが、

詳細な時期は判断できない。

重複する3160327号住居跡以前に構築されていることから、 8世紀前半以前の建物と考えられる。

8号掘立柱建物跡 (第505図、図版78)

位置 :G」・GK-19・ 20 規模 :1間 (270)× 2間 (302)?  平面形 :長方形

長軸方向 :N-30°―E

切 り合い :30003180331号 住居跡・

G区 2号溝 より古

柱掘方 :南側は調査区外にあるた

め、建物の規模は不明である。柱

掘方は50～ 70cmの 楕円形で、検出

面からの深さは最大で60cmで ある。

桁行の柱は通っておらず整った形

の建物にはならないが、柱痕跡を

残すものが多い。P9は梁行から突

出してお り、深さは15cmほ どであ

るが独立棟持柱の可能性がある。

柱間 :梁行は北側で290cm、 南側で

250cmを 測 る。桁行 は135～180cm

で、平均 151cmと なるが、規格性は

感 じられない。

遺物 :出土遺物はほとんどなく、

出土遺物から時期判断はできない。
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第6節 古

3180331号住居跡以前の構築であることから、 8世紀前半以前の建物 と考えられる。

9号掘立柱建物跡 (第506図 、図版78)

位置 :CGOCH・ CI-809010  規模 :3間 (600)× 3間 (585)?  平面形 :方形 ?

長軸方向 :N-75°一W? 切 り合い :412・ 421号住居跡 より新

柱掘方 :北側が調査区外にあるため、規模は不明である。柱掘方は一辺40～60cmの 方形を基本として

おり、検出時に上部を削平したため、深さは最大で25cmほ どしか残っていなかった。全ての掘方内に

は平石が敷かれており、直径20cm前後の柱痕跡が確認されたものも多い。

柱間 :南辺側の柱間はP3~P4・ P5~P:間が235cmあ るのに対して、P4~P5の間は130cmと 短いため、棟

柱と関係を考えて東西方向を梁行 とした。桁行は185～ 200cmで、平均193cmに なる。

遺物 :柱掘方内からわずかに土器片が出土しており、内面黒色処理された土師器の杯や、灰釉陶器の

椀が出土しているが、小片で図示できない。

遺構の重複、出土遺物から9世紀後半以降の建物と考えられる。
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第 5章 遺構と遺物

10号掘立柱建物跡 (第507・ 508図、図版 78)

位置 :CG・ CH OCI-5・ 607・ 8  規模 :3間 (560)× 5間 (845) 平面形 :長方形

長軸方向 :N-25°一E 切 り合い :4090412,479号 住居跡より古、413・ 420号住居跡より新

柱掘方 :一辺85～125cmの 方形あるいは長方形で、深さは土層観察によれば最大73cmと なる。掘 り込み

は垂直に近 く、覆土には黄褐色土がブロック状 に混入しており、ほとんどの掘方からは直径15～20cm

の柱痕跡が観察されている。

柱間 :梁行が175～ 200cmで平均182cm、 桁行が150～ 200cmで平均は172cmと なるが、桁行は両端の柱間
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が30cmほ ど長い。

遺物 :出土遺物は比較的多いが、多 く

は古墳時代中期以前の遺物であり、建

物 との関係を示すものは少ない。 10

2は須恵器の高台付杯で、体部がわず

かに外反 して立ち上が り、高台は外に

張 り出す。

第 6節 古

0                10cm

第508図  10号掘立柱建物跡出土土器

413号住居跡との重複関係 と出土遺物より、 8世紀初頭から中葉の建物と考えられる。

12号掘立柱建物跡 (第509図 )

位置 :CO OCP・ CQ-809   規模 :2間 (465)× 2間以上 平面形 :方形 ?

長軸方向 :N-40°一E 切 り合い :423号住居跡 より古、430・ 431・ 434号住居跡より新

柱掘方 :南北が調査区外にあるため規模は不明である。掘方は直径90～ 130cmの 円形で、掘 り込みは垂

直に近 く、検出面からの深さは最大70cmで ある。覆土は暗褐色上に黄褐色土がブロック状に混入して

おり、P3° P4か らは直径20cmほ どの柱痕跡も確認されている。また、Pl・ P2の底部には柱痕跡 と思わ

れるくぼみが 2か所あり、建て替えがあった可能性もある。

柱間 :梁行・桁行 とも230～235cmで ほぼ同じ間隔となる。

遺物 :出土遺物は比較的多いが、いずれも小片で図示できるものはない。古墳時代と思われる甕の破

片が多い。内面黒色処理された土師器の杯の破片が 1点含まれており、底部はヘラキリと思われる。

423号住居跡との重複関係、出土遺物から8世紀中葉から9世紀初頭の建物と考えられる。
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第 5章 遺構 と遺物

4柱 列

柱掘方 と思われる掘 り込みが並ぶ遺構で、柱痕跡が確認されたが調査段階で掘立柱建物 と認定でき

なかったものを、柱列 とした。柱痕跡を持つ掘 り込みは、 C地区とG地区で多 く検出されている。 C

地区では一定の並びを示 していないが、G地区では柱列状に並ぶものが多い。

1号柱列 (第510図 )

位置 :GC～GG-20       長 さ :12m5cm        方向 :N-83°―W

切 り合い :311・ 316・ 329号住居跡 より古、 7号掘立柱建物跡より新

柱掘方 :直径70～80cmの 円形であるが、方形に近いものもある。検出面か らの深さは最大で65cmであ

るが、底部の標高には差があり、最 も深いPlと 浅いP3と では37cmの差がある。Plに は礎板 として平石

が敷かれており、すべての掘方から直径15～20cmの柱痕跡が確認されている。

柱間 :Pl～P4の間は315～ 330cmと 一定であるが、P4~P5間 は240cmと 狭い。

遺物 :出土遺物はほとんどなく、時期の判断はできないが、 8世紀前半を下 らないと思われる。

2号柱列 (第510図 )

位置 :GC～GG-20021     規模 :12m40cm        方向 :N-80°～ 90° ―W

切 り合 い :306・ 316号住居跡より古、343号住居跡・ 7号掘立柱建物跡より新

柱掘方 :一辺70～80cmの 方形を基本 とするが、楕円形になるものも含 まれている。検出面からの深さ

は最大63cmで あるが、 1号柱列 と同様に底部の標高は一定にならない。すべての掘方から直径約20cm

の柱痕跡が確認されている。

柱間 :P3の東西では方向が10° ほどずれてお り、Pl― P2間が300cm、 P2~P3° P3~P4間が340cm、 P4~

P5間が260cmと 柱間も一定 していない。 1号柱列のPl～P3と 、2号柱列のPl～P3は 300～ 320cmの 間隔

で並んでお り、梁行 1間、桁行 2間の掘立柱建物になる可能性がある。

遺物 :出土遺物は少なく、時期は判断できないが、 8世紀前半を下 らないと思われる。

3号柱列 (第510図 )

位置 :GEOGF-21022     規模 :3m25cm        方向 :N-70°―W

切 り合い :316号住居跡より新

柱掘方 :直径60cm前後の円形か楕円形で、検出面からの深さは最大で50cmと なる。底部の標高は一定

してお らず、30cm以上の差がある。

柱間 :Pl― P2間が155cm、 P2~P3間は170cmで ある。掘立柱建物の一部の可能性 もあるが、周辺から関

連 しそうな柱掘方は検出されていない。

遺物 :出土遺物は少なく、時期の判断はできない。

これ らの柱列のほか、多数の柱掘方を検出しているが、遺構の密集地での検出であり、住居跡等に

壊された部分も多 く、一定の並びを見いだすことはできなかった。
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第 5章 遺構 と遺物

水田跡

平安水田跡 (第511～516図、図版79・ 800144～ 146)

遺構 :自然堤防の内側 となるA地区の北側では、複数の水田跡が検出されている。現在の水田面であ

る耕作土を取 り除 くと、鉄分を多 く含んだ土層があり、その下に薄い灰褐色粘質土の水田跡がある。

さらに厚さ30cmほ どのⅣ層をはさんで水田跡があり、また10cmほ どのⅥ層をはさんで水田跡となる。

自然堤防に並行して検出されている溝も、この水田に伴うものと思われる。この水田跡の下からは砂

質の土層に変わっており、4層の砂質及び砂層をはさんで、厚さ約 lmの仁和の洪水砂 とされるⅢ層と

なる。したがって、ここより上層の水田は9世紀以降の水田であり、周辺の調査から近世の水田と考

えられている。そのためⅢ層までは重機による掘 り下げを行い、調査は断面観察にとどめた。

ⅢV層は自然堤防の後背地の更埴条里水田跡 と同時期の水田跡と思われるが、畦畔などは検出でき

なかった。注目されるのはこの水田開田の際、自然堤防縁辺部を北側へ 3mほ ど埋め立てて、テラス状

の平坦な部分を作つている点である。このような埋め立ては、今回の調査地点から約500m西側の大境

遺跡でも確認されており、大規模な土木工事が行われた可能性がある。テラス上には用水路があった

可能性 もあるが、現在も下条堰が通っており、調査範囲ではその痕跡を見いだすことはできなかった。

地表下約 2m60cmの X測層も暗灰色粘質土で水田跡と思われる。

調査は出水もあり地表下約 5mま でで中止したが、XⅢ層からは北側部分が立ち上がっており溝状の

形状になる。古い航空写真を見ると、千曲川の旧河道の一部が今回の調査地点にあり、上流は上信越

自動車道建設の際に発掘調査が行われ、多数の木簡が出土した地点へと続いている。今回の調査でも

第511図  A区水田跡
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―-354.40m

I 現耕作土          Ⅳ
Ⅱ 黄茶褐色粘質土 (鉄分多)  W
Ⅲ 灰掲色粘質土 (水田跡)   Ⅲ
Ⅳ 灰黄掲色粘質土       獅
V 灰茶掲色粘質土 (水 田跡)  Ж
Ⅵ 黄茶褐色粘質土       Ж
Ⅶ 灰掲色粘質土 (水田跡)   Ⅲ
Ⅷ 暗茶褐色砂質土       測
Ⅸ 灰褐色砂質土        ull
X 黄茶褐色砂         皿
測 暗褐色砂 (粒子粗い)    W
Ⅲ 灰褐色砂 (仁和の洪水砂 ?) 脚
Ⅷ 黄茶褐色粘質土       脚
皿 灰掲色粘質土 (水 田跡)    棚

灰茶掲色土

暗灰褐色砂質土
灰褐色土 (鉄分多)

暗灰色シル ト質土 (鉄分含む)

暗灰色シル ト

暗灰色粘質土 (水 田跡)

暗灰褐色粘質土

暗灰色砂
暗灰色粘質土
灰褐色シル ト

暗灰褐色土
黒灰色シル ト
黒灰色土

0                2m

黒灰色シル ト
暗青灰色粘質土
黒灰褐色土
暗青灰色砂質土
暗褐色粘質土
暗青灰色粘質土

皿

皿

脚

脚

脚

脚

第512図  A区水田跡土層断面

馬形などの木製品が出土しており、地表下約 3m70cmか らは木樋が出土している。木樋は、蓋の板材を

乗せたまま、テラス部分と平行になって出土していることから、大きくは移動していないと思われる。

また、XXX層 には大きな木の根が残されていた。

遺物 :土器の出土は多いが、小片で図示できるものは少ない。 1は仁和の砂層と思われるⅢ層の上部

から出土した灰釉陶器の長頸壺で、完形で出土している。2～ 4は砂層直下の水田跡である皿層から

の出土である。 2は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 り痕を残している。 3は須恵器の

杯で、底部はヘラキリである。 4は畿内系高杯の脚部で、 6面に面取 りされており、黒色処理されて

いる可能性がある。 5～ 12は XXl層 の水田跡付近から出土した土器で、いずれも須恵器である。5～ 8

の杯は、底部はいずれも糸切 りであるが、比較的底径が大きく器壁も厚い。 9～ 11は 高台の付 く杯で、

底部には糸切 り痕を残しており、口径は11～16cmと 様々である。12は 肩の張る甕で、胴部には平行タ

タキが施されており、内面にオサエの痕跡を残している。口縁部は頸部から外反して開き、端部は外

面が面取 りされ、下端をわずかにつまみ出す。13・ 14は X皿 層より下層から出土した須恵器である。

13の杯の底部はヘラキリと思われ、14の 高台の付 く杯は底部に糸切 りを残している。

木製品はX皿 層より下層から出土しているが、出水地での調査であり層位的に明確には分けられな

かった。 1～ 5は馬形で、 102に は鞍が付き、 2は前足部分に穿孔があり、足が付けられていたと
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思われる。 3の先端には小さな

目が両面に表現されている。 6

は斎串の可能性 もあるが、両側

面から削 りを入れて首の形状を

作っていることから、人形 と考

えられる。 7～12は斎串で、板

材 と柾目材があり、幅は 2 cm前

後 と 3 cm前後の 2種がある。上

端は圭頭状に加工されており、

9の両側面には多数の切 り込み

が上から下へ向けて入れ られて

いる。13は 曲げ物の底板で、縁

辺部を薄 く削ってお り、 1か所

に側板の綴紐の桜の皮が残って

いる。14～ 16は 幅 4 cmほ どの板

材で、穿孔があり何かの部品と

思われる。17～22は板材で、い

ずれも柾 目材を使用しており、

表面はていねいに削られている。

23～25は板材を棒状に加工 した

もので、ていねいに作 られてい

る。26は建築部材を木樋 として

再利用したもので、大木を四等

分 して使用している。内側には

49～60cmの 間隔で、3.5cmほ どの

柄穴が 4か所作 られてお り、 こ

のうち 2か所は内側に貫通 して

いるため、埋木で塞いでいる。

また、節穴 も 1か所開いている。

27は26の蓋に使用されていた板

で、本回部分にわずかに削った

部分があるが、ほとんど害Jら れ

た面をそのまま残 している。

仁和の洪水砂 とされるⅢ層か

ら出土 した長頸壺は、 9世紀後

半の所産 と考えられ、砂層の時

期 と一致するが、その下層の水

田跡から出土した土器は 8世紀

第 6節 古 代
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第5章 遺構と遺物

後半か ら9世紀初頭の土器が混在 してお り、層位的な変化を捉えることはできない。 したがってかな

り短期間に形成された水田と思われる。木製品については層位的に捉えることができなかったが、ほ

ぼ同時代の所産 と考えられる。

1号墓 (第 517図、図版800144)

位置 :FQ-19 規模 :180× 70

墓

平面形 :長方形 ?  長軸方向 :N-13°―E

切 り合い :230号住居跡より新

構造 :浅い部分から検出されており、頭骨の出

土で存在を確認したが、掘 り込みは不明確で推

定部分が多い。掘 り込みはなだらかで、深さは

20cmである。頭位を北にした伸展葬で、棺など

の施設はなかったと思われ、右大腿骨付近か

ら灰釉陶器の椀が 1点伏せられて出土している。

遺物 :灰釉陶器の椀の灰釉は漬け掛けされてお

り、内面には自然釉が付着している。焼成が悪

く、体部下半が張り器高が比較的大きい。

10世紀後半から11世紀初頭の遺構 と考えられ

る。

_355.40m

規模 :100× (150)     平面形 :長方形

切 り合い :110号住居跡より新

0                   10Cm

第517図  1号墓及び出土土器

遺構の重複が多かったため、住居跡等の掘 り下げ終了後に検出されたものが多 く、その性格・構造

新旧関係などを明らかにできたものは少ない。したがって、主なものについてだけ記述した。

3号土坑 (第 518図 、図版81)

位置 :AW・ AX-15      規模 :85× 190 平面形 :不整長方形

長軸方向 :N-15°―E 切り合い :16号住居跡より新

構造 :16号住居跡の覆土中から検出された遺構のため、推定による部分が多い。深さは14cmほ どで、

底部には小さな凹凸があり軟弱であった。

遺物 :図示できたのは内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 りの後、手持ちのヘラケズリが

施されている。このほか、底部糸切 りの須恵器の杯などが出土している。

10号 土坑 (第519図 、図版81)

坑土

位置 :BM・ BN-9010

長軸方向 :N-8° 一E

構造 :覆土中に炭化物が多 く含まれていたため、明確に検出できた。立ち上がりは垂直に近 く、深さ

θイθ



第 6節 古 代

は15cmである。底部は平坦だが軟弱であつた。

遺物 :図示できるものはなく、内面黒色処理された土師器の杯などが含まれている。

35号土坑 (第 519図、図版81)

位置 :BYOCA-10011

長軸方向 :不明

規模 :285× 平面形 :隅丸方形

切 り合い :B区 1号溝より古、1170126号住居跡より新

構造 :土坑として扱ったが井戸跡である。北側が調査区外にあるため不明確な部分もあるが、3mほ ど

の隅丸方形に50～ 60cm掘 り下げ、さらにその中央部分に直径約 lmの掘り込みを行っている。底部ま

で調査できず、深さは確認できなかった。

遺物 :102は須恵器の杯で、底部は糸切 りと思われるが、 1に はナデを施している。 3は高台を持

つ須恵器の杯で、底部にはナデが行われており、高台が外に張る。 4は須恵器の杯蓋で、扁平な宝珠

型のつまみが付き、端部はくちばし状になる。

土層断面ではかなり上層から掘 り込まれており、中世の遺構の可能性もあったが、出土遺物から当

該期 と判断した。

36号土坑 (第519図、図版82)

位置 :CB-708        規模 :60× 100        平面形 :楕円形

長軸方向 :N-23°―E     切 り合い :30号土坑より古、114号住居跡より新

構造 :掘 り込みは垂直に近 く顕著であつた。深さは20cmほ どで、底部は凹凸があり軟弱で、わずかに

炭化物が認められる。

遺物 :出土遺物は少ないが、内外面黒色処理された土師器の皿などが出土している。

46号土坑 (第 519図、図版82)

位置 :CA-607

長軸方向 :N-40° 一E

規模 :155× 200       平面形 :隅丸長方形

切 り合い :B区 1号溝より古

構造 :深さは13cmほ どで、底部は平坦であった。北側からは焼土と炭化物が検出されている。東側に

は深さ約15cmの掘 り込みがあるが、土坑との関係は定かではない。

遺物 :赤色塗彩された大型の壺が出土しており、弥生時代の遺構の可能性もあったが、黒色処理され

た土師器なども出土していることから、当該期とした。

62号土坑 (第 520・ 521図、図版82・ 141)

位置 :EN・ EO-10011

長軸方向 :N-43° 一W

規模 :335× 410 平面形 :楕円形

切 り合い :16201670176号住居跡・69号土坑より古

構造 :深さ140cmほ どで、掘 り込みは顕著に確認できた。底部は平坦であり、わずかに堅い部分もあっ

3号土坑 35号土坑

0                                   20cm

第518図  3035号土坑出土土器
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第 5章 遺構 と遺物

-355.20m

- 355.00m

暗褐色土
暗褐色土 (炭化物混入)

炭化物
暗黄掲色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

耕作土

I 暗褐色土
Ⅱ 暗褐色土 (炭化物混入)

Ⅲ 暗褐色土 (締 まりない)

Ⅳ 暗掲色土 (黄褐色ブロック混入)

V 暗黄掲色土

35号土坑=1/50         3m

46号土坑

36号土坑

_356.00m

3唸

第519図  3・ 10035036・ 46号土坑
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た。覆土は間層に炭化物が挟まるため細かく分層できたが、暗褐色土を主体とする。遺物はⅢ層以下

に集中しており、礫の出土も多い。

遺物 :出土量は多 く、小破片も含めると1500点 を超える遺物が出土している。各時代の遺物が含 まれ

ているが当該期が最も多い。 1～ 8は須恵器の杯で、底部は 1～ 4がヘラキリ、他は糸切 りである。

105～ 7は後に回転ヘラケズリを施している。 9010は高台を持つ須恵器の杯で、10は 口径17.5cm

4≦ 璽 重 塾 三 二 ぃ 、13

19

第520図 62号土坑出土土器
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第5章 遺構と遺物

と大きい。11は 高台を持つ須恵器

の杯に脚部が付けられてお り、高

杯状になる。12は内面黒色処理さ

れた土師器で、口径が18.5cmと 大

きい こ とか ら鉢 と思 わ れ る。

13～19は須恵器の蓋で、13に は内

面に断面三角形のかえりが付 く。

つまみは宝珠型から扁平なものま

で様々である。端部の折 りは口径

に比べて小さい。18の 口径は23.5

cmと 大 きく、盤の蓋であろう。19

は短頸壺の蓋 と思われる。20は土

師器の北武蔵型の甕で、最大径を

月同部に持つ。21は須恵器甕の底部、

22は須恵器の短頸壺で、胴下半に

は平行タタキが施 されており、タ

タキの後ロクロナデをおこなって

いる。

このほか、須恵質の土錘 (第 553

図 4)や羽口 (第 556図 3)が出土

している。

69号土坑 (第522図、図版 142)

位置 :EN-10・ 11

規模 :110× 315

平面形 :長方形

-354.80m

-355.00m

暗褐色土 (黄掲色土混入)

黒褐色土
暗灰褐色土
炭化物
暗灰掲色土 (焼土 。炭化物混入)

第521図  62号土坑

暗褐色土

暗掲色土 (黄褐色土混入)

暗灰黄褐色粘質土
暗黄褐色土
暗灰色粘質土

3m

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

θイイ

第522図  69号土坑及び出土土器



第 6節 古

長軸方向 :N 切 り合い :163号住居跡 より古、62号土坑より新

構造 :なだらかに掘 り込まれており、底部 も軟弱で明確ではない。深さは最大で43cmである。

遺物 :出土遺物は少ない。図示したのは、底部に回転ヘラケズリを施した須恵器の杯である。

71号土坑 (図版523図、図版142)

位置 :EM-12

長軸方向 :N-30°一W

規模 :70× 平面形 :隅丸方形 ?

切 り合い :171号住居跡・61号土坑 より古

構造 :南側を61号土坑に壊されているため全容は不明であるが、深さは18cmほ どで、掘 り込みが顕著

である。

遺物 :須恵器の高杯 と土師器の長胴甕が出土している。高杯は皿の可能性もあるが、底部の欠け方か

ら脚部があつたと思われる。

__354.50m

0                                2m

―-354.80m

第523図  71・ 73082号土坑及び出土土器

71号土坑
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第5章 遺構と遺物

73号 土坑 (第 523図 、図版 142)

位置 :EK・ EL-10       規模 :75× 195

長軸方向 :N-87° 一W     切 り合い :な し

平面形 :長方形

構造 :深 さは20cmほ どであったが、掘 り込みは垂直に近 く、底部中央が くぼんでお り軟弱であった。

遺物 :図示できた遺物は須恵器の杯蓋で、扁平なつまみが付き、天丼部 は低 く直線的である。

82号土坑 (第 523図 、図版82083)

位置 :ABOAC-12013

長軸方向 :N-20° 一W

規模 :168× 205 平面形 :不整楕円形

切 り合い :83号土坑より古、197号住居跡より新

構造 :獣骨が出土したため、掘 り込みの確認を行った際に検出された遺構である。不明確な部分が多

く、深さは10cmほ どで底部は平坦であるが軟弱であった。土坑内から角礫 とイヌの骨 1頭分が出土し

ている。骨は埋葬されたと思われる状態で出土しているが、埋葬のための掘り込みにしては土坑が大

きく、内側に別の掘 り込みがあった可能1生がある。

遺物 :出土遺物はイヌの骨以外にほとんどないため、遺物から時期を判断できなかったが、重複関係

から当該期 と判断した。

84号土坑 (第524～527図、図版83

位置 :CIO CJ・ CK-809

長軸方向 :N-75°―W

第524図 84号土坑出土土器

・ 142)

規模 :430× 575 平面形 :不整方形

切 り合い :4070410・ 422号住居跡 より新

構造 :井戸跡である。掘方は、一辺4.5mほ どの方形であるが、西側に lmほ ど突出部がある。深 さ約

150cmま で掘 り下げ、中央部分をさらに一辺2.5mほ どの隅丸方形に掘 り込んでいる。出水があったため

に、深さは明確ではないが、検出面から350cmほ どと思われる。西側は突出部を利用して段が作 られて

いるが、掘 り下げの際、足場 として使用したものと思われる。井戸枠は建築部材を転用 して作 られて

おり、両端に円形の柄穴が掘 られた柱を底部に 2本並べ、その柄穴に柄を差 し込んで柱を立てている。

:i:::::::::・ :シ

|:・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :・ :.:

||:::|11::::1::::ソ

:・ :・ :・ :・ :■ :・ :■ :・ :■ア

|:||::|||リン

20cm

|::|:::::::I:|:|:::|:i,

:==1シ
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第 6節 古 代

柱には溝が作られており、そこに板材を差し込んで壁面を形成している。その周囲をさらに、厚さ 3

cm前後に割いた長さ100cm前後の板材で覆っている。板材はほとんどが柾目材で、建築部材を割いてい

るようである。井戸枠は井戸の底部から約120cmま でが残っているが、覆土の状態から検出面付近まで

あったと思われる。

遺物 :いずれも井戸底部付近から出上している。 1～ 3は須恵器の杯で、底部には糸切 り痕を残 して

いる。 4～ 8は土師器の杯で、すべて内面黒色処理されており、底部は糸切 りであるが、 4は糸切 り

の後、回転ヘラケズリを行っている。 7の内面には放射状の暗文があり、 8に は「衣」と読める墨書

がある。 9は土師器の椀で、内面黒色処理されており、高台が外に張る。10は灰釉陶器の椀で、灰釉

――- 355.00m

黒褐色土

暗褐色土 (黄褐色土混入)

暗黄掲色土 (黄褐色ブロック混入)

暗灰褐色土

灰色砂

0                                             3
|

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

第525図 84号土坑
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第5章 遺構と遺物

はハケ塗 りされてお り、内面には全面に塗 られている。口径が大きく深い。11は 内面黒色処理された

土師器の鉢で、底部 はヘラケズ リされている。

木製品は建築部材を転用した井戸枠で、 1～ 4は 四隅に立てられた柱である。片側の木口には直径

5～ 6 cmの柄が作 られてお り、側面の板 を受ける部分には幅 3 cm、 深さ 3 cmほ どの溝がある。また 20

3に は建築部材時の柄穴がみられる。 506は 底部に並べ られていた柱材で、両端に柱を立てるため

の柄穴が くりぬかれている。 506は 1本の柱を切断して利用していると思われ、建築部材時の仕口、

渡 り肥の痕などが多数残っている。柱はすべて芯を持っておらず、大木を四分害Jし て柱にしたと思わ

れる。井戸側面に使われた板材はすべて柾目材で、大きさは厚さ 3 cm前後、幅13～ 19cm、 長さ80cm弱

である。柱 を割って板材にしていると思われ、平面には粗い手斧の痕跡を残 している。柱に差し込む

部分は片面を削って薄 く加工 している。

このほか、土錘 (第555図 47)、 折 り曲げられた針状の銅製品 (第552図 5)、 骨針 (第 574図 9)が出

土 している。
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第526図  84号土坑出土木製品 1
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第5章 遺構と遺物

91号土坑 (第 528図、図版84)

位置 :CO ecP-8     規模 :85× 165        平面形 :隅丸長方形

長軸方向 :N-80°―W   切 り合い :C区 5号溝 より古、428号住居跡・12号掘立柱建物跡より新

構造 :深 さは30cmほ どで、掘 り込みは垂直に近 く顕著であった。底部は平 らであったが、東側が円形

に10cmほ どくぼんでいる。

遺物 :出土遺物には底部に糸切 り痕を持つ土師器や須恵器の杯があるが、小片で図示できない。

- 355,30m

暗褐色土

暗褐色土

(黄褐色土混入)

168号土坑

253号土坑

θ5θ

第528図  910168・ 2530259号土坑



第 6節 古 代

168号土坑 (第5280529図、図版860142)

位置 :FY・ GA-20・ 21     規模 :130× (200)     平面形 :不明

長軸方向 :N-10°一E     切 り合い :263号住居跡より新

構造 :南北に長 く、北側は調査区外へ続いているため溝の可能性もある。深さは15cmほ どで、覆土に

炭化物を多 く含んでいる。底部は平坦であったが、軟弱であつた。

遺物 :比較的多 くの土器が出土している。 1～ 4は土師器の杯で、内面黒色処理が行われており、底

部は糸切 りであるが 102は後にヘラケズリが施されている。 5は土師器の皿で、内面黒色処理され

ている。このほかの出土土器もほとんどが土師器の杯である。

253号土坑 (第528・ 529図、図版142)

位置 :DY・ EA-809 規模 :215× 415 平面形 :不整楕円形

切 り合い :242号土坑 より古、277号住居跡 より新

構造 :深 さは50cmほ どで、覆土は灰色粘質土を多量に含んだ暗褐色土の単層である。立ち上が りはな

だらかであるが、かなり凹凸がある。

遺物 :ほ とんどが覆土中からの出土である。 102は 須恵器の杯で、底部はともに糸切 りであるが、

1はナデによって消している。 3は ロクロ成形された土師器の小型甕である。 5は須恵器長頸壺で、

直立 して伸びる頸部から口縁部が開 く。

259号 土坑 (第5280529図、図版88)

(木村美穂 )

位置 :DY・ EA-12 規模 :90× 100 平面形 :楕 円形

切 り合い :277号住居跡・253号土坑より新

構造 :深 さは50cmほ どで、ほぼ垂直に掘 り込まれている。覆土の上層には炭化物が混入しており、底

168号土坑

259号土坑

253号土坑

0                                   20cm

黎
（洲

「
ハ
牡
尚

第529図 16802530259号土坑出土遺物

S=1/2

θ5ヱ



第5章 遺構と遺物

部は北側に比べて南側が浅い。

遺物 :内面黒色処理された土師器の杯などが出土 しているが、小片で時代の特定はできない。

このほか、確認面より30cmほ どの深さから、ウシかウマの肩甲骨を板状に削り、表面に長方形の鑽

を刻んだ 卜骨が出土 している。

296号土坑 (第530図、図版88)

位置 :DJ-7・ 8       規模 :直径235

(小柳津貴子 )

平面形 :円形

切 り合い :4660467号住居跡より新

構造 :35cmほ どの深さまで、直径約235cmの 円形に掘 り下げ、その中央部分をさらに直径約70cmの 円形

で垂直に掘 り下げている。出水があり、底部まで掘 り下げることができなからたが、検出面からの深

さは220cm前後と思われる。土坑として扱ったが井戸であろう。

遺物 :出土遺物は少ない。図示できたものは底部に糸切 りを持つ須恵器の杯 2点であるが、いずれも

軟質である。

炭化物
暗褐色土 (炭化物混入)

暗掲色土
暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土
黒褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

(黄掲色土混入)

(締 まりない)

m

296号土坑

297号土坑

0                                   20cm

297号土坑

352
第530図 2960297号 土坑及び出土土器



297号 土坑 (第530図 、図版880142)

位置 :DB-4・ 5    規模 :95× 155

平面形 :隅丸長方形

長軸方向 :N二 25° 一E  切 り合い :な し

構造 :深さは30cmほ どで、底部中央付近に直

径15cm、 深さ約10cmの イヽさな落ち込みがみら

れる。掘 り込みはなだらかで、覆土の上層に

は炭化物が広がっていた。

遺物 :出土遺物は比較的多い。 1は内面黒色

処理された土師器の杯で、底部は径が大 きく、

糸切 りの後、回転ヘラケズリが行われている。

203は 須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残

している。 4・ 5は須恵器の高台付の杯で、

5の 口径は10cm以下 と小型である。

312号 土坑 (第531図 、図版89)

位置 :CK・ CL-405  規模 :275× (305)

平面形 :楕円形  長軸方向 :N-20°一W

切 り合い :307号土坑 より古、317号土坑 より

新

構造 :深 さ約40cmま で、直径300cm前後の円

形に掘 り下げ、その中央部をさらに直径100cm

ほどの円形に掘 り下げている。掘 り込みはほ

とんど垂直で、深さ130cmま で掘 り下げたが、

出水のため中止 した。覆土Ⅱ層には黄褐色土

のブロックが含まれてお り、中央部を掘 り下

げた後、埋め戻されたものと思われる。土坑

として扱ったが井戸であろう。

遺物 :出土遺物は多いが、小破片で図示でき

たのは底部に糸切 り痕を残す須恵器の杯 1点

だけであった。破片の中には、内面黒色処理

された土師器の杯が多 く含まれているが、底

部にはほとんどヘラケズリが施されている。

317号 土坑 (第532図 、図版89)

位置 :CL・ CM-5 規模 :128× 160

平面形 :隅丸方形  長軸方向 :N-40°―E

切 り合い :31403120316号土坑より古

構造 :深さは65cmほ どで、掘 り込みは垂直に

近 く顕著であつた。底部 も平坦であった。

_355.00m

0                   2m

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

　

Ⅳ

第 6節 古

Ⅲ

暗灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

(黄褐色土混入)

暗灰褐色粘質土

0               10cm

第531図  312号土坑及び出土土器

0             1m

第 532図 317号土坑

θ53



第5章 遺構と遺物

遺物 :出土遺物はほとんどな く、時期判断は難 しいが、覆上の状態から当該期 とした。

322号 土坑 (第533図、図版89)

位置 :CI-4・ 5 規模 :140 平面形 :円形

切 り合い :4790481号住居跡より新

構造 :深 さは75cmほ どで、掘 り込みは垂直に近 く、底部も平坦であった。覆土には黄褐色土のブロッ

クが多量に含まれており、人為的に埋められたものと思われる。

遺物 :小破片で図示できるものはない。櫛描波状文を持つ甕の破片なども含まれているが、内面黒色

処理された土師器の杯が出土していることから、当該期と思われる。

334号土坑 (第533図 )

位置 :AO-24 規模 :80× 110 平面形 :方形

切 り合い :水田跡より新

構造 :深さは40cmほ どで、掘 り込みは垂直に近い。壁面には炭化物が付着 してお り、底部にも薄 く堆

積 していた。

遺物 :出土遺物はな く、遺物から時期の判断はできないが、水田面を掘 り込んでお り、上部の砂層で

は検出できなかったことから、当該期 と考えられる。

322号土坑

334号土坑

――-354.70m

-351.50m

暗褐色土

(黄褐色ブロック混入)

暗黄褐色土

(黄褐色大ブロック混入)

0                                2m

第533図  322・ 334号土坑

θ54



第 6節 古  代

8溝

溝は住居跡の重複が激 しいA・ B地区ではほとんど検出されておらず、 C地区から西側で検出され

ている。時期を判断できるものはほとんど平安時代以降であった。

C区 8号溝 (第 535図、図版142)

位置 :AWOAX-15       規模 :80× 290        方向 :N-75°一W

切 り合い :基壇状遺構・ 91号土坑・ C区 5号溝より古

構造 :深さ15cmほ どで断面形は浅いU字形 となる。 7号溝 とほぼ直角、上部の 5号溝 とは並行である。

遺物 :出土遺物は須恵器が多 く、図示できた遺物 もすべて須恵器である。 1・ 2は杯で、小さな底部

には糸切 り痕を残 している。 3は壺の胴部下半で、平行タタキが施されており、内面にはオサエの跡

を残 している。 4は長頸壺の胴部で、ロクロナデの後、底部にヘラケズリを行い高台を付けている。

D区 2号溝 (第 535図、図版 142)

位置 :DP-809     規模 :50× 560以上     方向 :N    切 り合い :な し

構造 :直線的に伸びてお り、北側は調査区外へ と続いている。深さは20cmほ どで、断面形はU字形 と

なる。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は手持ちのヘラケズリの後、ナデを施 している。

203は 須恵器の杯で、底部には糸切 り痕を残 しているが、底部径が大きい。 4は高台を持つ須恵器

の箱形の杯で、口径が10.5cmと 小さい。

D区 3号溝 (第535図 )

位置 :DQ-708・ 9・ 10   規模 :110× 600以上     方向 :N-5°―E

切 り合い :16号住居跡より新

構造 :北側は調査区外へ伸びてお り、南側は西へ湾曲している。深さは北側で20cmほ どであるが、南

側はしだいに浅 くなり、幅 も狭 くなる。断面形は逆台形状で、掘 り込みはなだらかである。

遺物 :出土遺物は比較的多 く、図示できるものには、須恵器の杯で底部に糸切 り痕を残す 1や、高台

を持つ 2がある。 このほか内面黒色処理された土師器の杯の破片 も多い。

E区 5号溝 (第535図、図版143)

位置 :EL・ EM-10       規模 :120× 385       方向 :N-80° 一W

切 り合い :3号掘立柱建物跡より古、170号住居跡より新

構造 :170号住居跡の覆土中に作 られてお り、土坑 として扱うべき遺構かもしれない。深さは25cmほ ど

で、掘 り込みは凹凸が多 く一定 していない。

遺物 :図示できたのは、扁平な宝珠型のつまみを持ち、天丼部が高 く、端部が受け口状 となる須恵器

の杯蓋 1点だけであるが、そのほかに須恵器の大型甕の破片や、底部がヘラキリの須恵器の杯が含 ま

れてお り、唯-8世紀前半に遡る可能性のある溝である。

このほか、刀子の破片が出土している。

E区 11号溝 (第 534・ 535図、図版890143)

位置 :EG・ EH OEI・ E」 -10011  規模 :190× 1030     方向 :E

切 り合い :3号掘立柱建物跡・ 1840185号土坑 より古



第5章 遺構と遺物

構造 :深 さは75cmほ どで、幅は最大で190cmであるが、

くびれる部分があリー定ではない。掘 り込みはU字形

で、顕著に検出された。覆土には灰が多量に含 まれて

お り、下層はほとんど灰の単一層であったが、焼土や

炭化物はほとんど含 まれておらず、灰だけを持ち込ん

だもの と思われる。

遺物 :遺物は上部の黒褐色土中から出土 している。 1

は内面黒色処理された土師器の杯で、底部には手持ち

のヘラケズリを行っている。 2～ 4は須恵器の杯で、

底部は糸切 り痕を残 しているが、底径が大きく、体部

は直線的に開 く。 5は須恵器の杯蓋で、扁平なつまみ

が付き、端部の断面は三角形に近い。 6は北武蔵型の

土師器甕の胴下半部である。

――-354.80m

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

暗褐色土 (黄掲色土混入)

黒掲色土

黒褐色土 (鉄分含む)

暗灰色灰
灰白色灰
暗灰褐色土

lm

第534図  E区 11号溝断面

C区8号溝

D区3号溝

D区2号溝

E区11号溝

0                                   20cm

ご く ≦

~~5

E区5号溝

θ5δ

第535図  C区 8号,D区 2・ 3号,E区 5・ 11号溝出土土器
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E区 13018号溝 (第536・ 537図 、図版 143)

位置 :EB・ ECOED・ EE-9 ・10  規模 :60× 820

切 り合い :284号住居跡 より新

方向 :E

構造 :調査時期が西側と東側では異なるため溝の番号が重複したが、同じ溝である。深さは35cmほ ど

あるが西側は浅 くなる。断面形はU字形で、掘 り込みは垂直に近い。覆土は 2層からなり、 I層 には

わずかに焼土・炭化物を含む。

遺物 :図示できた 7点の遺物はいずれも内面黒色処理された土師器の杯で、底部はいずれも糸切 りと

思われるが、 1～ 6は糸切 りの後、手持ちのヘラケズリで整えている。 3・ 4の体部外面には「西」

の墨書がある。破片では、須恵器の杯で糸切 り痕を持つものなどが含まれている。 (村井良平 )

E区 15号溝 (第 536・ 537図、図版89)

位置 :EB・ EC・ ED・ EE・ EF-10011 規模 :110× 1500 方向 :E

切 り合い :451号住居跡 より新

構造 :深さは40cmほ どで、断面形はU字形に近い。掘 り込みは凹凸があり、覆土は暗褐色土で、焼土・

炭化物がわずかに含まれている。

遺物 :1は須恵器長頸壺で、口縁部は強 く外反する。 2は須恵器の甕で、胴部には平行タタキが施 さ

れてお り、口縁部は短 く外反する。

E区 16号溝 (第537図、図版 143)

位置 :EB-10・ 11012     規模 :125× 350以上

切 り合い :15号清より新

ひ寸井良平)

方向 :N-10° ―E

構造 :一つの遺構 としたが、 2本の溝が重なっている可能性がある。直線的に伸びており、北側は調

査区外へと続いている。検出面からの深さは30cmほ どで、断面形はU字形となる。

遺物 :出土遺物は非常に多い。 1～ 8は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部はすべて糸切 りと思

われるが、糸切 りの後、 1・ 207に は手持ちのヘラケズリ、 5・ 608に は回転ヘラケズリが施さ

れている。口径に対して器高の大きいものが多い。 9～ 14は須恵器の杯で、底部はすべて糸切 り痕を

残 してお り、体部が直線的に開 くものが多い。

11の体部外面には「西」の墨書がある。15は 高

台を持つ箱形の須恵器杯である。16～ 19は 土師

器の皿で、18は 内面、16017019は 内外面が黒

色処理されてお り、19の体部外面には「人」の

線刻が焼成後に行われている。 (村井良平 )

E区 17号溝 (第536・ 537図、図版143)

位置 :EA-9・ 10・ 11 規模 :140× 500以上

方向 :N-10°一E 切 り合い :276号住居跡 よ

り古、449号住居跡より新

構造 :ほ ぼ直線的に掘 り込んでお り、検出面か

らの深さは中央部分で90cmを残 しているが、南

北 ともしだいに浅 くなる。断面形は半円形に近

く、覆土は 3層からなり、Ⅲ層には灰を多量に

E区 13・ 18号溝

-355.00■ 1        ___

暗褐色土

(炭化物 。焼土混入)

暗褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

暗掲色土

暗褐色土 (鉄分沈殿)

灰色粘質土 (灰多量に混入)

lm

第536図  E区 13018017号 溝断面

357
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E区16号溝

羹 ≡≡=ヨ

フ

E区17号溝

o                                   20cm

θ58
第537図  E区 13・ 18015016017号溝出土土器
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含んだ灰色粘質土が堆積しており、E区 11号溝に類似している。

遺物 :102は須恵器の杯で、 1の底部はヘラキリである。 3は須恵器長頸壺の頸部で、肩部がほぼ

水平に開 く。 このほか、土錘が 1点出土 している。

F区 1号溝 (第538・ 539図、図版900143)

(村井良平 )

位置 :FD・ FE-16・ 17 規模 :85× 320以上   方向 :N

切 り合い :2100220号住居跡より新

構造 :深 さは55cmほ どで、北側は調査区外へと続いている。掘 り込みは垂直に近 く直線的で、断面形

は逆台形状になる。覆土は灰褐色土を主体としており、炭化物 と焼土を多量に含んだ黒色土をはさん

でいる。

遺物 :出土遺物は多い。 1～ 5は 内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 りと思われるが、す

べてが後にヘラケズリを行っている。 6は須恵器の杯で、底部は糸切 り痕を残している。 7は内面黒

色処理された土師器の椀で、外に開く高脚高台が付けられている。 8は内面黒色処理された土師器の

皿で、杯部がわずかに内湾して立ち上がる。 9010は灰釉陶器の皿で、灰釉はハケ塗 りされている。

このほか、滑石製臼玉 (第 582図 100)、 鉄製品の破片

などが出土 している。

F区 5号溝 (第 539、 図版90・ 143)

位置 :FL・ FM-15～19  規模 :130× 1200以上

-355.20m                ―――

方向 :N-5° 一E 切 り合い :F区 3号溝・

灰褐色土

黒色土

(炭化物 。焼土多量に混入)

灰褐色土

暗褐色土

lm

第538図  F区 1号溝断面

0                         20cm

151号土坑より古、2260229号住居跡より新

構造 :北側では 1本の溝であったが、 2mほ ど南へ進

むと3本の溝が重なった形状 となる。幅130cm、 深さ10

cmほ どの溝の東西に、幅60cm前後、深さ30cmほ どの溝

が 2本重なっている構造だと思われるが、覆土に違い

Ｉ

Ｉ

　

Ⅲ

Ⅳ

E区 1号清

::::::::::::::::::プ

::::::::::z

F区5号溝

第539図  F区 105号溝出土土器

θ59
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がな く、新旧関係は不明である。底部は南側がわずかに低 くなるが、ほとんど平坦である。東側の溝

の覆土には礫の混入が多 く、遺物 もほとんどはこの部分から出土 している。南北 とも調査区外へ と伸

びてお り、溝の性格は不明であるが、 この溝 と重なるF区 3号溝や、同じ方向に伸びるF区 6号溝 も

同様の性格 を持つと思われる。

遺物 :出土遺物は少なく、図示できたのは須恵器の杯 1点であった。底部には糸切 り痕を残 してお り、

底部に「N」 状の墨書がある。

G区 1号溝 (第5400541図、図版 90)

位置 :GH-18～ 22 規模 :60× 1200以上 方向 :N-10°―E

切 り合い :2020204・ 205・ 234号土坑より古、322・ 327・ 344・ 3460347号住居跡より新

構造 :深さは25cmほ どで、南側が15cmほ ど深い。覆土は 2層からなり、 I層が暗黄褐色の洪水砂であ

る。断面形は浅いU字状になり、底部には鉄分の沈殿が認められることから、水が溜まっていた溝だ

と思われる。南側は調査区内で終わっている。

遺物 :すべてⅡ層から出土している。図示できるものは、底部に糸切 り痕を残す須恵器の杯 1点だけ

であった。

このほか、滑石製の自玉 (第582図 101)、 有子L円盤 (第 583図 5)が出土している。

(小柳津貴子)

G区 1号溝

-355.30m                ―
G区 2号溝 (第5400541図 )

位置 :GJ-19・ 20      規模 :60× 420以上

方向 :N-20°一E

切 り合い :3000318・ 331号住居跡より新

構造 :深さは70cmと 深 く、南側は調査区外へと続い

ている。断面形はU字形で、覆土は 5層 に分層でき

る。砂質土・ シル ト・粘質土が認められ、水の流れ

があったものと思われる。また、Ⅲ層には灰の堆積

があり、その下から炭化物が薄 く層状に検出されて

いる。

遺物 :出土遺物は多いが、図示できるものは少ない。

1は須恵器の杯であるが、焼成はよくない。 2は須

恵器の長頸壺 と思われ、底部に高台が付 く。

このほか、II層 から布目痕を持つ丸瓦 (第556図 1)

が出土 している。 (越智俊夫 )

G区 4号溝 (第5400541図 、図版 144)

位置 :GH・ G10 GJ-22  規模 :60× 800以上

方向 :N-85°一W 切 り合 い :20102040

212・ 220号土坑より古、3200347号住居跡より新

構造 :確認面からの深さは東側で50～60cmで あるが、

西側は浅 くなる。ほぼ東西に伸びる溝で、東側は北

へ緩やかに屈曲する。断面形は逆台形で、底部に酸

θδθ

G区 2号溝

-355.30m           ―

G区 4号溝

_355.00m

G区 5号溝

-355.20m

暗黄褐色砂質土

暗掲色粘質土

暗灰褐色砂質土

暗灰褐色砂質土
(焼土混入)

暗灰掲色粘質土
暗灰色シル ト

暗灰褐色粘土

暗褐色砂質土
暗褐色砂質土
(炭化物混入)

暗掲色土

lm

暗褐色土
暗褐色土

(黄褐色土混入)

第540図  G区 1 2・ 4 5号溝断面
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化鉄の沈殿が観察され、水が溜まっていたことが確認できる。

遺物 :須恵器大甕の破片なども出土しているが、杯などの食膳具が多い。 102は土師器の皿で、共

に内外面黒色処理が行われているが、 2は二次焼成を受けておりほとんど残っていない。また、 2点

とも底部外面に「李」の線刻が認められる。 3・ 4は土師器の杯で、内面黒色処理されている。 3は

口径約10cmと 小型で、全面に粗いミガキが施されており、内面には炭化物が付着している。 4は ロク

ロ成形されているが、底部調整は象J離 しており観察できない。 5・ 6は須恵器の杯で、共に底部には

糸切 り痕を残している。 5は底径が小さく、 6は体部が直線的に開く。 (小柳津貴子 )

G区 5号溝 (第540・ 541図 )

位置 :GL・ GM-20021     規模 :60× 300以上

切 り合い :313号住居跡より新

方向 :N-80° ―W

構造 :確認面からの深さは西側で23cmであるが、東側は浅 くなる。断面形は逆台形で直線的に掘 り込

まれており、覆上の一部に厚さ l cmほ どの炭化物が認められる。

遺物 :1は内面黒色処理された土師器の杯で、底部は糸切 り痕を残している。 2は須恵器の杯で、底

部は糸切 り痕を残している。 3は灰釉陶器の長頸壺である。           (村 井良平 )

G区 1号溝

0                                   20cm

第541図  G区 1020405号 溝出土土器

秒

G区 2号溝

G区 4号溝

G区 5号清

θδヱ
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その他の土器

グリッドから160箱 を超える土器が出土しており、その半数近 くは当該期に属すると思われる。実測

可能なものも多数含まれているが、限られた時間の中では図化して表すことができなかった。そのた

め、特徴的なものに付いてのみ触れたい (第 542図、図版114)。

1は C区から出土した畿内系暗文土器で、底部内面に斜めに広がる放射状の暗文を施 した後、体部

にも同様に暗文を施 している。外面も同様と思われるが、底部付近の破片が少なく明確ではない。口

縁端部はやや内側に傾いて面取 りされている。胎土は良 く精製されているが地元産と思われる。 2は

F区から出土した京都産の緑釉陶器の椀である。器壁が厚 く軟質で、底部は蛇の目高台になる。 3は

A区から出土した灰釉陶器で、諏訪市金鋳場遺跡 1号古墳出土の水鳥形の装飾が施された平瓶の一部

に類似する。粘土板を削って作っており、細かな線刻で羽毛を表現している。目の表現がないため、

把手部に付けられた尾と思われるが、形状は頭部に近 く、先端部の刻みが くちばしとも考えられるた

め断定はできない。 4～ 6は C区から出土した唐三彩の破片で、陶枕 と思われる。胎土は灰白色を呈

しており、素地の焼成は良好 とはいえない。厚さは 8 mm前後で、 4・ 6は裏面に、 506は側面にも

施釉されている。いずれの破片も平坦で、湾曲する部分はない。

Ⅷ 陶
″‐

dし一
う_ [6

4～ 6=4/2

円
＝
＝

＝
Ｕ

差 塵 :4
 `        こ

   5

θδ2

第542図 その他の土器



第 7節 中世以降

第 7節 中世以降

中世以降では建物等の遺構を検出することはできなかったが、土坑 と堀の一部 と思われる溝を検出

している。

11号 土坑 (第543図 、図版81)

位置 :BP-12013       規模 :120

切 り合い :71・ 100号住居跡より新

構造 :整った円形で、深さは20cmほ どであり、掘 り込みは垂直に近い。覆土は砂質で、ウマが 1頭埋

葬されていた。ウマは頭部を北西に置き、背を北側にして、足を折 り曲げて土坑内に納められている。

骨は風化が進んでおり、粉末状になっている部分も多い。

遺物 :ウ マの骨以外に出土遺物はなく、時代を特定することはできないが、覆上の状態から中世の遺

構 と考えられる。

30号土坑 (第543図、図版81)

位置 :CA・ CB-10

長軸方向 :N-85° ―W

規模 :90× 130 平面形 :長方形

切 り合い :1170127号住居跡 より新

構造 :深さは28cmほ どで、ほとんど垂直に掘 り込まれている。覆土は砂質で、底部は平坦であるが軟

弱であった。部分的に薄い炭化物が残っていた。

遺物 :出土遺物はほとんどなく、遺物から時期の特定はできない。

31号土坑 (第544図、図版81)

規模 :80× 153 平面形 :長方形      ・

切 り合い :114号住居跡・36号土坑より新

30号土坑

暗黄褐色砂質土

暗黄褐色土

灰黒色砂質土

暗灰色土

暗茶褐色砂質土
-355.00m

坑土

平面形 :円形

位置 :CB-708

長軸方向 :N-5°―E

ll号土坑

ヽ

・
‐

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

　

一

年

一

一-355.20m

第543図  11・ 30号土坑

θδθ
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構造 :深さは45cmほ どで、掘 り込みは直線に近 く、垂直に掘 り込 まれている。覆土は砂質で、底部は

平坦であったが軟弱であ り、部分的に薄い炭化物が残っていた。

遺物 :時期 を示す遺物がないため時代 を特定することができないが、覆土の状態から中世の遺構 と考

えられる。30032085・ 86087号土坑 も各辺が各方位にほぼ一致 してお り、また形状や覆土が31号土

坑に類似することか ら、 CA～ CHグ リッド付近には中世土坑群があると考えられる。

33号土坑 (第544図 、図版81)

位置 :CC-6

長軸方向 :N-75°一W

0       ・    lm

θδイ

規模 :55× 90        平面形 :隅丸長方形

切 り合い :115号住居跡より新

構造 :深さは10cmほ どと浅 く、掘 り込みは緩やかで、底部には小さな凹凸がある。底部には炭化物が

薄 く広がっており、これに密着してウマの歯が出土している。

遺物 :遺物はウマの歯以外になく、時代を判断できないが、覆上の状態から中世の遺構 と考えられる。

85号土坑 (第544図、図版83)

位置 :CG-9 規模 :75× 140 平面形 :長方形

長軸方向 :N-80°一W    切 り合い :421号住居跡より新

構造 :深 さは25cmほ どで、垂直に掘 り込まれている。底部は平坦で締まっており、東側には平石が 3

31号土坑 33号土坑

_355,20m

-355.00m

-354.80m

、

一

86号土坑

85号土坑

一-354.80m

第544図 31033・ 85・ 86号土坑
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点敷かれていた。また、四隅からは深さ10cm弱 の掘 り込みが検出されている。

遺物 :出土遺物は、混入 した と思われるものしかみられない。

86号土坑 (第 544図 、図版83)

位置 :CG-607       規模 :120× 160       平面形 :長方形

長軸方向 :N-87°一W     切 り合い :416号住居跡・10号掘立柱建物跡・ C区 1号溝より新

構造 :深さは30cmほ どで、壁面は直線的に近 く、垂直に掘 り込まれている。底部は平坦であったが軟

弱であつた。

遺物 :出土遺物はほとんどなく、遺物から時代を特定することはできない。

101号土坑 (第 545図、図版84)

位置 :FF-17   規模 :160    平面形 :円形    切 り合い :412・ 421号住居跡より新

構造 :深さは約140cmま で掘 り下げたが、出水で中止 した。ほぼ垂直で、真円に掘 り込まれている。覆

土は砂質で、壁面から容易に剥離する。

遺物 :遺物は、混入 した と思われる土器がわずかに出土している。遺物から時代を特定することはで

きないが、検出の状況から、当該期 と思われる。

F・ G地区では、平面形が真円でほぼ垂直に深 く掘 り込 まれた土坑を多数検出している。今回の調

査では底部 まで掘 り下げた土坑はないが、周辺の遺跡の調査結果では深さ 3mほ どに達することを確

認 している。

102号土坑 (第545・ 546図、図版84)

位置 :FF・ FG-16 規模 :200    平面形 :円形    切 り合い :207号住居跡より新

構造 :約 170cmま で掘 り下げた。壁面の途中に段状の変換点があるが、この部分から上部が崩れた とみ

られる。本来は垂直に掘 り込 まれてお り、直径140cmほ どの円形土坑 と思われる。

遺物 :平安時代の土器に混 じって、古瀬戸の皿が 1点出土 している。

108号土坑 (第 545図、図版85)

位置 :FG-15   規模 :100    平面形 :不整円形

切 り合い :218号住居跡より新

構造 :深さは110cmほ どまで掘 り下げたが底部に達 していない。ほとんど垂直に掘 り込 まれており、覆

土の状態から自然に埋没 したものと思われる。

遺物 :出土遺物はな く、遺物から時代を特定することはできない。

116号土坑 (第5450546図、図版850144)

位置 :FF-16   規模 :100    平面形 :円形    切 り合い :207号住居跡より新

構造 :深さは120cmま で掘 り下げた。ほぼ垂直に掘 り込まれている。覆土上層には角礫が多数含まれて

お り、礫 とともに多数の遺物が出土 している。

遺物 :1は天目茶碗で、口縁部は直立 し、底部付近は素地を残 している。 203は 須恵質の摺 り鉢で

いずれ も片口が付 く。内面には 8本が単位の沈線を反時計回 りで放射状に施しており、口縁端部 はや

や内側 に傾いて面取 りされている。 4は陶器の甕で黒褐色の釉薬が掛けられている。底部はヘラケズ

リされてお り、内面にはロクロ痕を顕著に残 している。 このほか、土師質の片口付括 り鉢 も出土 して

いる。
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-355.60m

108号土坑

-355.40m

暗掲色砂
暗褐色砂質土
暗黄掲色土

暗掲色土

※ 点線以下断面未実測

〕                                 2m

I 暗褐色砂質土
Ⅱ 黄掲色土
Ⅲ 暗褐色砂
Ⅳ 黄褐色砂質土
V 暗褐色土 (炭化物混入)

116号土坑

-355.60m

暗褐色砂質土
暗褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

暗褐色砂質土

黄褐色土

黒褐色土

褐色土

暗褐色土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
一

θ66
第545図  10101020108・ 116号土坑
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116号土坑

102号土坑

0                                   20cm

第546図  102・ 116号土坑出土土器

表記はしなかったが、103～ 1070111・ 113・ 128号土坑も116号土坑と同様の形状を示しており、同

じ性格を持つ土坑だと思われる。

134号土坑 (第547図、図版85086)

位置 :FG・ FH-16・ 17

長軸方向 :N-15°一E

規模 :300× 440 平面形 :楕円形

切 り合い :207・ 241・ 245号住居跡より新

構造 :土坑 として扱ったが井戸である。深さ150cmほ どまで南北に長軸を持つ楕円形に掘 り下げ、さら

にその中央やや南寄 りを、一辺約160cmの 隅丸方形に掘 り込んでいる。出水があって深さは明確ではな

いが、検出面から約 3mに達 している。隅丸方形の掘 り込み内には井戸枠が残ってお り、検出状況か

ら、四隅に角材を立て、横桟を入れて立板で周囲を覆っていた と思われるが、かなり崩れ落ちている。

掘 り込みの西壁には84号土坑に見 られるような階段状になる部分があり、掘 り下げの際、足場 として

使用 したものと考えられる。

遺物 :平安時代の土器がわずかにあるほか、須恵質の信 り鉢が含 まれていたが、小片で図示できない。

138号土坑 (第 547図、図版86)

位置 :FJ・ FK-16

長軸方向 :N

規模 :170× 180 平面形 :隅丸方形

切 り合い :2250231号住居跡より新

構造 :深 さは60cmほ どで、掘り込みは垂直に近い。底部は平坦であったが軟弱で、南側には炭化物が

認められた。覆土は砂質で、壁面から容易に象J離する。

遺物 :遺物はなく、時代を特定することはできないが、覆上の状態から中世の遺構 と考えられる。

θδ7
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138号土坑

-355.50m

-355.40m

黒掲色土
暗灰褐色土
灰黒色土

暗褐色土 (黄褐色土混入)

暗黄褐色土 (暗掲色土混入)

0                               3m

O

第547図 1340138号 土坑

154号土坑 (第548図、図版86)

位置 :FI-17         規模 :105× 140       平面形 :長方形

長軸方向 :N-85°一E    切 り合い :2250231・ 235号住居跡・155号土坑より新

構造 :深 さは28cmほ どで、ほとんど垂直に掘 り込まれている。覆土は砂質で、底部は平坦であるが軟

弱であった。

遺物 :出土遺物はほとんどなく、遺物から時期の特定はできない。

155号土坑 (第548図、図版86)

位置 :FI-17

長軸方向 :E

構造 :深 さは50cmほ どで、

θ68

規模 :115× 180 平面形 :長方形

切 り合い :154号土坑より古、2250231号住居跡より新

掘 り込みは直線に近 く、垂直に掘 り込まれている。覆土は砂質で、底部は
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平坦であったが軟弱であった。

遺物 :時期を示す遺物がないため、時代を特定することができないが、覆上の状態から中世の遺構 と

考えられる。135・ 141・ 1420149014601500152・ 1580161号土坑 も、155号土坑 と形状や覆上が類

似することから、 FI～ FTグ リッド付近に中世土坑群があるものと考えられる。

162号土坑 (第548図、図版86)

位置 :FR-19020

長軸方向 :N-80°―W

規模 :95× 125        平面形 :隅丸長方形

切 り合い :250号住居跡より新

構造 :深さは15cmほ どで、底部は堅 く締まっており、底部から10cmほ ど浮いた状態で、 6点の礫が出

土している。礫は小口を内側にして、約30cmの 間隔で 2列 に並べられている。礫には炭化物が付着し

ていたが、土坑内からは焼土や炭化物は検出できなかった。

遺物 :遺物はなく、時期を特定できないが、検出の状況から中世の遺構 と考えられる。

165号土坑 (第548図 )

位置 :FY-19    規模 :120 平面形 :円形 切 り合い :264号住居跡 より新

――-355.60m

162号土坑

一
・355.00m                       一

I 暗褐色土
Ⅱ 黄掲色土
Ⅲ 黄褐色土 (炭化物混入)

Ⅳ 暗褐色土 (炭化物混入)

V 暗灰色粘質土

0                                 2m

154・ 155号土坑

355.40m

第548図  154・ 155・ 1620165号 土坑

θ69
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構造 :深 さは160cmほ どまで掘 り下げたが、底部に達 していない。掘 り込みは真円に近 く、垂直に掘 り

込まれている。覆土上部には黄褐色土が多量に含まれてお り、人為的に埋められた可能性がある。

遺物 :遺物は少な く、遺物から時代を判断できないが、検出の状態から中世の遺構 と考えられる。

166号土坑 (第550図 )

位置 :FY・ GA-18019 規模 :180 平面形 :円形

切 り合い :26203210334号住居跡より新

構造 :深さ170cmま で掘 り下げたが、底部に達していない。上部はわずかに開いているが、本来直径110

cmほ どで垂直に掘られていた土坑が、崩れたものだと思われる。覆土には壁面から剥離したとみられ

る黄褐色土が何層も堆積している。

遺物 :遺物に遺構の時代を示すと思われるものはないが、検出の状況から中世の遺構 と思われる。

173号土坑 (第550図 、図版87)

位置 :FX-17    規模 :125× 150  平面形 :円形    切 り合い :266号住居跡より新

構造 :深 さは50cmほ どで、断面形はU字形になる。底部は凹凸があるが比較的締まっており、覆土に

は礫が多数含まれていた。

遺物 :出土遺物は混入したと思われるものしかないが、覆土の状態から中世の遺構と考えられる。

222号土坑 (第550図、図版88)

位置 :FY・ GA-18019 規模 :115 平面形 :円形

切 り合い :221号土坑より古、329号住居跡より新

構造 :深 さ110cmま で掘 り下げたが、底部に達していない。検出面付近の覆土には握 り拳大の礫が多 く

含まれていたが、下層にはほとんど入っていない。

遺物 :出土遺物中に、常滑と思われる小破片が含まれている。

覆土の礫の有無などわずかな違いはあるが、円形で深い土坑がF区に続きG区でも多数検出されて

いる。底部まで掘 り下げたものはないが、200～ 2120215・ 218・ 219・ 221～ 223・ 225・ 227・ 228・ 230

号土坑について、類似した性格を持つ土坑だと考えられる。

これらの土坑の出土遺物は、陶磁器、内耳鍋、かわらけ、須恵質の橘 り鉢、硯、古銭 (皇宗通費)

などが見 られる。

242号 土坑 (第550図 、図版88)

位 置 :DY・ EA-8 規 模 :150

平面形 :円形

切 り合い :277号住居跡 0253号土坑より新

構造 :深さは130cmほ どまで掘 り下げたが、底部 に

達 していない。掘 り込みは垂直に近 く上部はわずか

に開いているが、これは壁面が崩れたためで、本来

直径約90cmの掘り込みであったと思われる。

211号土坑

遺物 :出土遺物は少ないが、内耳鍋の破片が含まれ

ており、 F・ G区で検出されている円形の土坑と同           Cm

様の性格 を持つ と思われ る。
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257号 土坑 (第 550図、図版88)

位置 :DR-7        規模 :90× 110     平面形 :隅丸長方形

長軸方向 :N-25° 一E    切 り合い :な し

構造 :深さは15cmほ どで、ほとんど垂直に掘 り込 まれている。底部は平坦で締 まってお り、中央付近

からは炭化物が検出されている。覆土上部には灰を含んでいる。

遺物 :出土遺物はな く、遺物から時期の特定はできないが、検出の状況から当該期 と判断した。

F区 7号溝 (第551図 、図版90・ 143)

位置 :FU・ FV-16～20     規模 :295× 1400以上 方向 :N-5° 一E

切 り合い :重複するすべての遺構より新

構造 :検出面からの深さは約130cmで、断面はV字形になる。掘 り込みは直線的で、南北とも調査区外

へ続いている。

遺物 :出土遺物は、大半を平安時代の土器が占めているが、古瀬戸と思われる破片が含まれている。

F区 8号溝 (第 551図、図版90)

位置 :FV～GC-17・ 18     規模 :230× 約1900前後    方向 :N-80°一W

切り合い :F区 7号溝より古、そのほか重複するすべての遺構より新

F区 7号溝

_ 355.10m

溝

暗褐色砂質土

暗褐色砂質土

暗褐色砂質土

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土

暗黄褐色土

0                        2m

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

(黄掲色土混入)

(砂混入)

(黄褐色土混入)

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
Ⅵ

暗褐色砂質土

暗褐色土 (砂混入)

黒褐色砂質土

黒掲色土

黒掲色土 (炭化物混入)

暗褐色土

I 耕作土
Ⅱ 暗褐色砂質土
Ⅲ 灰黒色砂質土
Ⅳ 暗灰色粘質土 (砂混入)

V 暗灰色粘質土
Ⅵ 暗灰掲色粘質土
Ⅶ 暗褐色土
Ⅷ 暗黄褐色土
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構造 :深さは75cmほ どの部分 もあるが、底部が平坦でないため調査地点で異なる。断面は逆台形 に近

いが、U字形になる部分 もある。西端はしだいに浅 くなって終わってお り、東側 も浅 くなることから、

7号溝 と重なる部分で終わるものと思われる。

遺物 :出土遺物は多いが、混入 したと思われるものがほとんどで、青磁の破片が 1点含 まれていた。

G区 9号溝 (第551図、図版90)

位置 :GG～ GI-17・ 18 規模 :245× 700以上 方向 :N-80° ―W

切 り合い :重複するすべての遺構より新

構造 :検出面からの深さは約150cmであったが、土層断面を見るとさらに20cmほ どあったと思われる。

断面はV字形に近いが、底部に幅35cmほ どの平坦面を持ち、壁面はわずかに湾曲している。掘 り込み

は直線的で、東西は調査区外へと続いている。形状や覆上の状態が F区 8号溝に類似し、ほぼ直交す

ることから、F区 8号溝が南側で直角に折れ、この溝に続いているものと思われる。こうした溝のあ

り方は、隣接する大境遺跡で検出された中世居館の堀 と同じであることから、この居館の一部か、あ

るいは新たな居館の存在が考えられる。

遺物 :出土遺物中に、青磁・常滑、須恵質の摺 り鉢の破片が含まれていた。

第 8節 その他の遺物

土器以外の遺物については、特定の遺構から出土したものを除き、その他の遺物として扱った。

土 製 品

土製紡錘車 (第553図、図版154)

1は須恵質で、直径 7 cm、 重さ128gと 大型である。そのほかは土師質で、直径4.5cm前後、重さは50

gほ どであり、3に は黒色処理が行われている。多 くはグリッドからの出土で、遺構 との関係は定かで

はないが、古墳時代初頭から平安時代の住居跡からも出土している。

土 錘 (第553～ 555図、図版154～ 156)

須恵質のものが10点含まれているが、そのほかは土師質である。平面形が管状型になるものと、紡

錘型になるものに大別でき、紡錘型のものは長さ 7 cm前後の大型と、 5 cm以 下の小型に分類できそう

であるが、中間的な形状を示すものも多い。子L径は、管状型が l cm以上、紡錘型は 5 mm以下が多 く、

両者の中間的な形状を持つものは 7 mm前後になる。重さは、管状型が平均73gで、最大である1は 、156

gあ り、紡錘型は大型が平均38gで、小型は10g以下となる。確実に遺構に伴う例は少ないが、出土した

のは大半が平安時代の遺構からであり、これらの所属時期も当該期と考えられる。

羽 口 (第556図、図版556)

図示できたのは 5点であるが、小破片を含めると十数点出土している。ほとんどがグリッドか、覆

土上層からの出土であり、遺構 との関係は定かではない。全形を残す 1は全長約15cm、 最大径6.5cmほ

どで、先端はわずかに細 くなり、黒色に変色し溶融している。 4は全長10cmほ どで、基部の開きが大

きい。孔径はいずれも2 cm前後である。

布目瓦 (第556図、図版157)

10点 ほどが出土しているが、遺構との関係が定かなものはない。 1の丸瓦は顕著なヘラケズリを残
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しており、内面の端部は面取 りされている。 2は平瓦で、縄ロタタキが施されている。 304に は格

子タタキが施されており、 1と 同様に内面端部は面取 りされている。ヘラケズリを顕著に残す 1や格

子タタキを施す 304は、隣接する雨宮廃寺 (屋代寺)跡出土の瓦と共通するが、縄ロタタキを持つ

瓦は、周辺の遺跡では見知していない。

土 板 (第556図、図版157)

幅 7～ 8 cm、 厚さ約2.5cmで、長さは折れているため不明である。全面に焼土が付着しており、二次

焼成を受けているため、カマドの構築材 と思われる。

ミニチュア土器 (第557図、図版157)

手づ くねも含まれている。 1は壺形で、指圧痕を残すが、粗いミガキが施されている。 2は 口縁部

を欠 く横瓶形で、内部は片側だけ中空になっている。 3～ 6は指圧痕を顕著に残しており、 304が

平底、 506は丸底になる。 7は高杯の模倣と思われる。 8は壺形であるが中空になっておらず、器

面はていねいにミガキが施されているため、別の機能も考えられる。

円面硯 (第557図、図版146)

3点出土している。 1の脚部には透かしの痕跡をわずかに残しており、 4か所の透かしがあったと

思われるが、透かしの形状は不明である。 2は脚部に凸帯を巡らしているが、凸帯の下は欠損してお

り不明である。上部には幅 6 mmほ どの透かしが、 7か所前後開けられている。 3は陸と海の境に、わ

ずかに突出する部分が巡っており、脚部は欠損している。出土はE・ F区のグリッドからで、遺構 と

の関係は不明である。

転用硯 (第557図、図版146)

図示したのは 7点であるが、詳細に検討すればさらに増えるものと思われる。壺の底部を利用した

9を除いて杯・椀からの転用で、 7は灰釉陶器であるが、そのほかは須恵器である。 4～ 7に は朱墨

が付着しており、パレットとして利用されている。墨痕を残す 8～ 10に は使用痕を顕著に残しており、

陸となる中央部分が光沢を放っている。316号住居跡から出土した10を 除き、グリッドからの出土で、

中でもF区からの出土が多い。

石器・石製品

打製石斧 (第558図、図版1580159)

15点出土 している。主に灰黒色の粘板岩を素材にしてお り、短冊形を呈するものが多いが、撥形を

した 1010な ども含 まれている。すべて両面加工されてお り、刃縁部はU字形、基部先端は突出する

ものが目に付 く。 1は長さ22.8cmと 大型であるが、そのほかは 9～16cmで ある。また、厚さは3.8cmと

厚い 9を除き、 2 cm以下である。 102011に は使用痕がみられるが、そのほかはほとんど使用痕を

残 していない。出土は半数が住居跡からの出土であるがすべて古墳時代以降の住居跡である。グリッ

ドで見 ると、A～ F区 という広範囲から出土しているが、15点中 5点が B区からの出土である。

打製刃器 (第 559図、図版158)

いわゆる横刃型石器で、 2点 出土 している。 1は主要象J離面の刃部 とバルブ付近にわずかな力日工痕

を持つが、大きな剥片をそのまま利用 しており、顕著な使用痕を残 している。 2は石材やカロエ法は打

製石斧 と大差ないが、全長に対 して刃部幅が大きい。いずれもB地区から出土 している。

θZ
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石 鏃 (第559・ 560図、図版160)

打製石鏃22点、磨製石鏃 1点が出土 してお り、打製石鏃は21点が黒曜石製、 1点が硬質頁岩製であ

る。未成品も含 まれているがすべて有茎で、基部に挟 りを持つものと、持たないものがある。製作技

法等については別章で検討を行っている。打製石斧同様の出土状況を示 しており、約半数が B区か ら

の出土である。多 くは、縄文時代晩期の条痕文系土器に伴 うとされる打製石鏃であるが、栗林段階ま

で下る可能性がある。

23は凝灰岩製の磨製石鏃で、 1孔を持つ。基部を欠いているが3.8cm前 後の長さが推測され、先端部

が突出する。 E区のグリッドからの出土である。

磨製石斧 (第561図、図版1580159)

3点出土 している。 103は 閃緑岩製の太型蛤刃石斧であるが、小型の 3は細身である。 1は 刃部

欠損後再生されているが、その後の使用により刃潰れしている。基部は 1が顕著な叩打痕を残 してい

るのに対 して、 3は先端が尖るように整形されている。 2は蛇紋岩製の定角式磨製石斧で、縄文時代

の石器 と思われる。火熱を受けてお り、全面をていねいに研磨 しているが、刃部には大 きな刃こぼれ

がある。

磨製石包丁 (第561図、図版160)

11点出土している。多 くが破片のため不明な点もあるが、半月形の 10204～ 10と 楕円形の 3に

大別できる。刃部は直線的で、 306010は 片刃である。 6点には穿子L部分が残っており、楕円形の

2は 1孔であるが、そのほかは2孔 と思われる。 1・ 3については使用痕の観察を行い、別章で記し

ている。 1・ 306・ 709が砂岩製、そのほかは頁岩製である。 7点が住居跡からの出土であり、

3が栗林段階、 2・ 9011が弥生終末段階の住居跡から出土している。

石製紡錘車 (第562・ 563図、図版161)

23点 出土しており、断面形が台形になる1～ 7・ 13・ 14、 低い三角形あるいはかまぼこ形になる 8・

9012・ 16と 、板状の 3種類に分類できる。10に は放射状の線刻があり、12は 4段に作っている。最

大径は、台形のものが3.6～ 4.5cm、 三角形のものは4.8～ 6 cm、 板状のものが4.8～ 6.5cmである。重さ

は破片が多 く正確ではないが、台形のものが平均40g前後、三角形や板状のものは30g前後となり、土

製の紡錘車に比べて軽い傾向を示している。 1～ 6・ 12013が滑石製、そのほかは砂岩製である。13

点が遺構からの出土で、台形のものは 7世紀以降、三角形や板状のものは6世紀以前に多いように思

われる。

砥 石 (第563～ 566図、図版162～ 164)

37点 出土している。方形に加工されたものと、自然石をそのまま利用しているものがあり、手持ち

砥石と置き砥石と思われるが、使用による変化を考えると明確な分類はできない。大きさは様々で、

重さも21gか ら9 kgま である。石材から分類を行なうと、粘板岩の 1・ 2・ 4010、 凝灰岩の 305・

7～ 9012014、 砂岩の 6・ 11013015～ 28・ 30～ 32、 安山岩の29がある。粘板岩や凝灰岩製は小型

品が多 く、砂岩や安山岩製は大型品に多いが、砂岩製には 6の ような小型品も含まれている。ほとん

どが 4面以上使用されており、幅数mmの沈線状にくぼんだ研磨痕を残すものも多い。 6は使用面が湾

曲した玉砥石に類似しており、また安山岩製の29は使用面が粗 く、鉄器以外での使用が考えられる。

27点が遺構からの出土であり、全体的には8世紀以降の時期が多いが、重さ l kgを 超える大型品は古

墳時代に多い。
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台 石 (第 566図、図版 164)

作業台 として使用された と考えられる資料であり、顕著な使用痕を残す 1点だけを扱った。421号住

居跡から出土 してお り、安山岩製で、平坦部に細かい叩打痕を残 している。作業台はその使用方法や

使用期間によって、作業面に表れる痕跡は多様であり、細かな検討を行 えばさらに点数は増えると思

われる。

軽石製品 (第 566図 、図版 164)

軽石で作 られた製品を一括 した。12点出土 してお り、研磨痕や叩打痕を持つものがほとんどである

が、穿孔された 1～ 4や、十字に刻みを入れた 7な ども含まれている。多 くは遺構からの出土である

が、特に集中する時期はない。

凹石・石臼 (第567～569図 (図版1650166)

凹部を持つ石器を一括した。長さ20cmを超える大型品も含まれており、石臼と呼ぶべきものも含ま

れているが、明確な分類基準を示せないため、併記している。25点出土しており、砥石から転用され

た 4は砂岩製であるが、そのほかはすべて安山岩製で、凹みが深 く大型のものは多子L質の火山弾製で

ある。12024・ 25は、叩打痕が集中することによって凹みが生じているのに対して、そのほかの凹み

は、磨る行為や磨るのに近い軽い叩きによって生じた凹みと思われる。したがって後者の凹みは 4を

除き正円に近い。25点 のうち20点が遺構からの出土であり、古墳時代後半から中世の時期を示す。

ロロ 石 (第 570図、図版166)

調査では棒状の礫が多数出土しており、詳細な観察を行えば出土例は増えると思われるが、特に顕

著なものだけを扱つた。 1～ 3は安山岩製で、先端のほか、側面にも叩打痕がある。 4は閃緑岩製で、

磨製石斧の欠損品の可能性もある。

丸 石 (第 570図、図版166)

3点が出土しており、石材はいずれも安山岩である。全面に小さな叩打痕や研磨痕があり、磨石の

一種 と思われる。時代の特定はできない。

玉 石 (第 570図、図版167)

4点出土している。 10204は 泥岩、 3は安山岩系の河原石で、加工は施されていないが良 く磨

かれており、光沢を放っている。96号住居跡から出土した 1・ 2は、 2つ並んで 卜骨と共に出土して

いる。

石 錘 (第 570図、図版167)

多孔質の安山岩を利用しており、直径 4 cmほ どの円礫に穿孔している。穿孔は l cmほ ど離して、 2

か所から斜めに行い、貫通させている。

カマ ド切石 (図版167)

7点が確認されている。いずれも裾花凝灰岩製で、強 く火熱を受けており、劣化が激しい。計演Jが

可能な 3点は、整った角柱状を呈している。全形を残すものはないが、309号住居跡から出土したもの

は51cmを 残しており、この状態でカマ ド焚き口部分の天丼に使用されていた。幅は16～ 18cm、 厚さは

9～ 1lcmで ある。基本的には309号住居跡に見られるように、カマド焚き口部分の天丼材として作 られ

たものと思われる。出土はいずれも9世紀前半の、限られた時期の住居跡に集中する。
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鋼 製 品

銅 鏃 (第552図、図版167)

2点出土している。いずれも有茎式で、 1の身は柳葉形であったと思われるが、欠けた先端を研ぎ

出しているため、身の長さが1.2cmし か残っていない。茎は長さ 8 mmで、断面形は円形である。2は腐

食が進んでいるがほぼ完形で、身は三角形に近いが、側縁がやや湾曲する。全長3.2cmで茎は l cmあ

り、断面形は約 3 mmの 円形である。グリッドからの出土であり、時期を特定することはできない。

帯金具 (第552図、図版167)

3は餃具の破片で、断面形は、輪金部分が方形、横棒は円形である。残存する横棒は革帯を留める

ためのもので、刺金は屈曲部に作られた孔に、T字形の刺金を挟み込んでいたものと思われる。

針状製品 (第552図、図版167)

2点出土している。 4は C区のグリッドから出土しており、長さは7.5cmで、断面形は幅 4 mm、 厚さ

l mmの 長方形を呈している。 L字形に曲げられており、先端は尖らせているが箆に近ぃ形状で、基部

には穿孔があるが折損している。 5は 84号土坑からの出土で、長さは約26cmで あるが、一辺 5 cmほ ど

の方形に曲げられており、木製品等に巻き付けていたものと思われる。断面形は直径 2 mmの 円形で、

一端は鋭 く尖らせているが、もう一方に加工はない。

鏡 ?(第 552図、図版182)

194号住居跡から、直径 2 cm、 厚さ0。 8mmの鏡状鋼製品である5が出土している。小型のため装身具

とも思われたが、鉦側の面に叩打痕を残しているのに対して裏面はわずかに凸面になっており良 く研

磨されていることから、鏡のミニチュアとした。鉦は鋼板を縦に打ち付けており、 l mmほ どの穿孔が

ある。出土した住居跡から、 5世紀後半の時期が考えられるが、遺構の重複が多 く明確ではない。

銭 貨 (第 552図、図版170)

2点出土している。いずれも北宋銭で、 1は F区から出土した「元祐通賓」、 2は 206号土坑から出

土した「皇宋通賓」である。

〇

〇

_   2

0

①刊6⑬ Q 0                          5cm

第552図 鋼製品
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鉄 製 品

鉄 斧 (第 571図、図版 168)

2点出土 してお り、いずれもほぼ完形である。 1は刃部がやや開き湾曲刃になる。袋部の断面形は

整った方形に作 られてお り、端正な作 りである。 2は袋部に対 して刃部幅が広 く、平面形は凸字形に

なる。刃部の形状は錆に覆われてお り不明であるが、袋部の断面形が台形であり、全体に反 りを持つ

ことか ら手斧 と思われる。1は 5世紀中頃から後半の117号住居跡より出土してお り、また 2は 98号住

居跡か らの出土であるが、住居 との関係は明確ではない。

鎌 (第 571図、図版 168)

鎌 と判断できる鉄器は12点出土 している。形状が判断できるものははすべて曲線刃であるが、基部

から直線に近い状態で伸び、刃先部で湾曲するものが多い。完形品は 304の 2点で、全長は13cmと

14cmで ある。 5は刃先を欠 くが18cm前後の長さが想定され、出土資料中最長 となる。また、 6・ 8は

10cm前後の長さが想定される小型の資料である。 7も 残存部が15。 5cmと 大型であるが、刃部の幅は研

ぎ減 りのためか、1.2cmと 狭い。装着角度は 5が 135° で最 も大 きく、小型の 6・ 8は 100°、そのほかは

110°～ 120° に集中してお り、大型の資料ほど装着角度が大 きくなる傾向を示している。装着部の折 り返

しは、左方向が 7点、右方向が 4点である。 9点が住居跡からの出上であり、小型の 6・ 8は古墳時

代後半、大型の 5・ 7は、奈良時代以降の住居跡か ら出土 していることから、鎌の大型化あるいは、

多様化の変遷を示 しているとも考えられる。

鋤鍬先 (第 572図、図版 169)

3点出上 してお り、いずれもU字型であるが1lcm以下の耳部の破片であり、全体の形状は不明であ

る。ただ木質部に装着する袋部の断面がV字型になるもの (15)と 、Y字型になるもの (16・ 17)が ある。

いずれ もグリッドか らの出土である。

鉄 鏃 (第 572図、図版 169)

2点出上 してお り、共に長茎で茎部先端を欠 く。18は 身部が三角形で、深い腸挟を持ち、19の 身部

は五角形で腸扶はない。いずれもグリッドからの出土である。

刀 子 (第 572図、図版 169)

図示できたのは17点であるが、器種が判断できなかった小破片の中に、かなりの数が含まれている

と思われる。完形の資料が少なく錆取 りも十分でないため、刀身の形状は不明な点が多 く、刀子以外

の器種が含 まれている可能性 もある。関の形状から分類すると、棟側に関を持つ26・ 29～ 31、 両側に

関を持つ21・ 23・ 28、 刃部側に関を持つ24036、 明確な関を持たない22・ 25027・ 32に 分けられる。

また、33に は鉄製、35に は銅製の錮が付けられている。22は残存する刀身部が17cmあ り小刀の可能性

もあるが、刃部が湾曲してお り、さらに別の器種 とも考えられる。約半数が住居跡からの出土であり、

その時期は22を 除いて平安時代である。

紡錘車 (第 573図、図版 170)

2点出上 しており、紡錘の断面は共に板状である。48は直径5.7cmで、軸の先端をほぼ直角に折 り曲

げて鉤 (フ ック)を作つている。57は 直径4.5cmと やや小型で、軸を欠 く。48は222号住居跡からの出

土で、その時期は 9世紀後半 と考えられる。
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不明品・ その他 (第 573図、図版 170)

37は槍形であるが、刃部は片面にしかない。茎部は両面を折 り返 して作 り出してお り、先端を欠い

ている。38047は銃具 と思われ、38は刺金、47は輪金 と考えられる。39・ 40は 断面形が四角形の棒状

を呈 してお り、一端が尖っている。何 らかの工具 と思われるが、用途は不明である。41・ 46は石突 と

考えられるが、41は鉄板を円錐形に折 り曲げてお り、鉄鐸の可能性 もある。42043は一端を薄 く伸ば

してお り、薄い楔形 となる。44は 平面形が凸形の火打ち金具で、突出部に一孔を持つ。49は釘、51は

断面形が円形の針である。52～56は棒状の鉄製品で、そのうち52～54は一端が尖る。21点中17点が遺

構からの出土であり、38・ 55は 4世紀後半、44は 6世紀代の住居跡からの出土であるが、混入 と思わ

れる。中世の土坑から出土 した49・ 52を 除 くと、 8世紀以降の住居跡からの出土であり、時期は 9紀

中葉以降に集中する。

骨 角 器

骨 鏃 (第 574図、図版175)

8点出土している。身部が柳葉形に近い 1～ 3050608と 、三角形に近い 4・ 7がある。柳葉

形のものは身部の断面形が片丸になる8以外は両丸で、茎部を残す資料は箆被部が長 く、関で段をな

して茎部が細 く伸びている。2は逆刺の位置が左右異なっており、ヤスと呼ぶべきかもしれない。4・

7は身部の断面形が弧をなしており、 4は浅い腸扶を持ち、箆被部が長 く、関に小さな突出部を作っ

ている。 5～ 7は削りが粗 く未成品と思われる。 1は ウシかウマの骨である可能性があるが、そのほ

かはシカの骨角と思われる。住居跡から6点が出土しているが、多 くは覆土からの出上のため、特定

の時期を示していない。ただ、焼失住居である96号住居跡から出土した 3は、炭化材の中から出土し

ており焼けていることから、確実にこの住居の遺物であり、弥生時代終末の時期といえよう。針が 3

点出土している。 9は全長10.7cmの 完形品で、断面形は楕円形を呈する。基部側に穿孔があり、使用

による擦れで光沢を放っている。15は 断面形が円形になるように削っており、一端を尖らせているよ

うだが両端を失っている。16は 断面形が三角形に近 く、一端を鋭 く削って尖らせている。いずれもシ

カの骨角を使用しており、 9・ 15が 9世紀後半の遺構、16は 弥生時代終末の住居跡から出土している。

刀子柄 (第575図、図版175)

4点出土している。29・ 30は 湾曲した鹿角を利用しており、断面形は円形から楕円形で、29は 柄頭

の一部を斜めにそぎ落 としている。柄元木口には茎を刺す孔が開けられており、内部に錆が付着して

いる。31は直線を呈し、断面形は楕円形 となり、柄元を太 くして錮を表している。32は削りが粗 く、

茎を刺す孔もないため、未成品であろう。 4点すべて鹿角で作られている。30031が 6世紀後半～ 7

世紀の住居跡、32は 4世紀前半の住居跡から出土している。

卜 骨 (第 576～ 578図、図版176・ 177)

50点以上出土している。板状に削った骨を使用する37～ 72と 、肩甲骨を使った76～78がある。板状

の資料は、シカの肩甲骨と思われる69と シカの肋骨 と思われる71以外はウシかウマの肋骨であるが、

遺跡から出土する獣骨の割合を考えると、多 くはウシの肋骨と思われる。ほとんどは破片で、最大の

52は 全長26.5cmを 残している。肋骨を厚さ数mmに 割き、内側部分に幅 5 mm前後、長さ l cm、 数mmの長

方形になるよう、骨の表皮部分を残して裏側から刻みを入れている。刻みは鋭利な刃物で行われてお

り、鉄器によると思われる。多 くは刻みの中央部分に十字の焼印があり、これによって占ったと思わ
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れるが、表皮側まで焼けているものは少ない。 8世紀以降の住居跡から20点が出土している。特に集

中して出土している78号住居跡からはウシの肋骨が出土しており、半載されたものも含まれている。

この住居で製作され、使用された可能性があり、 8世紀中ごろには 卜骨を用いた 卜占が行われていた

と考えられる。

肩甲骨を使用した 3点のうち、黒斑状の焼跡があるのは77だ けであるが、肩甲骨の形状を残して出

土した 3点を卜骨 とした。76は焼失住居である96号住居跡の床面から出土しており、炭化しているた

め焼印の痕跡を認めることはできないが、 卜骨と思われる。77に は焼串状のもので付けられた l mmほ

どの黒斑が多数認められ、周辺数mmが変色している。76・ 77は シカの肩甲骨であるが、78は イノシシ

類の肩甲骨で、ブタである可能性が高い。76077は弥生時代終末の住居跡から出土しており、この時

代に 卜占が行われたものと思われる。

刻 骨 (第578図、図版177)

74・ 75に は、 1～ 2 mmの 間隔で平行する線刻が幾筋も付けられている。74は 鹿角の両端を切り取つ

たものだが、 2か所の分枝は残されている。基部側の一面をていねいに削り、24本の細い線刻を行っ

ている。75は炭化しており、また小破片のため全形はわからないが、一端は切 り取られており、74同

様の線刻14本 を残している。ほかにも破片があることから刻みは一周しているものと思われる。77は

弥生時代終末、75は 6世紀中ごろの住居跡から出土しており、弥生時代終末の 卜占に関わる遺物、あ

るいはささら状の楽器と思われる。

不明 。その他 (第 574・ 575図、図版175)

10012014は 断面形が片丸か両丸で一端を箆状に薄 く削っており、11017は断面形が片丸で一端を

山形に削っている。18・ 19は 断面形が片丸で両端を山形に削っており、弓に貼られたのではないかと

国立歴史民俗博物館の西本豊弘先生にご指摘をいただいた。13020022は 断面形が片丸であるが、端

部を欠いている。21は長さ約3.5cmの 板状に削った後、2か所に穿孔している。装身具の可能性もある

が、同様の形状を持つものに、自在形木製品と呼ばれるものがあり、紐を通して「自在」として用い

たと考えられている。23は 弧形で、鹿角を輪切 りにして一条の線刻を巡らせている。24は 小さな杵状

を呈しており、先端には筈状の刻みがある。25は鹿角を輪切 りにして、内部を中空にくりぬいており、

外面はていねいに研磨されている。26・ 27は 直径 4～5.5cmほ どの円形で、厚さは 5 mm前後である。中

央部分に穿子Lがあり紡錘車と思われるが、重量が軽いことから別の機能も考えられる。28は鹿角の一

端を削って尖らせており、刺突具と思われる。33034は骨を半載して両端を削っており、接合して一

個体 となる。刀子輸の未成品と思われる。35は 鹿角を鉤形に削っている。36は鹿角の両端を切断し、

周囲を削った未成品と思われる。加工が全面に及んでいるものが多 く、素材 とされた動物を特定でき

ない資料も多いが、10018・ 19022・ 26は ウシ・ウマの骨、11～ 17・ 33034は シカの骨、21・ 23～ 25・

27028・ 35・ 36は 、鹿角と思われる。13点が住居跡からの出土で、18・ 19033・ 34は 6世紀後半から

7世紀、そのほかは 8世紀以降の住居跡である。

加工痕のある骨角 (第579図、図版178)

14点出土しており、シカの骨である14を 除き、鹿角である。 5・ 8は切断面が平坦で、鋸状のもの

で切断しているが、それ以外は刻みを入れて折っている。 607・ 10は 周囲に削りが施されている。

住居跡から11点が出土しており、いずれも6世紀以降である。
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勾 玉 (第 580図、図版179)

16点出土しており、12点が石製、 4点が土製である。石製は 1・ 9010が硬玉製、 5が碧玉製、そ

のほかが滑石製で、滑石製には模造品と呼ぶべきものも含んでいる。硬玉製は一部に自然面を残 して

おり、不定形である。滑石製は平面形がC字形で、断面形は楕円形から方形のものまである。穿孔は

9が片面からで、そのほかは両側からと思われる。10点が住居跡から出土しており、時期は古墳時代

後半が多いが、特徴的な出土状況は示していない。

土製の勾玉は、粘土を折 り曲げて一端に穿孔を行ったもので、ナデは行っているもののミガキなど

の調整は施されていない。

管 玉 (第 581図、図版179)

20点が出土しており、石材は18021・ 26・ 30033が碧玉、29が鉄石英で、そのほかは滑石である。

直径 9 mm以上、 6 mm前後、 4 mm以下に分類できるが、石材との相関関係は見られない。34は平面形が

紡錘形を呈している。半数は住居跡からの出土であるが、特徴的な出土状況は示していない。

臼 玉 (第581・ 582図、図版1800181)

139点 出土している。石材は滑石と凝灰岩に分けられるが、広義では滑石と呼ばれるものである。大

きさは、直径 3～23mmま であり、大半は 5 mm前後に集中する。10mmを超える大型品が 8点含まれてい

るが、うち 6点は未成品である。また形状から、筒状、そろばん玉状、側面が丸みを持つものに分類

できる。丸みを持つ臼玉は 7点あり、直径 9 mm前後の大型品が多い。筒状およびそろばん玉状の自玉

は、側面の整形 (加工)方法に 2種が認められる。玉を正位に置いたとき、縦方向の研磨である粗い

線状痕が見られるものと、横方向の細かい線状痕が見られるもので、ほとんどの玉は横方向の線状痕

を残している。縦方向の線状痕が認められるものは筒状臼玉に多 く、そろばん玉状のものは、縦方向

の線状痕が観察できないものが多い。しかし、縦方向の整形を行った後に横方向のカロエを行っている

ため、より強い研磨を必要とするそろばん玉状臼玉は縦の線状痕跡が削られている可能性があり、製

作方法の違いとはいえない。

3点以上の自玉を出土している遺構が 8か所ある。5世紀前半の土器集中区、9世紀前半の301号住

居跡を除くと6世紀後半から7世紀の住居跡である。これらの遺構に限つて見ると、小型の自玉から

大型の自玉への変遷を認めることができる。土器集中区からは多数の小型丸底土器と共に31点以上の

臼玉が出土しており、祭祀に係わる遺構であることを示している。また、17号住居跡からは13点の自

玉が出土しているが、そのほかの遺構では 5点以下である。これにより、集団が屋外で行っていた祭

祀が、しだいに個人が屋内で行うように変化したと考えることもできる。

ガラス小玉 (第583図、図版181)

9点出土している。スカイブルー、コバル トブルー、グリーンの 3色があり、直径は2.5～ 10mmであ

る。色調によって大きさに違いはなく、断面形は大型品が整った楕円形であるが、小型品は不整形な

ものが多い。 7点が住居跡からの出土であるが、特徴的な出土状況は示していない。

土 玉 (第 583図、図版181)

11点 を玉として扱ったが、大型の149・ 15601570159は 穿孔も大きいため、土錘であろう。そのほ

かはいずれも黒色を呈しており、筒状の150は側面に沈線を巡 らせて二連状に作られ、153は紡錘形に

類玉
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なる。 7点が 6世糸己後半以降の住居跡から出土している。

その他の玉類 (第 583図、図版 182)

1は土製の玉で、表面はていねいに磨いているが、穿孔はない。 2は滑石製で、勾玉か縄文時代の

映状耳飾の未成品と思われる。 3は軟玉製で表面はていねいに磨いてお り、厚さ 5 mmで断面形は台形

となる。一端を欠いているため全体の形状は不明であるが、石帯か茎状の石器になると思われる。

滑石製模造品 (第 583図、図版 182)

勾玉形を除 くと9点出土 してお り、有孔円盤形 と剣形がある。有孔円盤形模造品は直径25～ 45mmで、

平面形が楕円形の 1や、方形に近い 3も 含 まれてお り、 2に は 1孔、そのほかは 2孔を穿っている。

剣形模造品は長さ26～ 62mmで、 708に は 2孔を穿っているが、 9の残存部には穿孔の痕跡は見 られ

ない。 1～ 8は断面形が板状、 9は薄いかまぼこ形で、 9の刃部には対に小さな挟 りが付けられてい

る。 5点が 6世紀後半以降の住居跡から出土 している。
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第555図 土製品 3(土錘 3)
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石器・石製品 打製石斧
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第 6章 分析調査

第 1節 屋代遺跡群における石包丁の使用痕分析

株式会社アルカ 池谷勝典

はじめに

出土石包丁 2点の使用痕分析をおこなった。 2点 とも石器表面の状況は非常に良好であることから、

高倍率の使用痕観察を試みた。

以下、形態的特徴および使用痕についての観察所見を述べ、この石器の使用方法について考察して

みたい。

観察資料 について

資料 1 (96号住居跡出土、第584・ 585図 写真 1～ 4)

完形の小形石包丁である。表面状態は、よく摩耗しておリー部に光沢が散見される。刃部は直刃で

全体形は、長方形を呈する。紐孔は一つ穴で石器中央部の上端部に穿子Lさ れる。穿子Lは 、裏面側から

の片面穿孔である。表裏面側の紐孔の縁に組ずれ痕が見られるが、摩耗の方向が表面側は左斜め上側

へ向かって摩耗しており、裏面側は、真上の方に摩耗している。このことから、この石器の使用者は

右利きで表面側 と対面するように石器を持ち、紐に指をかけて使用していたことが推定できる。石器

は全面研磨されているが、線状痕は不明瞭である。

刃部整形は、表面側に向けて急角度の研磨をおこない、片刃状に整形している。

石器は熱を受けているようで、右側端部にタール状の黒斑が観察される。

以下に、この石器の基本的属性を記述する。

最大長 :8.5cm、 最大幅 :4.2cm、 最大厚 :0.6cm、 刃角56～60度、刃幅 :7 cm、

石材 :砂岩

資料 2(B tt S-12出 土、第584図 0585図 写真 5～ 6)

石器は、右倶1端部 と組孔部の一部を欠損しているが、表面状態は良好である。刃部がわずかに内湾

し、背部は蒲鉾状に湾曲したいわゆる半月形包丁の形態である。紐孔は 2対、石器中央部の上端部に

ほぼ平行して開けられる。穿子Lは表裏両面側から行われている。穿孔時のドリルの回転線状痕が明瞭

に紐孔内に観察できる。紐ずれ痕は、明瞭ではない。

石器は全面研磨で表裏面には、
｀
整形研磨時の線状痕が明瞭に残 り、粗い砥石で研磨されたことが推

定できる。

刃部整形は、石器長軸に対してほぼ平行に研磨され、両面から研磨をおこなっているが、表面側に

やや急角度に研磨をおこない銅を作出している。何回かの研ぎ直しが確認できる。

以下に、この石器の基本的属性を記述する。

最大長 :16.5cm、 最大幅 :5.4cm、 最大厚 :0.9cm、 刃角64～ 68、 石材 :泥岩
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第 1節 屋代遺跡群における石包丁の使用痕分析

高倍率使用痕観察

<観察方法>

オリンパス社の金属顕微鏡 (BX30M― BD)を用いて、100倍 と200倍の倍率で観察をおこなった。観

察面は、アルコールを浸した脱脂綿で軽 く拭き取 り、脂分などを取 り除いた。観察範囲は、石器表面

全体で使用痕光沢の分布を詳細に観察した。使用痕光沢分類は東北大学の分類基準によっている (梶

原・阿子島1981(1)、 阿子島1989a)。

資料 1(写真 1～ 4)

使用痕光沢密度が高 く、光沢がよく発達している。光沢は、パッチ状でいわゆるBタ イプである。

パッチが連結して面的に広がるAタ イプは観察できない。この石材の特徴であると思われる。使用痕

光沢は、裏面側の方がわずかに密度が高いようである。刃部の稜線上に使用時の線状痕と思われるも

のが刃部に直交するように観察される。

資料 2(写真 5～ 6)

使用痕光沢の分布は、非常に散漫である。使用痕光沢の発達度合いも弱い。紐孔の周辺を除いてほ

ぼ全面に小さいパッチ状光沢がわずかに分布している。使用痕光沢の分類では、イネ科植物との接触

によってみられやすいBタ イプのみである。刃部よりもむしろその外側に光沢がよく観察される。刃

部の研ぎ直しによる影響 と考え_ら れる。

ま と め

今回観察した石包丁の使用痕光沢は、Bタ イプであり対象物はイネ科植物が推定できる。従来から

いわれているように、この石器はイネ科植物の穂摘具であるという推定を追認したかたちとなった。

しかしながら、一概に石包丁という器種分類でも、その個別石器の内容にはかなり違いがあることが

判明した。それらの違いを箇条書きであげておきたい。

*形態差 (半月形か長方形、大形 と小形、紐孔の数)

*紐孔の穿孔方法 (両面穿孔か片面穿子L)

*刃部整形 (片面側から研磨するのか、両面側から研磨)

*使用痕光沢密度の違い (使用頻度、刃部の再研磨)

これらの相異は、時期あるいは石包丁製作の地域性、当時の社会性を反映するものがあるはずで、

今後それらの属性を詳細に比較検討していかなければならない。

資料 1 石包丁 S=1/2        資料 2

第584図 使用痕分析資料
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